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ASV5 運転支援検討 WG 

先進安全装置に関する社内関係者及び販社への説明時の配慮事項について 

 

１．背景及び目的 

先般、販社で一般ユーザー向けに行われた低速用衝突被害軽減ブレーキの体

験試乗において事故が発生した。この事故の状況から、販売店担当者の当該装

置に対する理解が、安全対策を含め不十分であった可能性が考えられるため、

運転支援検討 WG メンバー各社に対し、先進安全装置に関して販社と接する社

内関係者及び販社への説明の実施状況について調査を実施した。調査の結果、

各社とも、新たな先進安全技術を搭載した車両の販売を開始する際には、販社

と接する社内関係者及び販社に対する説明が行われていることが確認された。

但し、今回の事故発生を受け、改めて、販社と接する社内関係者及び販社の関

係者に先進安全装置を正しく理解してもらうための配慮事項等についてまとめ

る。 

 

２．新しい先進安全装置に関する社内説明及び販社説明の対象 

 販社と接する社内関係者及び販社の社員。 

 

３．販社と接する社内関係者及び販社への説明に関する配慮事項 

 自動車メーカーは、販社と接する社内関係者及び販社に対し、販売する車両

に搭載された先進安全装置を正しく理解してもらうために、以下の事項に配慮

する。 

１） 当該装置の目的及び基本機能（本来実現しようとする機能）を説明する。 

２） 当該装置の機能限界及び装置が作動しないケースについて説明する。 

３） 体験試乗を実施する場合には、装置が作動しないケースが発生しても安

全に試乗が行えるように配慮する（例：安全空間の確保 等）。 

４） 体験試乗を実施する場合には、基本機能の体験に加え、機能限界及び装

置が作動しないケースについても体験できることが、より望ましい。 

５） 販社の担当者が一般ユーザーへ当該装置の説明を行う際には、上記項目

について配慮するよう、販社と接する社内関係者及び販社へ指導する。 

 

４．その他 

 上記は、当該装置に対する一般ユーザーの正しい理解が十分に浸透している

と考えられる状況下においては、取扱い説明書等の書面への記載に留めるなど

柔軟に対応する。 
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過信の発生を抑制するためのデザイン上の配慮事項について 

１．背景と目的 

運転支援システムが高度化し、支援機能が拡大することによって、安全運転を遂行する上

でのドライバーの負担が軽減される一方で、ドライバーがシステムに対して過度に依存（過

信）することによって、不安全な運転行動を取る懸念がある。そのため、このようなドライ

バーの不安全な運転行動を抑制するため、「過信の発生を抑制するためのデザイン上の配慮

事項」を検討した。 
運転支援システムに対して生じると考えられる過信のタイプが、４つの視点で整理（表１

参照）できること、また、過信が生じるのはドライバーがシステムに対して持つメンタルモ

デルを正しく構築できないことが原因のため、そのメンタルモデルがシステムの使用中以

外／使用中のそれぞれにおいて構築されることを考えて、「過信の発生を抑制するためのデ

ザイン上の配慮事項」について、具体例も含めまとめた。 
尚、本資料でまとめた「過信の発生を抑制するためのデザイン上の配慮事項」には、最低

限実施すべき項目と実施しておくことが望ましい項目とが含まれている。そのため、配慮事

項の項目ごとに「…すること」と「…することが望ましい」を使い分けて記載するとともに、

項目によって該当しないシステムがあることも注釈として記述した。運転支援システムの

支援内容が多岐に渡り、支援の程度も幅広いため、今回まとめた「過信の発生を抑制するた

めのデザイン上の配慮事項」のどの配慮事項に対して、どこまで備えるか等は、それぞれの

運転支援システム個々に検討、判断する必要がある。 
また、技術的な検討の結果、ここに示した具体例以外の手法をとることについて妨げるも

のではなく、今後の検討により内容は必要に応じて変更されうるものである。 
 

表１ 過信のタイプ（過信における４つの視点） 
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２．過信の発生を抑制するためのデザイン上の配慮事項 

２．１．運転支援システムを使用していない時（使用中以外） 

２．１．１．取扱い説明書への記載 

  ４つの過信のタイプ（4 つの視点）に対応して、過信の発生を抑制する内容を取扱い説

明書へ記述し、ユーザーまたは事業者に周知する。 

（１）法規、ルール及び運転マナーについて（過信のタイプ：①基盤） 

装置が法規、ルール、運転マナー等の一部または全ての判断をしていないことを説

明する。 
システムに頼り切らずに交通ルールの遵守及び周囲の状況に応じた安全運転が必

要であることを説明すること。 

（２）能力限界について（過信のタイプ：②安定性） 

システムの能力には限界があることの説明及び機能限界を超えた時のシステム動

作とその時に生じるリスクについて説明すること。 
・システムが作動する条件について説明すること。 
・システムが作動する状況に類似するが、実際には適切に作動しない状況につい

ても説明することが望ましい（例：追従制御は車に対して行うが、自転車に対

しては行わない等）。 

（３）機能の実現方法について（過信のタイプ：③方法） 

    機能の実現方法を説明すること。 
・センシングの方式（カメラ、レーダー等）やシステムの作動の仕組みを説明す

ること（実現方法を説明することにより、実現方法を超えた作動への過信を抑

制）。 
（例：センサの検出範囲が扇形になっている為、急に割り込む車両については 
検出できない場合があること等） 

（４）機能の目的について（過信のタイプ：④目的） 

機能の目的を説明すること。 
・システムが有する機能、システムが作動した時の制御や HMI の動作を説明す

ること（模式図等）。 
・システムが有する機能の目的及び目的外での使用をしないようにすることを説

明すること。（例：運転負荷の軽減を目的とした支援を行うが、運転そのもの

を自動で行うものではない等） 

２．１．２．ユーザーに対して着実に周知するための配慮事項 

（１）ウォーニングラベルの貼り付け、タグ等の吊り下げ、ディスプレイへの表示 

使用時に特に注意すべき事項がある場合は、記載したウォーニングラベルを貼り

付ける、またはタグ等を吊り下げる、またはシステム起動時等にディスプレイへ表

示することが望ましい。 

（２）同意書の活用 

    同意書を活用して、ユーザーに対して販売店担当者より説明を受けたことを確認
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することが望ましい（署名など）。 
     具体例（上記２．１．１の各項目）： 

・法令遵守及びマナー遵守について確認した 
・システムの作動の仕組み及び作動範囲について確認した 

（３）ユーザーへの教育 

ユーザーに対し、装置の正しい使用方法等について教育することが望ましい。 
・映像マニュアルによる使用方法の教育 
・実車による機能の作動体験（購入者（個人ユーザー）を対象としたもの、職

業ドライバー及び事業者を対象としたもの） 
・メーカーHP の動画や販売店のビデオ等による、動作状態の事前学習 
・マスメディア等を通じた広報教育活動 

（例：TV CM で機能紹介や注意事項について周知する。技術説明会・試乗 
会等でマスメディア向けに機能紹介や能力限界について周知する等） 

 
２．２．運転支援システムを使用している時（使用中） 

２．２．１．システムの作動状態の提示※1, ※2  
※1原則として平時に作動するシステムを対象とするが、必要に応じ、緊急時に作動する 

 システムへ適用することも妨げない。 
※2ユーザーにシステムの作動状態を常時表示しなくても安全性の後退につながらない機能

については、本項に該当しない場合もある。 

（１）システムの作動有無（作動しているか否か）を提示すること 
（例：メーター内に表示する。必要に応じ、音と併用する等） 

（２）システムの作動モード（作動モードが切り替わるシステムが対象）を確認できる

情報を提示すること 
（例：先行車追従／走路追従が分かる情報をメーター内に表示する等） 

（３）システムの制御対象の検知状況を提示することが望ましい（外界の対象物を認識 
するシステムが対象） 
（例：追従する先行車やレーン等の検知状況等をメーター内に表示する。 
但し、前照灯の High/Low 切り替え支援のように先行車や対向車の検知状況を

その都度表示する必要のない装置もある） 
（４）システムの能力限界を超えた場合に、そのことが分かるように提示すること（能

力限界付近でドライバーの操作介入を必要とするシステムが対象） 
能力限界付近の状況及びドライバーの操作介入が必要な状況であること等を提示

する。 
（例 1：車線維持支援システム（LKAS）の場合には、車線維持支援の対象として

いたレーンの消失等が分かるようにメーター内に表示する等。 
 例 2：LKAS の場合には、曲率半径の小さい曲線路で操舵支援を行っている時 
 に、能力限界に到達する手前で、表示・音・振動等により提示する等。） 

 

２．２．２．システム状態※3、システムの作動環境、作動状態及びドライバーの操作状態に 

合わせて注意または警告を行うこと。※4  
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※3システム状態には故障も含まれる。 
※4原則として平時に作動するシステムを対象とするが、必要に応じ、緊急時に作動する 

システムへ適用することも妨げない。 

（例 1：故障等により支援できない場合に、メーター内の表示等により、システム 
の故障等を提示し、注意を促す等。 
例 2：悪天候や逆光等により、機能を発揮できない場合に、メーター内の表示に 
より、機能が停止している状態であることを提示する等により注意を促す等。 
例 3：LKAS の場合には、ドライバーがハンドル操作を放棄しないよう、操舵支

援中にドライバーがハンドルから手を離した状態であることを検出した場合に、

ドライバーに表示、音、振動等により注意を促す等） 

２．２．３．システム状態、システムの作動環境、作動状態及びドライバーの操作状態に 

合わせた作動の制限または停止※5  
※5原則として平時に作動するシステムを対象とするが、必要に応じ、緊急時に作動する 

システムへ適用することも妨げない。 

（１）システムの作動環境以外であることを検出した場合、作動を制限または停止させ

ること 
（例：作動する車速条件を満たさない等、システムの作動条件を満たさない場合に 
は機能を停止させる） 

（２）システムの作動条件を満たさなくなった場合、作動を制限または停止させること 
（例：LKAS で車線を認識できない場合に、一時的に機能を停止させる） 

（３）システムの故障やセンサの汚れ等のシステムの正常な作動を妨げる要因を検出し

た場合、関連する機能を制限※6または停止させること 
※6停止させる機能と残存させる機能をドライバーが選択したり、表示等で認識できるよう

にすることにより、機能を残存させることができる。 

（例：車間距離センサが故障した場合、定速走行・車間距離制御装置（ACC）の作

動を停止させる。但し、車間距離センサを必要としない定速走行（CC）が作動

可能であって、ドライバーがその設定を行う等、認識が出来る場合は、その機

能を存続できる等） 

  （４）ドライバーの必要な運転操作がないことを検出した場合、作動を制限または停止

させること 
    （例：LKAS の場合は、ドライバーがハンドルから手を離した状態であることを検 

出した場合に、作動を停止させる） 

（５）ドライバーのシステム習熟度合に応じて作動を制限または停止させることを行

っても良い。 
（例：十分に習熟できていない段階では、作動車速を制限する等） 

２．２．４．ガイド機能 

 正しい目的、機能及び操作方法へ誘導するようにガイドする機能をもたせることが

望ましい。 
（例：支援の目的、機能、操作方法、操作環境などを対話型 HMI でガイドする等） 
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複合化マトリクス

自律型システム：　実用化ASV技術とする。　　
通信利用型システム：　車々間通信利用型システムとする（第４期ASVの検討経緯より、路車通信、歩車通信のシステムは含めていない。路車通信、歩車通信システムは今後追加していく）　
あり／なし：　作動シーンの重なり　あり／なし
表示：光だけでなく、音も含める。　
優先：優先して動作させる（例：表示が重なれば、優先させる。重なる部分（干渉部分）がなければ並列に動作する場合もある）。非優先システムを切るということではない。　
赤枠：通常は起きない組み合わせ（例：PCSやESCが作動している切迫した場面で、ドライバがACCやLKAは作動させることはない）

①HID/LED ②AFS ③暗視カメラ ④バックカメラ ⑤サイドカメラ
⑥フロント

ノーズカメラ
⑦パーキング

アシスト
⑧周辺ソナー

⑨夜間歩行者
警報

⑩タイヤ
空気圧警報

⑪カーブ警報

視覚機能の拡大 ○ ○ ○
情報提供 ○ ○ ○ ○ ○
注意喚起 ○ ○ ○ ○

警報
制御 ○（ｽﾃｱ）

その他
あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動
あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動
あり あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動
夜間歩行者

警報
並列作動 並列作動

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 なし あり／優先 なし

並列作動 並列作動 並列作動 サイドカメラ
フロント

ノーズカメラ
パーキング

アシスト
周辺ソナー （前方/後方）

タイヤ
空気圧警報

（車速域
前方/後方）

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり／優先 なし

並列作動 並列作動 並列作動 バックカメラ
フロント

ノーズカメラ
パーキング

アシスト
周辺ソナー 並列作動

タイヤ
空気圧警報

（車速域）

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり／優先 なし

並列作動 並列作動 並列作動 バックカメラ サイドカメラ
パーキング

アシスト
周辺ソナー 並列作動

タイヤ
空気圧警報

（車速域）

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 なし あり／優先 なし

並列作動 並列作動 並列作動 バックカメラ サイドカメラ
フロント

ノーズカメラ
周辺ソナー （前方/後方）

タイヤ
空気圧警報

（車速域
前方/後方）

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり なし

並列作動 並列作動 並列作動 周辺ソナー 周辺ソナー 周辺ソナー 周辺ソナー
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
（車速域）

あり あり あり／優先 なし あり あり なし あり あり あり

並列作動 並列作動
夜間歩行者

警報
（前方/後方） 並列作動 並列作動 （前方/後方）

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
タイヤ

空気圧警報
タイヤ

空気圧警報
タイヤ

空気圧警報
タイヤ

空気圧警報

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域） 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）
あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

あり あり あり なし なし なし なし なし あり／優先 あり／優先 あり／優先

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域） PCS PCS PCS

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
被追突警報付き

アクティブヘッドレス
ト

被追突警報付き
アクティブヘッドレス

ト

被追突警報付き
アクティブヘッドレスト

被追突警報付き
アクティブヘッドレス

ト

被追突警報付き
アクティブヘッド

レスト

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域） 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域） （車速域）

（車速域
前方/後方）

（車速域） 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり なし なし なし なし なし あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動
（車速域

前方/後方）
（車速域

前方/後方）
（車速域

前方/後方）
（車速域

前方/後方）
（車速域） 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり なし あり／優先 あり／優先 なし あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 （前方/後方）
出会い頭
衝突防止

出会い頭
衝突防止

（前方/後方）
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし あり／優先 あり／優先 なし あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 （前方/後方）
右折時

衝突防止
右折時

衝突防止
（前方/後方）

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり なし あり／優先 あり／優先 なし あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 （前方/後方）
左折時

衝突防止
左折時

衝突防止
（前方/後方）

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

あり あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり／優先 あり／優先

並列作動 並列作動 並列作動
情報提供

Management
情報提供

Management
情報提供

Management
情報提供

Management
周辺ソナー 並列作動

タイヤ
空気圧警報

カーブ警報

後
か
ら
作
動
す
る

シ
ス
テ
ム

⑤サイドカメラ

⑥フロント
ノーズカメラ

⑧周辺ソナー

①HID/LED

現
在
作
動
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

⑯レーンキーピング
アシスト with LDW

21：ESC

22：トラクション
コントロール付ABS

⑪カーブ警報

⑭ESS

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

②AFS

⑦パーキング
アシスト

⑩タイヤ
空気圧警報

⑫ふらつき
警報

周辺車両
認知

⑱PCS

⑲被追突警報付き
アクティブヘッドレス

ト

出会い頭
衝突防止

④バックカメラ

③暗視カメラ

自律型システム

⑮ナビ
ブレーキアシスト

⑨夜間歩行者
警報

⑬リヤビークル
モニタリング

23：急ブレーキ連動
シートベルト

⑳ナビ
協調シフト

⑰全車速ACC
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複合化マトリクス

視覚機能の拡大
情報提供
注意喚起

警報
制御

その他

後
か
ら
作
動
す
る

シ
ス
テ
ム

⑤サイドカメラ

⑥フロント
ノーズカメラ

⑧周辺ソナー

①HID/LED

現
在
作
動
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

⑯レーンキーピング
アシスト with LDW

21：ESC

22：トラクション
コントロール付ABS

⑪カーブ警報

⑭ESS

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

②AFS

⑦パーキング
アシスト

⑩タイヤ
空気圧警報

⑫ふらつき
警報

周辺車両
認知

⑱PCS

⑲被追突警報付き
アクティブヘッドレス

ト

出会い頭
衝突防止

④バックカメラ

③暗視カメラ

⑮ナビ
ブレーキアシスト

⑨夜間歩行者
警報

⑬リヤビークル
モニタリング

23：急ブレーキ連動
シートベルト

⑳ナビ
協調シフト

⑰全車速ACC

自律型システム：　実用化ASV技術とする。　　
通信利用型システム：　車々間通信利用型システムとする（第４期ASVの検討経緯より、路車通信、歩車通信のシステムは含めていない。路車通信、歩車通信システムは今後追加していく）　
あり／なし：　作動シーンの重なり　あり／なし
表示：光だけでなく、音も含める。　
優先：優先して動作させる（例：表示が重なれば、優先させる。重なる部分（干渉部分）がなければ並列に動作する場合もある）。非優先システムを切るということではない。　
赤枠：通常は起きない組み合わせ（例：PCSやESCが作動している切迫した場面で、ドライバがACCやLKAは作動させることはない）

⑫ふらつき
警報

⑬リヤビークル
モニタリング

⑭ESS
⑮ナビ

ブレーキアシスト
⑯レーンキーピング
アシスト with LDW

⑰全車速ACC ⑱PCS
⑲被追突警報付き

アクティブヘッドレスト
⑳ナビ

協調シフト
21：ESC

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

（○（ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽ
ﾄ））

○（ｽﾃｱ） ○（ｱｸｾﾙ、ﾌﾞﾚｰｷ、ｼﾌﾄ） ○（ﾌﾞﾚｰｷ） ○（ﾍｯﾄﾞﾚｽﾄ） ○（ｼﾌﾄ） ○（ﾌﾞﾚｰｷ）
○（ﾍｯﾄﾞﾚｽﾄ）

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり
並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり
並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

なし なし なし なし なし なし なし あり／優先 なし なし

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

被追突警報付き
アクティブヘッドレスト

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

なし なし なし なし なし なし なし あり／優先 なし なし

（車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域）
被追突警報付き

アクティブヘッドレスト
（車速域） （車速域）

なし なし なし なし なし なし なし あり／優先 なし なし

（車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域）
被追突警報付き

アクティブヘッドレスト
（車速域） （車速域）

なし なし なし なし なし なし なし あり／優先 なし なし

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

被追突警報付き
アクティブヘッドレスト

（車速域
前方/後方）

（車速域
前方/後方）

なし なし なし なし なし なし なし あり／優先 なし なし

（車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域） （車速域）
被追突警報付き

アクティブヘッドレスト
（車速域） （車速域）

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり／優先
危険度による

注意喚起・警報
Management

（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 ESC

あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり／優先
危険度による

注意喚起・警報
Management

（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 ESC

あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり／優先 あり／優先
危険度による

注意喚起・警報
Management

（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

全車速ACC ESC

あり／優先 あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり／優先 あり／優先

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 PCS PCS PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS ESC

あり あり あり あり あり あり あり あり あり
危険度による

注意喚起・警報
Management

（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 全車速ACC PCS 並列作動 並列作動

あり あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 ESC ESC ESC ESC 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり あり／優先 あり あり あり

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

PCS

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

並列作動 並列作動

あり／優先 あり／優先 あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり あり
ふらつき

警報
リヤビークル
モニタリング

並列作動 並列作動
レーンキーピング
アシスト（LDW）

全車速ACC PCS
被追突警報付き

アクティブヘッドレスト
並列作動 並列作動

自律型システム
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複合化マトリクス

視覚機能の拡大
情報提供
注意喚起

警報
制御

その他

後
か
ら
作
動
す
る

シ
ス
テ
ム

⑤サイドカメラ

⑥フロント
ノーズカメラ

⑧周辺ソナー

①HID/LED

現
在
作
動
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

⑯レーンキーピング
アシスト with LDW

21：ESC

22：トラクション
コントロール付ABS

⑪カーブ警報

⑭ESS

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

②AFS

⑦パーキング
アシスト

⑩タイヤ
空気圧警報

⑫ふらつき
警報

周辺車両
認知

⑱PCS

⑲被追突警報付き
アクティブヘッドレス

ト

出会い頭
衝突防止

④バックカメラ

③暗視カメラ

⑮ナビ
ブレーキアシスト

⑨夜間歩行者
警報

⑬リヤビークル
モニタリング

23：急ブレーキ連動
シートベルト

⑳ナビ
協調シフト

⑰全車速ACC

自律型システム：　実用化ASV技術とする。　　
通信利用型システム：　車々間通信利用型システムとする（第４期ASVの検討経緯より、路車通信、歩車通信のシステムは含めていない。路車通信、歩車通信システムは今後追加していく）　
あり／なし：　作動シーンの重なり　あり／なし
表示：光だけでなく、音も含める。　
優先：優先して動作させる（例：表示が重なれば、優先させる。重なる部分（干渉部分）がなければ並列に動作する場合もある）。非優先システムを切るということではない。　
赤枠：通常は起きない組み合わせ（例：PCSやESCが作動している切迫した場面で、ドライバがACCやLKAは作動させることはない）

22：トラクション
コントロール付ABS

23：急ブレーキ連動
シートベルト

出会い頭
衝突防止

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

周辺車両
認知

○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○（ﾌﾞﾚｰｷ、ｱｸｾﾙ）
○（ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ）

あり あり あり あり あり あり
並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり
並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

なし なし なし なし なし あり

（車速域）
（車速域

前方/後方）
（前方/後方） （前方/後方） （前方/後方）

情報提供
Management

なし なし あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり

（車速域） （車速域）
出会い頭
衝突防止

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

情報提供
Management

なし なし あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり

（車速域） （車速域）
出会い頭
衝突防止

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

情報提供
Management

なし なし なし なし なし あり

（車速域）
（車速域

前方/後方）
（前方/後方） （前方/後方） （前方/後方）

情報提供
Management

なし なし あり あり あり あり／優先

（車速域） （車速域）
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
周辺ソナー

あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
並列作動

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

タイヤ
空気圧警報

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management
カーブ警報

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

ふらつき
警報

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

リアビークル
モニタリング

あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

動）

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

ナビ
ブレーキアシスト

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

レーンキーピング
アシスト（LDW）

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

全車速ACC

あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先 あり／優先

並列作動 並列作動 PCS PCS PCS PCS

あり あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作

危険度による
注意喚起・警報

Management
（制御は並列作動）

被追突警報付き
アクティブヘッドレスト

あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり

並列作動 並列作動 並列作動 並列作動 並列作動

あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

出会い頭
衝突防止

あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

右折時
衝突防止

あり あり あり あり あり／優先

並列作動 並列作動
危険度による

注意喚起・警報
Management

危険度による
注意喚起・警報

Management

左折時
衝突防止

あり あり あり／優先 あり／優先 あり／優先

並列作動 並列作動
出会い頭
衝突防止

右折時
衝突防止

左折時
衝突防止

通信利用型（車々間）システム自律型システム
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情
報

提
供

注
意

喚
起

警
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制
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○
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M
an

ag
e
m

e
n
t

M
an

ag
e
m

e
n
t

M
an

ag
e
m

e
n
t

M
an

ag
e
m

e
n
t

は
み

出
し

対
向

車
、

交
差

車
両

横
断

飛
び

出
し

歩
行

者
自

転
車

路
肩

横
断

飛
び

出
し

路
肩

3
/
3
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そ
の
ま
ま
同
時
に
作
動
し
た
時
の
状
況

前
方
衝
突
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

夜
間
歩
行
者
衝
突
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

全
車
速
A
C
C
の
前
方
衝
突
注
意
喚
起

（
減
速
期
待
＋
操
舵
回
避
期
待
）

前
方
衝
突
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

夜
間
歩
行
者
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

全
車
速
A
C
C
（
減
速
期
待
＋
操
舵
回
避
期
待
）

前
方
衝
突
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

夜
間
歩
行
者
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

全
車
速
A
C
C
（
減
速
期
待
＋
操
舵
回
避
期
待
）

前
方
衝
突
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

夜
間
歩
行
者
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

全
車
速
A
C
C
（
減
速
期
待
＋
操
舵
回
避
期
待
）

ナ
ビ
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト
（
制
動
指
示
（
支
援
）
）

カ
ー
ブ
警
報
（
減
速
指
示
）

夜
間
歩
行
者
警
報
（
減
速
指
示
＋
操
舵
回
避
指
示
）

周
辺
ｿ
ﾅ
ｰ
（
操
舵
指
示
＋
制
動
指
示
）

複
数
の
衝
突
警
報
は
出
る
こ
と
で
混
乱
す
る

（
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
）

な
し

わ
き
見
警
報
（
前
方
注
視
）

後
側
方
・
側
方
警
報
（
車
線
維
持
指
示
＋
後
側
方
注
視
）

後
側
方
注
視
動
作
に
対
し
て
わ
き
見
警
報
が
出
る
？

な
し

脇
見
（
誤
検
出
、
誤
判
断
）
が
原
因

仮
に
性
能
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
わ
き

見
警
報
を
抑
制
し
て
、
後
側
方
の
安
全
確
認

を
許
容
す
る
。

【
２
つ
の
警
報
の
因
果
関
係
に
よ
る
優
先
度
】

２
つ
の
警
報
に
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
（
例
え
ば
、
前
後
方
向
の
衝
突
警
報
と
左
右
方
向
の
逸
脱
警
報
な
ど
が
該
当
）
で
は
対
立
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
２
つ
の
警
報
に
因
果
関
係
に
な
い
も
の
（
例
え
ば
、
前
後
方
向
の
衝
突
警
報
と
タ
イ
ヤ
空
気
圧
警

報
な
ど
が
該
当
）
で
は
対
立
の
確
認
は
基
本
的
に
は
必
要
な
く
、
情
報
処
理
が
や
り
切
れ
る
か
否
か
な
ど
の
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
み
に
注
意
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
時
系
列
で
の
対
立
】

・
交
通
環
境
は
時
々
刻
々
変
化
す
る
た
め
、
危
険
要
因
や
危
険
の
大
き
さ
も
時
々
刻
々
変
化
す
る
。

・
つ
い
数
秒
前
の
危
険
に
対
応
す
る
指
示
と
現
時
点
の
危
険
に
対
す
る
指
示
が
相
反
す
る
場
面
も
全
く
発
生
し
な
い
と
は
言
え
ず
、
「
情
報
提
供
⇒
注
意
喚
起
⇒
警
報
」
と
い
う
変
化
の
中
で
、
現
実
的
な
M
an
ag
e
m
e
n
tを
行
う
こ
と
に
な
る
。

ブ
レ
ー
キ
加
熱
警
報

（
ブ
レ
ー
キ
冷
却
指
示
、
制
動
中
断
他
）

「
衝
突
回
避
の
操
作
」
を
求
め
つ
つ
「
ブ
レ
ー
キ
操
作
が
危
険
で
あ
る
こ

と
の
指
示
」
が
行
わ
れ
る
。

ブ
レ
ー
キ
操
作
の
危
険
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
操
作
が
選
択

さ
れ
る
。

被
追
突
警
報
付
き
ｱ
ｸ
ﾃ
ｨﾌ
ﾞﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾚ
ｽ
ﾄ

（
身
構
え
指
示
＋
減
速
操
作
の
危
険
提
示
）

「
減
速
を
含
む
操
作
」
を
求
め
つ
つ
「
後
続
車
に
よ
る
追
突
の
危
険
」
を

知
ら
せ
る
。

ブ
レ
ー
キ
操
作
の
危
険
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
追
突
へ
の
身
構
え
が
出

来
る
と
と
も
に
、
よ
り
安
全
な
操
作
が
選
択
さ
れ
る
。

な
し

な
し

車
線
逸
脱
警
報
（
車
線
維
持
指
示
）

後
側
方
・
側
方
警
報
（
車
線
維
持
指
示
＋
後
側
方
注
視
）

対
立
が
懸
念
さ
れ
た
装
置
の
組
み
合
わ
せ

な
し

な
し

対
立
の
発
生

「
衝
突
回
避
の
操
作
」
を
求
め
つ
つ
「
車
線
維
持
の
指
示
」
が
行
わ
れ

る
。
車
線
変
更
先
の
危
険
性
が
不
明
な
中
で
、
衝
突
回
避
操
作
の
選
択
肢

と
し
て
の
車
線
変
更
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
衝
突
回
避
の
操
作
」
を
求
め
つ
つ
「
車
線
維
持
の
指
示
」
が
行
わ
れ

る
。
車
線
変
更
の
危
険
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
操
作
が
選
択
さ
れ

る
。

同
時
に
作
動
し
て
も
問
題
は
な
い
。

デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
問
題
で
、
よ
り
重

要
な
装
置
を
優
先
す
る
場
合
も
あ
る
。

確
か
な
衝
突
対
象
の
存
在
に
基
づ
い
た
衝
突

警
報
を
優
先
す
る
。
逸
脱
先
が
即
事
故
に
繋

が
る
か
否
か
が
不
明
な
車
線
逸
脱
に
対
す
る

警
報
（
車
線
維
持
指
示
）
の
優
先
度
を
下
げ

て
考
え
る
。

　
確
か
な
危
険
に
対
す
る
警
報
を
優
先
す
る

（
基
本
的
な
優
先
度
の
考
え
方
）
。

　
但
し
、
確
率
に
基
づ
く
優
先
順
位
の
付
け
方

は
、
実
際
の
危
険
と
異
な
る
の
で
（
実
際
の
危

険
が
不
明
な
方
よ
り
、
実
際
の
危
険
が
確
か

な
方
の
優
先
順
位
を
高
く
し
て
い
る
の
で
）
、

実
際
の
危
険
が
不
明
と
い
う
前
　
提
で
の
優

先
度
の
扱
い
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
（
車

線
逸
脱
警
報
を
完
全
に
O
F
F
し
な
い
な
ど
）
。

資
料
2
-
3
-
3
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N
o
.

単
語

定
義

（
案

）
　

　
大

辞
林

な
ど

の
用

語
か

ら
引

用
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
に

置
き

換
え

た
具

体
例

1
運

転
支

援
運

転
）
機

械
を

操
作

し
て

作
動

さ
せ

る
こ

と
。

ま
た

、
機

械
が

動
く
こ

と
。

支
援

)他
人

を
支

え
た

す
け

る
こ

と
。

援
助

。
後

援
。

人
の

運
転

行
動

の
認

知
・
判

断
・
操

作
を

シ
ス

テ
ム

が
補

助
す

る
こ

と
、

助
け

る
こ

と
。

支
援

)他
人

を
支

え
た

す
け

る
こ

と
。

援
助

。
後

援
。

機
能

)あ
る

物
事

に
備

わ
っ

て
い

る
働

き
。

器
官

・
機

械
な

ど
で

、
相

互
に

関
連

し
合

っ
て

全
体

を
構

成
す

る
個

々
の

各
部

分
が

、
全

体
の

中
で

担
っ

て
い

る
固

有
の

役
割

。

ド
ラ

イ
バ

ー
の

認
知

不
足

、
判

断
間

違
い

に
は

警
告

や
制

御
で

支
援

し
、

運
転

負
荷

を
軽

減
さ

せ
る

た
め

の
に

制
御

で
ド

ラ
イ

バ
ー

操
作

の
一

部
を

担
う

こ
と

【
A

S
V

　
通

信
利

用
型

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
】

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

は
、

「
出

会
い

頭
衝

突
防

止
支

援
」
「
右

折
時

衝
突

防
止

支
援

」
「
左

折
時

衝
突

防
止

支
援

」
「
周

辺
車

両
認

知
支

援
」
を

「
支

援
機

能
」
と

総
称

す
る

。
3

過
信

価
値

・
力

量
な

ど
を

実
際

以
上

に
高

く
評

価
し

て
た

よ
る

こ
と

。

5
依

存
他

の
も

の
に

た
よ

っ
て

成
立

・
存

在
す

る
こ

と
。

ド
ラ

イ
バ

ー
が

運
転

操
作

を
シ

ス
テ

ム
に

任
せ

て
い

る
状

態

6
過

度
（
の

依
存

）
過

度
）
適

切
な

程
度

を
超

え
て

い
る

こ
と

。
度

を
過

ご
す

こ
と

。
ま

た
，

そ
の

さ
ま

。
依

存
）
他

の
も

の
に

た
よ

っ
て

成
立

・
存

在
す

る
こ

と
。

過
信

と
依

存
が

合
わ

さ
っ

た
も

の
「
信

頼
に

値
し

な
い

も
の

」
に

対
し

て
、

「
任

せ
ま

す
」
と

い
う

決
断

を
す

る
こ

と
。

7
作

動
機

械
が

動
く
こ

と
（
動

作
す

る
こ

と
）
。

←
8

不
作

動
機

械
が

動
か

な
い

こ
と

（
動

作
し

な
い

こ
と

）
。

←

9
不

要
作

動
不

要
）
い

ら
な

い
こ

と
。

必
要

が
な

い
こ

と
。

作
動

）
機

械
が

動
く
こ

と
（
動

作
す

る
こ

と
）
。

誤
作

動
で

は
な

い
が

、
ド

ラ
イ

バ
ー

が
必

要
と

し
な

い
動

き
を

シ
ス

テ
ム

が
す

る
こ

と
1
0

誤
作

動
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

な
ど

が
，

機
械

や
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
の

不
具

合
に

よ
っ

て
，

誤
っ

た
動

作
を

す
る

こ
と

。
←

1
1

作
動

不
足

作
動

）
機

械
が

動
く
こ

と
（
動

作
す

る
こ

と
）
。

不
足

）
足

り
な

い
こ

と
。

十
分

で
な

い
こ

と
。

必
要

な
操

作
量

や
車

両
状

態
に

到
達

し
な

い
状

態

1
2

早
期

作
動

早
期

）
始

ま
っ

て
間

も
な

い
時

期
。

早
い

時
期

。
作

動
)機

械
が

動
く
こ

と
（
動

作
す

る
こ

と
）
。

設
定

よ
り

も
早

い
（
時

間
的

、
値

的
）
段

階
で

シ
ス

テ
ム

が
介

入
し

始
め

る
1
3

平
常

（
時

）
い

つ
も

と
同

じ
で

あ
る

こ
と

。
平

生
（
へ

い
ぜ

い
）
。

普
段

。
外

乱
な

ど
が

な
く
順

調
な

状
態

1
4

異
常

（
時

）
い

つ
も

と
違

う
こ

と
。

普
通

と
違

っ
て

い
る

こ
と

。
外

乱
な

ど
に

よ
り

想
定

し
た

も
の

と
違

う
作

動
状

態
と

な
る

こ
と

1
5

緊
急

（
時

）
非

常
に

重
大

な
事

態
と

な
り

，
そ

の
対

応
・
処

置
に

急
を

要
す

る
・
こ

と
ド

ラ
イ

バ
ー

の
差

し
迫

っ
た

対
応

が
必

要
な

リ
ス

ク
が

存
在

す
る

状
態

1
6

ド
ラ

イ
バ

ー
　

主
権

主
権

）
独

自
の

意
思

決
定

を
行

う
権

利
、

最
終

的
に

決
定

す
る

権
利

ド
ラ

イ
バ

ー
が

与
え

ら
れ

た
権

限
と

責
任

に
よ

り
安

全
な

運
転

を
遂

行
す

る
た

め
に

、
ド

ラ
イ

バ
ー

の
操

作
が

優
先

さ
れ

る
こ

と

1
7

権
限

委
譲

権
限

）
あ

る
範

囲
の

こ
と

を
正

当
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
し

て
与

え
ら

れ
て

い
る

能
力

。
ま

た
，

そ
の

能
力

が
及

ぶ
範

囲
。

委
譲

）
権

限
な

ど
を

他
に

ま
か

せ
て

ゆ
ず

る
こ

と
。

あ
る

運
転

タ
ス

ク
の

実
行

を
ド

ラ
イ

バ
ー

か
ら

シ
ス

テ
ム

へ
、

あ
る

い
は

シ
ス

テ
ム

か
ら

ド
ラ

イ
バ

ー
へ

移
す

こ
と

1
8

ド
ラ

イ
バ

ー
　

正
常

状
態

正
常

）
変

わ
っ

た
と

こ
ろ

や
悪

い
と

こ
ろ

が
な

く
普

通
で

あ
る

こ
と

。
正

し
い

状
態

で
あ

る
さ

ま
。

認
知

、
判

断
、

操
作

が
出

来
て

い
る

こ
と

1
9

ド
ラ

イ
バ

ー
　

非
正

常
状

非
正

常
）
変

わ
っ

た
と

こ
ろ

や
悪

い
と

こ
ろ

が
あ

り
普

通
で

な
い

こ
と

。
正

し
く
な

い
状

態
で

あ
る

さ
ま

。
認

知
、

判
断

、
操

作
が

出
来

て
い

な
い

こ
と

2
0

リ
ス

ク
補

償
行

動
安

全
性

が
高

ま
れ

ば
、

よ
り

危
な

い
行

動
を

取
ろ

う
と

す
る

行
動

←

2
1

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
実

際
の

機
器

の
振

る
舞

い
と

の
整

合
性

に
関

ら
ず

、
ユ

ー
ザ

が
心

的
に

持
っ

 て
い

る
機

器
の

動
作

に
関

す
る

モ
デ

ル
。

「
こ

う
な

っ
た

ら
、

あ
あ

な
る

と
か

」
、

そ
の

働
き

や
作

用
に

つ
い

て
頭

の
中

で
形

成
さ

れ
る

モ
デ

ル
。

←

支
援

)他
人

を
支

え
た

す
け

る
こ

と
。

援
助

。
後

援
。

レ
ベ

ル
）
価

値
づ

け
や

評
価

を
す

る
場

合
の

標
準

。
全

体
の

水
準

。
程

度
。

運
転

支
援

の
度

合
い

【
A

S
V

　
通

信
利

用
型

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
】

ド
ラ

イ
バ

ー
に

ど
の

よ
う

な
対

応
行

動
を

期
待

す
る

か
に

よ
っ

て
支

援
の

仕
方

が
異

な
る

。
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
は

、
「
情

報
提

供
」
「
注

意
喚

起
」
「
警

報
」
の

支
援

レ
ベ

ル
を

取
り

上
げ

、
そ

れ
ら

を
「
支

援
レ

ベ
ル

」
と

総
称

す
る

。
情

報
提

供
…

…
運

転
者

が
シ

ス
テ

ム
か

ら
提

供
さ

れ
た

情
報

に
よ

り
安

全
運

転
を

行
な

う
た

め
の

客
観

情
報

を
伝

え
る

。
注

意
喚

起
…

…
特

定
の

タ
イ

ミ
ン

グ
、

特
定

の
場

所
、

運
転

者
に

よ
る

特
定

の
操

作
ま

た
は

特
定

の
状

況
が

生
じ

た
時

に
注

意
を

喚
起

す
る

。
警

報
…

…
…

…
検

知
し

た
情

報
か

ら
事

故
の

可
能

性
を

予
測

し
、

運
転

者
に

対
し

て
即

座
に

適
切

な
行

動
・
操

作
を

促
す

。

情
報

提
供

（
注

意
喚

起
）

警
報

ア
シ

ス
ト

自
動

制
御

適
応

能
力

の
レ

ベ
ル

（
認

識
性

能
の

高
さ

、
制

御
範

囲
な

ど
）

運
転

支
援

支
援

シ
ス

テ
ム

の
限

界
を

正
確

に
見

極
め

る
こ

と
は

一
般

の
人

に
は

難
し

い
場

合
が

あ
る

。
シ

ス
テ

ム
の

能
力

を
過

大
評

価
す

る
こ

と
が

「
過

信
」
で

あ
り

、
過

小
評

価
す

る
こ

と
が

「
不

信
」
に

な
る

。

2
3

支
援

レ
ベ

ル

A
S
V

5
　

運
転

支
援

検
討

W
G

　
用

語
の

定
義

信
用

し
な

い
こ

と
。

信
用

で
き

な
い

こ
と

。
不

信
42

支
援

機
能

資
料

2
-
3
-
4
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全車速域ACC+全車速域LKA

　　運転負荷軽減制御、注意喚起
　　運転負荷軽減制御、警報

定義

全車速域において、１つの操作スイッチにおいて作動する。
　・一定速で走行する機能
　・車間距離を制御する機能

　・走行車線の中央付近を維持するよう操舵力を制御する機能

目的・機能

目的：全車速域で、アクセル/ブレーキ、ハンドル操作負荷を軽減
　・定速走行する場合や追従走行する場合の運転負荷を軽減

　・走行車線の中央付近を維持して走行する際の運転負荷を軽減

機能
　・中高車速域では運転者がセットした車速で定速走行する。定速走行中に、
    自車より遅い先行車がいた場合には、先行車との車間距離を適切に維持
    する。低車速域では先行車との車間距離を適切に維持する。先行車が停
    止した場合には停止し、停止状態を保持する。何らなの理由で先行車に
    接近しすぎたことや、先行車の急制動などに対応しきれないことを、運転
    者に注意を喚起する。

　・走行車線、或いは先行車の横位置を認識し、車線維持、或いは先行車の
   横位置同等維持に必要な運転者の操舵力を軽減する。何らかの理由で車
   線、或いは先行車横位置から逸脱しそうになった場合には、運転者が車線
   中央に戻す操作をするように警報する。

効果が期待される事故

・先行車の接近に気付くのが遅れたために生じた以下の
  事故類型
    車両相互（追突）

・走行車線からの逸脱に気付くのが遅れたために生じた
　以下の事故類型
　　車両相互（その他）
　　車両単独（工作物）

システム構築に必要な
機能・性能

・先行車との車間距離および相対速度を検知する機能
・車速および車間距離を制御する機能
・停止状態を保持する機能
・運転者に注意喚起する機能

・走行車線および自車横位置を認識する機能
・走行車の横位置および自車横位置を認識する機能
・車線維持、或いは先行車の横位置同等維持に必要な操作支援のための
　操舵トルクを制御する機能
・走行車線、或いは先行車横位置からの逸脱を予測する機能
・運転者に警報する機能

名称

資料2-3-5

1/2
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作動のための条件

検知対象　　先行車との車間距離および相対速度、　車速
前提条件　　・作動を開始するには運転者のスイッチ操作が必要
　　　　　　　　・高速道路など自動車専用道路での使用を想定
　　　　　　　　・検知対象の大きさ、形状、材質、汚れ具合等が一定の条件を
　　　　　　　　　満たしていること
　　　　　　　　・気象条件などが先行車を検知可能な状態であること

検知対象　　車線区分線、先行車の横位置
前提条件　　・作動を開始するには運転者のスイッチ操作が必要
　　　　　　　　・車線区分線が適切に維持管理されていること
　　　　　　　　・気象条件などが車線区分線を検知可能な状態であること
　　　　　　　　・高速道路など自動車専用道での使用を想定
　　　　　　　　・検知対象の大きさ、形状、材質、汚れ具合等が一定の条件を
　　　　　　　　　満たしていること

特記事項

◆車両により以下の機能を有しない場合がある
　　・停止状態を保持する機能

◆車両により機能する範囲が異なる場合がある
　　・運転者のハンドル操作を前提とした支援
　　・直線とみなせる道路においてのみ支援

その他

・手放しは許容しない？
　　手放しできる信頼性、ロバスト性の実現に課題がある。
　　ハンドル操作の受け渡しに必要な十分な余裕を保つことの実現に課題がある。
・容易なオーバーライド
・情報提示　（先行車検出状況、車線区分線検出状況、設定車速）

2/2
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基盤的要件
機能の安定性に
関する要件

機能の実現方法に
関する要件

機能の目的に
関する要件

自専道や郊外の単路では、いつも正常にLKAが機能するので、一般道でも作動さ
せていたら、交差点内で車線を見失い、対向車線へはみ出してしまった ● （●）

コーナーで先行車の追従（ACC)、横位置同等維持（LKA)の機能が十分働かない
状況下でも、ドライバーが制御に期待して適切な車速、車線維持操作を怠る。 ● （●）

ゆるいカーブからきついカーブ（LKAアシスト限界R付近）へ切り込んでいくような道
路を機能作動状態で走行中に、ドライバが機能を過信しレーンにそった走行の操
舵をLKAのアシストに任せて走行するし、かつ、先行車に続いて走行し車速調整も
システムに任せている状態に急にアシスト限界をこえ先行車認識もはずれ加速し
ながら操舵アシストがなくなる。

●

天気の良い日（検知に対して障害の少ない日）に多くシステムを利用しているドラ
イバが、雨の日（検知に対して障害が多くなる日）にシステムを利用したところうまく
作動しないことに困惑する。

● （●）

人通りの多い道路を先行車に続いて走行中、先行車横位置に合わせて障害物を
ある程度よけて走ることを経験している場合に、飛び出してくる障害物に対しても
対応できると思ってシステムを利用している。

（●） （●） ●

一般道でシステムを使用する状況で、車道を走るレーダーで検知できない自転車
に接近した際に、システムがよけてくれるものと思ってそのまま近づいて行った。 （●） ●

一般道でシステムを使用する状況で、先行車が道路端の駐車車両や左折車をよ
けるのに続き、自車もよけようと反対車線にはみ出したところ、運悪く対向車が
やってきた。

●

①車速の低い、②車線区分線のない、一般道でシステムを使用する状況で、カー
ブで先行車が側道に入り、システムが解除された後、ドライバの操舵操作が遅れ
る。

● （●）

自動ブレーキ（/操舵支援）作動中、運転外のことを行った結果、周囲への注意力
が低下して歩行者へ接近してしまった。 （●） ●

急ｶｰﾌﾞで直近に割り込み車が現れた時、当然ﾊﾝﾄﾞﾙ操作すると思ったが、直近車
のため白線検知できず操舵支援作動が行われなかった。 ●

前走車に続いて走行した結果、進入してはならない場所に進入してしまった。
・横断歩道
・緊急車両やバス優先のエリア

● （●）

前走車に続いて走行した結果、渋滞のために交差点内に停止してしまった。 ● （●）

合流時に先行車に続いて走行したために、後側方車両の進路を妨げてしまう。 ● （●）

交差点通過時に正しくないレーンに進入した ● （●）

設定車速以下の先行車に続いて走行中に先行車がより低い車速の車両を車線変
更でよけた場合に、LKAに任せた状態で走行していると、減速および操舵開始が
遅れる

●

先行車に続いて料金所に進入したが、料金所ゲートが狭いために通過する判断を
システムが行うことができないために停止してしまう。あるいは接触してしまう。 ● ●

料金所等のようにレーンマーカーが無く、複数の車両が急に動き出すような環境で
は進路目標を設定できないことが考えられるが、直前の渋滞を順調に走行してい
たために操作することを忘れている可能性がある。

●

自
専
道

信頼の４次元（過信のタイプ）

一
般
道

過信/不信の課題となる運転シーン

資料2-3-6
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①
基
盤
的
要
因

基
盤
的
要
件

機
能
の
安
定
性
に

関
す
る
要
件

機
能
の
実
現
方
法
に

関
す
る
要
件

機
能
の
目
的
に

関
す
る
要
件

前
走
車
に
続
い
て
走
行
し
た
結
果
、
進
入
し
て
は
な
ら
な
い

場
所
に
進
入
し
て
し
ま
っ
た
。

・
横
断
歩
道

・
緊
急
車
両
や
バ
ス
優
先
の
エ
リ
ア

●
（
●
）

進
入
し
て
は
な
ら
な
い
場
所
に
は
追
従
し
て
入
ら

な
い
だ
ろ
う

基
本
機
能
と
し
て
追
従
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
追
従
し

て
進
入
し
て
は
い
け
な
い
場
所
を
判
断
す
る
よ
う
な
高

度
な
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
運
転
者
が
認
識
し
て
い
な

い
。

法
規
、
ル
ー
ル
、
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
の
判
断
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

前
走
車
に
続
い
て
走
行
し
た
結
果
、
渋
滞
の
た
め
に
交
差

点
内
に
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。

●
（
●
）

交
差
点
の
中
で
停
止
す
る
よ
う
な
こ
と
（
道
交
法
を

違
反
す
る
危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ
う

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
走
行
が
適
切
で
あ
り
、
交
差
点
で

の
停
止
を
避
け
て
、
手
ま
で
停
止
す
る
す
る
よ
う
な
高

度
な
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
運
転
者
が
認
識
し
て
い
な

い
。

法
規
、
ル
ー
ル
、
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
の
判
断
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

合
流
時
に
先
行
車
に
続
い
て
走
行
し
た
た
め
に
、
後
側
方
車

両
の
進
路
を
妨
げ
て
し
ま
う
。

●
（
●
）

後
側
方
の
車
両
の
進
路
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と

（
道
交
法
を
違
反
す
る
危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ

う

追
従
す
る
機
能
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
た
め
、
他
車

へ
の
配
慮
が
希
薄
に
な
る
よ
う
な
高
度
な
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
運
転
者
が
認
識
し
て
い
な
い
。

法
規
、
ル
ー
ル
、
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
の
判
断
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

交
差
点
通
過
時
に
正
し
く
な
い
レ
ー
ン
に
進
入
し
た

●
（
●
）

右
折
す
る
気
が
な
に
の
に
右
折
レ
ー
ン
に
進
入
し

た
り
停
止
し
た
り
す
る
こ
と
（
道
交
法
を
違
反
す
る

危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ
う

自
分
は
直
進
す
る
（
ウ
イ
ン
カ
ー
も
出
し
て
い
な
い
）
の

だ
か
ら
、
右
折
す
る
前
走
車
を
避
け
て
走
行
す
る
よ
う
な

高
度
な
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
運
転
者
が
認
識
し
て
い

な
い
。

法
規
、
ル
ー
ル
、
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
の
判
断
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

対
応
策

一 般 道

過
信
/
不
信
の
課
題
と
な
る
運
転
シ
ー
ン

ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

信
頼
の
４
次
元
（
過
信
の
タ
イ
プ
）

要
因

資
料
2
-
3
-
7

1
/
5
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②
機
能
の
安
定
性
に
関
す
る
要
件

基
盤
的
要
件

機
能
の
安
定
性
に

関
す
る
要
件

機
能
の
実
現
方
法
に

関
す
る
要
件

機
能
の
目
的
に

関
す
る
要
件

自
専
道
や
郊
外
の
単
路
で
は
、
い
つ
も
正
常
に
L
K
A
が
機

能
す
る
の
で
、
一
般
道
で
も
作
動
さ
せ
て
い
た
ら
、
交
差
点

内
で
車
線
を
見
失
い
、
対
向
車
線
へ
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た

●
（
●
）

自
専
道
で
出
来
る
か
ら
一
般
道
で
も
出
来
る
だ
ろ

う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
レ
ー
ン
マ
ー
キ
ン
グ
の
無
い
交

差
点
内
な
ど
で
作
動
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
先
行
車
の
追
従
（
A
C
C
)、
横
位
置
同
等
維
持

（
L
K
A
)の
機
能
が
十
分
働
か
な
い
状
況
下
で
も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
制
御
に
期
待
し
て
適
切
な
車
速
、
車
線
維
持
操
作

を
怠
る
。

●
（
●
）

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
道
路
状
況
で
も
先

行
車
と
の
距
離
、
横
位
置
を
維
持
す
る
よ
う
制
御

で
き
る
だ
ろ
う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
小
R
な
ど
カ
ー
ブ
の
曲
率
次
第
で

作
動
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

小
R
走
行
時
は
作
動
を
停
止
す
る
（
大
舵
角
な
ど
ハ
ン
ド
ル
角
の
状
況

に
応
じ
て
）

天
気
の
良
い
日
（
検
知
に
対
し
て
障
害
の
少
な
い
日
）
に
多
く

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
が
、
雨
の
日
（
検
知
に

対
し
て
障
害
が
多
く
な
る
日
）
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
と
こ

ろ
う
ま
く
作
動
し
な
い
こ
と
に
困
惑
す
る
。

●
（
●
）

天
気
に
関
係
な
く
作
動
す
る
だ
ろ
う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
天
気
に
左
右
さ
れ
て
、
雨
天
下

の
作
動
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

大
雨
時
は
作
動
を
停
止
す
る
（
ワ
イ
パ
ー
作
動
の
状
況
に
応
じ
て
）

①
車
速
の
低
い
、
②
車
線
区
分
線
の
な
い
、
一
般
道
で
シ
ス

テ
ム
を
使
用
す
る
状
況
で
、
カ
ー
ブ
で
先
行
車
が
側
道
に
入

り
、
シ
ス
テ
ム
が
解
除
さ
れ
た
後
、
ド
ラ
イ
バ
の
操
舵
操
作
が

遅
れ
る
。

●
（
●
）

車
線
が
な
く
て
も
、
先
行
車
が
居
な
く
て
も
作
動
す

る
だ
ろ
う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
車
速
の
低
い
、
車
線
区
分
線
の

な
い
よ
う
な
場
面
で
作
動
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

設
定
車
速
以
下
の
先
行
車
に
続
い
て
走
行
中
に
先
行
車
が

よ
り
低
い
車
速
の
車
両
を
車
線
変
更
で
よ
け
た
場
合
に
、

L
K
A
に
任
せ
た
状
態
で
走
行
し
て
い
る
と
、
減
速
お
よ
び
操

舵
開
始
が
遅
れ
る

●
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
ア
シ
ス
ト
を
連
続
的
に
受
け
て

い
る
状
態
で
機
能
が
う
ま
く
働
い
て
い
る
た
め
、
常

に
ア
シ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
先
行
車
が
急
に
障
害
物
を
避
け

て
車
線
変
更
す
る
よ
う
な
場
面
、
で
先
行
車
追
従
が
不

安
定
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

先
行
車
に
続
い
て
料
金
所
に
進
入
し
た
が
、
料
金
所
ゲ
ー
ト

が
狭
い
た
め
に
通
過
す
る
判
断
を
シ
ス
テ
ム
が
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
に
停
止
し
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
接
触
し
て
し

ま
う
。

●
●

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
ア
シ
ス
ト
を
連
続
的
に
受
け
て

い
る
状
態
で
機
能
が
う
ま
く
働
い
て
い
る
た
め
、

ゲ
ー
ト
な
ど
狭
い
場
所
で
も
作
動
す
る
だ
ろ
う

多
く
の
走
行
に
お
い
て
前
走
車
に
続
い
て
走
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
料
金
所
の
よ
う
な
狭
い
走
行
環

境
に
お
い
て
作
動
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
。

機
能
の
限
界
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

　
（
具
体
的
な
例
示
な
ど
も
用
い
る
）

先
行
車
、
レ
ー
ン
の
認
識
状
況
、
作
動
状
態
を
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
示

（
表
示
な
ど
）
す
る

自 専 道

信
頼
の
４
次
元
（
過
信
の
タ
イ
プ
）

要
因

対
応
策

一 般 道

過
信
/
不
信
の
課
題
と
な
る
運
転
シ
ー
ン

ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

2
/
5
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③
機
能
の
実
現
方
法
に
関
す
る
要
件

基
盤
的
要
件

機
能
の
安
定
性
に

関
す
る
要
件

機
能
の
実
現
方
法
に

関
す
る
要
件

機
能
の
目
的
に

関
す
る
要
件

自
専
道
や
郊
外
の
単
路
で
は
、
い
つ
も
正
常
に
L
K
A
が
機

能
す
る
の
で
、
一
般
道
で
も
作
動
さ
せ
て
い
た
ら
、
交
差
点

内
で
車
線
を
見
失
い
、
対
向
車
線
へ
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た

●
（
●
）

自
専
道
で
出
来
る
か
ら
一
般
道
で
も
出
来
る
だ
ろ

う

白
線
の
よ
う
な
レ
ー
ン
マ
ー
キ
ン
グ
で
車
線
を
認
識
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
交
差
点
な
ど
レ
ー
ン
マ
ー
キ

ン
グ
の
な
い
環
境
で
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

コ
ー
ナ
ー
で
先
行
車
の
追
従
（
A
C
C
)、
横
位
置
同
等
維
持

（
L
K
A
)の
機
能
が
十
分
働
か
な
い
状
況
下
で
も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
制
御
に
期
待
し
て
適
切
な
車
速
、
車
線
維
持
操
作

を
怠
る
。

●
（
●
）

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
道
路
状
況
で
も
先

行
車
と
の
距
離
、
横
位
置
を
維
持
す
る
よ
う
制
御

で
き
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
各
セ
ン
サ
視
野
角
を
把
握
し
て

お
ら
ず
、
視
野
角
を
超
え
る
小
R
の
カ
ー
ブ
で
は
不
安
定
に

な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

ゆ
る
い
カ
ー
ブ
か
ら
き
つ
い
カ
ー
ブ
（
L
K
A
ア
シ
ス
ト
限
界
R

付
近
）
へ
切
り
込
ん
で
い
く
よ
う
な
道
路
を
機
能
作
動
状
態
で

走
行
中
に
、
ド
ラ
イ
バ
が
機
能
を
過
信
し
レ
ー
ン
に
そ
っ
た
走

行
の
操
舵
を
L
K
A
の
ア
シ
ス
ト
に
任
せ
て
走
行
す
る
し
、
か

つ
、
先
行
車
に
続
い
て
走
行
し
車
速
調
整
も
シ
ス
テ
ム
に
任

せ
て
い
る
状
態
に
急
に
ア
シ
ス
ト
限
界
を
こ
え
先
行
車
認
識

も
は
ず
れ
加
速
し
な
が
ら
操
舵
ア
シ
ス
ト
が
な
く
な
る

●
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
道
路
状
況
で
も
先

行
車
と
の
距
離
、
横
位
置
を
維
持
す
る
よ
う
制
御

で
き
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
各
セ
ン
サ
視
野
角
を
把
握
し
て

お
ら
ず
、
視
野
角
を
超
え
る
小
R
の
カ
ー
ブ
で
は
不
安
定
に

な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

天
気
の
良
い
日
（
検
知
に
対
し
て
障
害
の
少
な
い
日
）
に
多
く

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
が
、
雨
の
日
（
検
知
に

対
し
て
障
害
が
多
く
な
る
日
）
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
と
こ

ろ
う
ま
く
作
動
し
な
い
こ
と
に
困
惑
す
る
。

●
（
●
）

天
気
に
関
係
な
く
作
動
す
る
だ
ろ
う

カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お

ら
ず
、
或
い
は
、
カ
メ
ラ
が
雨
天
時
を
苦
手
と
す
る
こ
と
を
認

識
し
て
お
ら
ず
、
雨
天
時
に
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

人
通
り
の
多
い
道
路
を
先
行
車
に
続
い
て
走
行
中
、
先
行

車
横
位
置
に
合
わ
せ
て
障
害
物
を
あ
る
程
度
よ
け
て
走
る
こ

と
を
経
験
し
て
い
る
場
合
に
、
飛
び
出
し
て
く
る
障
害
物
に
対

し
て
も
対
応
で
き
る
と
思
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る

（
●
）

（
●
）

●
飛
び
出
し
て
く
る
歩
行
者
に
も
作
動
す
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
レ
ー
ダ
ー

や
カ
メ
ラ
で
信
頼
性
高
く
横
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
障
害
物

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
横

か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
障
害
物
に
対
し
て
不
安
定
に
な
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

一
般
道
で
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
状
況
で
、
車
道
を
走
る

レ
ー
ダ
ー
で
検
知
で
き
な
い
自
転
車
に
接
近
し
た
際
に
、
シ

ス
テ
ム
が
よ
け
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
そ
の
ま
ま
近
づ
い
て

行
っ
た
。

（
●
）

●
自
転
車
を
避
け
な
が
ら
制
御
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
レ
ー
ダ
ー

や
カ
メ
ラ
で
信
頼
性
高
く
自
転
車
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
自
転
車
に
対
し
て
不
安
定

に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

①
車
速
の
低
い
、
②
車
線
区
分
線
の
な
い
、
一
般
道
で
シ
ス

テ
ム
を
使
用
す
る
状
況
で
、
カ
ー
ブ
で
先
行
車
が
側
道
に
入

り
、
シ
ス
テ
ム
が
解
除
さ
れ
た
後
、
ド
ラ
イ
バ
の
操
舵
操
作
が

遅
れ
る
。

●
（
●
）

車
線
が
な
く
て
も
、
先
行
車
が
居
な
く
て
も
作
動
す

る
だ
ろ
う

白
線
の
よ
う
な
レ
ー
ン
マ
ー
キ
ン
グ
で
車
線
を
認
識
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
車
線
が
認
識
出
来
て

い
な
い
場
面
は
先
行
車
に
合
わ
せ
て
安
定
し
て
走
行
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
レ
ー
ン
マ
ー
キ
ン
グ
が
な

く
、
か
つ
、
先
行
車
が
い
な
い
環
境
で
不
安
定
に
な
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

自
動
ブ
レ
ー
キ
（
/
操
舵
支
援
）
作
動
中
、
運
転
外
の
こ
と
を

行
っ
た
結
果
、
周
囲
へ
の
注
意
力
が
低
下
し
て
歩
行
者
へ

接
近
し
て
し
ま
っ
た
。

（
●
）

●
歩
行
者
を
避
け
て
制
御
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
レ
ー
ダ
ー

や
カ
メ
ラ
で
信
頼
性
高
く
歩
行
者
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
歩
行
者
に
対
し
て
不
安
定

に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

急
ｶ
ｰ
ﾌ
ﾞで
直
近
に
割
り
込
み
車
が
現
れ
た
時
、
当
然
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾙ

操
作
す
る
と
思
っ
た
が
、
直
近
車
の
た
め
白
線
検
知
で
き
ず

操
舵
支
援
作
動
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

●
前
方
に
割
り
込
み
車
が
現
れ
た
が
、
当
然
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾙ

操
作
機
能
が
実
施
さ
れ
る
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
直
前
に
先

行
車
が
居
る
と
カ
メ
ラ
視
界
が
遮
ら
れ
て
車
線
を
信
頼
性

高
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、

車
線
に
対
し
て
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

前
走
車
に
続
い
て
走
行
し
た
結
果
、
進
入
し
て
は
な
ら
な
い

場
所
に
進
入
し
て
し
ま
っ
た
。

・
横
断
歩
道

・
緊
急
車
両
や
バ
ス
優
先
の
エ
リ
ア

●
（
●
）

進
入
し
て
は
な
ら
な
い
場
所
に
は
追
従
し
て
入
ら

な
い
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
進
入
し
て

は
な
ら
な
い
場
所
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら

ず
、
意
図
し
な
い
作
動
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

対
応
策

一 般 道

過
信
/
不
信
の
課
題
と
な
る
運
転
シ
ー
ン

ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

信
頼
の
４
次
元
（
過
信
の
タ
イ
プ
）

要
因
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基
盤
的
要
件

機
能
の
安
定
性
に

関
す
る
要
件

機
能
の
実
現
方
法
に

関
す
る
要
件

機
能
の
目
的
に

関
す
る
要
件

対
応
策

過
信
/
不
信
の
課
題
と
な
る
運
転
シ
ー
ン

ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

信
頼
の
４
次
元
（
過
信
の
タ
イ
プ
）

要
因

前
走
車
に
続
い
て
走
行
し
た
結
果
、
渋
滞
の
た
め
に
交
差

点
内
に
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。

●
（
●
）

交
差
点
の
中
で
停
止
す
る
よ
う
な
こ
と
（
道
交
法
を

違
反
す
る
危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
進
入
し
て

は
な
ら
な
い
場
所
が
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら

ず
、
意
図
し
な
い
作
動
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

合
流
時
に
先
行
車
に
続
い
て
走
行
し
た
た
め
に
、
後
側
方
車

両
の
進
路
を
妨
げ
て
し
ま
う
。

●
（
●
）

後
側
方
の
車
両
の
進
路
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と

（
道
交
法
を
違
反
す
る
危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ

う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
前
方
の
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
、
後
側
方
を
認
識
す
る
手
段
を
備

え
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
意
図
し
な
い
作
動

と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

交
差
点
通
過
時
に
正
し
く
な
い
レ
ー
ン
に
進
入
し
た

●
（
●
）

右
折
す
る
気
が
な
に
の
に
右
折
レ
ー
ン
に
進
入
し

た
り
停
止
し
た
り
す
る
こ
と
（
道
交
法
を
違
反
す
る

危
険
な
こ
と
）
は
な
い
だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
右
折
レ
ー

ン
な
ど
レ
ー
ン
の
種
類
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て

お
ら
ず
、
意
図
し
な
い
作
動
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

自 専 道

料
金
所
等
の
よ
う
に
レ
ー
ン
マ
ー
カ
ー
が
無
く
、
複
数
の
車

両
が
急
に
動
き
出
す
よ
う
な
環
境
で
は
進
路
目
標
を
設
定
で

き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
直
前
の
渋
滞
を
順
調
に
走

行
し
て
い
た
た
め
に
操
作
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。

●

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
ア
シ
ス
ト
を
連
続
的
に
受
け
て

い
る
状
態
で
機
能
が
う
ま
く
働
い
て
い
る
た
め
、
料

金
所
手
前
の
煩
雑
な
走
行
場
面
で
も
作
動
す
る

だ
ろ
う

レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
で
走
行
環
境
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
、
或
い
は
認
識
し
て
い
て
も
、
レ
ー
ダ
ー

や
カ
メ
ラ
で
信
頼
性
高
く
料
金
所
近
傍
な
ど
複
雑
な
環
境

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
不

安
定
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

機
能
の
実
現
方
法
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
ど
の
よ
う
な
手
段
で
検
出
し
て
い
る
の
か
、
検
出
範
囲
は
、
何
を
作
動

さ
せ
る
の
か
　
な
ど
）

作
動
状
態
の
情
報
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る
（
例
え
ば
、
検
出
範
囲

（
視
野
角
、
検
出
距
離
レ
ン
ジ
）
を
示
す
な
ど
）

一 般 道

4
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④
機
能
の
目
的
に
関
す
る
要
件

①
基
盤
的
要
件

②
機
能
の
安
定
性
に

関
す
る
要
件

③
機
能
の
実
現
方
法

に
関
す
る
要
件

④
機
能
の
目
的
に

関
す
る
要
件

人
通
り
の
多
い
道
路
を
先
行
車
に
続
い
て
走
行
中
、
先
行

車
横
位
置
に
合
わ
せ
て
障
害
物
を
あ
る
程
度
よ
け
て
走
る
こ

と
を
経
験
し
て
い
る
場
合
に
、
飛
び
出
し
て
く
る
障
害
物
に
対

し
て
も
対
応
で
き
る
と
思
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る

（
●
）

（
●
）

●
飛
び
出
し
て
く
る
歩
行
者
に
も
作
動
す
る
だ
ろ
う

飛
び
出
し
て
く
る
障
害
物
を
避
け
て
走
行
す
る
機
能
を

備
え
て
い
る
と
誤
認
し
て
い
る

機
能
（
目
的
）
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
作
動
の
様
子
を
例
示
、
誤
解
さ
れ
そ
う
な
機
能
（
目
的
）
が
な
い
こ
と

も
合
わ
せ
て
例
示
）

一
般
道
で
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
状
況
で
、
車
道
を
走
る

レ
ー
ダ
ー
で
検
知
で
き
な
い
自
転
車
に
接
近
し
た
際
に
、
シ

ス
テ
ム
が
よ
け
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
そ
の
ま
ま
近
づ
い
て

行
っ
た
。

（
●
）

●
自
転
車
を
避
け
な
が
ら
作
動
す
る
だ
ろ
う

障
害
物
（
自
転
車
な
ど
）
を
避
け
て
走
行
す
る
機
能
を
備

え
て
い
る
と
誤
認
し
て
い
る

機
能
（
目
的
）
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
作
動
の
様
子
を
例
示
、
誤
解
さ
れ
そ
う
な
機
能
（
目
的
）
が
な
い
こ
と

も
合
わ
せ
て
例
示
）

一
般
道
で
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
状
況
で
、
先
行
車
が
道
路

端
の
駐
車
車
両
や
左
折
車
を
よ
け
る
の
に
続
き
、
自
車
も
よ

け
よ
う
と
反
対
車
線
に
は
み
出
し
た
と
こ
ろ
、
運
悪
く
対
向
車

が
や
っ
て
き
た
。

●
対
向
車
の
接
近
に
合
わ
せ
て
作
動
す
る
だ
ろ
う
。
障
害
物
（
対
向
車
な
ど
）
を
避
け
て
走
行
す
る
機
能
を
備

え
て
い
る
と
誤
認
し
て
い
る

機
能
（
目
的
）
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
作
動
の
様
子
を
例
示
、
誤
解
さ
れ
そ
う
な
機
能
（
目
的
）
が
な
い
こ
と

も
合
わ
せ
て
例
示
）

自
動
ブ
レ
ー
キ
（
/
操
舵
支
援
）
作
動
中
、
運
転
外
の
こ
と
を

行
っ
た
結
果
、
周
囲
へ
の
注
意
力
が
低
下
し
て
歩
行
者
へ

接
近
し
て
し
ま
っ
た
。

（
●
）

●
歩
行
者
を
避
け
て
作
動
す
る
だ
ろ
う

障
害
物
（
歩
行
者
な
ど
）
を
避
け
て
走
行
す
る
機
能
を
備

え
て
い
る
と
誤
認
し
て
い
る

機
能
（
目
的
）
を
分
か
り
易
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
示
す
る
。

（
作
動
の
様
子
を
例
示
、
誤
解
さ
れ
そ
う
な
機
能
（
目
的
）
が
な
い
こ
と

も
合
わ
せ
て
例
示
）

対
応
策

一 般 道

過
信
/
不
信
の
課
題
と
な
る
運
転
シ
ー
ン

ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

信
頼
の
４
次
元
（
過
信
の
タ
イ
プ
）

要
因

5
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凡例　○：対象装置を採用している全てのメーカーで実施　
　　　　△：対象装置を採用しているメーカーのうち一部のメーカーが実施　
　　　　×：実施しているメーカーなし

基盤
安
定
性

実
現
方
目的

実施の
有無

対象の
装置

内容 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

●

装置が法規、ルー
ル、運転マナーなど
の判断をしていない
ことをマニュアルに
明示する

システムに頼り切らずに交通ルールの遵守及
び周囲の状況に応じた運転をすることが必要と
いう説明

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書に下記を記載。
・安全運転に努めること
・周囲の状況に配慮した運転を行うこと
記載例：
・十分な車間距離の確保
・ハンドル操作による進路の修正

● ● ●

機能の限界の説明、機能限界を超えた時のシ
ステム動作とその時に生じるリスクの説明

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

機能に限界があること及び機能限界時のシステムの状態を取扱
説明書に記載。
記載例：
・センサーの検知限界
・減速能力の限界による先行車への接近

● ● ●

システムの作動する条件（どのようなシチュ
エーションで作動するか）の説明

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にシステムが作動（警報・注意喚起を含む）する条件を
記載。
記載例：
・車速
・車線幅
・車両のふらつき状況

● ●

システムが適切に作動する状況に類似する
が、実際には適切に作動しない状況（具体的な
シーンの例示）の説明
（例、追従制御は車に対して行うが自転車には
行わない等）

△

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にシステムが作動しない可能性のあるシチュエーショ
ンやシステムが誤作動する可能性のあるシチュエーションを例示。
記載例：
・車両以外の対象物に対しては制御を行わない（ACC）
・車線がかるれているケースでは作動しない、または十分な性能
が確保できない（LKAS）

●

●
機能の実現方法を
分かり易くマニュア
ルへ明示する

システムの認識の原理や制御の仕方の理解に
つながる説明
（例、カメラで車線認識している、ACCはアクセ
ルとブレーキを制御する等）

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にセンシングの方式（例：カメラ、レーダー等）やシステ
ムの作動原理を記載。
記載例：
・○○レーダーにより前方の障害物を認識し、距離を測定
・補助ブレーキ、サービスブレーキを作動させて減速

● ●

システムが持つ全ての機能の説明 ○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にシステムが有する全ての機能を、模式図等を用いて
説明。

●

システムが作動する際の動き（支援内容）の説
明

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にシステム作動時の制御やHMIの動作を模式図等を
使って説明。

● ● ● ●

システムの目的と目的外での使用をしないよう
にとの説明
（例、運転負荷の軽減を目的とした支援を行い
ますが、運転そのものを自動で行うわけではあ
りません。）

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

取扱説明書にユーザーの誤解による誤使用を防ぐ為の注意書き
を記載。
記載例：
・居眠り運転やわき見運転を可能にするものではありません。
・運転操作の負担を軽減するための運転支援システムであり、自
動運転システムではありません。

● ● ● ●

法令遵守/マナー遵守の締結 △ ACC
使用時の重要事項として同意書に記載し、説明を受けた旨の署名
を実施。

● ● ● ●

システム作動原理、作動範囲の締結 △ ACC
使用時の重要事項として同意書に記載し、説明を受けた旨の署名
を実施。

● ● ● ● ●

● ● ● ● システム作動で特に注意すべき事項の説明 △ ACC
使用時の注意事項を記載したラベルの貼り付け、またはタグ等の
吊り下げ

● ● ●

映像マニュアルによる使用方法の教育
（デモモードにてナビで再生など）

△
ACC
LKAS
LDWS

一部メーカーで一般向け説明用の映像を公開しているが、取扱説
明書として映像を用いることは行っていない。

● ● ● ● ● ● ●

実車による作動体験
・個人ユーザー対象（購入者）
・職業ドライバー及び事業者対象（運転研修セ
ンター等）

△

ACC
LKAS
LDWS
その他

・大手のユーザーを対象に作動体験を実施（大型車メーカー）。
・販売店による体験試乗会（乗用車メーカー）。

● ● ● ● ● ● ●

WEB、販社ビデオ等による動作状態の事前学
習
（所有車両について）

△

ACC
LKAS
LDWS
その他

・WEBや販売店にて説明用の動画を流している（対象をユーザー
に限定せず）。

● ● ● ● ● ● ●

マスメディア等を通じた広報教育活動
⇒支援技術の一般的な内容について
⇒支援技術の限界を周知

△
ACC
LDWS
その他

・CM等で一般向けに機能紹介や注意事項の周知を実施。
・技術説明会・試乗会などで実施

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
正しい目的、機能、操作、それぞれの方法をガ
イドする

△
ACC
LKAS

故障時にナビ画面にガイドを表示する機能を持たせている（一部
のメーカー）

● ● ● ● ● ●

システムが作動しているか否かの呈示 ○

ACC
LKAS
LDWS
その他

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。 ● ●

現在の作動モード(先行車追従/走路追従など)
情報の提示

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。
例：
・先行車のアイコン表示（ACC）
・白線表示（LKAS）

● ●

システムの制御対象の検知状況の呈示
（例、追従する先行車、レーン等）

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。
例：
・先行車のアイコン表示（ACC）
・白線表示（LKAS）

● ●

能力限界付近の状況及びドライバーの操作介
入が必要であることの提示
（例、制御車速範囲を超える状況、車線維持対
象としていたレーンの消失等）

△
ACC
LKAS
LDWS

音と表示によりドライバーの操作介入が必要であることを告知。 ● ●

ドライバがハンドル操作を放棄しない様、操舵
支援中にドライバがハンドル操作を一定時間
行わない場合、ドライバに注意を促す

○
※１ LKAS

ﾊﾝﾄﾞﾙを操作しなかったり、軽く手を添えた運転が続いたりした時
は、表示と音により注意を促す（LKAS）

● ● ● ●

ドライバに機能限界を気付かせる様、例えば、
小Rカーブで操舵支援中、支援限界手前でドラ
イバに注意を促す

○
※２ ACC

LKAS

・逆光等による機能限界時、警報音によってドライバーのブレーキ
操作（踏み増し）を促す（ACC）。
・車線を維持することが困難な場合には表示と音によってドライ
バーのハンドル操作を促す（LKAS）。

● ● ●

使用範囲外で使用した場合、ドライバにキャン
セル情報を提示し注意を促す（例えば、大雨な
ど悪環境下で）

○
※３

ACC
LKAS
LDWS
その他

音や表示によりキャンセル情報を提示する。
例：
・逆光、強い光を受けた時（ACC）
・作動車速から外れた場合（LKAS）

● ● ●

システムの支援環境以外での作動を制限する
（例：システムの能力に応じた作動車速以外で
はonしない、高速道路のみon）

○

ACC
LKAS
LDWS
その他

支援条件を満たさない場合は機能がOFFになる（表示で知らせ
る）。
例：
・車速条件を満たさない
・ドライバーによるハンドル操作時の一時的な解除（LKAS）

● ●

システムの支援限界を超える状況では、ドライ
バにわかるようにギブアップ、中断する（中途
半端な作動によるドライバーへの誤解を避け
る）

○
※４

ACC
LKAS
LDWS

報知音、表示により状態を提示する。
例：
・車線認識できず、一時的に解除する（LKAS）
・センサー汚れ検知時、制御キャンセル（ACC）

● ●

支援環境以外になった場合、異常時の場合な
どは関連する機能を同時に不作動として、ある
機能のみ作動させて誤った依存にならないよう
にする

○
※５

ACC
LKAS
その他

関連するシステムも含めて機能を停止させ、音と表示により告知す
る。
例：
・共通使用のセンサー故障時はACCとLKASの双方を停止

● ● ●

ドライバの操作がない場合は、停止する。
（ドライバーの操作を前提としている） ○

※６ LKAS
ﾊﾝﾄﾞﾙを操作しなかったり、軽く手を添えた運転が続いたりした時
は、支援機能が一時的に解除され、改善されれば作動を再開する

● ●

システムの使用経験を通じてメンタルモデルを
形成できるよう、システムの支援内容がメンタ
ルモデルに応じて変化したり、設定できたりす

× 　 ● ● ●

各社の操作方法をある程度統一する
（例えば、ACCの操作SWはハンドルにあると思
い込んだり、デフォルトONと思い込んで、作動
すると思い込む）

○
ACC
LKAS

技術基準、技術指針及びISO等により、ある程度の統一化が図ら
れている。
例：
・シンボル
・ON/OFFスイッチの設定（ドライバーの意思によるスイッチON）

● ●

各社の警報、制御手法をある程度統一する
（LDWはﾊﾝﾄﾞﾙ振動が必ずある、緩制動警報が
必ずあると思って反応が遅れるなど）

○
ACC
LKAS

技術基準、技術指針及びISO等により、ある程度の統一化が図ら
れている。
例：
・減速度（ACC）
・横加速度（LKAS）

● ●

＜実施有（○）とする際の前提条件（使用中）＞
配慮事項に記載された状況をシステムが検出できた場合を対象とする。（例：機能限界）

ACC

装置の略称
　ACC(全車速ACC)
　LKAS(レーンキープアシスト)
　LDWS(車線逸脱防止警報)
　その他に含まれる装置（運転注意力モニター、車間距離警報装置）

各社の実施状況

● ●

●

作動環境、システム作動状
態、ドライバ操作状態に合
わせて作動を制限したり、
停止する

機能（目的）を分かり
易くマニュアルに明
示する

● ● ●

ガイド機能

作動状態を情報提供（呈示）

システム作動状態、ドライ
バ操作状態に合わせて注
意、警告する

● ●

マ
ニ

ュ
ア
ル
へ
明
示
す
る

同意書への署名

ユーザー、事業者及び一般
の消費者への教育

ラベル貼り付けにより明示
する

機能の限界が発生
することをマニュアル
に明示する

●

● ● ●

● ●

誤使用への配慮
各社の操作方法、機能、機
能レベルをある程度統一す
る

使
用
中

運転支援の考え方との関係

●

● ●

過信の発生を抑制する　デザイン上の配慮　
対象過信タイプ

●

使
用
中
以
外

●

●

資料2-3-8
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凡例　○：対象装置を採用している全てのメーカーで実施　
　　　　△：対象装置を採用しているメーカーのうち一部のメーカーが実施　
　　　　×：実施しているメーカーなし

基
盤

安
定
性

実
現
方

目
的

実施の
有無

対象の
装置

内容 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

●

装置が法規、ルー
ル、運転マナーなど
の判断をしていない
ことをマニュアルに明
示する

システムに頼り切らずに交通ルールの遵守及
び周囲の状況に応じた運転をすることが必要と
いう説明

○
AEB
FCW

取扱説明書に下記を記載。
・安全運転に努めること
・システムに頼った運転をしないこと
記載例：
「○○に頼った運転はせず、走行中は常に周囲の状況を確認し、
必要に応じてブレーキペダルを操作して安全運転に努めてくださ
い。」

● ● ●

機能の限界の説明、機能限界を超えた時のシ
ステム動作とその時に生じるリスクの説明

○
AEB
FCW

機能に限界があること及び機能限界時のシステムの状態を取扱
説明書に記載。
記載例：
・センサーの検知限界
・悪天候等による機能低下
・システムの不作動、または作動中にが解除される場合があること

● ● ●

システムの作動する条件（どのようなシチュ
エーションで作動するか）の説明

○
AEB
FCW
ABS

取扱説明書にシステムが作動する条件を記載。
記載例：
渋滞などで低速走行中、前方の車両を○○レーダーが検知し、衝
突を回避できないと判断した場合に、自動ブレーキが作動

● ●

システムが適切に作動する状況に類似する
が、実際には適切に作動しない状況（具体的な
シーンの例示）の説明
（例、追従制御は車に対して行うが自転車には
行わない等）

○
AEB
FCW

取扱説明書にシステムが作動しない可能性のあるシチュエーショ
ンやシステムが誤作動する可能性のあるシチュエーションを例示。
記載例：
歩行者や２輪車は検知しない

●

●
機能の実現方法を分
かり易くマニュアルへ
明示する

システムの認識の原理や制御の仕方の理解に
つながる説明
（例、カメラで車線認識している、ACCはアクセ
ルとブレーキを制御する等）

○
AEB
FCW
ABS

取扱説明書にセンシングの方式（例：カメラ、レーダー等）やシステ
ムの作動原理を記載。
記載例：
・○○レーダーにより前方の障害物を認識し、距離を測定
・補助ブレーキ、サービスブレーキを作動させて減速

● ●

システムが持つ全ての機能の説明 ○
AEB
FCW

取扱説明書にシステムが有する全ての機能を模式図等を用いて
説明。

●

システムが作動する際の動き（支援内容）の説
明

○
AEB
FCW
ABS

取扱説明書にシステム作動時の制御やHMIの動作を模式図等を
使って説明。 ● ● ● ●

システムの目的と目的外での使用をしないよう
にとの説明
（例、運転負荷の軽減を目的とした支援を行い
ますが、運転そのものを自動で行うわけではあ
りません。）

○
AEB
FCW

取扱説明書にユーザーの誤解による誤使用を防ぐ為の注意書き
を記載。

記載例：
・居眠り運転やわき見運転を可能にするものではありません。
・お客様自身で○○の作動確認を行わないでください。

● ● ● ●

法令遵守/マナー遵守の締結 △ AEB
使用時の重要事項として同意書に記載し、説明を受けた旨の署名
を実施。

● ● ● ●

システム作動原理、作動範囲の締結 △ AEB
使用時の重要事項として同意書に記載し、説明を受けた旨の署名
を実施。

● ● ● ● ●

● ● ● ● システム作動で特に注意すべき事項の説明 △
AEB
FCW

使用時の注意事項を記載したラベルの貼り付け、またはタグ等の
吊り下げ

● ● ●

映像マニュアルによる使用方法の教育
（デモモードにてナビで再生など）

× （実施している会社無し） ● ● ● ● ● ● ●

実車による作動体験
・個人ユーザー対象（購入者）
・職業ドライバー及び事業者対象（運転研修セ
ンター等）

△
AEB
FCW

・大手のユーザーを対象に作動体験を実施（大型車メーカー）。
・販売店による体験試乗会（乗用車メーカー）。

● ● ● ● ● ● ●

WEB、販社ビデオ等による動作状態の事前学
習（所有車両について）

△ AEB
・事業者（運行管理者）を対象に実施（大型車メーカー）
・WEBや販売店にて説明用の動画を流している（対象をユーザー
に限定せず）。

● ● ● ● ● ● ●

マスメディア等を通じた広報教育活動
⇒支援技術の一般的な内容について
⇒支援技術の限界を周知

△ AEB
・CM等で一般向けに機能紹介や注意事項の周知を実施。
・技術説明会・試乗会などで実施 ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
正しい目的、機能、操作、それぞれの方法をガ
イドする

× ● ● ● ● ● ●

システムが作動しているか否かの呈示 ○
AEB
FCW
ABS

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。 ● ●

現在の作動モード(先行車追従/走路追従など)
情報の提示 △

※１ AEB
FCW

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。
注）平時のシステムと混同して回答している可能性あり

● ●

システムの制御対象の検知状況の呈示
（例、追従する先行車、レーン等） △

※１ AEB
FCW

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。
注）平時のシステムと混同して回答している可能性あり

● ●

能力限界付近の状況及びドライバーの操作介
入が必要であることの提示
（例、制御車速範囲を超える状況、車線維持対
象としていたレーンの消失等）

△
※１ AEB

メーター内に表示（音と併用しているメーカーもあり）。
注）平時のシステムと混同して回答している可能性あり

● ●

ドライバがハンドル操作を放棄しない様、操舵
支援中にドライバがハンドル操作を一定時間
行わない場合、ドライバに注意を促す ×

※２ ● ● ● ●

ドライバに機能限界を気付かせる様、例えば、
小Rカーブで操舵支援中、支援限界手前でドラ
イバに注意を促す

△
※１ AEB 制御範囲外であることをメータ内に表示 ● ● ●

使用範囲外で使用した場合、ドライバにキャン
セル情報を提示し注意を促す（例えば、大雨な
ど悪環境下で）

△ AEB

メーター内に表示
例：
・OFF表示灯
・レーダー汚れ（積雪）表示
・エラーコード表示

● ● ●

システムの支援環境以外での作動を制限する
（例：システムの能力に応じた作動車速以外で
はonしない、高速道路のみon）

○
AEB
FCW

支援条件を満たさない場合は機能がOFFになる（表示で知らせ
る）。
例：
・車速条件※
※低速用AEBで車速条件から外れた場合には表示しない例もあり

● ●

システムの支援限界を超える状況では、ドライ
バにわかるようにギブアップ、中断する（中途
半端な作動によるドライバーへの誤解を避け

△ AEB 報知音、表示により状態を提示する。 ● ●

支援環境以外になった場合、異常時の場合な
どは関連する機能を同時に不作動として、ある
機能のみ作動させて誤った依存にならないよう
にする

△
※３

AEB
FCW
ESC

関連するシステムも含めて機能を停止させる。
例：
・AEB故障時にACCも機能停止
・ESCがOFFまたは故障時にはAEBも機能停止

● ● ●

ドライバの操作がない場合は、停止する。
（ドライバーの操作を前提としている）

× AEB

本項目は緊急時のシステムには該当しない。
例：
AEBはドライバーによるブレーキ操作が無い場合にも作動

● ●

システムの使用経験を通じてメンタルモデルを
形成できるよう、システムの支援内容がメンタ
ルモデルに応じて変化したり、設定できたりす
る

× AEB 本項目は緊急時のシステムには該当しない。 ● ● ●

各社の操作方法をある程度統一する
（例えば、ACCの操作SWはハンドルにあると思
い込んだり、デフォルトONと思い込んで、作動
すると思い込む）

○ AEB

技術基準、技術指針及びISO等により、ある程度の統一化が図ら
れている。
例：
・シンボル
・デフォルトON

● ●

各社の警報、制御手法をある程度統一する
（LDWはﾊﾝﾄﾞﾙ振動が必ずある、緩制動警報が
必ずあると思って反応が遅れるなど）

○ AEB

技術基準、技術指針及びISO等により、ある程度の統一化が図ら
れている。
例：
・AEBの警報、作動開始タイミング

● ●

装置の略称
　AEB(衝突被害軽減ブレーキ)　※低速用AEBも含む
　FCW(前方衝突警報)
　ESC(横すべり防止システム)

＜実施有（○）とする際の前提条件（使用中）＞
配慮事項に記載された状況をシステムが検出できた場合を対象とする。（例：機能限界）

PCS

過信の発生を抑制する　デザイン上の配慮　

対象過信タイプ 運転支援の考え方との関係

●

使
用
中
以
外

●

●

誤使用への配慮
各社の操作方法、機能、機
能レベルをある程度統一す
る

使
用
中

● ●

● ●

ガイド機能

作動状態を情報提供（呈示）

●

マ
ニ

ュ
ア
ル
へ
明
示
す
る

各社の実施状況

機能の限界が発生
することをマニュアル
に明示する

● ●

●

●

● ●●

機能（目的）を分かり
易くマニュアルに明
示する

同意書への署名

ユーザー、事業者及び一
般の消費者への教育

ラベル貼り付けにより明示
する

●

システム作動状態、ドライ
バ操作状態に合わせて注
意、警告する

作動環境、システム作動状
態、ドライバ操作状態に合
わせて作動を制限したり、
停止する

● ●

●

●
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「過信の発生を抑制する設計上の配慮事項」と
「過信抑制効果の評価」

シミュレーション
（フルモデル）

④ シミュレーション
③ ドライビングシミュレータ
（簡易～フル環境）

⑥ 走行評価（テストコース）

⑦ 実路フィールド
オペレーションテスト

① 課題抽出のための質問紙による評価

② 課題抽出のための親和性観点の評価
（過去のシステムからの変化点評価）

a: FTA/FMEA 
b: 機能安全の適用拡大

過信抑制効果の評価

メンタルモデルの具体化（タイプ・理由）

過信の発生を抑制する設計上の配慮事項
（使用中以外・使用中）

過信タイプ（４つの信頼の次元）への分類

過信/不信が課題となる運転シーン抽出

【事前（簡易的）評価】

（課題ｼｰﾝ、評価ｼﾅﾘｵ）
（課題ｼｰﾝ、評価ｼﾅﾘｵ）

（ﾄﾞﾗｲﾊﾞ特性
ﾃﾞｰﾀ）

（検証）

（検証）

（評価ﾃﾞｰﾀ）

（検証）

人

ｸﾙﾏ 環境

人

ｸﾙﾏ 環境

人

ｸﾙﾏ 環境

人

ｸﾙﾏ 環境

人

ｸﾙﾏ 環境

人

ｸﾙﾏ 環境

（注）

（注） 現在、人･ｸﾙﾏ･交通環境のﾌﾙﾓﾃﾞﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで過信/依存まで踏み込んで検討できるものはない。

事故統計ﾃﾞｰﾀ
ﾋﾔﾘﾊｯﾄﾃﾞｰﾀなど

⑤

資料2-3-9
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「
過
信
抑
制
効
果
の
評
価
法
」
の
得
失

依
存
の
反
映

（
ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

変
化
の
反
映
）

適
用
範
囲
（
現
実
性
）

・
交
通
ｼ
ｰ
ﾝ

・
様
々
な
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞ

定
性
的
評
価

可
否

信
頼
性

定
量
的
評
価

可
否

精
度

汎
用
性

（
容
易
か
？
）

・
評
価
負
荷

・
難
易
度

補
足

①
質
問
紙
に
よ
る

評
価

△
△

可
△

可
△
－

◎
・
想
像
・
予
測
に
よ
る
の
で
、

容
易
な
反
面
、

適
用
範
囲
や
信
頼
性
・
精
度

は
難
し
い
（
他
評
価
法
の
事
前

検
討
の
位
置
づ
け
）

②
親
和
性
観
点
の

評
価

△
－

△
－

可
△

可
△
－

◎

③
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

○
＋

○
可

○
＋

可
○
＋

○
（
設
備
、
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
開
発
）

・
仮
想
空
間
の
中
で
再
現

（
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
は
あ
る
程
度
統
制
）

④
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
○
＋

可
◎

可
◎

○

・
D

S試
験
な
ど
で
得
た
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を

入
力
し
､シ
ミ
ュ
ﾚ
ｰ
ﾄ

・
ｼ
ﾐｭ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
の
た
め
、

D
S試
験

に
比
べ
、
適
用
範
囲
拡
張
、

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
統
制
、
汎
用
性
は
容
易

⑤
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
フ
ル
モ
デ
ル
）

○
＋

（
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
）

◎
可

◎
可

◎
×

（
技
術
的
難
易
度
）

・
全
て
を
ｼ
ﾐｭ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
内
で
実
施
。

完
成
す
れ
ば
大
変
優
れ
る
が
、

現
在
は
依
存
行
動
を
自
律
的

に
発
生
す
る
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
開

発
が
出
来
て
い
な
い

⑥
走
行
評
価

（
テ
ス
ト
コ
ー
ス
）

○
＋

（
限
定
さ
れ
た
ｺ
ｰ
ｽ
、
周

辺
車
両
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
難
し
い
）

△

（
限
定
さ
れ
た
ｺ
ｰ
ｽ
、
周

辺
車
両
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
難
し
い
）

可
○
＋

可
○

○
＋

（
ｺ
ｰ
ｽ
、
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
統
制
）

・
実
車
で
臨
場
感
あ
り

・
ｺ
ｰ
ｽ
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
、

依
存
反
映
も
影
響
を
受
け
る

⑦
実
路
フ
ィ
ー
ル
ド

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ス
ト

◎
○
＋

可
○

可
△

△
－

（
大
規
模
）

・
実
車
、
実
環
境
に
よ
り
依
存

な
ど
は
最
も
優
れ
る
反
面
、

統
計
的
な
評
価
と
す
る
た
め

に
は
、
大
規
模
と
な
る
。

備
考

・
①
知
識
の
な
い
人
の
評
価

・
②
知
識
の
あ
る
人
の
評
価

・
勘
違
い
し
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を

探
す
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
な
ら
、

①
が
評
点
は
高
い
か
も
？

・
③
よ
り
④
が
下

・
実
際
の
運
転
の
リ
ス
ク
・
リ
ア

ル
感
を
考
え
る
と
③
と
⑥
と
⑦

は
違
う
。
作
り
こ
み
の
レ
ベ
ル

次
第
で
は
？

・
③
は
人
の
ば
ら
つ
き
を

出
し
に
く
い

・
④
は
本
物
に
近
づ
け
る

た
め
に
は
課
題
が
あ
る

・
⑦
人
数
を
集
め
に
く
い

・
様
々
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を

固
定
し
て
考
え
る

男
女
・
年
齢
層
な
ど

・
客
観
的
再
現
度

・
デ
ー
タ
が
あ
る
程
度

取
れ
る
前
提

・
官
能
評
価
を
定
性
的

評
価
と
す
る
か
？

・
①
②
は
同
じ

・
定
量
的
を
ど
う

評
価
す
る
か
？

・
①
は
実
験
・
実

体
験
な
ど
を
伴
わ

な
い
質
問
紙
と
す

る

・
①
は
人
数
が
必
要

・
②
は
少
人
数
で

O
K

・
①
②
は
使
う
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
使
い
分
け
れ
ば
い

い
の
で
は
？

・
制
御
を
伴
う
実
験
の
実

施
を
前
提
と
す
る

×
0

出
来
な
い

△
－

1
大
変
困
難

△
2

や
や
困
難

○
3

普
通
（
中
間
）

○
＋

4
や
や
容
易

◎
5

大
変
容
易

資
料
2
-
3
-
1
0
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過
信

の
発

生
を

抑
制

す
る

デ
ザ

イ
ン

上
の

配
慮

の
評

価
に

つ
い

て
　

デ
ザ

イ
ン

上
の

配
慮

に
よ

る
、

過
信

抑
制

効
果

の
確

認
・
評

価
方

法
に

つ
い

て
特

長
、

課
題

を
整

理
し

て
考

え
方

を
ま

と
め

る
。

評
価

結
果

の
普

遍
性

現
実

的
な

交
通

シ
ー

ン
を

網
羅

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

道
路

・
周

辺
交

通
、

自
車

両
挙

動
を

再
現

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

ド
ラ

イ
バ

ー
（
性

別
、

年
齢

な
ど

）
＆

行
動

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

個
人

内
、

個
人

間
、

少
人

数
/

大
人

数
な

ど
の

影
響

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

定
性

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

（
客

観
性

を
担

保
で

き
る

か
？

）

信
頼

性
（
再

現
度

合
）
高

く
評

価
で

き
る

か
？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

定
量

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

精
度

（
再

現
精

度
）

の
高

く
評

価
で

き
る

か
？

真
度

高
く

評
価

で
き

る
か

？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）

が
独

立
し

て
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

難
易

度
（
技

術
的

）

難
易

度
（
社

会
的

＆
倫

理
的

）

例
：
実

路
で

や
っ

て
い

い
か

？
、

人
で

…
？

評
価

負
荷

（
規

模
・
費

用
・
工

数
）

特
徴

：
・
同

時
並

行
で

多
人

数
に

よ
る

評
価

の
実

施
が

容
易

。
・
評

価
対

象
の

シ
ス

テ
ム

を
経

験
し

て
い

な
い

被
験

者
に

も
実

施
可

能
。

・
実

機
が

存
在

し
て

い
な

い
状

況
で

も
実

施
可

能
。

課
題

：
・
設

定
し

た
質

問
項

目
に

つ
い

て
の

み
し

か
結

果
を

得
ら

れ
な

い
た

め
、

必
要

な
評

価
が

実
施

で
き

る
質

問
項

目
を

十
分

に
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
被

験
者

の
経

験
や

理
解

度
に

よ
る

差
異

が
発

生
す

る
。

・
実

際
の

運
転

行
動

と
の

相
関

が
保

障
さ

れ
な

い
。

△ ど
の

よ
う

な
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

が
形

成
さ

れ
て

い
る

か
被

験
者

に
直

接
問

う
こ

と
が

可
能

だ
が

、
実

際
の

運
転

行
動

と
一

致
し

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
ド

ラ
イ

バ
ー

行
動

を
記

述
ま

た
は

選
択

式
と

し
て

シ
ー

ン
を

網
羅

で
き

れ
ば

評
価

可
能

。

△ 設
定

し
た

設
問

項
目

に
つ

い
て

し
か

結
果

を
得

ら
れ

な
い

が
、

設
定

し
た

項
目

に
つ

い
て

は
確

実
に

結
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

△ 評
価

は
机

上
で

実
施

す
る

。

△ 被
験

者
の

選
定

に
よ

り
可

能
だ

が
、

そ
の

行
動

に
つ

い
て

可
能

な
の

は
自

己
申

告
の

範
囲

で
あ

り
、

客
観

的
な

評
価

は
困

難
。

ド
ラ

イ
バ

ー
の

属
性

、
行

動
を

調
査

す
る

た
め

の
質

問
が

要
る

。

△ 個
人

の
経

験
等

に
よ

り
評

価
が

異
な

る
。

回
答

と
実

際
の

運
転

操
作

の
相

関
が

被
験

者
に

よ
り

異
な

る
。

△ 定
型

の
質

問
表

を
用

い
る

た
め

可
能

。
適

切
な

評
価

指
標

を
使

用
す

れ
ば

可
能

。

△ 定
型

の
質

問
表

を
用

い
る

た
め

可
能

。
大

規
模

な
実

験
が

で
き

れ
ば

可
能

。

△ 回
答

方
式

を
選

択
式

に
す

る
こ

と
で

可
能

。
評

価
に

用
い

る
指

標
に

よ
る

。

△
－

回
答

方
式

を
選

択
式

に
す

る
こ

と
で

可
能

。
実

験
規

模
に

よ
る

。

△
－

主
観

に
よ

る
回

答
の

た
め

実
際

の
運

転
行

動
と

の
間

に
相

違
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

○
＋

有
意

な
結

果
を

得
る

た
め

の
設

問
の

作
成

が
重

要
。

全
て

を
網

羅
す

る
設

問
作

成
の

負
荷

が
や

や
大

き
い

。

◎ ・
社

会
的

、
論

理
的

な
問

題
は

な
い

。
・
主

に
机

上
で

評
価

を
実

施
す

る
。

・
他

分
野

で
も

実
施

さ
れ

る
一

般
的

手
法

で
あ

り
問

題
は

な
い

。

◎ ・
基

本
的

に
は

設
備

を
必

要
と

し
な

い
た

め
費

用
は

低
い

。
・
大

規
模

に
実

施
す

る
こ

と
は

容
易

。
・
準

備
の

た
め

の
工

数
が

必
要

。

特
徴

：
・
評

価
対

象
の

シ
ス

テ
ム

は
希

少
で

あ
り

、
シ

ス
テ

ム
使

用
時

の
行

動
を

複
数

の
被

験
者

に
対

し
て

評
価

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
、

本
手

法
に

よ
れ

ば
シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
認

識
や

理
解

の
評

価
を

多
人

数
に

対
し

て
実

施
可

能
。

・
他

の
評

価
手

法
と

組
み

合
わ

せ
て

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

。

課
題

：
・
運

転
行

動
の

評
価

は
で

き
な

い
。

・
評

価
す

る
シ

ー
ン

を
限

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

数
の

判
断

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
実

走
行

環
境

と
異

な
る

評
価

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

。
・
机

上
の

理
解

と
実

際
の

行
動

に
差

異
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

△ 複
数

の
質

問
項

目
か

ら
追

学
習

し
て

し
ま

う
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

項
目

を
絞

っ
て

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

シ
ス

テ
ム

の
動

作
仕

様
が

明
確

で
あ

れ
ば

、
チ

ャ
ー

ト
式

の
質

問
紙

で
評

価
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

。

△ 複
数

の
質

問
項

目
か

ら
追

学
習

し
て

し
ま

う
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

項
目

を
絞

っ
て

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

シ
ス

テ
ム

の
動

作
仕

様
が

明
確

で
あ

れ
ば

、
チ

ャ
ー

ト
式

の
質

問
紙

で
評

価
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

。

△
△ 同

上

△ 評
価

に
つ

い
て

は
個

人
差

が
含

ま
れ

る
も

の
の

、
過

信
の

発
生

す
る

シ
ー

ン
に

つ
い

て
の

傾
向

は
得

ら
れ

る
と

考
え

る
。

△ 同
上

△ 同
上

△ 同
上

△
－

同
上

△
－

同
上

○
＋

設
問

の
作

成
に

知
見

が
必

要
だ

が
、

評
価

の
実

施
は

誰
で

も
可

能
。

◎ 同
上

◎ 同
上

。

特
徴

）
　

・
既

に
実

用
化

さ
れ

て
い

る
装

置
か

ら
の

変
化

分
（
親

和
性

）
を

検
討

す
る

こ
と

で
推

定
す

る
。

　
・
多

人
数

に
よ

る
協

議
に

よ
り

、
考

察
す

る
。

　
・
予

備
的

な
検

討
の

位
置

づ
け

で
本

方
法

の
み

で
判

断
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

課
題

）
　

・
既

に
実

用
化

さ
れ

て
い

る
装

置
か

ら
の

変
化

分
が

大
き

か
っ

た
り

、
全

く
新

た
な

機
能

で
あ

っ
た

り
す

る
と

推
定

が
困

難
と

な
る

。

△
-

主
観

に
よ

る
推

定
シ

ス
テ

ム
の

発
展

経
緯

や
考

察
を

行
う

人
の

経
験

な
ど

に
左

右
さ

れ
て

し
ま

う
。

△ 主
観

に
よ

る
推

定
で

限
界

が
あ

る

△
－

設
計

者
の

知
識

に
限

定
さ

れ
る

。

△
－

設
計

者
の

知
識

に
限

定
さ

れ
る

。

△
－

設
計

者
の

知
識

に
限

定
さ

れ
る

。

△
－

推
定

は
で

き
る

が
限

界
が

あ
る

。

△ 主
観

に
よ

る
推

定
シ

ス
テ

ム
の

発
展

経
緯

や
考

察
を

行
う

人
の

経
験

な
ど

に
左

右
さ

れ
て

し
ま

う
。

△
△

－
△

－
○

＋
◎

◎

最
も

機
能

が
近

い
シ

ス
テ

ム
（
自

専
道

で
の

A
C

C
＋

L
K
A

）
か

ら
推

定
す

る
。

あ
る

程
度

の
推

定
は

で
き

る
が

、
既

存
シ

ス
テ

ム
か

ら
の

変
化

分
の

影
響

を
本

方
法

だ
け

で
は

推
定

で
き

な
い

。
本

方
法

で
問

題
と

な
り

そ
う

な
場

面
を

推
定

し
、

他
の

方
法

と
合

わ
せ

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
。

△
－

あ
る

程
度

は
想

像
で

き
て

も
限

界
が

あ
り

判
断

が
難

し
い

。
・
ど

の
よ

う
に

シ
ス

テ
ム

を
感

じ
、

ど
の

よ
う

に
理

解
す

る
の

か
・
運

転
の

集
中

力
低

下
の

発
生

が
あ

る
の

か
・
反

応
時

間
が

長
く
な

る
の

か
・
運

転
と

関
係

な
い

リ
ス

ク
補

償
行

動
の

発
生

が
あ

る
の

か

△ 推
定

は
で

き
る

が
、

限
界

が
あ

る
。

△
－

同
上

△
－

同
上

△
－

同
上

△
－

同
上

△ 同
上

△
△

－
△

－
○

＋
◎

◎

②
過

去
の

シ
ス

テ
ム

と
の

親
和

性

定
性

的

方
法

特
　

長
　

と
　

課
題

手
法

概
要

①
質

問
紙

に
よ

る
調

査

手
法

の
評

価
（
得

失
）

運
転

行
動

の
変

化
が

反
映

さ
れ

る
か

？
（
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
反

映
）

現
実

性
定

量
的

汎
用

性
（
容

易
に

出
来

る
か

）

○ 設
問

の
設

定
に

よ
り

可
能

。
評

価
指

標
に

よ
る

が
、

比
較

的
大

規
模

に
実

施
し

や
す

い
。

△
－

設
問

の
設

定
に

よ
り

可
能

。
適

切
な

評
価

指
標

を
構

築
で

き
れ

ば
可

能
。

△
－

シ
ー

ン
を

限
定

し
た

設
問

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
シ

ー
ン

を
独

立
し

て
評

価
す

る
こ

と
が

可
能

だ
が

、
被

験
者

が
各

設
問

ご
と

に
集

中
す

る
た

め
実

際
の

走
行

環
境

で
の

行
動

と
評

価
は

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

適
切

な
評

価
指

標
を

構
築

で
き

れ
ば

可
能

。

○ シ
ー

ン
を

限
定

し
た

設
問

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
シ

ー
ン

を
独

立
し

て
評

価
す

る
こ

と
が

可
能

だ
が

、
被

験
者

が
各

設
問

ご
と

に
集

中
す

る
た

め
実

際
の

走
行

環
境

で
の

行
動

と
評

価
は

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

評
価

指
標

に
よ

る
が

、
比

較
的

大
規

模
に

実
施

し
や

す
い

。

○
△

－

△
－

○

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

資
料

2
-
3
-
1
1

記
号

に
つ

い
て

「
〇

」
：
当

該
方

法
に

て
、

評
価

可
能

「
×

」
：
当

該
方

法
で

は
評

価
不

可
能

「
△

」
：
不

可
能

で
は

な
い

が
、

ベ
ス

ト
な

方
法

で
は

な
い

汎
用

性
に

つ
い

て
は

「
○

」
：
小

（
容

易
、

負
荷

小
）

「
△

」
：
中

（
や

や
困

難
、

負
荷

中
）

「
×

」
：
大

（
困

難
、

負
荷

大
）

「
＊

」
：
評

価
対

象
外

×
0

出
来

な
い

△
－

1
大

変
困

難

△
2

や
や

困
難

○
3

普
通

（
中

間
）

○
＋

4
や

や
容

易

◎
5

大
変

容
易

1
/
4

<34>



評
価

結
果

の
普

遍
性

現
実

的
な

交
通

シ
ー

ン
を

網
羅

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

道
路

・
周

辺
交

通
、

自
車

両
挙

動
を

再
現

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

ド
ラ

イ
バ

ー
（
性

別
、

年
齢

な
ど

）
＆

行
動

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

個
人

内
、

個
人

間
、

少
人

数
/

大
人

数
な

ど
の

影
響

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

定
性

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

（
客

観
性

を
担

保
で

き
る

か
？

）

信
頼

性
（
再

現
度

合
）
高

く
評

価
で

き
る

か
？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

定
量

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

精
度

（
再

現
精

度
）

の
高

く
評

価
で

き
る

か
？

真
度

高
く

評
価

で
き

る
か

？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）

が
独

立
し

て
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

難
易

度
（
技

術
的

）

難
易

度
（
社

会
的

＆
倫

理
的

）

例
：
実

路
で

や
っ

て
い

い
か

？
、

人
で

…
？

評
価

負
荷

（
規

模
・
費

用
・
工

数
）

定
性

的

方
法

特
　

長
　

と
　

課
題

手
法

概
要

手
法

の
評

価
（
得

失
）

運
転

行
動

の
変

化
が

反
映

さ
れ

る
か

？
（
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
反

映
）

現
実

性
定

量
的

汎
用

性
（
容

易
に

出
来

る
か

）

特
徴

：
・
危

険
な

シ
ー

ン
の

評
価

が
可

能
・
評

価
環

境
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

が
可

能
・
被

験
者

間
で

実
験

条
件

の
統

一
が

容
易

課
題

：
・
D

S
酔

い
が

発
生

す
る

可
能

性
・
実

車
で

は
な

い
こ

と
か

ら
運

転
行

動
に

違
い

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
・
D

S
と

実
車

の
相

関
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る

○
＋

・
適

切
な

シ
ナ

リ
オ

が
設

定
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

る
・
完

熟
走

行
な

ど
試

験
環

境
や

装
置

に
対

す
る

慣
れ

が
必

要

○ す
べ

て
の

環
境

を
再

現
す

る
の

は
困

難
だ

が
、

評
価

目
的

に
合

わ
せ

た
評

価
環

境
や

評
価

シ
ナ

リ
オ

の
作

成
に

よ
り

対
応

可
能

○ ・
D

S
の

性
能

を
上

げ
る

こ
と

で
道

路
・
周

辺
環

境
の

再
現

は
あ

る
程

度
で

き
る

・
車

両
挙

動
は

実
車

と
差

異
が

生
じ

る

○
＋

ド
ラ

イ
バ

ー
属

性
を

考
慮

し
て

被
験

者
を

サ
ン

プ
リ

ン
グ

す
れ

ば
可

能

○
＋

ま
と

ま
っ

た
被

験
者

数
を

確
保

で
き

れ
ば

可
能

だ
が

、
一

人
当

た
り

の
試

験
時

間
が

長
く
な

る
た

め
長

期
の

試
験

が
必

要
と

な
る

◎ ・
複

数
の

被
験

者
に

対
し

て
同

一
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
・
デ

ー
タ

は
主

に
機

械
的

に
取

得
す

る
た

め
客

観
性

が
あ

る

○ ・
D

S
は

条
件

統
制

が
容

易
で

あ
り

評
価

手
法

と
し

て
の

再
現

性
は

高
い ・
統

計
的

判
断

が
で

き
る

デ
ー

タ
量

の
確

保
が

必
要

○
＋

・
デ

ー
タ

は
主

に
機

械
的

に
取

得
す

る
た

め
定

量
的

に
表

す
こ

と
が

可
能

・
実

験
時

の
条

件
設

定
は

あ
る

程
度

制
限

さ
れ

る

○
＋

・
評

価
手

法
と

し
て

の
再

現
性

は
高

い ・
統

計
的

判
断

が
で

き
る

デ
ー

タ
量

の
確

保
が

必
要

○
＋

実
験

条
件

の
統

制
が

容
易

で
あ

り
、

真
度

の
高

い
実

験
が

可
能

○ 評
価

環
境

自
体

の
開

発
に

技
術

、
知

見
を

要
す

る

○
＋

倫
理

的
，

社
会

的
な

ハ
ー

ド
ル

は
比

較
的

低
い

△ 再
現

性
の

高
い

D
S
は

設
備

費
用

が
か

さ
む

。
設

備
キ

ャ
パ

の
た

め
、

大
規

模
な

実
験

は
困

難
。

シ
ナ

リ
オ

作
成

、
デ

ー
タ

収
集

、
解

析
等

に
よ

り
工

数
負

荷
は

高
い

。

○
＋

・
支

援
シ

ス
テ

ム
を

十
分

体
験

し
て

、
被

験
者

に
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

を
形

成
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
・
実

車
と

の
違

い
に

よ
る

行
動

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
り

○ 同
上

○ 同
上

○
＋

同
上

○
＋

同
上

◎ 同
上

○ 同
上

○
＋

同
上

○
＋

同
上

○
＋

同
上

○ 評
価

環
境

自
体

の
開

発
に

技
術

、
知

見
を

要
す

る
が

、
評

価
シ

ー
ン

を
特

定
す

る
こ

と
で

開
発

範
囲

を
絞

り
込

む
こ

と
が

で
き

る
。

○
＋

同
上

△ 同
上

特
徴

）
・
交

通
の

３
要

素
（
ド

ラ
イ

バ
ー

、
シ

ス
テ

ム
、

走
行

環
境

）
を

簡
易

な
時

間
モ

デ
ル

で
表

現
し

て
、

信
頼

性
の

確
率

モ
デ

ル
に

適
用

。
　

３
要

素
の

変
化

に
応

じ
た

事
故

確
率

や
事

故
余

裕
時

間
な

ど
の

変
化

な
ど

が
導

か
れ

る
。

　
（
シ

ス
テ

ム
の

有
無

に
よ

る
ド

ラ
イ

バ
ー

の
行

動
変

化
の

影
響

が
評

価
で

き
る

）

課
題

）
・
３

要
素

の
入

力
デ

ー
タ

を
別

手
法

で
獲

得
す

る
必

要
が

あ
る

　
ド

ラ
イ

バ
ー

（
D

S
で

計
測

な
ど

）
、

シ
ス

テ
ム

（
仕

様
な

ど
）
、

走
行

環
境

（
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
デ

ー
タ

な
ど

）

○ 簡
易

ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

に
反

映 （
D

S
で

計
測

ん
ど

出
来

て
い

る
こ

と
が

前
提

）

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提
（
複

雑
な

設
定

に
は

限
界

が
あ

る
）

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提
（
複

雑
な

設
定

に
は

限
界

が
あ

る
）

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提
（
複

雑
な

設
定

に
は

限
界

が
あ

る
）

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提
（
複

雑
な

設
定

に
は

限
界

が
あ

る
）

◎ 可
能

◎ 時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提

◎ 細
か

い
実

験
条

件
設

定
に

よ
る

デ
ー

タ
を

元
に

し
た

定
量

評
価

が
可

能

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提

○
＋

時
系

列
デ

ー
タ

で
表

現
で

き
て

い
る

こ
と

が
前

提

○ 既
存

の
信

頼
性

評
価

の
考

え
方

を
モ

デ
ル

化

○
＋

可
能

△ 時
系

列
デ

ー
タ

の
他

方
法

に
よ

る
獲

得
が

必
要

入
力

デ
ー

タ
の

準
備

　
・
ド

ラ
イ

バ
ー

（
全

車
速

A
C

C
+
L
K
A

作
動

時
の

ド
ラ

イ
バ

ー
の

運
転

行
動

変
化

（
脇

見
継

続
時

間
の

変
化

）
を

D
S
な

ど
で

計
測

）
　

・
シ

ス
テ

ム
（
シ

ス
テ

ム
仕

様
）

　
・
走

行
環

境
（
過

信
が

問
題

と
な

り
事

故
の

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

走
行

環
境

条
件

を
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
デ

ー
タ

、
過

去
の

文
献

な
ど

か
ら

抽
出

）

こ
れ

ら
の

入
力

に
よ

り
、

事
故

発
生

確
率

、
余

裕
時

間
の

変
化

な
ど

を
計

算
す

る

○ ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

の
運

転
行

動
変

化
の

入
力

デ
ー

タ
（
脇

見
頻

度
、

脇
見

時
間

、
ﾌ
ﾞﾚ

ｰ
ｷ

操
作

反
応

時
間

な
ど

）
に

反
映

（
D

S
試

験
な

ど
で

計
測

）

○
＋

急
な

割
り

込
み

時
の

追
突

、
逸

脱
場

面
で

検
討

（
場

面
を

限
定

し
て

検
討

）

○
＋

急
な

割
り

込
み

時
の

追
突

、
逸

脱
場

面
で

検
討

（
場

面
を

限
定

し
て

検
討

）

○
＋

ド
ラ

イ
バ

ー
の

入
力

デ
ー

タ
に

多
様

性
を

持
た

せ
る

（
対

応
す

る
被

験
者

の
D

S
試

験
デ

ー
タ

を
使

用
す

る
）

○
＋

ド
ラ

イ
バ

ー
の

入
力

デ
ー

タ
に

多
様

性
を

持
た

せ
る

（
対

応
す

る
被

験
者

の
D

S
試

験
デ

ー
タ

を
使

用
す

る
）

◎ 同
上

◎ 信
頼

性
モ

デ
ル

で
算

出

◎ 信
頼

性
モ

デ
ル

で
算

出

○
＋

信
頼

性
モ

デ
ル

で
算

出

○
＋

信
頼

性
モ

デ
ル

で
算

出

○ 同
上

○
＋

同
上

△ 交
通

の
３

要
素

の
デ

ー
タ

を
揃

え
る

負
荷

③
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ

④
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
２

・
簡

易
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
操

作
（
正

誤
）

の
み

）
・
簡

易
シ

ス
テ

ム
モ

デ
ル

（
作

動
（
正

誤
）
の

み
）

・
簡

易
走

行
環

境
（
影

響
し

な
い

簡
易

モ
デ

ル
：
時

間
モ

デ
ル

）

◎ 確
認

し
た

い
効

果
の

シ
ー

ン
で

実
験

す
る

こ
と

で
可

能

◎ 確
認

し
た

い
効

果
の

シ
ー

ン
を

用
意

す
る

こ
と

で
可

能

◎ 同
上

◎ 同
上

◎ 可
能

◎ 可
能

◎ 同
上

◎ 信
頼

性
モ

デ
ル

で
算

出

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

2
/
4
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評
価

結
果

の
普

遍
性

現
実

的
な

交
通

シ
ー

ン
を

網
羅

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

道
路

・
周

辺
交

通
、

自
車

両
挙

動
を

再
現

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

ド
ラ

イ
バ

ー
（
性

別
、

年
齢

な
ど

）
＆

行
動

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

個
人

内
、

個
人

間
、

少
人

数
/

大
人

数
な

ど
の

影
響

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

定
性

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

（
客

観
性

を
担

保
で

き
る

か
？

）

信
頼

性
（
再

現
度

合
）
高

く
評

価
で

き
る

か
？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

定
量

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

精
度

（
再

現
精

度
）

の
高

く
評

価
で

き
る

か
？

真
度

高
く

評
価

で
き

る
か

？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）

が
独

立
し

て
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

難
易

度
（
技

術
的

）

難
易

度
（
社

会
的

＆
倫

理
的

）

例
：
実

路
で

や
っ

て
い

い
か

？
、

人
で

…
？

評
価

負
荷

（
規

模
・
費

用
・
工

数
）

定
性

的

方
法

特
　

長
　

と
　

課
題

手
法

概
要

手
法

の
評

価
（
得

失
）

運
転

行
動

の
変

化
が

反
映

さ
れ

る
か

？
（
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
反

映
）

現
実

性
定

量
的

汎
用

性
（
容

易
に

出
来

る
か

）

特
徴

）
・
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
に

よ
り

運
転

行
動

変
化

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

で
検

討
す

る
。

・
シ

ス
テ

ム
有

無
に

よ
る

ド
ラ

イ
バ

ー
行

動
の

変
化

に
よ

り
検

討
す

る
。

課
題

）
・
過

信
に

よ
る

運
転

行
動

変
化

を
正

し
く
シ

ミ
ュ

レ
ー

ト
可

能
な

ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

自
体

が
現

存
し

な
い

。
　

（
ド

ラ
イ

バ
ー

の
運

転
行

動
そ

の
も

の
を

、
精

度
高

く
モ

デ
ル

化
す

る
こ

と
は

複
雑

で
難

易
度

大
）

◎ ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

に
反

映
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
変

化
を

反
映

す
る

ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

（
行

動
が

変
化

す
る

）
を

備
え

る
こ

と
が

前
提

。

◎ 自
由

に
設

定
で

き
る

◎ 自
由

に
設

定
で

き
る

周
辺

車
両

な
ど

に
も

適
切

な
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
が

組
み

込
ま

れ
る

こ
と

が
前

提

◎ 自
由

に
設

定
で

き
る

個
人

内
の

変
動

に
応

じ
た

適
切

な
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
が

組
み

込
ま

れ
る

こ
と

が
前

提

◎ 同
左

◎ 可
能

○ 主
観

に
よ

る
推

定
シ

ス
テ

ム
の

発
展

経
緯

や
考

察
を

行
う

人
の

経
験

な
ど

に
左

右
さ

れ
て

し
ま

う
。

◎ 可
能

◎ 同
左

◎ 同
左

◎ 同
左

◎ 可
能

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
の

変
化

を
反

映
す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
行

動
が

変
化

す
る

）
を

備
え

る
こ

と
が

前
提

。

◎ 同
左

◎ 可
能

◎ 同
左

◎ 同
左

△
-

前
提

と
な

っ
て

い
る

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
の

変
化

を
反

映
す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
行

動
が

変
化

す
る

）
の

開
発

が
大

き
な

課
題

。

◎ 可
能

△
-

前
提

と
な

っ
て

い
る

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
の

変
化

を
反

映
す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
行

動
が

変
化

す
る

）
の

開
発

が
大

き
な

課
題

。

全
車

速
A

C
C

＋
L
K
A

シ
ス

テ
ム

と
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
変

化
を

反
映

す
る

ド
ラ

イ
バ

ー
モ

デ
ル

（
行

動
が

変
化

す
る

）
を

備
え

た
全

体
モ

デ
ル

を
開

発
し

、
様

々
な

交
通

場
面

で
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
。

△
-

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
の

変
化

を
反

映
す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
行

動
が

変
化

す
る

）
の

開
発

が
大

変
難

し
い

。

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊

△
-

＊

△
-

○
＋

実
車

を
用

い
る

こ
と

に
よ

る
リ

ア
リ

テ
ィ

の
点

で
は

望
ま

し
い

が
、

走
行

シ
ー

ン
や

走
行

時
間

が
限

定
さ

れ
る

た
め

、
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
構

築
、

お
よ

び
運

転
行

動
変

化
は

限
定

的
と

な
る

△
－

テ
ス

ト
コ

ー
ス

の
制

約
に

よ
り

、
交

通
シ

ー
ン

は
限

定
さ

れ
る

△
－

道
路

の
多

様
性

の
再

現
は

お
よ

び
周

辺
交

通
は

限
定

さ
れ

る

○
＋

対
応

し
た

被
験

者
を

確
保

す
る

こ
と

で
可

能

○
＋

対
応

し
た

被
験

者
を

確
保

す
る

こ
と

で
可

能

◎ 指
標

に
よ

る
が

、
評

価
は

可
能

○ 類
似

シ
ー

ン
に

お
い

て
信

頼
性

は
あ

る
程

度
確

保
で

き
る

○
＋

実
験

時
の

条
件

設
定

は
あ

る
程

度
制

限
さ

れ
る

○ 類
似

シ
ー

ン
に

お
い

て
信

頼
性

は
あ

る
程

度
確

保
で

き
る

○ リ
ア

ル
ワ

ー
ル

ド
と

の
か

い
離

は
あ

る
程

度
生

じ
る

○
＋

過
信

場
面

を
想

定
し

た
走

行
シ

ー
ン

を
設

定
す

る
こ

と
で

可
能

○ 過
信

に
よ

る
高

リ
ス

ク
行

動
が

起
き

た
場

合
の

安
全

対
策

、
倫

理
面

で
の

課
題

が
あ

る

○
＋

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
シ

ナ
リ

オ
構

築
等

に
比

べ
れ

ば
、

相
対

的
な

負
荷

は
低

い

○
＋

同
上

△
－

同
上

△
－

周
辺

交
通

の
再

現
は

限
定

的
と

な
る

○
＋

同
上

○
＋

同
上

◎ 同
上

○ 自
専

道
シ

ー
ン

に
限

定
す

れ
ば

、
テ

ス
ト

コ
ー

ス
で

の
評

価
は

可
能

○
＋

同
上

○ 自
専

道
シ

ー
ン

に
限

定
す

れ
ば

、
テ

ス
ト

コ
ー

ス
で

の
評

価
は

可
能

○
＋

自
専

道
シ

ー
ン

に
限

定
す

れ
ば

、
テ

ス
ト

コ
ー

ス
で

の
評

価
は

可
能

○
＋

同
上

○ 同
上

○
＋

同
上

特
徴

：
・
実

車
を

用
い

た
評

価
の

た
め

、
実

車
走

行
時

特
有

の
動

的
な

車
両

条
件

下
で

の
評

価
・
考

察
が

で
き

る
・
試

験
環

境
を

管
理

で
き

、
確

実
な

実
験

条
件

の
統

制
や

安
全

性
の

確
保

が
可

能
・
公

道
で

は
再

現
で

き
な

い
危

険
場

面
も

評
価

可
能

課
題

：
・
占

有
期

間
は

限
ら

れ
る

う
え

、
１

回
の

実
験

時
間

が
比

較
的

長
く
か

か
る

た
め

、
十

分
な

評
価

デ
ー

タ
の

確
保

が
難

し
い

可
能

性
が

あ
る

・
多

様
な

道
路

環
境

や
複

雑
な

交
通

環
境

等
の

再
現

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
実

車
に

よ
る

評
価

の
た

め
、

十
分

な
安

全
対

策
が

必
要

【
備

考
】
対

象
と

す
る

被
験

者
に

つ
い

て
一

般
ド

ラ
イ

バ
の

場
合

：
　

テ
ス

ト
コ

ー
ス

に
お

い
て

、
普

段
の

運
転

行
動

が
と

れ
る

よ
う

な
配

慮
が

必
要

。
ま

た
、

危
険

な
シ

ー
ン

を
伴

う
試

験
は

倫
理

的
な

問
題

を
ク

リ
ア

す
る

必
要

が
あ

る
テ

ス
ト

ド
ラ

イ
バ

の
場

合
：

　
テ

ス
ト

ド
ラ

イ
バ

と
い

え
ど

、
幅

広
い

ド
ラ

イ
バ

の
特

性
を

再
現

す
る

の
は

難
し

く
、

得
ら

れ
る

結
果

は
限

定
的

な
ド

ラ
イ

バ
の

結
果

と
な

る

⑥
テ

ス
ト

コ
ー

ス
試

験

⑤
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
１

・
フ

ル
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
デ

ル
（
認

知
・
判

断
・

操
作

）
・
フ

ル
シ

ス
テ

ム
モ

デ
ル

（
認

識
、

判
断

・
作

動
）

・
走

行
環

境
（
様

々
な

、
カ

ー
ブ

/
直

線
/
交

差
点

・
低

速
/
高

速
な

ど
）

◎ 指
標

に
よ

る
が

、
評

価
は

可
能

◎ 同
上

○ 指
標

に
よ

る
が

、
評

価
は

可
能

○ 同
上

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

3
/
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評
価

結
果

の
普

遍
性

現
実

的
な

交
通

シ
ー

ン
を

網
羅

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

道
路

・
周

辺
交

通
、

自
車

両
挙

動
を

再
現

し
た

評
価

が
で

き
る

か
？

現
実

的
な

ド
ラ

イ
バ

ー
（
性

別
、

年
齢

な
ど

）
＆

行
動

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

個
人

内
、

個
人

間
、

少
人

数
/

大
人

数
な

ど
の

影
響

を
含

め
た

評
価

が
で

き
る

か
？

定
性

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

（
客

観
性

を
担

保
で

き
る

か
？

）

信
頼

性
（
再

現
度

合
）
高

く
評

価
で

き
る

か
？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

定
量

的
な

評
価

が
で

き
る

か
？

精
度

（
再

現
精

度
）

の
高

く
評

価
で

き
る

か
？

真
度

高
く

評
価

で
き

る
か

？

効
果

（
プ

ラ
ス

）
が

独
立

し
て

出
せ

る
評

価
が

で
き

る
か

？

過
信

（
マ

イ
ナ

ス
）

が
独

立
し

て
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

全
体

が
出

せ
る

評
価

が
で

き
る

か
？

難
易

度
（
技

術
的

）

難
易

度
（
社

会
的

＆
倫

理
的

）

例
：
実

路
で

や
っ

て
い

い
か

？
、

人
で

…
？

評
価

負
荷

（
規

模
・
費

用
・
工

数
）

定
性

的

方
法

特
　

長
　

と
　

課
題

手
法

概
要

手
法

の
評

価
（
得

失
）

運
転

行
動

の
変

化
が

反
映

さ
れ

る
か

？
（
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
反

映
）

現
実

性
定

量
的

汎
用

性
（
容

易
に

出
来

る
か

）

特
徴

）
　

・
シ

ス
テ

ム
搭

載
車

両
を

実
際

の
交

通
環

境
で

使
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
過

信
発

生
の

有
無

、
リ

ス
ク

を
評

価
す

る
。

　
・
実

環
境

で
の

評
価

に
よ

り
、

シ
ス

テ
ム

の
市

場
導

入
後

の
課

題
を

よ
り

正
確

に
予

測
で

き
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

課
題

）
　

・
走

行
環

境
の

統
制

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
多

人
数

、
他

期
間

の
評

価
に

よ
っ

て
客

観
性

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
・
そ

の
結

果
、

費
用

や
工

数
の

負
荷

が
高

い
。

　
・
ま

た
安

全
面

に
関

し
て

、
実

際
の

交
通

環
境

へ
の

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

裏
付

け
が

必
要

で
あ

る
。

◎ 被
験

者
（
ド

ラ
イ

バ
ー

）
の

操
作

に
よ

り
運

転
行

動
の

変
化

が
直

接
反

映
さ

れ
る

△ 環
境

統
制

が
で

き
な

い
た

め
、

す
べ

て
の

条
件

を
網

羅
す

る
こ

と
は

難
し

い
人

，
期

間
，

範
囲

を
広

く
す

れ
ば

網
羅

率
は

上
が

る

◎ 実
環

境
で

の
評

価
そ

の
も

の
で

あ
る

○
＋

ド
ラ

イ
バ

ー
属

性
に

偏
り

な
い

被
験

者
を

サ
ン

プ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

で
可

能

○
＋

多
人

数
、

多
期

間
の

評
価

に
よ

り
普

遍
性

を
高

め
ら

れ
る

◎ 走
行

状
況

の
観

察
等

か
ら

の
定

性
的

な
評

価
が

可
能

△ 実
験

環
境

の
統

制
が

で
き

な
い

た
め

再
現

度
合

に
は

難
あ

り
た

だ
し

評
価

規
模

を
拡

大
す

る
こ

と
で

再
現

度
合

の
高

い
結

果
を

得
る

こ
と

が
可

能

○ 走
行

デ
ー

タ
等

の
分

析
か

ら
定

量
的

な
評

価
が

可
能

△ 実
験

環
境

の
統

制
が

で
き

な
い

た
め

再
現

精
度

は
難

あ
り た

だ
し

評
価

規
模

を
拡

大
す

る
こ

と
で

再
現

精
度

を
高

め
る

こ
と

は
可

能

△ 統
計

的
判

断
に

必
要

な
ま

と
ま

っ
た

デ
ー

タ
量

を
確

保
す

る
こ

と
が

や
や

難
し

い

△ ・
制

御
を

行
う

シ
ス

テ
ム

を
一

般
の

ド
ラ

イ
バ

ー
が

一
般

道
で

評
価

す
る

こ
と

は
困

難
・
デ

ー
タ

収
集

の
仕

組
み

作
り

が
課

題
で

あ
る

△
－

実
路

走
行

に
お

け
る

安
全

面
の

配
慮

が
必

須
で

あ
り

難
易

度
は

高
い ま

た
人

を
用

い
る

こ
と

に
よ

る
倫

理
面

へ
の

配
慮

も
必

要
と

な
る

△
－

結
果

の
客

観
性

を
高

め
る

た
め

の
多

人
数

、
他

期
間

の
評

価
は

負
荷

が
高

い

特
徴

）
　

・
全

車
速

A
C

C
+
L
K
A

搭
載

車
両

を
実

際
の

高
速

道
路

等
で

使
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
過

信
発

生
の

有
無

、
リ

ス
ク

を
評

価
す

る
。

　
・
過

信
対

策
デ

ザ
イ

ン
付

と
無

し
の

結
果

を
比

較
す

る
こ

と
で

効
果

の
確

認
が

可
能  ・

供
試

車
両

に
は

デ
ー

タ
収

集
、

回
収

、
仕

組
み

を
持

た
せ

る
（
専

用
車

両
の

準
備

が
必

要
）

　
・
被

験
者

は
性

別
、

運
転

経
験

な
ど

に
幅

を
持

た
せ

て
選

定
す

る

課
題

）
　

・
供

試
車

両
の

安
全

対
策

、
事

故
歴

を
考

慮
し

た
被

験
者

選
定

の
よ

う
な

予
防

策
、

お
よ

び
事

故
発

生
時

の
対

策
を

決
め

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
　

・
全

車
速

A
C

C
＋

L
K
A

に
お

け
る

過
信

や
過

度
な

依
存

の
定

義
が

必
要

　
・
過

信
が

発
生

し
う

る
状

態
に

な
る

ま
で

の
ド

ラ
イ

バ
ー

の
習

熟
走

行
が

必
要

　
・
供

試
車

両
の

キ
ャ

パ
、

実
験

員
や

被
験

者
の

拘
束

時
間

、
解

析
工

数
の

負
荷

が
高

く
、

比
較

条
件

が
増

え
る

ほ
ど

実
現

性
が

困
難

に
な

る
。

◎ 同
上

△ 供
試

車
両

の
運

用
範

囲
、

選
定

し
た

被
験

者
の

活
動

範
囲

に
よ

り
シ

ー
ン

は
限

定
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

特
に

リ
ス

ク
の

高
い

シ
ー

ン
は

困
難

◎ 全
車

速
A

C
C

＋
L
K
A

搭
載

車
両

を
実

環
境

で
評

価
す

る

○
＋

性
別

、
運

転
経

験
な

ど
に

幅
を

持
た

せ
て

選
定

す
る

こ
と

で
可

能

○
＋

多
人

数
、

多
期

間
の

評
価

に
よ

り
普

遍
性

を
高

め
ら

れ
る

た
だ

し
供

試
車

両
の

キ
ャ

パ
や

工
数

な
ど

に
よ

り
制

約
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

◎ 全
車

速
A

C
C

+
L
K
A

搭
載

車
両

で
の

走
行

状
況

の
観

察
等

か
ら

の
定

性
的

な
評

価
が

可
能

△ 走
行

路
、

天
候

、
周

辺
車

両
等

の
実

験
環

境
の

統
制

が
で

き
な

い
た

め
再

現
度

合
に

は
難

あ
り

○ 走
行

デ
ー

タ
等

の
分

析
か

ら
定

量
的

な
評

価
が

可
能

た
だ

し
定

量
的

な
評

価
が

可
能

な
規

模
の

実
施

が
前

提

△ 実
験

環
境

の
統

制
が

で
き

な
い

た
め

再
現

精
度

は
難

あ
り た

だ
し

被
験

者
の

N
増

し
、

継
続

的
な

評
価

、
走

行
路

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

で
再

現
精

度
を

高
め

る
こ

と
は

可
能

△ 同
上

△ 全
車

速
A

C
C

＋
L
K
A

搭
載

車
両

が
用

意
で

き
れ

ば
実

路
F
O

T
を

実
施

す
る

う
え

で
の

技
術

的
課

題
は

な
い

△
－

同
上

△
－

結
果

の
客

観
性

を
高

め
る

た
め

の
多

人
数

、
他

期
間

の
評

価
は

負
荷

が
高

い
ま

た
解

析
時

の
公

道
走

行
に

伴
う

ノ
イ

ズ
デ

ー
タ

の
除

去
は

シ
ー

ン
確

認
等

が
必

要
で

あ
り

時
間

を
要

す
る

※
⑧

F
M

E
A

／
F
T

A
、

⑨
機

能
安

全
は

別
紙

⑦
実

路
F
O

T

△ 走
行

デ
ー

タ
の

分
析

等
か

ら
定

量
的

な
効

果
（
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
、

全
体

）
を

独
立

し
て

出
す

こ
と

は
や

や
難

し
い

△ 走
行

デ
ー

タ
の

分
析

等
か

ら
定

量
的

な
効

果
（
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
、

全
体

）
を

独
立

し
て

出
す

こ
と

は
可

能
た

だ
し

公
道

走
行

に
伴

う
ノ

イ
ズ

デ
ー

タ
の

除
去

が
課

題

○ 走
行

状
況

の
観

察
等

か
ら

定
性

的
な

効
果

（
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
、

全
体

）
を

独
立

し
て

出
す

こ
と

が
可

能

○ 全
車

速
A

C
C

+
L
K
A

の
作

動
オ

ン
オ

フ
の

比
較

観
察

や
質

問
紙

等
か

ら
定

性
的

な
効

果
（
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
、

全
体

）
を

独
立

し
て

出
す

こ
と

が
可

能

全
車

速
AC

C+
LK

Aで
考

え
て

み
た

4
/
4

<37>



0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

0
1
2
3
4
5

依存の反映

適用範囲

定性的評価定量的評価

汎用性

「過信抑制効果の評価法」の得失

①質問紙による評価 ②親和性観点の評価

③ドライビングシミュレータによる評価 ④シミュレーションによる評価

⑥走行評価（テストコース） ⑦実路フィールドオペレーション評価

× 0 出来ない

△－ 1 大変困難

△ 2 やや困難

○ 3 普通（中間）

○＋ 4 やや容易

◎ 5 大変容易

(合計 12点) (合計 10点)

(合計 18点) (合計 20点)

(合計 17点) (合計 15点)

1
資料2-3-12

<38>



「過信抑制効果の評価法」まとめ

・ ①質問紙による評価、②親和性観点の評価 は、事前（簡易的）評価として有効
である。

・ ③ドライビングシミュレータの評価 は、バランスよく依存を評価できる。
試験シナリオ作製には準備負荷も発生するため走行シーンは絞られるという制約
がある。

・ ⑤シミュレーション（フルモデル）は、ドライバーモデルそのものが依存を自発的に
発生し、様々な走行シーンで検討するというコンセプトであり期待は大。
但し、現時点では開発されていない。

・ ⑥走行評価（テストコース）は、実車を実際に運転して評価するという利点がある。
テストコースという限定された環境のため、運転シーンや依存が限定されるという
制約がある。

・ ⑦実路フィールドオペレーションテストは、実車・実環境で行うため優れた評価となる。
但し、統計的なデータ判断には、大変大がかり、長期間が必要。基本的に統制が
取れない中での安全性の確保など運用上の制約もある

・ ④シミュレーション（信頼性モデル）は、シミュレーションの柔軟性とドライビング
シミュレータの計測データを組み合わせてバランスを向上した手法で、大きな制約
がない中で実行が可能である。

2

<39>



過
信

抑
制

効
果

の
確

認
・評

価
方

法
：
機

能
安

全
に

つ
い

て

機
能

不
全

過
信

に
よ

る
ド

ラ
イ

バ
の

行
動

図
１

ド
ラ

イ
バ

過
信

検
証

手
法

1
. 

機
能

安
全

の
適

用
の

考
え

方
機

能
安

全
の

ハ
ザ

ー
ド

分
析

に
お

い
て

，
「
故

障
に

よ
る

機
能

不
全

（
故

障
モ

ー
ド

）
」
を

「
過

信
に

よ
る

ド
ラ

イ
バ

の
行

動
」
に

置
き

換
え

，
想

定
さ

れ
る

ハ
ザ

ー
ド

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

毎
の

E
,C

,S
を

過
信

抑
制

前
後

で
評

価
し

，
A

S
IL

に
相

当
す

る
一

定
の

評
価

点
を

過
信

抑
制

効
果

と
見

立
て

る
考

え
方

で
あ

る
。

（
図

１
参

照
）

２
．

適
用

例
（
全

車
速

A
C

C
+
L
K

A
）

例
え

ば
，

全
車

速
A

C
C

作
動

時
に

ド
ラ

イ
バ

ー
の

過
信

行
動

と
し

て
“
よ

そ
見

”
を

す
る

ケ
ー

ス
を

分
析

し
，

A
S

IL
が

”
C

“
と

評
価

さ
れ

た
と

す
る

。
こ

の
た

め
の

安
全

方
策

（
過

信
抑

制
デ

ザ
イ

ン
）
を

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

モ
ニ

タ
に

よ
る

ド
ラ

イ
バ

の
視

線
監

視
と

し
た

場
合

，
再

度
ハ

ザ
ー

ド
分

析
す

る
と

A
S

IL
が

”
A

“
と

な
り

，
2
段

階
の

過
信

抑
制

効
果

が
あ

る
と

位
置

づ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
表

１
参

照
）

本
手

法
は

，
機

能
安

全
の

ハ
ザ

ー
ド

分
析

で
扱

う
「
機

能
不

全
」
を

「
過

信
に

よ
る

ド
ラ

イ
バ

の
行

動
」
に

置
き

換
え

，
シ

ス
テ

ム
（
ア

イ
テ

ム
）
が

適
切

な
設

計
と

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

も
の

で
あ

る
。

ハ
ザ

ー
ド

危
険

事
象

危
害

回
避

危
害

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

E
C

S

回
避

行
動

成
功

失
敗

A
S
IL

ア
イ

テ
ム

の
機

能

過
信

に
よ

る
ド

ラ
イ

バ
の

行
動

影
響

を
与

え
る

故
障

/機
能

不
全

( ハ
ザ

ー
ド

）

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

暴
露

の
確

率
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ビ

リ
テ

ィ
損

害
・
危

害

Ａ
Ｓ

ＩＬ
走

行
速

度
道

路
環

境
路

面

交
通

環
境

リ
ス

ク
対

象
危

険
事

象
と

危
害

E
 

説
明

期
待

さ
れ

る
危

険
回

避
行

動
C

説
明

S
説

明
周

辺
車

両
歩

行 者

全
車

速
A

C
C

よ
そ

見
迅

速
な

他
車

回
避

，
制

動
不

可
高

速
直

進
ド

ラ
イ

並
走

車
な

し
自

車
の

乗
員

他
車

両
の

乗
員

直
線

を
高

速
で

走
行

中
に

並
走

車
が

接
近

し
た

際
に

適
切

な
回

避
，

制
動

行
動

を
と

る
こ

と
が

で
き

ず
他

車
と

衝
突

す
る

E
4 

全
て

の
状

態
で

起
こ

り
う

る

ブ
レ

ー
キ

を
踏

む
ハ

ン
ド

ル
を

操
作

C
3 

回
避

行
動

が
遅

れ
る

S
2

運
転

者
な

ら
び

に
同

乗
者

に
重

傷
で

，
生

命
に

危
険

が
あ

る
負

傷
（生

存
可

能
性

大
）

C

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

モ
ニ

タ
併

用
に

よ
る

視
線

監
視

（
要

す
れ

ば
警

報
）

E
4 

全
て

の
状

態
で

起
こ

り
う

る
ブ

レ
ー

キ
を

踏
む

C
1

衝
突

前
に

回
避

可
能

S
2

運
転

者
な

ら
び

に
同

乗
者

に
重

傷
で

，
生

命
に

危
険

が
あ

る
負

傷
（生

存
可

能
性

大
）

A

３
. 

課
題

①
過

信
に

よ
る

ド
ラ

イ
バ

の
行

動
の

選
定

（
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

の
適

用
方

法
）

②
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ビ

リ
テ

ィ
の

適
正

評
価

（
行

動
変

化
の

把
握

）
③

A
S

IL
と

良
否

判
断

（
判

定
基

準
）

表
１

ハ
ザ

ー
ド

分
析

例
①

資
料

2
-
3
-
1
3
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過信抑制効果の確認・評価方法 ：FMEA/FTA について

2. 考え方
車両のみを構成部品とする従来のFMEA/FTA検討域に対し、運

転行動変化を起こすドライバーも構成部品として取り込むことにより、
下記を考える（図２）。

1) FMEA
運転支援システムの不具合を抽出するため、構成部品（ドライ

バーも構成部品と考える）の故障モードを摘出し、システムへの影響
を解析。その危険優先度により対策を絞り込む。

2) FTA
トップ事象（事故）から、それが生じるプロセスにおける部品故障

（ドライバーも構成備品と考える）を解析し、
それぞれの段階で対策を検討する。

従来の検討域

図2 ﾄﾞﾗｲﾊﾞも取り込んだ検討域

過信/不信が課題となる運転ｼｰﾝ抽出

4つの信頼次元（過信ﾀｲﾌﾟ）への分類

ﾒﾝﾀﾙﾓﾃﾞﾙの具体化（ﾀｲﾌﾟ､理由）

過信発生を抑制する設計上の配慮

過信抑制効果の評価方法(★1)

★2

図1 ドライバ過信検討フロー

ｱｲﾃﾑ 機能 故障ﾓｰﾄﾞ 故障要因 故障影響 評価 危険優先度 対策厳しさ 頻度 検知難易度
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 環境認識 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｴﾗｰ 脇見 衝突 5 3 4 12 ﾓﾆﾀｰ

走行判断 ↑ 過度な依存 ↑ 5 4 5 14 HMI
運転操作 ↑ 操作遅れ 路外逸脱 4 2 3 9 ･････

ﾚｰﾀﾞ 物標測距 ｾﾝｻ異常 ﾛｽﾄ 先行車接近 3 2 1 ･････
ｶﾒﾗ 物標認識 ↑ 誤認識 ↑ 3 ･････ ･････
ECU 走行判断 ECU異常 誤判断 誤減速 ･････

目標生成 ↑ 誤計算 ﾊﾝﾁﾝｸﾞ
ｱｸﾁｭｴｰﾀ 加減速 ｱｸﾁｭｴｰﾀ異常 通信遅れ ･････

操舵 ↑ ･････
HMI 情報提示 ･････

①FMEA例

②FTA例

従来検討新たに追加

1. FMEA/FTAの位置付け
本来FMEA/FTAは、システムの故障や影響解析のための評価手法

であるため、今回検討課題である、過信による運転行動の変化に特
化した評価(★1)よりも、その変化による影響とその対策方法の検討
(★2)に適する（図１）。

3. 課題
ドライバーの運転行動の変化により生じる影響とその危険優先

度・対策方法は整理できるが、その対策の効果自体は別の手段で
評価する必要がある。

図３ 全車速ACC+LKAのFMEA.FTA検討の一部

“FMEA/FTA”については、ドライバの過信発生有無や行動変化そのものを検討するのではなく、そ
の変化が生じた結果の影響(ドライバ含めたシステム視点)及び対策の検討手段として位置付ける

資料2-3-14
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A
S
V

5
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
検

討
W

G
　

　
各

社
の

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

社
内

教
育

実
施

状
況

社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

E
社

新
型

車
を

発
売

前
の

新
型

車
試

乗
会

に
て

事
前

に
営

業
お

よ
び

広
報

関
係

部
署

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

試
乗

会
に

て
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

感
を

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

の
説

明
は

し
て

い
る

が
，

全
て

の
機

能
ま

で
は

説
明

し
き

れ
て

い
な

い
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
)試

乗
デ

モ
コ

ー
ス

設
定

　
　

(助
走

距
離

，
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
な

ど
)

　
　

ダ
ミ

ー
仕

様
（
指

定
さ

れ
た

も
の

を
使

用
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

進
入

速
度

　
　

停
止

後
の

ブ
レ

ー
キ

操
作

 　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

F
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
3
〰

4
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

（
営

業
/
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

/
広

報
等

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
社

内
関

連
部

署
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

会
を

目
的

に
し

た
教

育
は

し
て

い
な

い
。

左
記

の
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
機

能
に

つ
い

て
の

教
育

を
行

っ
て

い
る

。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
関

連
部

署
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
関

係
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

K
社

新
型

車
発

表
の

約
6
か

月
前

に
研

修
担

当
、

広
報

、
営

業
に

新
機

能
説

明
会

を
実

施
。

実
車

確
認

ま
た

は
画

像
に

よ
る

作
動

状
況

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
作

動
も

体
験

し
て

も
っ

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

　
　

進
入

速
度

　
　

助
走

距
離

　
　

デ
モ

実
施

可
能

な
場

所
環

境
　

　
関

係
者

の
同

乗
説

明
　

　
運

転
者

の
操

作
方

法
　

　
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
　

　
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

　
　

不
作

動
時

の
顧

客
へ

の
説

明
方

法
　

　
等

な
ど

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
（
低

速
用

A
E
B

を
含

む
）

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

資
料

2
-
3
-
1
5

1
/
7

<42>



社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
事

前
に

広
報

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

 　
　

進
入

速
度

　
　

 助
走

距
離

　
　

 路
面

の
状

態
（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

へ
の

安
全

装
備

説
明

会
を

開
催

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

前
に

社
内

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）

・
進

入
速

度
・
助

走
距

離
・
路

面
の

状
態

（
天

候
）

・
関

係
者

の
同

乗
・
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
・
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

・
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

G
社

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

A
C

C
と

同
。

J
社

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
作

動
も

体
験

し
て

も
っ

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

　
　

進
入

速
度

　
　

助
走

距
離

　
　

デ
モ

実
施

可
能

な
場

所
環

境
　

　
関

係
者

の
同

乗
説

明
　

　
運

転
者

の
操

作
方

法
　

　
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
　

　
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

　
　

不
作

動
時

の
顧

客
へ

の
説

明
方

法
　

　
等

な
ど

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
（
低

速
用

A
E
B

を
含

む
）

（
F
C

W
S
を

含
む

）

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
に

含
む

（
上

記
の

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

)と
一

緒
に

記
載

）

前
方

衝
突

警
報

（
F
C

W
S
）

2
/
7
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社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
車

種
展

開
が

進
み

、
周

知
度

向
上

社
内

周
知

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

も
確

立
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

E
社

新
型

車
を

発
売

前
の

新
型

車
試

乗
会

に
て

事
前

に
広

報
関

係
部

署
に

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
試

乗
会

に
て

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
感

を
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

お
よ

び
操

作
方

法
の

説
明

は
し

て
い

る
が

，
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

追
従

制
御

す
る

ケ
ー

ス
／

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

制
御

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
先

行
車

の
減

速
度

　
　

　
先

行
車

ロ
ス

ト
時

の
加

速
　

　
　

停
止

制
御

後
の

ブ
レ

ー
キ

操
作

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

へ
の

安
全

装
備

説
明

会
を

開
催

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

前
に

社
内

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

試
乗

は
許

可
し

て
い

な
い

。

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

エ
ス

ケ
ー

プ
ゾ

ー
ン

を
確

保
で

き
る

場
所

（
テ

ス
ト

コ
ー

ス
）
で

実
施

。
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

後
に

バ
ス

同
乗

の
デ

モ
走

行
で

テ
ス

ト
コ

ー
ス

を
説

明
。

そ
の

後
の

試
乗

体
験

と
な

る
。

同
乗

者
が

先
行

車
と

無
線

で
安

全
確

認
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
関

連
部

署
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
関

係
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
教

示
せ

ず
。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
6
か

月
前

に
研

修
担

当
、

広
報

、
営

業
に

新
機

能
説

明
会

を
実

施
。

実
車

確
認

ま
た

は
画

像
に

よ
る

作
動

状
況

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
作

動
も

体
験

し
て

も
っ

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

　
　

進
入

速
度

　
　

助
走

距
離

　
　

デ
モ

実
施

可
能

な
場

所
環

境
　

　
関

係
者

の
同

乗
説

明
　

　
運

転
者

の
操

作
方

法
　

　
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
　

　
先

行
車

両
の

動
き

の
シ

ナ
リ

オ
　

　
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

　
　

等
な

ど

A
C

C

3
/
7

<44>



社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
作

動
も

体
験

し
て

も
っ

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

　
　

進
入

速
度

　
　

助
走

距
離

　
　

デ
モ

実
施

可
能

な
場

所
環

境
　

　
関

係
者

の
同

乗
説

明
　

　
運

転
者

の
操

作
方

法
　

　
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
　

　
区

画
線

（
白

線
）
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

　
　

等
な

ど

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

E
社

新
型

車
を

発
売

前
の

新
型

車
試

乗
会

に
て

事
前

に
広

報
関

係
部

署
に

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
試

乗
会

に
て

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
感

を
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

の
説

明
は

し
て

い
る

が
，

全
て

の
機

能
ま

で
は

説
明

し
き

れ
て

い
な

い
。

カ
メ

ラ
認

識
性

に
お

け
る

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
警

報
す

る
ケ

ー
ス

／
警

報
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
車

両
挙

動
に

関
わ

る
制

御
は

し
て

い
な

い
た

め
，

特
に

安
全

上
の

注
意

事
項

の
教

示
は

し
て

い
な

い
。

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

へ
の

安
全

装
備

説
明

会
を

開
催

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

前
に

社
内

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

警
報

の
み

の
シ

ス
テ

ム
の

た
め

、
特

に
安

全
上

の
注

意
事

項
は

な
い

。
一

般
道

で
の

試
乗

の
場

合
は

左
右

前
後

の
車

に
注

意
す

る
と

い
う

常
識

的
な

安
全

行
動

を
お

願
い

し
て

い
る

。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
関

連
部

署
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
関

係
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
教

示
せ

ず
。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
6
か

月
前

に
研

修
担

当
、

広
報

、
営

業
に

新
機

能
説

明
会

を
実

施
。

実
車

確
認

ま
た

は
画

像
に

よ
る

作
動

状
況

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

不
得

手
な

場
面

や
環

境
に

つ
い

て
理

由
を

含
め

て
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

実
施

せ
ず

車
線

逸
脱

警
報

（
L
D

W
S
）

レ
ー

ン
キ

ー
プ

ア
シ

ス
ト

（
L
K
A

S
）

4
/
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社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

F
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
3
〰

4
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

（
営

業
/
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

/
広

報
等

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
社

内
関

連
部

署
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

関
連

部
署

へ
の

安
全

装
備

説
明

会
を

開
催

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

前
に

社
内

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）

・
進

入
速

度
・
助

走
距

離
・
路

面
の

状
態

（
天

候
）

・
関

係
者

の
同

乗
・
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
・
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

・
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
 　

　
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
作

動
も

体
験

し
て

も
っ

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

　
　

進
入

速
度

　
　

助
走

距
離

　
　

デ
モ

実
施

可
能

な
場

所
環

境
　

　
関

係
者

の
同

乗
説

明
　

　
運

転
者

の
操

作
方

法
　

　
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
　

　
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

　
　

不
作

動
時

の
顧

客
へ

の
説

明
方

法
　

　
等

な
ど

ペ
ダ

ル
踏

み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置

5
/
7

<46>



社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

E
社

特
に

実
施

な
し

A
B

S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

取
扱

説
明

書
に

記
載

取
扱

説
明

書
に

記
載

取
扱

説
明

書
に

記
載

試
乗

会
特

に
実

施
な

し
A

B
S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

G
社

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
テ

ス
ト

コ
ー

ス
内

で
定

常
円

旋
回

に
お

い
て

助
手

席
の

み
の

体
験

試
乗

。
使

用
車

に
は

補
助

輪
に

よ
る

横
転

防
止

装
置

を
装

着
。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
関

連
部

署
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
関

係
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
教

示
せ

ず
。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
6
か

月
前

に
研

修
担

当
、

広
報

、
営

業
に

新
機

能
説

明
会

を
実

施
。

実
車

確
認

ま
た

は
画

像
に

よ
る

作
動

状
況

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

極
低

μ
路

な
ど

で
機

能
限

界
を

体
験

い
た

だ
い

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

体
験

い
た

だ
い

て
い

る
。

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
－

－
－

－

E
S
C

（
現

在
）

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
車

種
展

開
が

進
み

、
周

知
度

向
上

社
内

周
知

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

も
確

立
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

（
そ

の
中

に
記

載
あ

り
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

E
S
C

（
導

入
当

時
）

D
社

シ
ス

テ
ム

仕
様

書
に

よ
る

周
知

販
売

店
説

明
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ

製
作

を
通

し
て

教
育

適
時

説
明

会
を

開
催

（
説

明
資

料
、

ビ
デ

オ
、

適
時

体
験

試
乗

等
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明
・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
は

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
）

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
（
基

本
的

に
開

発
部

署
が

同
席

）

シ
ス

テ
ム

導
入

か
ら

1
0
年

以
上

経
っ

て
お

り
、

既
に

導
入

率
も

高
い

こ
と

か
ら

、
新

型
車

導
入

前
の

社
内

教
育

は
行

っ
て

い
な

い
。

E
S
C

6
/
7

<47>



社
内

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

お
答

え
く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

社
内

関
連

部
署

（
広

報
、

営
業

等
）
が

社
外

の
人

を
対

象
に

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

調
査

内
容

シ
ス

テ
ム

C
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
社

内
広

報
関

連
部

署
お

よ
び

工
場

/
サ

ー
ビ

ス
部

門
へ

の
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
上

記
関

係
者

の
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
う

場
合

も
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
機

能
検

証
や

認
証

、
ク

レ
ー

ム
対

応
な

ど
が

必
要

な
情

報
で

あ
り

、
関

連
部

門
に

は
こ

れ
ら

の
項

目
に

つ
い

て
教

示
し

て
お

り
、

か
つ

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
と

し
て

い
る

。

主
要

な
機

能
に

つ
い

て
は

説
明

し
て

い
る

が
、

付
加

的
な

機
能

ま
で

含
め

た
す

べ
て

を
説

明
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
は

説
明

し
て

い
る

。
主

要
な

作
動

シ
ー

ン
／

不
作

動
シ

ー
ン

を
例

示
し

て
い

る
。

関
連

部
門

か
ら

留
意

事
項

を
教

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
開

発
関

係
者

が
同

席
し

て
い

る
。

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

エ
ス

ケ
ー

プ
ゾ

ー
ン

を
確

保
で

き
る

場
所

（
テ

ス
ト

コ
ー

ス
）
で

実
施

。
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

後
に

バ
ス

同
乗

の
デ

モ
走

行
で

テ
ス

ト
コ

ー
ス

を
説

明
。

そ
の

後
の

試
乗

体
験

と
な

る
。

同
乗

者
が

無
線

で
安

全
確

認
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

3
ヶ

月
前

に
、

社
内

広
報

関
連

部
署

へ
の

新
型

車
説

明
会

が
あ

り
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

も
説

明
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
教

示
せ

ず
。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
6
か

月
前

に
研

修
担

当
、

広
報

、
営

業
に

新
機

能
説

明
会

を
実

施
。

実
車

確
認

ま
た

は
画

像
に

よ
る

作
動

状
況

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

M
社

新
型

車
発

売
の

約
半

年
前

か
ら

順
次

社
内

営
業

・
広

報
・
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
品

証
部

門
に

対
し

て
、

当
該

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

に
つ

い
て

説
明

実
施

。
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

不
得

手
な

場
面

や
環

境
に

つ
い

て
理

由
を

含
め

て
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

実
施

せ
ず

A
社

最
初

の
A

B
S
搭

載
車

両
の

発
売

が
1
9
9
2
年

と
2
0
年

以
上

前
で

あ
り

、
そ

の
際

に
は

、
A

B
S
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

な
ど

の
説

明
を

中
心

に
、

社
内

向
け

の
教

育
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

の
モ

デ
ル

展
開

に
あ

た
っ

て
は

、
基

本
機

能
に

つ
い

て
の

教
育

は
行

わ
ず

、
追

加
さ

れ
た

機
能

に
つ

い
て

の
み

説
明

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

会
で

は
、

氷
上

や
雪

上
な

ど
の

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
感

試
乗

会
で

も
、

ホ
イ

ー
ル

ロ
ッ

ク
し

て
い

な
い

場
合

や
極

低
速

の
場

合
な

ど
で

は
作

動
し

な
い

こ
と

を
確

認
さ

せ
て

い
る

。

最
初

の
A

B
S
搭

載
車

両
の

発
売

当
時

に
は

、
テ

ス
ト

コ
ー

ス
に

お
い

て
補

助
輪

を
装

着
し

て
体

感
試

乗
を

実
施

し
た

が
、

社
外

対
象

の
体

験
試

乗
会

は
実

施
し

な
い

よ
う

指
示

。

B
社

一
定

期
間

の
導

入
実

績
を

経
た

シ
ス

テ
ム

の
た

め
、

新
型

車
説

明
会

を
実

施
す

る
場

合
も

「
A

B
S
機

能
付

き
」
と

の
一

般
説

明
の

み
で

  
新

制
御

A
B

S
の

採
用

あ
る

い
は

新
規

導
入

市
場

で
あ

る
場

合
を

除
き

、
A

B
S
個

別
の

詳
細

機
能

説
明

は
実

施
は

し
て

い
な

い
。

（
取

扱
説

明
書

で
説

明
し

て
い

る
）

但
し

新
型

車
試

乗
会

で
は

A
B

S
機

能
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

、
製

品
を

使
用

す
る

た
め

に
必

要
と

思
わ

れ
る

情
報

を
全

て
取

扱
説

明
書

で
説

明
し

て
い

る
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

取
扱

説
明

書
に

記
載

し
て

い
る

機
能

限
界

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
機

能
限

界
を

特
に

意
識

し
た

体
験

試
乗

を
さ

せ
て

は
い

な
い

が
、

走
行

全
般

を
通

じ
て

体
験

で
き

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

取
扱

説
明

書
の

記
載

に
従

い
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
が

主
体

で
あ

り
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

に
特

化
し

た
試

乗
は

実
施

し
て

い
な

い
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
の

体
験

試
乗

会
で

は
取

扱
説

明
書

記
載

の
注

意
事

項
を

教
示

し
て

い
る

。
例

）
・
ブ

レ
ー

キ
操

作
法

（
通

常
ブ

レ
ー

キ
並

み
）

・
制

動
距

離
へ

の
影

響
、

コ
ー

ナ
ー

機
能

・
正

規
タ

イ
ヤ

の
使

用
・
警

告
灯

の
表

示
に

つ
い

て

C
社

業
務

に
関

連
す

る
場

合
に

実
施

し
て

い
る

。
実

施
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
全

て
は

教
示

し
て

い
な

い
。

要
点

に
つ

い
て

実
施

し
、

そ
の

他
は

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

実
施

す
る

場
合

は
、

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
記

載
さ

れ
て

い
る

程
度

の
内

容
で

、
教

示
で

き
る

範
囲

で
行

う
。

実
施

す
る

場
合

は
、

サ
ー

ビ
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
内

容
を

一
部

説
明

し
、

そ
の

他
は

サ
ー

ビ
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

読
ん

で
も

ら
う

こ
と

で
対

応
す

る
。

必
要

に
応

じ
て

実
施

し
て

い
る

二
輪

車
　

A
B

S

ふ
ら

つ
き

警
報

7
/
7

<48>



A
S
V

5
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
検

討
W

G
　

　
各

社
の

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

販
社

（
販

売
店

）
教

育
実

施
状

況

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

留
意

事
項

を
教

示
　

(試
乗

実
施

要
領

お
よ

び
安

全
確

保
）

機
能

が
大

き
く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

D
社

・
発

売
前

の
約

3
-
5
か

月
前

に
商

品
研

修
会

に
て

体
感

デ
モ

を
含

め
説

明
実

施
・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
そ

の
他

　
特

に
無

し

当
該

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

代
表

者
＋

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
の

代
表

者
を

対
象

に
商

品
研

修
会

を
実

施

E
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
ヶ

月
前

に
、

販
社

（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
)試

乗
デ

モ
コ

ー
ス

設
定

　
　

(助
走

距
離

，
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
な

ど
)

　
　

ダ
ミ

ー
仕

様
（
指

定
さ

れ
た

も
の

を
使

用
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

進
入

速
度

　
　

停
止

後
の

ブ
レ

ー
キ

操
作

 　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
試

乗
デ

モ
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
　

　
　

　
　

を
作

成
し

，
内

容
周

知
。

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

F
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
３

ヶ
月

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
　

 ○
（
試

乗
を

含
む

）

全
国

販
社

研
修

リ
ー

ダ
ー

1
0
0
0
名

を
対

象
に

研
修

を
実

施
。

各
店

舗
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
研

修
リ

ー
ダ

ー
が

実
施

。
ま

た
、

学
習

用
D

V
D

を
作

成
し

、
性

能
・
性

能
限

界
・
体

感
試

乗
ル

ー
ル

の
徹

底
な

ど
安

全
に

留
意

し
た

教
育

を
実

施
。

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

会
は

実
施

し
て

い
な

い
。

（
大

型
の

場
合

、
管

理
さ

れ
た

テ
ス

ト
コ

ー
ス

で
な

け
れ

ば
体

験
会

を
開

催
困

難
な

た
め

。
）

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
ま

な
い

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

資
料

は
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

を
新

商
品

と
し

て
展

開
し

た
際

、
全

国
全

販
社

に
商

品
説

明
会

を
実

施
。

営
業

と
研

修
セ

ン
タ

ー
と

共
同

で
実

施
。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
3
か

月
前

に
販

社
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

営
業

担
当

に
新

型
車

研
修

会
を

実
施

。
販

売
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ビ

デ
オ

を
配

布

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

ま
た

は
、

認
知

状
況

を
み

て
廃

止

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
△

 ※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

実
施

す
る

場
合

も
あ

る
。

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

：
ビ

デ
オ

を
準

備
す

る
場

合
も

あ
る

。

各
拠

点
（
販

社
）
の

代
表

者
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
各

拠
点

内
で

は
、

そ
の

教
育

を
受

け
た

体
表

者
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

デ
モ

試
乗

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

た
運

営
を

指
示

。
そ

の
中

で
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
　

　
進

入
速

度
　

　
助

走
距

離
　

　
デ

モ
実

施
可

能
な

場
所

環
境

　
　

関
係

者
の

同
乗

説
明

　
　

運
転

者
の

操
作

方
法

　
　

退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

　
　

等
な

ど

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
（
低

速
用

A
E
B

を
含

む
）

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

資
料

2
-
3
-
1
6

1
/
8

<49>



販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

販
社

へ
の

新
型

車
導

入
教

育
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
っ

た
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）

・
進

入
速

度
・
助

走
距

離
・
路

面
の

状
態

（
天

候
）

・
関

係
者

の
同

乗
・
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
・
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

・
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
対

象
に

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

販
社

内
の

各
拠

点
（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

や
営

業
責

任
者

が
実

施
し

て
い

る
。

全
国

の
特

約
販

売
店

ス
タ

ッ
フ

を
対

象
に

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

店
舗

内
で

の
展

開
は

、
参

加
ス

タ
ッ

フ
が

実
施

し
て

い
る

。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
新

型
車

の
発

売
直

後
か

ら
体

感
用

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
配

布
し

、
販

売
会

社
単

位
で

実
施

し
て

い
る

。
体

感
の

フ
ォ

ロ
ー

要
請

が
あ

る
場

合
は

メ
ー

カ
ー

か
ら

応
援

の
人

手
を

出
し

て
い

る
。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

向
け

体
験

試
乗

で
は

機
能

限
界

ま
で

は
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

販
売

会
社

が
実

施
す

る
体

験
試

乗
に

つ
い

て
は

運
営

条
件

を
展

開
し

て
い

る
。

　
・
環

境
（
天

候
、

路
面

状
況

）
　

・
全

体
の

必
要

ス
ペ

ー
ス

（
含

む
安

全
エ

リ
ア

）
　

・
実

施
速

度
、

助
走

距
離

　
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
設

置
方

法

お
客

さ
ま

の
体

験
試

乗
会

は
実

施
し

て
い

な
い

。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
(お

客
さ

ま
向

け
と

併
用

)
・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
試

乗
体

感
は

一
部

の
販

売
会

社
で

実
施

し
て

い
る

。

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

D
社

・
発

売
前

の
約

3
-
5
か

月
前

に
商

品
研

修
会

に
て

体
感

デ
モ

を
含

め
説

明
実

施
・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
そ

の
他

　
特

に
無

し

当
該

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

代
表

者
＋

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
の

代
表

者
を

対
象

に
商

品
研

修
会

を
実

施

G
社

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

A
C

C
と

同
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

新
商

品
と

し
て

展
開

し
た

際
、

全
国

全
販

社
に

商
品

説
明

会
を

実
施

。
営

業
と

研
修

セ
ン

タ
ー

と
共

同
で

実
施

。

J
社

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
△

 ※
・
説

明
会

　
○

(試
乗

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。
)

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

：
ビ

デ
オ

を
準

備
す

る
場

合
も

あ
る

。

各
拠

点
（
販

社
）
の

代
表

者
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
各

拠
点

内
で

は
、

そ
の

教
育

を
受

け
た

体
表

者
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

デ
モ

試
乗

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

た
運

営
を

指
示

。
そ

の
中

で
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
　

　
進

入
速

度
　

　
助

走
距

離
　

　
デ

モ
実

施
可

能
な

場
所

環
境

　
　

関
係

者
の

同
乗

説
明

　
　

運
転

者
の

操
作

方
法

　
　

退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

　
　

等
な

ど

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

前
方

衝
突

警
報

（
F
C

W
S
）

（
上

記
の

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

)と
一

緒
に

記
載

）

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
に

含
む

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

（
A

E
B

）
（
低

速
用

A
E
B

を
含

む
）

（
F
C

W
S
を

含
む

）

2
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販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

D
社

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

（
体

験
デ

モ
な

し
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
そ

の
他

　
特

に
無

し

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
に

ス
タ

ッ
フ

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

配
布

E
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
ヶ

月
前

に
、

販
社

（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

追
従

制
御

す
る

ケ
ー

ス
／

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

制
御

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
先

行
車

の
減

速
度

　
　

　
先

行
車

ロ
ス

ト
時

の
加

速
　

　
　

停
止

制
御

後
の

ブ
レ

ー
キ

操
作

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
な

し
。

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

販
社

へ
の

新
型

車
導

入
教

育
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

一
部

の
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

に
は

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）

・
十

分
に

周
囲

の
安

全
を

確
認

す
る

こ
と

。
・
交

通
の

流
れ

が
良

い
幹

線
道

路
や

高
速

道
路

で
実

施
す

る
こ

と
。

　
 ※

想
定

速
度

：
3
0
～

1
0
0
km

/
h

・
車

間
距

離
を

無
理

に
つ

め
る

の
は

危
険

で
あ

る
こ

と
。

・
故

意
の

運
転

操
作

に
よ

る
体

感
は

勧
め

な
い

。

－
－

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

エ
ス

ケ
ー

プ
ゾ

ー
ン

を
確

保
で

き
る

場
所

（
テ

ス
ト

コ
ー

ス
）

で
実

施
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
後

に
バ

ス
同

乗
の

デ
モ

走
行

で
テ

ス
ト

コ
ー

ス
を

説
明

。
そ

の
後

の
試

乗
体

験
と

な
る

。
同

乗
者

が
先

行
車

と
無

線
で

安
全

確
認

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

資
料

は
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

A
C

C
を

新
商

品
と

し
て

展
開

し
た

際
、

全
国

全
販

社
に

商
品

説
明

会
を

実
施

。
営

業
と

研
修

セ
ン

タ
ー

と
共

同
で

実
施

。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

、
お

客
さ

ま
向

け
共

に
実

施
し

て
い

な
い

。
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
(お

客
さ

ま
向

け
と

併
用

)
・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
3
か

月
前

に
販

社
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

営
業

担
当

に
新

型
車

研
修

会
を

実
施

。
販

売
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ビ

デ
オ

を
配

布

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
実

施
し

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

・
説

明
冊

子
　

×

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

ま
た

は
、

認
知

状
況

を
み

て
廃

止

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
△

 ※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

実
施

す
る

場
合

も
あ

る
。

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

：
ビ

デ
オ

を
準

備
す

る
場

合
も

あ
る

。

各
拠

点
（
販

社
）
の

代
表

者
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
各

拠
点

内
で

は
、

そ
の

教
育

を
受

け
た

体
表

者
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

デ
モ

試
乗

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

た
運

営
を

指
示

。
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
　

　
使

用
で

き
る

道
路

環
境

　
　

関
係

者
の

同
乗

説
明

　
　

運
転

者
の

操
作

方
法

　
　

等
な

ど

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

A
C

C

3
/
8

<51>



販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

D
社

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
そ

れ
を

用
い

て
機

能
を

中
心

に
説

明
（
体

験
デ

モ
な

し
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
そ

の
他

　
特

に
無

し

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
に

ス
タ

ッ
フ

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

配
布

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

販
社

で
の

体
験

試
乗

の
実

施
有

無
は

検
討

中
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

レ
ー

ン
キ

ー
プ

ア
シ

ス
ト

（
L
K
A

S
）

4
/
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販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

D
社

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
そ

れ
を

用
い

て
機

能
を

中
心

に
説

明
（
体

験
デ

モ
な

し
）

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
そ

の
他

　
特

に
無

し

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
に

ス
タ

ッ
フ

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

配
布

E
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
ヶ

月
前

に
、

販
社

（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

の
説

明
は

し
て

い
る

が
，

全
て

の
機

能
ま

で
は

説
明

し
き

れ
て

い
な

い
。

カ
メ

ラ
認

識
性

に
お

け
る

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
警

報
す

る
ケ

ー
ス

／
警

報
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
車

両
挙

動
に

関
わ

る
制

御
は

し
て

い
な

い
た

め
，

特
に

安
全

上
の

注
意

事
項

の
教

示
は

し
て

い
な

い
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
な

し
。

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

販
社

へ
の

新
型

車
導

入
教

育
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
っ

た
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

警
報

の
み

の
シ

ス
テ

ム
の

た
め

、
特

に
安

全
上

の
注

意
事

項
は

な
い

。
試

乗
の

場
合

は
左

右
前

後
の

車
に

注
意

す
る

と
い

う
常

識
的

な
安

全
行

動
を

お
願

い
し

て
い

る
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

全
国

の
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
対

象
に

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

販
社

内
の

各
拠

点
（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

や
営

業
責

任
者

が
実

施
し

て
い

る
。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

、
お

客
さ

ま
向

け
共

に
実

施
し

て
い

な
い

。
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
(お

客
さ

ま
向

け
と

併
用

)
・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
3
か

月
前

に
販

社
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

営
業

担
当

に
新

型
車

研
修

会
を

実
施

。
販

売
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ビ

デ
オ

を
配

布

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
実

施
し

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

・
説

明
冊

子
　

×

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

ま
た

は
、

認
知

状
況

を
み

て
廃

止

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
△

 ※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

実
施

す
る

場
合

も
あ

る
。

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

：
ビ

デ
オ

を
準

備
す

る
場

合
も

あ
る

。

各
拠

点
（
販

社
）
の

代
表

者
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
各

拠
点

内
で

は
、

そ
の

教
育

を
受

け
た

体
表

者
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

実
施

せ
ず

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

レ
ー

ン
キ

ー
プ

ア
シ

ス
ト

（
L
D

W
S
）

5
/
8

<53>



販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

D
社

・
発

売
前

の
約

3
-
5
か

月
前

に
商

品
研

修
会

に
て

体
感

デ
モ

を
含

め
説

明
実

施
・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

作
動

/
非

作
動

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
す

る
場

合
は

作
動

ケ
ー

ス
の

み
体

験
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
そ

の
他

　
特

に
無

し

当
該

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

代
表

者
＋

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
の

代
表

者
を

対
象

に
商

品
研

修
会

を
実

施

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

留
意

事
項

を
教

示
　

(試
乗

実
施

要
領

お
よ

び
安

全
確

保
）

機
能

が
大

き
く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

F
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
３

、
４

ヶ
月

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）
進

入
速

度
　

　
 助

走
距

離
　

　
 路

面
の

状
態

（
天

候
）

　
　

 関
係

者
の

同
乗

　
　

 退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

 ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
 不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
　

 ○
（
試

乗
を

含
む

）

全
国

販
社

研
修

リ
ー

ダ
ー

1
0
0
0
名

を
対

象
に

研
修

を
実

施
。

各
店

舗
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
研

修
リ

ー
ダ

ー
が

実
施

。
ま

た
、

学
習

用
D

V
D

を
作

成
し

、
性

能
・
性

能
限

界
・
体

感
試

乗
ル

ー
ル

の
徹

底
な

ど
安

全
に

留
意

し
た

教
育

を
実

施
。

G
社

新
型

車
を

発
売

す
る

約
2
～

3
ヶ

月
前

に
、

販
社

へ
の

新
型

車
導

入
教

育
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
集

め
た

新
型

車
試

乗
会

で
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
体

験
し

て
も

ら
っ

た
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

例
）

・
路

面
の

状
態

（
天

候
）

・
関

係
者

の
同

乗
・
退

避
エ

リ
ア

の
確

保
・
ダ

ミ
ー

の
仕

様
、

設
置

方
法

・
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

全
国

の
販

社
代

表
者

や
営

業
責

任
者

を
対

象
に

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

販
社

内
の

各
拠

点
（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

や
営

業
責

任
者

が
実

施
し

て
い

る
。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

、
お

客
さ

ま
向

け
共

に
実

施
し

て
い

な
い

。
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
(お

客
さ

ま
向

け
と

併
用

)
・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

に
つ

い
て

は
一

部
機

能
の

み
、

試
乗

環
境

の
条

件
で

の
試

乗
と

し
て

い
る

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

デ
モ

試
乗

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

た
運

営
を

指
示

。
そ

の
中

で
安

全
上

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
　

　
進

入
速

度
　

　
助

走
距

離
　

　
デ

モ
実

施
可

能
な

場
所

環
境

　
　

関
係

者
の

同
乗

説
明

　
　

運
転

者
の

操
作

方
法

　
　

退
避

エ
リ

ア
の

確
保

　
　

ダ
ミ

ー
の

仕
様

、
設

置
方

法
　

　
不

作
動

時
の

顧
客

へ
の

説
明

方
法

　
　

等
な

ど

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

ペ
ダ

ル
踏

み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置

6
/
8

<54>



販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

E
社

特
に

実
施

な
し

A
B

S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

取
扱

説
明

書
に

記
載

取
扱

説
明

書
に

記
載

取
扱

説
明

書
に

記
載

試
乗

会
特

に
実

施
な

し
A

B
S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

A
B

S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

、
特

に
な

し
。

取
扱

説
明

書
に

必
要

事
項

記
載

し
て

い
る

。

A
B

S
同

様
広

く
知

ら
れ

た
装

備
の

た
め

、
特

に
な

し
。

取
扱

説
明

書
に

必
要

事
項

記
載

し
て

い
る

。
G

社

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

安
全

上
の

注
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
る

。
販

社
で

の
実

施
は

困
難

な
為

、
テ

ス
ト

コ
ー

ス
内

で
定

常
円

旋
回

に
お

い
て

助
手

席
の

み
の

体
験

試
乗

。
使

用
車

に
は

補
助

輪
に

よ
る

横
転

防
止

装
置

を
装

着
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

新
商

品
と

し
て

展
開

し
た

際
、

全
国

全
販

社
に

商
品

説
明

会
を

実
施

。
営

業
と

研
修

セ
ン

タ
ー

と
共

同
で

実
施

。

I社

新
規

機
能

追
加

ま
た

は
変

更
の

場
合

、
フ

ル
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
販

社
（
営

業
、

サ
ー

ビ
ス

）
へ

の
新

型
車

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
中

で
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
前

に
販

社
の

関
係

者
を

集
め

た
新

型
車

試
乗

会
で

シ
ス

テ
ム

の
作

動
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
機

能
限

界
ま

で
は

体
験

さ
せ

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
し

か
体

験
さ

せ
て

い
な

い
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

る
。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

、
お

客
さ

ま
向

け
共

に
実

施
し

て
い

な
い

。
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
(お

客
さ

ま
向

け
と

併
用

)
・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
3
か

月
前

に
販

社
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

営
業

担
当

に
新

型
車

研
修

会
を

実
施

。
販

売
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ビ

デ
オ

を
配

布

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
極

低
μ

路
な

ど
で

機
能

限
界

を
体

験
い

た
だ

い
て

い
る

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

で
は

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

体
験

い
た

だ
い

て
い

る
。

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

・
説

明
冊

子
　

×

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

ま
た

は
、

認
知

状
況

を
み

て
廃

止

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

L
社

新
型

車
を

発
売

す
る

前
に

、
説

明
用

の
冊

子
を

作
成

し
、

営
業

関
連

部
署

（
販

社
を

含
む

）
向

け
に

新
型

車
の

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

や
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
変

更
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
於

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
作

動
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。

新
機

構
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

変
更

し
た

場
合

は
、

主
に

変
更

点
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

具
体

的
な

ケ
ー

ス
で

説
明

し
て

い
る

。
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
機

能
限

界
ま

で
は

実
施

し
て

い
な

い
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

/
試

乗
会

で
は

、
時

間
的

な
制

約
も

も
あ

り
、

主
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
を

実
施

す
る

が
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

も
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。

広
報

、
営

業
及

び
販

社
の

み
で

、
社

外
の

人
を

対
象

と
し

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン

/
試

乗
会

を
実

施
す

る
こ

と
は

な
い

。
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

開
発

/
実

験
部

署
等

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

作
動

を
熟

知
し

た
関

係
者

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
△

 ※
・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

実
施

す
る

場
合

も
あ

る
。

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

：
ビ

デ
オ

を
準

備
す

る
場

合
も

あ
る

。

各
拠

点
（
販

社
）
の

代
表

者
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
各

拠
点

内
で

は
、

そ
の

教
育

を
受

け
た

体
表

者
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

－
－

－
－

－
－

E
S
C

（
現

在
）

D
社

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

（
体

験
デ

モ
な

し
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
中

で
説

明
（
記

載
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
×

・
そ

の
他

　
特

に
無

し

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
に

ス
タ

ッ
フ

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

配
布

E
S
C

（
導

入
当

時
）

D
社

・
発

売
前

の
約

3
-
5
か

月
前

に
商

品
研

修
会

に
て

体
感

デ
モ

を
含

め
説

明
実

施
。

・
ス

タ
ッ

フ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
ス

タ
ッ

フ
に

配
布

・
基

本
的

な
機

能
を

資
料

を
用

い
て

説
明

し
、

加
え

て
機

能
が

効
か

な
い

場
合

の
代

表
例

を
説

明

・
機

能
限

界
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
機

能
限

界
に

関
す

る
体

験
試

乗
は

し
て

い
な

い
）

・
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

資
料

を
用

い
て

説
明

（
体

験
試

乗
な

し
）

・
販

売
店

の
体

感
試

乗
会

実
施

を
促

し
て

い
な

い
（
実

施
す

る
場

合
は

、
販

売
店

の
責

任
と

な
る

）
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
そ

の
他

　
特

に
無

し

当
該

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

代
表

者
＋

全
店

舗
営

業
ス

タ
ッ

フ
の

代
表

者
を

対
象

に
商

品
研

修
会

を
実

施

E
S
C

シ
ス

テ
ム

導
入

か
ら

1
0
年

以
上

経
っ

て
お

り
、

既
に

導
入

率
も

高
い

こ
と

か
ら

、
セ

ー
ル

ス
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
で

の
説

明
と

な
っ

て
い

る
。

7
/
8
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販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
お

答
え

く
だ

さ
い

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
全

て
の

機
能

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？
機

能
限

界
に

つ
い

て
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
教

示
し

て
い

ま
す

か
？

販
社

（
販

売
店

）
が

体
験

試
乗

会
を

行
う

際
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

教
示

し
て

い
ま

す
か

？

販
社

（
販

売
店

）
教

育
用

（
お

客
様

向
け

で
は

な
く
）
に

以
下

の
マ

テ
リ

ア
ル

を
用

い
て

い
ま

す
か

？
○

×
で

お
答

え
く
だ

さ
い

。
・
説

明
冊

子
　

・
ビ

デ
オ

・
説

明
会

（
試

乗
を

含
む

か
否

か
）
　

・
そ

の
他

販
社

（
販

売
店

）
教

育
の

粒
度

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

（
「
全

販
売

店
」
「
代

表
販

売
店

」
「
そ

の
他

（
代

表
販

売
店

⇒
各

販
売

店
へ

の
展

開
な

ど
）
」
）
。

シ
ス

テ
ム

調
査

内
容

C
社

販
売

部
門

を
含

む
関

連
部

門
に

は
教

示
を

十
分

展
開

し
て

お
り

、
販

社
に

も
十

分
伝

達
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
資

料
に

よ
り

情
報

量
の

多
少

は
あ

る
が

、
各

ス
タ

ッ
フ

が
容

易
に

情
報

を
参

照
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
主

要
な

機
能

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
。

代
表

的
な

動
作

シ
ー

ン
を

あ
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

新
技

術
説

明
用

の
資

料
に

よ
り

、
機

能
限

界
を

説
明

し
て

い
る

。
新

技
術

説
明

用
の

資
料

に
よ

り
、

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

－
機

能
が

大
き

く
変

化
し

た
時

点
で

必
要

に
応

じ
冊

子
等

を
作

成
し

配
布

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
・
ビ

デ
オ

　
　

　
○

・
説

明
会

　
(試

乗
含

む
場

合
も

あ
る

）

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

H
社

発
表

発
売

前
に

、
商

品
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

使
用

し
た

社
内

教
育

を
実

施
。

基
本

機
能

及
び

、
重

要
ポ

イ
ン

ト
は

説
明

し
て

い
る

。
社

内
、

販
社

と
も

に
機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

社
内

、
販

社
と

も
に

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

エ
ス

ケ
ー

プ
ゾ

ー
ン

を
確

保
で

き
る

場
所

（
テ

ス
ト

コ
ー

ス
）

で
実

施
。

安
全

上
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
教

示
後

に
バ

ス
同

乗
の

デ
モ

走
行

で
テ

ス
ト

コ
ー

ス
を

説
明

。
そ

の
後

の
試

乗
体

験
と

な
る

。
同

乗
者

が
無

線
で

安
全

確
認

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
る

。

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

し
、

以
降

の
車

種
で

は
使

い
回

し
て

い
る

新
商

品
と

し
て

展
開

し
た

際
、

全
国

全
販

社
に

商
品

説
明

会
を

実
施

。
営

業
と

研
修

セ
ン

タ
ー

と
共

同
で

実
施

。

J
社

【
座

学
教

育
に

つ
い

て
】
新

型
車

を
発

売
す

る
約

2
ヶ

月
前

に
新

型
車

説
明

会
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

当
該

シ
ス

テ
ム

の
座

学
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
W

E
B

を
活

用
し

た
講

座
や

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
た

冊
子

を
展

開
し

て
い

る
。

【
試

乗
体

感
に

つ
い

て
】
実

施
し

て
い

な
い

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。機

能
限

界
が

あ
る

こ
と

を
説

明
し

て
い

る
。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
社

、
お

客
さ

ま
向

け
共

に
実

施
し

て
い

な
い

。
・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
特

に
な

し
※

(お
客

さ
ま

向
け

と
併

用
)

・
説

明
会

　
○

・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

全
国

の
セ

ー
ル

ス
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
座

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

K
社

新
型

車
発

表
の

約
3
か

月
前

に
販

社
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

営
業

担
当

に
新

型
車

研
修

会
を

実
施

。
販

売
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ビ

デ
オ

を
配

布

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
で

は
実

施
し

て
い

な
い

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

ユ
ー

ザ
が

直
接

運
転

す
る

体
験

試
乗

は
実

施
し

て
い

な
い

・
説

明
冊

子
　

×

・
ビ

デ
オ

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

ま
た

は
、

認
知

状
況

を
み

て
廃

止

全
国

の
販

社
の

代
表

者
（
代

表
販

売
店

）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
販

社
内

の
各

拠
点

（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
教

育
を

受
け

た
代

表
者

（
代

表
販

売
店

）
が

実
施

し
て

い
る

。

M
社

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
当

該
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

併
せ

て
教

育
（
体

験
試

乗
含

む
）
も

実
施

し
て

い
る

。

全
て

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
不

得
手

な
場

面
や

環
境

に
つ

い
て

理
由

を
含

め
て

説
明

し
て

い
る

。

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

体
験

試
乗

実
施

せ
ず

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

、
D

V
D

　
○

※

・
説

明
会

　
○

（
試

乗
を

含
む

）
・
そ

の
他

　
特

に
無

し
※

新
規

シ
ス

テ
ム

を
最

初
に

採
用

す
る

車
種

に
合

わ
せ

て
作

成
し

、
以

降
の

車
種

で
は

使
い

回
し

て
い

る

販
社

に
対

す
る

新
型

車
説

明
会

に
お

い
て

、
全

セ
ー

ル
ス

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。

A
社

最
初

の
A

B
S
搭

載
車

両
の

発
売

が
1
9
9
2
年

と
2
0
年

以
上

前
で

あ
り

、
そ

の
際

に
は

、
A

B
S
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

な
ど

の
説

明
を

中
心

に
、

教
育

を
実

施
し

た
。

そ
の

後
の

モ
デ

ル
展

開
に

あ
た

っ
て

は
、

基
本

機
能

に
つ

い
て

の
教

育
は

行
わ

ず
、

追
加

さ
れ

た
機

能
に

つ
い

て
の

み
説

明
し

て
い

る
。

基
本

的
な

機
能

は
説

明
し

て
い

る
が

、
時

間
的

な
制

約
も

あ
り

、
全

て
の

機
能

ま
で

は
説

明
し

き
れ

て
い

な
い

。

機
能

限
界

が
あ

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
（
Ｏ

Ｍ
／

Ｓ
Ｍ

）
に

も
明

記

作
動

す
る

ケ
ー

ス
／

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

を
説

明
し

て
い

る
。

販
売

会
社

や
社

外
に

対
し

て
は

、
場

所
や

施
設

、
機

材
の

状
況

を
考

慮
し

、
体

感
試

乗
会

は
実

施
し

て
い

な
い

。
説

明
冊

子
：
○

（
冊

子
で

は
な

く
資

料
）

ビ
デ

オ
：
○

説
明

会
：
○

（
試

乗
な

し
）

＊
導

入
時

の
状

況
＊

追
加

さ
れ

た
機

能
に

対
し

て
は

説
明

資
料

の
み

配
布

販
売

会
社

：
代

表
者

に
講

習
会

実
施

　
　

　
　

　
　

　
（
販

売
会

社
は

1
社

の
み

）
販

売
店

：
代

表
販

売
店

に
講

習
会

実
施

B
社

一
定

期
間

の
導

入
実

績
を

経
た

シ
ス

テ
ム

の
た

め
、

新
型

車
説

明
会

を
実

施
す

る
場

合
も

「
A

B
S
機

能
付

き
」
と

の
一

般
説

明
の

み
で

  
新

制
御

A
B

S
の

採
用

あ
る

い
は

新
規

導
入

市
場

で
あ

る
場

合
を

除
き

、
A

B
S
個

別
の

詳
細

機
能

説
明

は
実

施
は

し
て

い
な

い
。

（
取

扱
説

明
書

で
説

明
し

て
い

る
）

但
し

新
型

車
試

乗
会

で
は

A
B

S
機

能
を

体
験

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

、
製

品
を

使
用

す
る

た
め

に
必

要
と

思
わ

れ
る

情
報

を
全

て
取

扱
説

明
書

で
説

明
し

て
い

る
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

取
扱

説
明

書
に

記
載

し
て

い
る

機
能

限
界

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

。
機

能
限

界
を

特
に

意
識

し
た

体
験

試
乗

を
さ

せ
て

は
い

な
い

が
、

走
行

全
般

を
通

じ
て

体
験

で
き

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
は

取
扱

説
明

書
の

記
載

に
従

い
作

動
す

る
ケ

ー
ス

／
作

動
し

な
い

ケ
ー

ス
を

説
明

し
て

い
る

。
体

験
試

乗
は

作
動

す
る

ケ
ー

ス
が

主
体

で
あ

り
、

作
動

し
な

い
ケ

ー
ス

に
特

化
し

た
試

乗
は

実
施

し
て

い
な

い
。

新
規

導
入

な
ど

機
能

説
明

を
実

施
す

る
場

合
の

体
験

試
乗

会
で

は
取

扱
説

明
書

記
載

の
注

意
事

項
を

教
示

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
例

）
・
ブ

レ
ー

キ
操

作
法

（
通

常
ブ

レ
ー

キ
並

み
）

・
制

動
距

離
へ

の
影

響
、

コ
ー

ナ
ー

機
能

　
　

　
　

　
　

・
正

規
タ

イ
ヤ

の
使

用
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
警

告
灯

の
表

示
に

つ
い

て

C
社

新
機

種
研

修
な

ど
の

中
で

、
既

存
の

内
容

と
の

変
化

点
を

案
内

し
て

い
る

。
「
電

子
制

御
式

コ
ン

バ
イ

ン
ド

A
B

S
」
の

説
明

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

提
供

し
て

い
る

。

・
全

て
に

つ
い

て
は

実
施

し
て

い
な

い
が

、
左

記
説

明
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
、

オ
ー

ナ
ズ

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

サ
ー

ビ
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

読
ん

で
も

ら
う

。

・
左

記
説

明
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
、

オ
ー

ナ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
程

度
で

実
施

。

・
左

記
説

明
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
、

サ
ー

ビ
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

程
度

で
実

施
。

必
要

に
応

じ
て

実
施

し
て

い
る

・
説

明
冊

子
　

○
※

・
ビ

デ
オ

　
○

※
・
説

明
会

○
（
説

明
会

は
要

請
に

合
わ

せ
て

実
施

。
試

乗
会

に
つ

い
て

は
通

常
は

実
施

し
な

い
）

・
そ

の
他

：
説

明
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

※
新

規
シ

ス
テ

ム
を

最
初

に
採

用
す

る
車

種
に

合
わ

せ
て

作
成

。
以

降
の

車
種

で
は

踏
襲

し
て

い
る

・
販

社
の

代
表

者
（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
）
を

対
象

に
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
　

販
社

内
の

各
拠

点
（
販

売
店

）
へ

の
展

開
は

、
上

記
の

販
社

の
教

育
を

受
け

た
代

表
者

が
実

施
し

て
い

る
。

・
現

在
実

用
化

さ
れ

て
い

る
シ

ス
テ

ム
に

対
し

、
御

回
答

く
だ

さ
い

。
上

記
以

外
の

シ
ス

テ
ム

を
追

加
し

て
頂

い
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

・
複

数
の

機
能

を
包

含
し

た
統

合
シ

ス
テ

ム
と

し
て

教
育

を
実

施
し

て
い

る
場

合
に

は
、

統
合

シ
ス

テ
ム

と
し

て
御

回
答

頂
い

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

そ
の

場
合

に
は

当
該

シ
ス

テ
ム

内
に

含
ま

れ
る

機
能

を
回

答
中

に
御

記
入

く
だ

さ
い

。

ふ
ら

つ
き

警
報

二
輪

車
　

A
B

S

8
/
8
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1 
 

1．緒  論 

運転負荷の軽減や事故回避支援の機能を有する運転支援装置を市場に投入する際の，ユ

ーザ受容性，社会受容性を高めるために，例えば，複数の運転支援機能を搭載した場合に，

単一の機能を搭載した場合よりも，個々の機能の理解が困難とならないか(1)，よりシステ

ムに依存して過度な依存に相当する運転行動の変化が顕在化しないかが議論されている．

システムが正常に運転支援できる範囲では，追突のリスクが大幅に軽減される可能性はあ

るものの，システムによる運転支援が難しい状態では，システムを使用していない場合よ

りも，追突のリスクは増加する可能性も懸念される．両者を，個々に定量的に見積もるこ

とにより，システム導入の効果を議論する必要がある．本稿では，Suzuki ら(2) が，これま

での先行研究で報告している，システムとドライバとの総合的な安全性を評価する統合エ

ラーモデルの概念に基づき，システムによる運転支援が可能な場合のシステムによる事故

低減の正の効果と，運転支援が難しい場合における過度なシステム依存が誘発する可能性

のある事故増加の負の効果のバランスを考慮したうえで，システム導入の効果を定量的に

推定する手法を例示する．なお，本調査の目的は，個々の運転支援装置の正と負の効果の

定量値を明確にするというものではなく，それらの定量化手法や，過信抑制効果の定量的

評価手法についてケーススタディを実施することにある． 

具体的には，ドライビングシミュレータ実験と，ヒューマン・マシン系としての信頼性

を時系列でシミュレーションする手法を組み合わせて，衝突防止支援警報装置（Forward 

Collision Warning system，以下 FCW）と車線逸脱防止支援警報装置（Lane Departure Warning 

system，以下 LDW）を組み合わせた場合の事故確率の変動を定量化する手法のほか，定速

走行・車間距離制御装置（Adaptive Cruise Control system，以下 ACC）と車線維持支援装置

（Lane Keeping Assistance System，以下 LKA）を組み合わせた場合の事故確率の変動を定

量化する手法ついて例示する． 
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2．事故低減効果の定量化手法 

2.1 定量化手法の分類 

システム導入による効果を定量的に推定する手法としては，以下に示す手法が代表的な

手法と考えられる． 

(1)ドライブレコーダを用いた実際の交通環境での効果分析（FOT）(3)(4) 

(2)ドライビングシミュレータを用いた効果分析(5)(6)
 

(3)ドライバ行動を模擬するシミュレーションによる効果分析(7)-(11)  

(4)ドライビングシミュレータとドライバ行動を模擬するシミュレーションを組み合わ 

せた効果分析(12)(13) 

(1)については，例えば，中村ら(3)の報告では，実環境にインフラ協調型の右折衝突防止

支援システムを構築し，100 名規模の一般ドライバを対象とした公道での実証実験により，

システムによる支援がある場合とない場合での運転行動を計測し，この実験で取得した約

1 万件の右折行動データから，システムの事故低減効果を定量化している． 

(2)については，これまで多くの報告があるが，例えば，本間ら(5)は，ドライビングシミ

ュレータを用いて，警報提示と緩制動を組み合わせた前方衝突防止支援システムを例に，

70 名以上の被験者の参加により，システム使用による事故低減効果を分析している．この

事故低減効果の分析では，衝突確率の低減効果のみでなく，システムによる衝突速度低減

量を基に，死亡・重傷事故が軽傷に低減される割合についても分析している．事故低減効

果を高い精度で推定するためには，この報告に示すように，多くの被験者を募る必要があ

る．  

(3)についても多くの報告があるが，例えば，安田ら(7)は，交通事故のミクロデータを基

に選定したヒヤリハット状況を交通流の中で発生させる時系列のシミュレーション手法を

提案し，衝突防止支援システムの実用化による事故低減効果を推定している．個々の車両

挙動の再現には，交通場面に応じて知覚から操作までを模擬できるドライバモデルを用い

ている． 

(4)について，例えば，鈴木らは，ドライビングシミュレータを用いて，FCW を提示した

場合のドライバ行動をデータベース化し，このデータベースを用いて，ドライバとシステ

ムの信頼性を，時系列でシミュレーションする手法(12)や，システム信頼性工学に基づいて，

システムあるいは環境の信頼性と，リスク発生時のドライバの信頼性の相互を考慮して，

統計学的に交差点での出会い頭事故の発生リスクを推定する手法(13)を提案している．  

 

2.2 ヒューマン・マシン系としての効果分析 

システム使用時における事故低減効果の定量化には，システムが正常に運転支援可能な

場合のほか，確率的には低いであろうが，何らかの原因で運転支援が難しい場合も考慮す

べきである． Suzuki ら(3)は，システムによる運転が難しい状態の発生とドライバの非正常
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状態の発生が独立であると仮定して，ドライバとシステムの信頼性を総合して，システム

使用時のドライバエラーを推定するという概念を提案している．以下の図 1 に示す縦軸は

システムの信頼性確率（運転支援が可能な確率），横軸はドライバの信頼性確率（正常な

操作ができる確率）を示し，これらで囲まれた部分の面積が，総合的な信頼性を意味する．

つまり，図中の A で示される面積が，システムが正常に運転支援できる状態において低減

する事故確率を示し，図中の B で示される面積が，システムによる運転支援が難しい状態

において増加する事故確率を示す．システムによる運転支援が難しい状態において，ドラ

イバがシステムに過度に依存している場合に増加が懸念される事故確率である．この面積

A が面積 B よりも大きければ，システムを使用した場合に，システムを使用しない場合よ

りも事故の発生確率が低くなり，システムの実用化によるメリットが得られることになる．

どの程度までAがBに対して大きければ，社会的なコンセンサスが得られるかについては，

例えば，詳細な費用便益分析が必要となる(14)．なお，図の逆 L 字の形状部分「総合的なエ

ラー確率」が，システム使用時の，ドライバとシステムとの総合的なエラー確率（システ

ム使用時の事故発生確率）を意味する． 

 

 
図 1 ドライバとシステムの信頼性を総合して見積もる統合エラーモデル 

 

 上記のモデルについて，システム使用の有無，システムによる運転支援が難しい状態を

ドライバに告知する機能の有無別に説明する．システムを使用しない場合の，事故発生確

率を推定するモデルを，以下の図 2 に示す．システムを使用していないため，システムの

信頼性を考慮する必要がなく，ドライバの信頼性のみ（一次元）で議論できる．一次元の

横軸において，正常状態の確率と非正常状態（エラー状態）の確率の合計が 1（100％）と

なる． 
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図 2 システムを使用しない場合の事故発生確率を推定するモデル 

 

 つぎに，システムを使用した場合の，事故発生確率を定量化するモデルを，以下の図 3

に示す．横軸に示す正常状態の確率と非正常状態（エラー状態）の確率の合計が 1（100％）

となり，縦軸では，運転支援が可能な確率と運転支援が困難な確率の合計が 1（100％）と

なる．ドライバの信頼性とシステムの信頼性の双方を考慮した二次元の図となる．システ

ムによる運転支援可能な確率とドライバの非定常状態の確率を掛け合わせた確率，システ

ムによる運転支援が難しい確率とドライバの非定常状態の確率を掛け合わせた確率の二つ

を合計することにより，システム使用時の事故発生確率を推定することができる．システ

ム使用による正の効果に相当するシステム利用による事故発生確率の低減量は，A の面積

に相当する．また，運転支援が難しい場合での，システムに対する過度な依存により増加

が懸念される事故発生確率の増加量が B の面積に相当する．この B の面積の顕在化は，シ

ステム利用による負の効果といえる．A と B の定量値の比較が議論の対象となる． 

 

 
図 3 システムを使用する場合の事故発生確率を推定するモデル 
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つぎに，システムを使用している状態で，インストルメントパネルに設置したシステム

作動状態を提示する機器により，システムが正常に作動しない状態をドライバに告知する

機能を装備した場合の，事故発生確率を定量化するモデルを，以下の図 4 に示す．システ

ムによる運転支援が難しいことをドライバに告知した状態でのシステム利用による事故発

生確率の増加量が図中の C に相当する．ドライバがシステムによる運転支援が難しいこと

を把握することにより，ドライバの非正常状態（例えば，脇見など）が減少し，上記の図

3 に示したシステム利用による負の効果に相当する B の面積よりも C の面積は減少する可

能性がある．A と C の定量値の比較が議論の対象となる．ドライビングシミュレータ実験

とシミュレーション解析を組み合わせた定量化方法については，以下の章で説明する． 

 

 

図 4 システムによる運転支援が難しい状態をドライバに告知する機能を装備した場合の

事故発生確率を推定するモデル 

 

2.3 モンテカルロシミュレーションによるシステムの効果分析 

 上記のシステムによる正の効果を意味するA と，システムによる負の効果を意味するB，

システムが運転支援できないことをドライバに告知した場合でのBに相当するCの定量値

を比較する手法を示す． 

本稿では，「ドライビングシミュレータ実験とシミュレーションを組み合わせた手法」

を用いて，FCW に LDW を組み合わせた場合に事故発生確率の増加が顕在化するか，ACC

に LKA を組み合わせた場合に事故発生確率の増加が顕在化するかについて考察する．また，

A と B の比率，A と C の比率について議論する． 

 シミュレーションには，鈴木ら(12)が報告している，時系列でドライバとシステムの信頼

性を，モンテカルロシミュレーションにより推定する手法を用いる．以下では，そのシミ

ュレーション手法を概説する．モデルに入力する状態量を総括して，以下の表 1 に示す．
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システムの信頼性に関する状態量であるシステムエラー間隔（システムによる運転支援が

難しい状態の間隔）とシステムエラー継続時間（システムによる運転支援が難しい状態の

継続時間）については，表 1 に示すように，車両メーカの当該システムの技術開発に携わ

る研究者からの意見を参考に任意に設定した．ドライバの信頼性に関する状態量は，ドラ

イビングシミュレータで得られたドライバ行動データベースに基づいて設定する．なお，

ドライバが非定常状態の間隔は，森田ら(15)が報告している，カーナビを操作時の脇見の時

間間隔に関する研究報告を参考とした． 

 

表 1 モデルに入力する状態量 
状態量 定 義 入力データ 

リスクに対する 
反応時間＃1 

システムによる運転支援が

可能な場合のリスクに対す

るドライバの反応時間 

図 8，図 16(a) 

リスクに対する 
反応時間＃2 

システムによる運転支援が

難しい場合のリスクに対す

るドライバの反応時間 

図 12 

警報に対する反応時間 警報に対する反応時間 図 10 
事故回避余裕時間 事故回避するために許容で

きるドライバ操作の 
余裕時間 

式(1)，図 8，図 9，図 12，
図 16(a)，図 16(b)により算出 

ドライバ非正常状態の間隔 ← 13s 
システムエラー間隔 システムによる運転支援が

難しい状態の間隔 
300±30 秒（正規分布） 

システムエラー継続時間 システムによる運転支援が

難しい状態の継続時間 
30±5 秒（正規分布） 

 

 まず，ドライバ単体の場合では，図 5 に示すように，ドライバの信頼性軸のみのシミュ

レーションとなる．ドライバが正常（前方注視），非正常（わき見発生）の状態を，時系

列でシミュレーションする．なお，モデルを簡略にするために，前方車両の減速が発生す

るなどの事故リスクの発生タイミングと，ドライバの非正常（わき見）の開始タイミング

は同一とした．ドライビングシミュレータ実験で得られた，先行車両の急減速などのリス

クに対する反応時間のデータベースを用いて，モンテカルロシミュレーションの過程で，

リスクに対する反応時間（非正常から正常に復帰する時間）を設定した．この非正常の継

続時間が，事故回避余裕時間よりも長ければ，事故が発生するという定義である．例えば，

先行車両への追突のリスクを定量化する場合，この事故回避余裕時間は，Stopping Distance 

Algorithm(16)により推定することが可能であり，以下の式(1)のように導出することができる．

事故発生確率は，このリスク発生の頻度（ドライバが非正常となる頻度）に対する実際に

事故が発生した頻度の割合から定量化する． 
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Tra (Time allowance for Risk Avoidance) : 事故回避余裕時間 [s] 

V2 : 後続車（自車）の速度 [m/s] 

α1 : 先行車の平均減速度 [m/s2] 

α2 : 後続車（自車）の平均減速度 [m/s2] 

y : 車間距離 [m] 

 

正常

非正常

リスクイベント開始

時間

リスクに対する反応時間 #1 (システムなし）

ドライバ非正常状態の間隔

事故回避余裕時間

ドライバ

 
図 5 ドライバ単体の場合のシミュレーションモデル 

 

 次にシステム使用時のシミュレーション手法について概説する．システムによる運転支

援が難しい状態（システムエラー状態）から正常に復帰するタイミングによって，場合分

けが必要となる．実際の時系列シミュレーションでは，この図示するモデルに基づいて，

正常に復帰するタイミングにより，ドライバとシステムとの双方が非正常となる時間を決

定する．これを事故回避余裕時間と比較することにより，事故発生の有無を推定すること

になる．上記と同様であるが，事故発生確率は，このリスク発生の頻度（ドライバが非正

常となる頻度）に対して，実際に事故が発生した頻度の割合から定量化する．システムに

よる運転支援が難しい状態から正常状態に復帰するタイミング別での，ドライバとシステ

ムとの総合的なエラーの継続時間の概念を図 6 に図示する． 

ドライバとシステムの非正常状態が重複していない条件での，ドライバとシステムとの

総合的な非正常状態の継続時間を図 6(a)の「ドライバ＆システム」に示す．ドライバが非

正常状態のタイミングと運転支援が難しいタイミングが重複している状態での，総合的な

非正常状態の継続時間を，そのタイミング別に，図 6(b)，図 6(c)の「ドライバ＆システム」

に示す．それぞれの状態量に入力する表１に示した定量値については，モンテカルロシミ

ュレーションにより，以下のドライビングシミュレータ実験で得られるデータベースから

抽出して設定する． 

図 6(b)では，ドライバの非正常状態とシステムによる運転支援が難しい状態が重複した

状態での，ヒューマン・マシン系としての総合的な非正常状態の継続時間の算出例を示す．
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システムによる運転支援が難しい時間が継続しているため，総合的な非正常状態の継続時

間は，ドライバの非正常状態の継続時間と同一となる． 

図 6(c)では，ドライバの非正常状態の途中で，システムによる運転支援が難しい状態か

ら支援が可能な状態に復帰する場合を示す．この条件では，システムが運転支援可能な状

態に復帰した後，例えば FCW や LDW などの警報装置を使用している場合では，その警報

に対する制動反応時間，または，リスクの発生からの制動反応時間の二つの状態量の短い

方を用いて，ドライバとシステムとの総合的な非正常状態の継続時間を設定する．警報の

提示により正常状態に戻るまでの反応時間か，リスクの発生後，一定の非正常状態の継続

時間の後に正常状態に自ら復帰する反応時間の短い方を用いて，ドライバとシステムの総

合的な信頼性が正常に復帰するまでの時間を設定する．ACC を例とする前後方向の衝突回

避をある程度システムが支援する装置の場合では，システムが運転支援可能な状態に復帰

した後，システムのアクチュエータ作動遅延時間を考慮して，システムを正常に復帰させ

るか，リスクの発生からのドライバの制動反応時間の両者について，より短い時間を用い

て，ドライバとシステムとの総合的な非正常状態の継続時間を設定する．なお，このアク

チュエータ作動遅延時間は，ASV のガイドラインで規定されている 0.3 秒に設定した． 
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リスクに対する反応時間 #1（システム使用時）

正常

非正常

リスクイベント開始

時間

正常

ドライバ

システム

ドライバ
&

システム

事故回避余裕時間

ドライバ非正常状態の間隔

正常

非正常

 

(a) ドライバ非正常状態とシステムによる運転支援が難しい状態が重複していない場合 

リスクに対する反応時間 #2（システム不作動時）
=リスクに対する反応時間 #1 (システムなし）+0.4s

事故回避余裕時間

時間

ドライバ非正常状態の間隔

リスクイベント開始

正常

非正常

正常

ドライバ

システム

ドライバ
&

システム
正常

非正常

非正常

 

(b) ドライバ非正常状態とシステムによる運転支援が難しい状態が重複している場合 

アクチュエータ遅れ時間*

事故回避余裕時間

* アクチュエータ遅れ時間=0.3s
アクチュエータ遅れ時間を考慮した，システムが正常に復帰するタイミ

ングよりも，ドライバが正常に復帰し，制動開始するタイミングが早い

場合には，このタイミングで「ドライバ＆システム」を正常に復帰

時間

ドライバ非正常状態の間隔

リスクイベント開始

正常

非正常

正常

ドライバ

システム

ドライバ
&

システム

正常

非正常

非正常

 
(c) ドライバの非正常状態とシステムによる運転支援が難しい状態が部分的に重複してい

る場合 

図 6 システムを使用した場合のシミュレーションモデル（ACC を使用した場合） 
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3．ドライビングシミュレータ実験 

3.1 FCW およびLDW使用時の運転特性 

3.1.1 シナリオの種類と副次タスク 

 追突が発生するシナリオと，車線逸脱が発生するシナリオを，ドライビングシミュレー

タ環境において設定した．これらのシナリオが，ランダムな順序で発生するように設定し，

実験参加者は，どちらのシナリオが発生するかを予知できないようにした．なお，今回の

実験では，FCW もしくは LDW を搭載した状態，両者の警報装置を搭載した状態，これら

の警報装置を搭載しない状態を設定した．つまり，どの警報装置が搭載されているかを，

実験参加者が十分に理解できるように教示を行った後，追突シナリオまたは車線逸脱シナ

リオを，ランダムに発生させた．被験者には，例えば，FCW が搭載されている場合は，「こ

れから運転して頂く車には，先行車両との追突の危険性がある場合に，警報が提示される

機能がついています．追突と車線逸脱のどちらのシナリオが発生するかは分かりません．

通常の運転と同様に，危険を回避するような運転を行ってください．」と教示した．なお，

FCW を搭載した走行において追突のシナリオのみ，LDW を搭載した走行において車線逸

脱のシナリオのみを設定すると，実際の運転環境と異なり，周囲の交通環境を認識する行

為をとらずに警報に対して反応することが確認されため，一回の走行において，双方のシ

ナリオをランダムに組み合わせた． 

 先行車両への追突を誘発するシナリオとして，追突事故の実態を分析したマクロデータ

およびイベントデータレコーダを用いた報告書(17)に基づいて，追突事故が発生するような

状況での先行車両との車間時間および走行速度を決定した．設定した追突シナリオを，図

7(a)に示す．なお，先行車両の減速は一度の走行あたり一度のみとし，その減速のタイミン

グについては，実験参加者が予期できないように，ランダムに設定した．実験参加者は，

この走行を，個々の警報装置あたり 10 回体験した．実験参加者が制動操作を開始しなけれ

ば，先行車両が減速を開始してから 2.7 秒後に先行車両に追突する設定である． 

 車線逸脱を模擬するシナリオとして，走行中の車両に，任意のタイミングで，車両のス

テアリングを操舵することなく，前輪舵角にステップ状の一定舵角を入力した．今回設定

した車線逸脱シナリオを，図 7(b)に示す．実験で設定した車線幅 3.0m の道路の中心を走行

中の場合，修正操舵を行わなければ，3.4 秒後に車線を逸脱する設定とした．車線逸脱シナ

リオでは，実験参加者が車線逸脱を誘発させる外乱の入力に気づきづらいことを重要視し

て，上記のステアリング操舵角を決定した．このため，追突シナリオと比較して，危険事

象の発生を回避できるまでの余裕時間が異なっている．なお，操舵角を入力するタイミン

グは，実験参加者が予期できないように，毎回の走行においてランダムに設定した．実験

参加者は，この走行を同一の警報装置あたり 10 回体験した．  

また，ドライビングシミュレータを用いた実験の場合，その限られた走行時間の中で追

突や車線逸脱が発生することは少ない．そこで，実験参加者に視覚的なディストラクショ
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ンを誘発するような副次タスクを設定し，ヒヤリハットに相当するような運転環境を模擬

した．今回の実験では，実験参加者にカーナビゲーション装置の入力操作を行うタスクを

依頼した．この操作は，実験担当者が口頭で読み上げた目的地を，実験参加者がひらがな

で入力するものとした．具体的には，実験参加者の注視行動を，インストルメントパネル

に設置したカメラで実験担当者がモニタしながら，ナビゲーション装置の入力を行ってい

る際に，追突や車線逸脱シナリオを発生させた．わき見中に危険事象が発生するヒヤリハ

ットに相当する運転状況に近づけるためである． 

 

実験参加者が運転する車両 先行車

減速度 4.0[m/s2]車間時間 1.0[s]

 
(a) 追突シナリオ 

 

3.0[m]

実験参加者が

運転する車両

50[km/h]

先行車

ヨー角発生のための操舵角入力

50[km/h]

 

(b) 車線逸脱シナリオ 

図 7 ドライビングシミュレータ実験で設定した事故発生シナリオ 

 

3.1.2 FCWと LDWの作動パターン 

 FCW と LDW のどちらかが単体で車両に搭載されている状況と，両者が搭載されている

状況を設定した．それぞれの警報装置の作動パターンを，実験参加者が具体的に把握でき

るように，実験前の練習走行において，上記のシナリオを発生させ，個々の警報を 10 回体

験するような体験走行を設定した． 

 FCW については，TTC=4s で警報が提示されるように設定した．上記の追突シナリオの

場合，例えば，警報が提示されてから 0.8 秒以内にドライバが制動操作を開始し，6.8m/s2

以上の減速度を発生させなければ，追突を回避できない設定である．LDW については，一

次予測モデルに基づく車線逸脱までの車線逸脱予想時間(18)が 1 秒以下となったタイミング

で警報を提示した． 

 なお，警報音については，二種類の警報音の弁別性を考慮して，以下のような別々の音

を設定した．FCW には，事前調査で策定した切迫感を強く感じる，周波数 2.4Khz，周期
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0.1 秒で，Duty 比が 50％のビープ音を使用した．これに対して，LDW には，凹凸のあるレ

ーンマーカを踏んだ時に発生するランブルストリップ音(19)を模擬した音を用いた． 

 

3.1.3 評価指標 

 追突が発生するシナリオでは，判断・操作過程でのドライバ行動の評価のために，先行

車両の減速に対する制動反応時間，平均減速度，警報に対する制動反応時間を分析した．

また，認知過程でのドライバ行動の評価のために，実験参加者の注視行動を録画した映像

を基に，先行車両へ追従中における，副次タスクに従事する継続時間を分析した． 

 

3.1.4 実験参加者 

 13 名の若年男性を実験参加者とした．平均年齢および年齢の標準偏差は，23.2 歳±0.86

歳であった．また，通学やレジャーなどで日常的に自動車を運転するドライバを実験参加

者とした．実験を実施する約 1 週間前には，実験内容を説明する用紙を実験参加者に配付

したうえでインフォームドコンセントを実施した後に，実験に参加してもらった．なお，

本実験を実施する前に，香川大学の実験倫理委員会において実験内容について了解を得て

から，本実験を実施している． 

 

3.1.5 実験結果 

1) 先行車両の減速に対する制動反応時間 

 先行車両が急減速するシナリオでの，実験参加者の先行車両の減速に対する制動反応時

間の累積頻度分布を図 8 に示す．これは，個々のデータを参加者内／参加者間を区別せず

に，横軸に示す反応時間が 0.1 秒間隔で頻度を集計したものである．また，前述のように，

これらのデータは，実験参加者に，ナビの操作を依頼することによる視覚的なディストラ

クションが発生している状態での集計結果である．なお，以下に示す実験結果についても，

同様な手法で集計している．累積頻度の 50%ile 前後では，大きな差異は見られないが，累

積頻度が 60%ile 以上の領域で，FCW を使用した場合と，二つの警報装置が搭載された場

合（FCW＋LDW）では，制動操作を開始するタイミングが早まり，制動反応時間が短縮し

ていることがわかる．また，二つの警報装置が搭載された場合（FCW＋LDW）に，制動反

応時間が延長する傾向は観察されていない．今回の議論の対象としている単一の警報装置

を用いた場合（FCW）と複数の警報装置を用いた場合（FCW＋LDW）では，両者の累積

頻度の分布形状は類似している．例えば，累積頻度が 50%ile を示す制動反応時間の差は

50msec であり，そのほかの累積頻度では，差は極めて少ない．追突を回避するという観点

で，二つの警報の弁別性に問題がなかったと判断できる．  
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図 8 先行車両の減速に対する制動反応時間の累積頻度分布 

（横軸；制動反応時間，縦軸；累積頻度） 

 

2) 平均減速度 

 先行車が減速を開始するイベントに対する平均減速度の累積頻度分布を図 9 に示す．例

えば，LDW のみが搭載された場合では，FCW を用いた場合と比較して，平均減速度が僅

かに低い傾向を示した．また，両者の警報装置を用いた場合（LDW +FCW）では，他の条

件と比較して，平均減速度が僅かに高い傾向が観察された．以下の 4 章の時系列信頼性モ

デルに基づくシミュレーション解析では，この平均減速度および，追突シナリオで設定し

た先行車の平均減速度と車間距離から， Stopping Distance Algorithm(16)に基づいて，前述の

式(1)に示す衝突までの事故回避余裕時間を算出し，衝突判定に用いる． 

 なお，車線逸脱シナリオでの Tra に相当する車線逸脱予想時間（Time to Lane Crossing, 

TLC）については，車両が車線の中心を走行している場合に，前述の図 7(b)に示すように

横方向外乱が入力した場合を想定して算出した固定値を用いる． 

 

0

20

40

60

80

100

4.4 4.6 4.8 5 5.2 5.4 5.6 5.8 6 6.2 6.4 6.6 6.8 7 7.2
次
の
級

Average deceleration[m/s2]

Ac
cu

m
ul

at
ed

fre
qu

en
cy

[%
ile

]

without system
LDW
FCW
LDW+FCW

 
図 9 先行車が減速を開始するイベントに対する平均減速度の累積頻度分布 

（横軸；平均減速度，縦軸；累積頻度） 
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3) 警報に対する反応時間 

 追突シナリオにおける，FCW を搭載した場合，および FCW と LDW の両者を搭載した

場合の，警報に対する反応時間を図 10 に示す．両者の警報装置を搭載した場合（FCW＋

LDW）では，わずかに反応時間が延長する傾向にあった．例えば，累積頻度の 50%ile で

は，80msec 延長している．しかし，今回の 13 名の実験参加者の中で，2 名のみに特異な傾

向が観察されており（13 名全員のデータを母集団として，これと個々の実験参加者のデー

タ群との間で，分布形の差の検定を行った結果，2 名のみに有意差を確認），この 2 名を

除く11名を対象とした場合では，累積頻度50%ile相当する反応時間の差は極めて少ない．

この図 10 は，これら 13 名全員の結果を集計したものである． 

つまり，前述の図 8 に示すように，先行車両の減速といったリスクの発生に対する制動

反応時間は，二種の警報装置を搭載した場合において，有意に延長することはなかった．

しかしながら，より短い時間領域での反応時間を把握することのできる警報の提示に対す

る反応時間について観察すると，2 名の実験参加者については，わずかに延長した．全て

のドライバを対象として，警報提示に対する反応時間を短縮するには，より一層の弁別性

の向上が望ましい．なお，リスクの発生に対する反応時間には，有意な差が確認されてい

ないため，後述のシミュレーション解析の結果から推定した追突事故発生確率が示すよう

に，二種の警報装置を用いた場合において，単一の警報装置を用いた場合と比較して，追

突率の増加には至っていない． 
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図 10 追突シナリオにおける FCW に対する制動反応時間 

（横軸；制動反応時間，縦軸；累積頻度） 

 

4) 副次タスクの継続時間 

 実験参加者に設定した，ナビ操作を例とする副次タスク継続時間（脇見）の頻度分布を

図 11 に示す．例えば，累積頻度の 50％ile に着目すると，システムを使用しない場合と比

べて，FCW を使用した場合では，わき見継続時間が 300msec 程度延長しており，二つの警
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報装置を搭載した場合（LDW＋FCW）では，副次タスク継続時間の延長の程度は，この単

一の警報（FCW）と比較して軽減する傾向が観察された．二つの警報装置を搭載した場合

では，単一の警報を搭載した場合と比較して警報提示の頻度が高く，実験参加者は，副次

タスクを中断するためである．また，全体的に，実際の道路交通環境と比較して，副次タ

スク継続時間が長い傾向にあるようにも判断できる．なお，本稿で議論している単一の警

報機能を用いた場合（LDW）と複数の警報装置を用いた場合（LDW＋FCW）の累積頻度

の差異について見てみると，複数の警報装置を用いた場合では，上記のように，警報が提

示される頻度が高く，副次タスクを中断することが多い．このため，副次タスク継続時間

が 250msec 短縮している．以上のように，FCW の単一の装置を使用した場合では，使用し

ない場合と比較して，副次タスク計測時間の延長が確認されている．しかしながら，後述

の図 18，表 2 に示すシミュレーション解析結果に示すように，システムを使用しない場合

と比較して，追突確率の増加は見られていない． 
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図 11 副次タスクの継続時間の頻度分布 

（横軸；副次タスクの継続時間，縦軸；累積頻度） 

 

5）システム不作動時の運転特性 

 FCW の場合を例に，システムによる運転支援が難しい（システム不作動）状態での，追

突リスクの発生に対する制動反応時間（Indicator OFF）と，システムによる運転支援が難

しいことをドライバに告知する機能を装備した場合の制動反応時間（Indicator ON）につい

て計測した結果を，図 12 に示す． 

システムによる運転支援が難しい状態（Indicator OFF）では，先行車両の減速に対する

制動反応時間については，システムを使用しない場合（Without system）と比較して，0.4

秒程度延長していることがわかる．以下のシミュレーション解析では，このシステムによ

る運転支援が難しい状況となった場合の制動反応時間の定量値が必要となる．FCW のほか，

以降で詳細を説明する ACC に FCW を装備している場合についても，同様にシステムによ

る運転支援が難しい状態での運転特性を計測すべきであるが，双方ともに FCW が搭載さ
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れた条件であるため，いずれの条件でも，システムを使用しない場合のリスクの発生に対

する制動反応時間の頻度分布を基に一律に 0.4 秒延長した分布を作成して，シミュレーシ

ョンに用いた． 

 

 

図 12 不作動となる状態であることをドライバに告知する機能を装備した場合の制動反

応時間の累積頻度分布 

（横軸；制動反応時間，縦軸；累積頻度） 

 

システムが不作動となる状態をドライバに告知する機能を装備した場合（Indicator ON），

上記のような制動反応時間の延長はみられず，今回のドライビングシミュレータ実験では，

システムを使用しない場合と同等にまで短縮する傾向が見られた．以下のシミュレーショ

ン解析において，ドライバに不作動を告知する機能を装備した場合に，前述のドライバと

システムとの統合エラーモデルで示した面積 B に相当する，システム使用時の負の効果が

低減するかについては，この実験結果を用いて考察する． 

 

3.2 ACC およびLKA使用時の運転特性 

3.2.1 シナリオの種類と副次タスク 

 ドライビングシミュレータを用いた実験環境において，追突が発生するシナリオと，車

線逸脱を誘発するシナリオを設定した．これらのシナリオがランダムな順序で発生するよ

うに設定し，実験参加者は，どちらのシナリオが発生するかを予知できないようにした．

なお，今回の実験では，前後方向の運転支援装置もしくは横方向の運転支援装置を搭載し

た状態，両者の運転支援装置を搭載した状態，これらの運転支援装置を搭載しない状態の

3 条件を設定した．前後方向の運転支援装置を搭載した条件では，ACC と FCW の双方が

作動する状態を設定し，横方向の運転支援装置を搭載した条件では，LKA と LDW の双方

が作動する状態とした．また，これらの両者を搭載した条件では，全てを作動させた．走

行前に，どの運転支援装置が搭載されているかを，実験参加者が十分に理解できるように

教示を行った後，追突シナリオまたは車線逸脱シナリオが発生するようにした．被験者に
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は，例えば，ACC が搭載されている場合には，「これから運転して頂く車には，先行車両

との車間距離を一定に保つ機能を備えていますが，追突の危険性がある場合に，警報音が

提示されます．通常の運転と同様に，追突の危険を感じた場合には，これを回避するよう

に自らブレーキを操作して運転を行ってください．」と教示した．なお，一回の走行にお

いて，双方のシナリオをランダムに組み合わせた．  

 先行車両への追突を誘発するシナリオとして，前述と同様に，追突事故の実態を分析し

たマクロデータおよびイベントデータレコーダを用いた報告書(17)に基づいて，追突事故が

発生するような状況での先行車両との車間時間および走行速度を決定した．前述の警報系

のシステムを評価した場合と同様であるが，設定した追突シナリオを図 13 に示す．なお，

先行車両の減速のタイミングについては，実験参加者が予期できないように，ランダムに

設定した．実験参加者は，この走行を，個々の警報装置あたり 5 回体験した．実験参加者

が制動操作を開始しなければ，先行車両が減速を開始してから 2.7 秒後に先行車両に追突

する設定である． 

 車線逸脱を模擬するシナリオとして，道路構造令に基づいた，都市部での高規格幹線道

路を模擬し，直線部と緩和曲線を伴う曲線部で構成される全長が約 5km のコースを作成し

た．このコースの一部に，他の最小曲率半径（R=80m，100m）よりも小さく，ドライバに

よる修正操舵がない状態において，LKA のみでは車線逸脱を回避できないような最小曲率

半径（R=60m）の旋回部を設定した．なお，この最小曲率半径の位置は，走行ごとに異な

るものとし，実験参加者がその位置を予知できないように設定した．今回設定した走行コ

ースを図 14 に示す．なお，上記の先行車両への追突を誘発するシナリオは，この走行コー

スの直線部において設定した．実験参加者は，この走行を個々の運転支援装置あたり 5 回

体験した．  

また，ドライビングシミュレータを用いた実験の場合，その限られた走行時間の中で追

突や車線逸脱が発生することは少ない．そこで，前述の警報系のシステムの評価と同様に，

実験参加者に視覚的なディストラクションを誘発するような副次タスクを設定し，ヒヤリ

ハットに相当するような運転環境を模擬した．今回の実験では，実験参加者にカーナビゲ

ーション装置の入力操作を行うタスクを依頼した．この操作は，実験担当者が口頭で読み

上げた目的地を，実験参加者がひらがなで入力するものとした． 

 

 

実験参加者が運転する車両 先行車

減速度 4.0[m/s2]車間時間 1.0[s]

 
図 13 ドライビングシミュレータに設定した追突事故を誘発するシナリオ 
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追突シナリオ

直線区間での
先行車の急制動

車線逸脱シナリオ

LKAのみでは旋回できな
曲率半径の小さな旋回部

(R=60m).

 
図 14 ドライビングシミュレータに設定した車線逸脱を誘発するための曲率半径の小さ

な旋回（R=60m）を含むコース 

 

3.2.2 ACCと LKAの作動パターン 

 前後方向の運転支援装置と横方向の運転支援装置のどちらかが単体で車両に搭載されて

いる状態と，両者が搭載されている状態を設定した．それぞれのシステムの作動パターン

を，実験参加者が具体的に把握できるように，実験前の練習走行において，シナリオを発

生させる体験走行を設定した． 

 ACC については，車間時間 1.0 秒に相当する車間距離を維持できるような設定とした．

また，システム制御による最大減速度は 3m/s2に設定した．ACC が作動中に実験参加者が

制動操作を行った場合には，システムの制御は停止するような設定とした．また，FCW に

ついては，TTC=2.5s で警報が提示されるように設定した．  

 LKA については，車両の横速度と横加速度から予測する 1.0 秒後の車両の重心位置と車

線中心位置との横方向の距離の誤差を最小にするような修正操舵角を設定した．この LKA

は，横方向加速度が 2.4m/s2の旋回まで，ドライバの修正操舵なしでも車線を逸脱すること

なく，システムのみで旋回が可能であるように設定した．今回の図 14 に示すコースの旋回

では，速度が 50km/h の場合，旋回半径が 80m 以上の旋回までは対応できるシステムとな

っている．なお，LKA が作動中に，システムによる修正操舵トルクよりも大きな操舵トル

クで，実験参加者が修正操舵を行った場合には，オーバーライドできるように設定した．

LDW については，車線逸脱前のタイヤの中心点とレーンマーカとの横方向の余裕距離が

0.2m 以下となったタイミングで警報音を提示した．  

 なお，FCW には，事前調査で策定した切迫感を強く感じる，周波数 2.4Khz，周期 0.1 秒

で Duty 比が 50％のビープ音を使用した．これに対して，LDW には，凹凸のあるレーンマ
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ーカを踏んだ時に発生するランブルストリップ音を模擬した音(19)を用いた． 

ドライバがシステムの作動状態を容易に理解できるように，インストルメントパネル部

分に，図 15 に示すようなアイコンを表示し，前後方向および横方向の運転支援機能の作動

状態，もしくは単一の運転支援機能の作動状態を容易に理解できるように設定した．双方

のシステムが作動している場合には，図 15(a)と図 15(b)に示す双方のアイコンを同時に提

示した． 

 

  
 (a) ACC           (b) LKA 

 

(c) インストルメントパネルへの情報提示 

図 15 ACC と LKA の動作状態を表示するシステムステータス表示機器 

 

3.2.3 評価指標 

追突が発生する実験シナリオにおいて，先行車両の減速に対する実験参加者の制動反応

時間，平均減速度を分析した．このほか，運転中の実験参加者の顔面を録画した映像を基

に，先行車両へ追従中における，副次タスクに従事する継続時間を分析した．副次タスク

とは，前述のようにカーナビゲーション装置の入力作業である． 

 

3.2.4 実験参加者 

 14 名の若年男性を実験参加者とした．平均年齢および年齢の標準偏差は，22.4 歳±1.34

歳であった．また，通学やレジャーなどで日常的に自動車を運転するドライバを実験参加

者とした．実験を実施する約 1 週間前には，実験内容を説明する用紙を実験参加者に配付

したうえでインフォームドコンセントを実施した後に，実験に参加してもらった．なお，

本実験を実施する前に，香川大学の実験倫理委員会において実験内容について了解を得て

から，本実験を実施している． 
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3.2.5 実験結果 

1) 先行車両の減速に対する制動反応時間 

 先行車両の減速に対する実験参加者の制動反応時間を図 16(a)に示す． ACC および FCW

を搭載した場合（ACC）では，制動反応時間が延長している．また，これに横方向の支援

装置を付加した場合（LKA+ACC）においても，ドライバの制動反応時間が延長している．

衝突防止支援機能が付加されると，ドライバ操作による制動反応時間が延長し，リスクが

増加しているように見受けられる．実際は，ドライバ操作よりも先にシステムによる制動

制御が開始されるため，後述の図 20，図 21，表 4，表 5 のシミュレーション結果に示すよ

うに，衝突発生確率は減少する傾向にあり，先行車両が減速を開始した後の TTC は，より

安全側に延長する傾向にあった． 

2) 平均減速度 

先行車両の減速に対する自車の平均減速度の累積頻度を図 16(b)に示す．システムを搭載

しない場合と比較して，ACC および FCW を搭載した場合（ACC）では，急激な減速の頻

度が減っていることが分かる．横方向の運転支援システムを追加した複合システム

（LKA+ACC）では，システムなしと ACC を搭載した場合の中間の傾向を示している．車

間時間を一定に保つ機能により，システムによる制動制御がドライバによる制動操作より

も早期に開始されるために，結果として，衝突回避のための減速度を低く保つことができ

たためである．  

なお，図 16(b)に示した自車の平均減速度の累積頻度分布図では，ACC および FCW を搭

載した場合では，運転支援機能の追加により，追突リスクの認知後，制動操作が僅かに強

くなっている．実験終了後の実験参加者からの聴き取り調査によると，前後方向に横方向

の運転支援機能を追加した場合，横方向の車線内走行の維持についてはシステムによる制

御支援があるため，制動操作に集中することができたとのことであった．制動操作を開始

するタイミングが早くなるまでには至らないものの，より強い制動操作を行う傾向にあっ

たようである． 
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 (a) 先行車両の減速に対する制動反応時間の累積頻度分布 

（横軸；制動反応時間，縦軸；累積頻度） 
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(b) 平均減速度の累積頻度分布 

（横軸；平均減速度，縦軸；累積頻度） 

図 16 先行車両の減速に対する実験参加者の制動操作行動 

 

 

3) 副次タスクの継続時間 

 実験参加者に設定した，ナビ操作を例とする副次タスクの継続時間の頻度分布を図 17

に示す．システムを使用しない状態と比較して，LKA または ACC を搭載した場合では，

副次タスクの継続時間が延長する傾向にあった．また，両者のシステムを搭載してシステ

ムを複合した場合には，さらに副次タスクの継続時間が延長する傾向にあった．なお，副

次タスクの継続時間が延長しているものの，後述の図 20，図 21，表 4，表 5 に示すシミュ

レーション解析結果に示すように，複数のシステムを搭載した場合に，単一のシステムを

搭載した場合と比較して，追突確率の増加は見られていない． 
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図 17 副次タスクの継続時間の頻度分布 

（横軸；副次タスクの継続時間，縦軸；累積頻度） 
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4．シミュレーションによる事故発生確率の推定 

4.1 FCW およびLDW使用時の事故低減効果 

 前述のモンテカルロシミュレーションを用いた手法により，FCW 使用時の追突リスクの

低減効果について，システムによる運転支援が可能な場合での事故発生確率の低減量Aと，

システムによる運転支援が難しい場合での，ドライバのシステム依存に起因する事故発生

確率の増加量 B を算出する．これらを相対的に比較して，システムの事故低減効果につい

て考察する．また，ドライバにシステムによる運転支援が難しい状態を告知する機能を装

備した場合の，事故発生確率の増加量Bが，どの程度まで小さくなるかについて考察する． 

 なお，システムによる運転支援が難しい状態の継続時間とその間隔については，それぞ

れ，前述の表 1 に示したように，30±5 秒，300±30 秒と仮定してシミュレーションを実施

した．システムによる車両周辺状況のセンシングが難しい状況を想定している．前述の表

1 に示すように，このシステムの信頼性に関する状態量は，車両メーカの当該システムの

技術開発に携わる研究者からの意見を参考に設定した． 

 前述の図 6 に示した時系列の信頼性モデルでは，システムによる運転支援が可能な状態

と運転支援が難しい状態が，任意のタイミングで発生するため，1,000,000 回の追突イベン

トを設定したシミュレーションの後，システムによる運転支援が可能な状態と，運転支援

が難しい状態の条件別で，追突の発生確率を整理し，その結果を，図 18 と表 2 に示す． 

 まず初めに，FCW 使用時の追突リスクの低減効果について議論する．前述の表１に示し

たドライバの非定常状態とシステムによる運転支援が難しい状態の発生条件の場合，前述

の図 6 に示すモデルに基づくと，全ての追突リスクの発生に対して 98.4％の割合で運転支

援が可能であり，1.62％の割合で運転支援が難しい状態となる．この条件下でのシミュレ

ーションで，システムを使用しない場合の追突事故確率は，40.3％であるのに対して，FCW

を利用した場合の追突事故確率は 2.18％まで低下する．この状態では，面積 A に相当する

システムを使用することにより低減する追突事故発生確率は 38.7％であり，面積 B に相当

するシステムを使用することにより増加する追突事故発生確率は 0.571％である．つまり，

これらの比率 A/B は，（38.7/0.571=67.8）となり，60 倍以上の比率で，システムを利用す

ることによる正の効果が，システムを利用することによる負の効果よりも大きな値をとる． 

また，システムによる運転支援が難しい状態であることをドライバに告知する機能を装

備した場合，この面積 B に相当する事故確率である面積 C は，今回のドライビングシミュ

レータ実験に基づくシミュレーション解析では，0 まで低下している．この場合の，シス

テムによる運転支援が可能な状態と運転支援が難しい状態の全てを対象とした場合，追突

事故発生確率は 1.53％にまで低下する．  
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(a) FCW を使用していない場合の事故発生確率を推定するモデル 

 

(b) FCW を使用した場合の事故発生確率を推定するモデル 

    

(c) 運転支援が難しい状態を告知する機能を装備した FCW を使用した場合の事故発生確

率を推定するモデル 

図 18  FCW 使用時の追突事故確率の低減効果 
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表 2 FCW 使用時の追突事故確率に関連する状態量 
評価指標 確率 

運転支援可能な状態の確率 98.4％ 
運転支援が難しい状態の確率 1.62％ 

システムを使用しない場合の追突事故確率 40.3％ 
システムを使用した場合の追突事故確率 2.18％ 
システムが正常に作動しないことを告知 
する機能を装備した場合のシステム使用時

の追突事故確率 

1.53％ 

システムを使用することにより低減する 
追突事故確率（A） 

38.7％ 

システムが正常に作動しない場合に増加 
する追突事故確率（B） 

0.571％ 

システムが正常に作動しないことを告知 
する機能を装備した場合での増加する追突

事故確率（C） 

0％ 

 

 つぎに，FCW に LDW を追加して装備した場合の，追突リスクの増加の有無について，

以下の図 19 と表 3 を基に考察する．前述のように，1.62％の時間割合で運転支援が難しい

状態となる条件下でのシミュレーションにおいて，システムを使用しない場合の追突事故

発生確率は 40.3％であるのに対して，FCW に LDW を追加して装備した場合では，追突事

故発生確率は 3.98％まで低下する．前述のように，FCW 単体の場合では，この追突確率は

2.18％まで低減したことから，僅かながら，複数の警報システムを搭載することによる事

故確率の増加がみられる．しかしながら，面積 A に相当するシステムを使用することによ

り低減する事故確率は 36.9％，面積 B に相当するシステムを使用することにより増加する

事故確率は 0.557％であり，これらの比率 A/B は，（36.9/0.557=66.2）となる．FCW を単

体で使用する場合と同様に，60 倍以上の比率で，システムを利用することによる正の効果

が，システムを利用することによる負の効果よりも大きな値をとる．つまり，FCW に LDW

を追加して装備することによる警報装置の複合化による負の効果は，極めて低いレベルで

あると考えられる 
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図 19 FCW に LDW を追加して装備した場合の追突事故の低減効果 

 

表 3 FCW に LDW を追加して装備した場合の追突事故発生確率に関連する状態量 
評価指標 確率 

運転支援可能な状態の確率 98.4％ 
運転支援が難しい状態の確率 1.62％ 

システムを使用しない場合の追突事故確率 40.3％ 
システムを使用した場合の追突事故確率 3.98％ 
システムを使用することにより低減する 

追突事故確率（A） 
36.9％ 

システムが正常に作動しない場合に増加す

る追突事故確率（B） 
0.557％ 

 

4.2  ACCおよびLKA使用時の事故低減効果 

 前述と同様に，モンテカルロシミュレーションを用いた手法により，ACC 使用時の追突

事故の低減効果について，システムによる運転支援が可能な場合での追突事故発生確率の

低減量 A と，システムによる運転支援が難しい場合での，ドライバの過度なシステム依存

に起因する追突事故発生確率の増加量 B を算出する．これらを相対的に比較して，システ

ムの事故低減効果について考察する．なお，この ACC には前述の「ACC と LKA の作動パ

ターン」の項で記載しているように，市場に投入されつつある実際のシステムを模擬する

ために，警報装置である FCW も装備している．  

 なお，システムによる運転支援が難しい状態の継続時間とその間隔時間については，そ

れぞれ，前述と同様に，30±5 秒，300±30 秒と仮定してシミュレーションを実施した．シ

ステムによる車両周辺状況のセンシングが難しい状況を想定している． 

 前述の図 6 で示した，時系列の信頼性モデルでは，システムによる運転支援が可能な場

合と運転支援が難しい状態が，任意のタイミングで発生するため，1,000,000 回の追突イベ

ントを設定したシミュレーションの後，システムによる運転支援が可能な状態と，運転支
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援が難しい状態の条件別で，追突の発生確率を整理し，その結果を，図 20 と表 4 に示す． 

今回のドライバの非定常状態とシステムによる運転支援が難しい状態の発生条件の場合，

全ての追突リスクの発生に対して 98.4％の割合で運転支援が可能であり，1.62％の割合で

運転支援が難しい状態となる．この条件下でのシミュレーションで，システムを使用しな

い場合の追突事故発生確率は，40.3％であるのに対して，ACC を利用した場合の追突事故

発生確率は 1.16％まで低下する．この状態では，面積 A に相当するシステムを使用するこ

とにより低減する追突事故発生確率は 39.7％であり，面積 B に相当するシステムを使用す

ることにより増加する追突事故発生確率は 0.557％である．つまり，これらの比率 A/B は，

（39.7/0.557=78.2）となり，70 倍以上の比率で，システムを利用することによる正の効果

が，システムを利用することによる負の効果よりも大きな値をとる． 

なお，ACC を使用した場合については，ドライバに不作動状態を告知する機能を装備し

た場合のシミュレータ実験を実施していないため，不作動告知の機能を装備した場合の特

性については議論しないが，ACC に FCW も装備している状態では，FCW のみを装備した

状態と同様に，面積 B に相当するシステムを使用することにより増加する事故確率を極め

て小さくできる可能性があると思われる． 
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(a) ACC を使用していない場合の事故発生確率を推定するモデル 

 

(b) ACC を使用した場合の事故発生確率を推定するモデル 

図 20 ACC 使用時の追突事故発生確率の低減効果 

 

表 4 ACC 使用時の追突事故発生確率に関連する状態量 
評価指標 確率 

運転支援可能な状態の確率 98.4％ 
運転支援が難しい状態の確率 1.62％ 

システムを使用しない場合の追突事故確率 40.3％ 
システムを使用した場合の追突事故確率 1.16％ 
システムを使用することにより低減する 

追突事故確率（A） 
39.7％ 

システムが正常に作動しない場合に増加 
する追突事故確率（B） 

0.557％ 
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次に，ACC に LKA を追加して装備した場合の追突リスクの増加の有無について，以下

の図 21 と表 5 を基に考察する．今回のドライバの非正常状態とシステムエラーの発生条件

の場合，1.62％の割合で運転支援が難しい状態となる．この条件下でのシミュレーション

で，システムを使用しない場合の追突事故発生確率は，40.3％であるのに対して，ACC と

LKA を利用した場合では，追突事故確率は 1.11％まで低下する．この状態では，面積 A に

相当するシステムを使用することにより低減する事故確率は 39.7％であり，面積 B に相当

するシステムを使用することにより増加する事故確率は 0.457％である．つまり，これらの

比率 A/B は，（39.7/0.457=86.4）となり，80 倍以上の比率で，システムを利用することに

よる正の効果が，システムを利用することによる負の効果よりも大きな値をとる．今回の

ドライビングシミュレータ実験およびシミュレーション解析では，ACC を単体で装備して

いるよりも，ACC に LKA を追加した場合のほうが，よりシステムの正の効果の比率が大

きくなる結果を示している．これは，実験結果の章でも記載したが，実験終了後の実験参

加者からの聴き取り調査によると，前後方向に横方向の運転支援機能を追加した場合，横

方向の車線内走行の維持についてはシステムによる制御支援があるため，制動操作に集中

することができたためである．制動操作を開始するタイミングが早くなるまでには至らな

いものの，より強い制動操作を行う傾向にあり，結果的に，システムを複合した場合の方

が，追突事故の確率が，僅かながら低下する傾向にあったためと思われる． 

 

 

 
図 21  ACC に LKA を追加した場合の追突事故確率の低減効果 
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表 5 ACC に LKA を追加して装備した場合追突事故確率に関連する状態量 
評価指標 確率 

運転支援可能な状態の確率 98.4％ 
運転支援が難しい状態の確率 1.62％ 

システムを使用しない場合の追突事故確率 40.3％ 
システムを使用した場合の追突事故確率 1.11％ 
システムを使用することにより低減する 

追突事故確率（A） 
39.7％ 

システムが正常に作動しない場合に増加 
する追突事故確率（B） 

0.457％ 

 

4.3 高齢ドライバの場合の事故低減効果の推定例 

 前述のドライビングシミュレータ実験，およびシミュレーション解析は，いずれも，若

年ドライバを対象に実施している．高齢ドライバの場合，若年ドライバと比較して，どの

程度，事故低減効果が変化するかについて，シミュレーションにより推定する．ドライビ

ングシミュレータでの調査を実施していないため，簡易的ではあるが，先行研究で得られ

ている，選択刺激に対するボタン押し作業の反応時間と，先行車両の急制動に対する制動

時の減速度から，若年ドライバの運転特性を基に，高齢ドライバの運転特性を模擬する運

転行動量に関する頻度分布を作成して，シミュレーションに用いる． 

 景山ら(20)の先行研究では，選択３刺激に対する反応時間が調査されており，20～30 歳代

のドライバ群と比較して，65 歳以上の高齢ドライバでは，反応時間が 200msec ほど遅延す

る傾向が観察されている．また，減速度については，被験者数が 5 名と少ないものの，減

速度の低下が観察されたドライバで，若年ドライバと比較して，1 割程度の車両減速度の

低下がみられている．今回のシミュレーション解析では，以上のように簡易的な推定であ

るため，高齢ドライバを対象とした実験を実施して，結果の信頼性について精査する必要

があるため，あくまで，一つの推定例として示す． 

 以下の表 6 に，前述の若年ドライバと比較した，ACC を使用した場合の事故低減効果を

例示する．なお，前述と同様に，マーケットで普及しつつあるシステムを模擬して，ACC

に FCW を装備していた状態として推定している． 

 若年ドライバと比較して，高齢ドライバの場合，システムを使用しない場合の追突事故

確率が，1.5 倍程度まで高い傾向を示した．しかしながら，システムを使用した場合では，

この追突事故確率は，若年ドライバと比較して，同等まで低減できている．また，面積 A

に相当するシステムを使用することにより低減する事故確率は 62.5％であり，面積 B に相

当するシステムを使用することにより増加する事故確率は 0.322％である．つまり，これら

の比率 A/B は，（62.5/0.322=194）となり，200 倍程度の比率で，システムを利用すること

による正の効果が，システムを利用することによる負の効果よりも大きな値をとる． 
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表 6  ACC を使用した場合における若年ドライバと比較した 

高齢ドライバの追突事故発生確率 
 若年ドライバ 高齢ドライバ 

運転支援可能な状態の確率 98.4％ 
運転支援が難しい状態の確率 1.62％ 

システムを使用しない場合の追突事故確率 40.3％ 63.5％ 
システムを使用した場合の追突事故確率 1.16％ 1.35％ 
システムを使用することにより低減する 

追突事故確率（A） 
39.7％ 62.5％ 

システムが正常に作動しない場合に増加 
する追突事故確率（B） 

0.557％ 0.322％ 

 

4.4 ドライバのエラー（脇見）間隔が異なる場合の事故低減効果の推定例 

 前述のシミュレーションでは，森田らの研究例(15)を参考として，ナビ操作に対するタイ

ムプレッシャーが高い場合を例に，ドライバの脇見間隔時間の実測結果である 13 秒を用い

ている．以下では，このドライバの非正常状態（ドライバエラー）の間隔を 13 秒から変更

（5 秒～120 秒）した場合に，どのように追突事故の発生確率が変化するかについて，シミ

ュレーション解析により考察する．なお，システムエラーの間隔についても，前述のシミ

ュレーションで設定していた 300 秒から変更（60 秒～600 秒）して，追突事故の発生確率

を推定した．推定結果を，以下の図 22 に示す． 

 この図が示すように，ドライバエラー間隔を変更しても，追突確率は変化していない．

また，システムエラー間隔を短くすると，追突事故の発生確率が増加している．つまり，

システムエラー間隔が追突事故の発生確率に支配的であるといえる．以下にその理由につ

いて，考察して示す． 

１）追突リスクの発生条件 

 以下の a），b）の理由により，システムがエラーとなる時間領域でないと，追突のリス

クが発生しない． 

 a）システム正常の場合ではドライバエラー継続時間が短い． 

 b）このドライバエラー継続時間は，システムエラー継続時間（5±1 秒） 

     と比較して相対的に短い． 

２）ドライバエラーの間隔が追突リスクに与える影響 

 システムがエラーとなる時間領域で，ドライバエラー間隔が短縮（ドライバのエラー頻

度が増加）した条件では，追突の頻度が，ドライバのエラー頻度に比例して増加する．し

かし，追突リスクの頻度（ドライバのエラー頻度）も同じ比率で増加する． 

３）追突確率 

 追突確率は，追突の頻度を追突リスクの頻度（ドライバのエラー頻度）で割ったもので

定量化する．このため，上記の２）の理由で，ドライバエラー間隔は，結果的に衝突確率
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に影響しない． 

４）システムエラーの影響 

 システムエラー間隔が短縮した場合では，このシステムエラーの時間領域に含まれるド

ライバのエラー頻度も増加する．このため，ドライバのエラー頻度（追突リスクの頻度）

に変更がなくとも，追突確率が増加する． 

５）追突確率に支配的な状態量 

 以上の理由から，システムエラー間隔が追突確率に支配的といえる．または，システム

エラー間隔とドライバエラー間隔の比率が追突確率に支配的といえる． 
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図 22 ドライバエラー間隔とシステムエラー間隔が追突確率に与える影響 

（横軸；ドライバエラー間隔，縦軸；追突確率） 

 

4.5 警報の複合化の際に留意すべきメンタルモデル  

今回の実験では，FCW と LDW の警報音を，実験参加者が容易に判別できるように，異

なる警報音を使用している．前述のように，FCW には，切迫感を強く感じる，周波数 2.4Khz，

周期 0.1 秒で，Duty 比が 50％のビープ音を使用している．これに対して，LDW には，ラ

ンブルストリップ音を模擬した音を用いている．これは，両者の音を判別しやすくすると

同時に，音に対するメンタルモデルを考慮し，車線逸脱を容易に理解しやすくする(19)ため

である． 

 LDW にランブルストリップ音を用いず，FCW と同じビープ音で，音の周波数が類似し

ている場合（FCW＋LDW Ver.2）の，追突イベントに対する制動反応時間の累積頻度分布

を図 23 に示す．二種類の音を変えて提示した場合（FCW＋LDW）と比較して異なる傾向

を示している．今回の実験では，FCW と LDW の判別が容易か否かによって制動反応時

間が変化するという結果が得られた．LDW にランブルストリップの疑似音を用いるこ
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とで，警報の意味を早期に判別できたことに加えて，警報の切迫感が明確に区別された

ことが原因と考えられる．例えば，今回対象とした二つの警報は，いずれも車両前方の

確認を促して対処することを目的としており，前方を確認するという段階では，警報の

意味を判別できることの寄与度には大きな差がなく，むしろ警報の意味に関係しない切

迫感が寄与したことが考えられる．一方，警報の意味を判別できたことにより，前方視

界を確認しつつ対処に備えることができたとも考えられる．制動反応時間の差が，警報

の切迫感の度合いでもたらされたのか，警報の意味を判別できることによりもたらされ

たかは，更なる検証が必要であろう．また，警報提示手法に関しては，今回は聴覚警報

の提示だけであったが，視覚や触覚といった手法との優劣，組み合わせの検討も必要と

なる. 
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図 23 二種の警報音の弁別性と制動反応時間 

（横軸；警報に対する制動反応時間，縦軸；累積頻度） 

 

4.6 ACC と LKAの複合化によるコンプレーシェンシーの抑制 

二つの運転支援機能を搭載した場合では，単一の機能を搭載した場合と比較して，ドラ

イバは運転以外に指示した副次的なタスクを行う頻度が増えるものの（図 17），追突確率

の増加は，同等のままである傾向にあったといえる（図 20，図 21，表 4，表 5）．「適切

な依存」の定義については慎重に議論すべきであろうが，今回の実験では，運転支援機能

の追加による過信に基づく過度の依存が発生せず，この適度な依存の範囲にあったものと

判断できる． 

この結果から素直に判断すると，いわゆる「コンプレーシェンシー」(21) (22)といった，運

転支援レベルの増加によってドライバが本来行うべき監視を怠ることによる状況認識レベ

ルの低下は発生していないと判断できる．また，運転支援システムが正常に作動しうる「機

能限界」(23)を，ドライバは十分に把握していたために，追突や車線逸脱の確率は増加しな

かったと言える．これらは，ドライビングシミュレータを用いた実験開始時に，個々の機

能の実験条件ごとに，実験担当者によって実験参加者に運転支援機能についての教示を十
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分に行うと同時に，実験参加者は追突シナリオや車線逸脱シナリオ発生時のシステムの動

作状態を体験試乗したうえで，実験参加者が機能限界を把握していた走行条件での結果で

ある．実際の交通環境においても同様に，コンプレーシェンシーや機能限界についての理

解の欠如を抑制するには，個々の運転支援システムがどのような機能を発揮するかについ

てのドライバのメンタルモデルを構築するための「観測の機会」(24)をドライバに提供する

必要がある．  

 

4.7 留意すべき課題 

4.7.1 長期使用の過程でのドライバの行動変容の把握 

 今回の運転支援機能を使用した場合の，運転支援システム導入による正の効果を意味す

る面積 A と負の効果を意味する面積 B の推定は，ドライビングシミュレータを用いて，1

時間程度の走行実験におけるドライバの運転行動データに基づいている． 

 今後は，運転支援システムを長期間にわたって使用する過程での，以下についての追加

分析が必要である． 

長期間の運転支援機能の使用の過程でのドライバの行動変容の把握 

●システムによる運転支援が難しい場合の，ドライバのテイクオーバー時間の延長に起因

する，負の効果（面積 B の増加）の分析 

●システムによる運転支援が不十分な場合の，ドライバのオーバーライド時間の延長に起

因する，負の効果（面積 B の増加）の分析 

 

4.7.2 シナリオの設定 

 ドライビングシミュレータを用いた実験でのリスクシナリオの設定にあたっては，実際

の道路交通環境でのドライバの危険回避行動を再現できる実験にする必要がある．そこで，

例えば，交通事故の実態を分析したイベントデータレコーダを用いた報告書(17)に基づいて，

追突事故の場合であれば，追突発生時の先行車両との車間時間および走行速度の分布から

決定し，ドライビングシミュレータ実験のシナリオを設定するという手法が考えられる．

その際に多様にあるシナリオを全て考慮することは現実的でないため，代表的と言えるよ

うなシナリオの設定が必要である．  

 

4.7.3 事故低減効果の定量値に求められるデータ数 

事故発生確率を精度良く分析するためには，確率的誤差，例えば，統計的な 95％信頼区

間を，可能な限り小さくする必要がある．サンプルデータ数ごとの 95%信頼区間との関係

を以下の図 24 に示す．この図では，確率的に 5%の頻度で事故が発生する場合から，50％

の頻度で事故が発生する場合について，95%信頼区間を示している．5％の割合で事故に至

るような実験シナリオにおいて，実験の結果で得られる事故発生率の 95％信頼区間を±
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2.5％程度にするためには，同一条件において 300 個程度のサンプルデータが必要であると

いえる． 

しかしながら，同一の実験参加者が複数回の危険事象（事故シナリオ）を短時間で体験

すると，実際の走行環境と異なったリスク感での実験（危険事象が頻繁に起きると予測し

て準備をして運転する）となることが懸念される．実験条件別で遭遇する危険事象の頻度

を実験参加者あたり 5回程度であればこういった影響が少ないと仮定した場合，例えば 300

回の危険事象への遭遇場面を実現するためには，60 人の実験参加者を確保する必要があり，

実現は必ずしも容易ではない．このため，例えば，ドライビングシミュレータ実験のほか

に，ドライバモデルを用いたシミュレーションを組み合わせ，実験回数を増やした想定で

の事故低減効果の分析が考えられる． 

 

 
図 24 サンプルデータ数と 95%信頼区間との関係 

（横軸；サンプルデータ数，縦軸；統計的な 95％信頼区間） 

 

4.7.4 実験において事故発生確率を高くする意味 

実際の道路交通環境では，例えば，事故発生確率が高い交通環境においても，10-5程度

以下の確率である．しかしながら，ドライビングシミュレータ実験では，これと比較して

極めて高い 10-1程度の確率で事故が発生するシナリオを設定することが多い．上図に示し

たように，事故発生確率を高くした危険事象のほうが，事故発生率に対する確率的誤差の

相対的な比率（信頼区間/事故発生確率）を小さくできるためである．実際の交通環境での

事故発生確率に換算するためには，このような実験で設定する危険事象が実際の道路交通

環境で発生する確率を掛け合わせることにより，実際の交通環境での事故発生確率に換算

することができる． 
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5．総  括 

5.1 FCW およびLDW使用時の運転特性および事故低減効果 

13 名の実験参加者によるドライビングシミュレータを用いた実験により，FCW を単独

あるいは，これに LDW を追加で搭載した際の危険回避行動について分析し，この実験結

果で得られたドライバの行動データベースを用いたシミュレーション解析により，システ

ムの複合化による事故発生確率の増加が顕在化するかを分析する手法を例示した． 

ドライビングシミュレータ実験では，FCW と LDW に，弁別性が良好と思われる異なる

警報音を用いた．FCW には切迫感を強く感じるビープ音を用い，LDW には凸凹の車線を

踏んだ時に発生するランブルストリップ音を用いた．この条件では，二種の事故回避支援

警報装置を用いた場合に単一の警報装置を用いた場合と比較して，追突リスクが発生した

後の，制動操作の開始タイミングについて，有意な遅延は観察されなかった．これらの結

果を，鈴木ら(12)が提案している，時系列信頼性モデルに入力して，事故回避支援を目的と

する一種類の警報装置を搭載した場合と二種類の警報装置を搭載した場合の，追突事故発

生確率を定量化した．個々の警報音を判別しやすくした場合では，二種類の事故回避支援

警報を搭載した場合の追突事故発生確率の増加は，顕在化しないことを確認した． 

また，FCWのみを搭載した場合とFCWとLDWの双方を搭載した場合の両者において，

システムが運転支援できる状態での追突事故確率の低減量は，システムによる運転支援が

難しい場合での追突事故の増加量に対して，それぞれ 60 倍以上であることを，ドライビン

グシミュレータ実験で得られたドライバ行動データベースを用いたシミュレーション解析

により確認した．つまり，ドライバがシステムに過度に依存している状態で，システムに

よる運転支援が困難な状態が発生した場合，システムを使用しない場合よりも追突事故の

発生確率が増加することが懸念されるが，この負の効果ともいえるリスクの増加よりも，

システムを使用することによる正の効果といえるリスクの低下のほうが，極めて大きいこ

とを意味している．このほか，例えば，システムによる運転支援が難しい状態をドライバ

に告知する機能を装備した場合，システムによる運転支援が難しい場合での追突事故発生

確率の増加量は，極めて少ない値まで減少させることができることを検証した．  

 

5.2 ACC およびLKA使用時の運転特性および事故低減効果 

14 名の実験参加者によるドライビングシミュレータを用いた実験により，ACC を単独あ

るいは，これに LKA を追加で搭載した際の危険回避行動について分析し，この実験結果で

得られたドライバの行動データベースを用いたシミュレーション解析により，システムの

複合化による事故発生確率の増加が顕在化するかについて考察した． 

今回の 14 名の実験参加者による調査では，ACC と LKA を複合したシステムを搭載した

場合，いずれかのシステムを単体で搭載した場合と比較して，副次タスクとして設定した

ナビ操作タスクに集中する頻度が高くなる傾向にあった．しかしながら，先行車両への追
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突確率には変化がないことを確認した．二つの運転負荷軽減機能の複合化により運転負荷

軽減のレベルを向上させると，運転以外のタスクに注意配分する傾向があるものの，追突

や車線逸脱などのリスクに対しては，適切に対応していたものと判断できる． 

また，ACC のみを搭載した場合と ACC と LKA の双方を搭載した場合の両者において，

システムによる運転支援ができる場合の追突事故確率の低減量は，システムが仮に運転支

援が難しい場合での追突事故発生確率の増加量に対して，それぞれ 70 倍以上であることを，

ドライビングシミュレータ実験で得られたドライバ行動データベースを用いたシミュレー

ション解析により確認した．つまり，ドライバがシステムに過度に依存している状態で，

システムによる運転支援が困難な状態が発生した場合，システムを使用しない場合よりも

追突事故の発生確率が増加することが懸念されるが，この負の効果ともいえるリスクの増

加よりも，システムを使用することによる正の効果といえるリスクの低下のほうが，極め

て大きいことを意味している． 

このほか，高齢ドライバを対象とした，システム使用時の事故低減効果を推定すること

を試みた．高齢ドライバを対象としたドライビングシミュレータ実験を実施していないが，

視覚刺激に対する反応時間の若年ドライバに対する遅延の程度，先行車の減速に対する自

らの減速行動について，先行研究を参考にした．この推定結果と，本調査で得ている若年

ドライバを対象とした場合の運転行動データベースを基に，高齢ドライバを模擬したシミ

ュレーション解析を行い，事故低減効果を推定した．若年ドライバと比較して，高齢ドラ

イバ群の場合，システムを使用しない場合の追突リスクが，1.5 倍程度まで高い傾向を示し

た．しかしながら，システムを使用した場合では，この追突事故発生確率は，若年ドライ

バと同等にまで低減できる可能性があることを確認した． 

 

【留意事項】 

なお，今回の結果を得た前提として，個々の運転支援システムがどのような機能を発揮

するかについてのドライバのメンタルモデルを構築するための「観測の機会」を設けてい

る．運転支援システムの支援レベルを上げるためには，システムとドライバとの間の適切

なリスクコミニュケーションを可能とするインターフェースの技術開発のほかに，ユーザ

が「機能限界」を把握するための体験試乗の繰り返しによるトレーニングが必要である．

これは，過信が誘発する過度な依存による状況認識の低下を防ぐために極めて重要である． 

また，今回の運転支援機能を使用した場合の，運転支援システム導入による正の効果を

意味する面積 A と負の効果を意味する面積 B の推定は，1 時間程度の実験時間でのドライ

ビングシミュレータを用いたドライバの運転行動データに基づいている．今後は，運転支

援システムを長期間にわたって使用する過程での，ドライバのテイクオーバー時間の延長

に起因する，負の効果（面積 B）の増加の分析，ドライバのオーバーライド時間の延長に

起因する，負の効果（面積 B）の増加の分析についての検討が必要である． 
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ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

●
●

2
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
Ａ
Ｆ
Ｓ

●
日
産
自
動
車
（
株
）

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｆ
Ｓ

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

ス
テ
ア
リ
ン
グ
連
動
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
A
F
S
（
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト

●

マ
ツ
ダ
（
株
）

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
）

●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
・
ラ
イ
ト
）

・
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
ア
ダ
ブ
テ
ィ
ブ
・
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

●

3

ス
ズ
キ
（
株
）

・
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ

・
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
（
自
動
俯
瞰
機
能
付
）

・
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
［
後
退
時
左
右
確
認
サ
ポ
ー
ト
機
能
・
自
動
俯
瞰
機
能
付
］

・
セ
レ
ク
ト
ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ

・
セ
レ
ク
ト
ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
（
自
動
俯
瞰
・
後
退
時
左
右
確
認
サ
ポ
ー
ト
機
能
付
）

・
バ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー

・
全
方
位
モ
ニ
タ
ー

・
全
方
位
モ
ニ
タ
ー
［
Ｍ
Ｏ
Ｄ
（
移
動
物
検
知
）
機
能
付
］

◇
●

●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ

◇
●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

・
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

・
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
（
暗
視
機
能
付
）

・
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
付
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

・
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
付
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
（
暗
視
機
能
付
）

●
●

●
●

日
産
自
動
車
（
株
）

バ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー

●
●

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

リ
ヤ
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

●
◇

◇

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
リ
ア
カ
メ
ラ

・
リ
ア
ワ
イ
ド
カ
メ
ラ

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ

●
◇

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
リ
ヤ
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

・
リ
ヤ
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
（
自
動
防
眩
機
能
付
）

◇
◇

●
●

★
2
0
1
5
年

9
月

末
現

在
　
　
※
「
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
共
通
名
称
」
の
部
分
が
網
掛
け
さ
れ
た
項
目
は
、
優
先
的
に
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

1

Ａ
Ｆ
Ｓ

配
光

可
変

型
前

照
灯

車
種
区
分

高
輝

度
前

照
灯

知
覚
機
能
の
拡
大

Ｈ
Ｉ
Ｄ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

メ
ー
カ
ー

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

知
覚
機
能
の
拡
大

後
退

時
後

方
視

界
情

報
提

供
装

置
情
報
提
供

バ
ッ
ク
カ
メ
ラ

【
凡
例
】

バ
ス

：
政
令
大
型
乗
用
車

or
 大
型
乗
用
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
含
む
）

中
型
貨
物
車
：
Ｇ
Ｖ
Ｗ
３
．
５
ト
ン
～
Ｇ
Ｖ
Ｗ
８
ト
ン
の
貨
物
車

小
型
貨
物
車
：
Ｇ
Ｖ
Ｗ
３
．
５
ト
ン
未
満
の
貨
物
車

軽
貨
物
車

：
軽
自
動
車
の
貨
物
車

普
通
乗
用
車
：
普
通
乗
用
車
（
い
わ
ゆ
る
３
ナ
ン
バ
ー
及
び
５
ナ
ン
バ
ー
）

軽
乗
用
車

：
軽
自
動
車
の
乗
用
車

●
：
標
準
設
定
又
は
メ
ー
カ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
の
設
定
の
あ
る
も
の

◇
：
メ
ー
カ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
設
定
が
無
い
が
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
の
設
定
の
あ
る
も
の

資
料
2
-
4
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2
／
1
5

バ
ス

中
型
貨
物
車

(
3
.
5
t
～
8
t
)
小
型
貨
物
車

(
 
 
～
3
.
5
t
)

軽
貨
物
車

普
通
乗
用
車

軽
乗
用
車

車
種
区
分

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

メ
ー
カ
ー

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

4
ス
ズ
キ
（
株
）

・
全
方
位
モ
ニ
タ
ー

 
●

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

・
フ
ロ
ン
ト
＆
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

 
●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
サ
イ
ド
ブ
ラ
イ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー

・
ア
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー

●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
マ
ル
チ
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

（
フ
ロ
ン
ト
カ
メ
ラ
／
サ
イ
ド
カ
メ
ラ
（
左
右
）
／
リ
ア
カ
メ
ラ
）

・
Ｌ
ａ
ｎ
ｅ
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

・
フ
ロ
ン
ト
モ
ニ
タ
ー

●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

・
マ
ル
チ
ア
ラ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
（
バ
ー
ド
ア
イ
ビ
ュ
ー
機
能
付
）

●
●

5

ス
ズ
キ
（
株
）

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
フ
ロ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
リ
ヤ
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
パ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
サ
ー

・
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
［
後
退
時
左
右
確
認
サ
ポ
ー
ト
機
能
・
自
動
俯
瞰
機
能
付
］

・
セ
レ
ク
ト
ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
（
自
動
俯
瞰
・
後
退
時
左
右
確
認
サ
ポ
ー
ト
機
能
付
）

・
全
方
位
モ
ニ
タ
ー
［
Ｍ
Ｏ
Ｄ
（
移
動
物
検
知
）
機
能
付
］

◇
●

●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
バ
ッ
ク
ソ
ナ
ー

◇
◇

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
ソ
ナ
ー

・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
ソ
ナ
ー
（
ス
テ
ア
リ
ン
グ
感
応
式
）

・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
ソ
ナ
ー
＆
バ
ッ
ク
ソ
ナ
ー

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー

●
●

●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
フ
ロ
ン
ト
コ
ー
ナ
セ
ン
サ
ー

・
リ
ヤ
コ
ー
ナ
セ
ン
サ
ー

・
バ
ッ
ク
ソ
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
ア
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー
（
Ｍ
Ｏ
Ｄ
（
移
動
物
　
検
知
）
機
能
付
）

◇
◇

●
◇

富
士
重
工
業
（
株
）

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ

・
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー
フ
ロ
ン
ト

・
ボ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー
リ
ア

◇
◇

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
フ
ロ
ン
ト
セ
ン
サ
ー

・
リ
ア
セ
ン
サ
ー

◇
◇

(
ﾘ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
)

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
パ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
サ
ー

◇
◇

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

・
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー

・
パ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
サ

◇
◇

◇

6
ス
ズ
キ
（
株
）

・
フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

・
全
方
位
モ
ニ
タ
ー

◇
●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ー
ナ
ー
モ
ニ
タ
ー

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ー
ナ
ー
モ
ニ
タ
ー
（
フ
ロ
ン
ト
直
下
モ
ニ
タ
ー
付
）

●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
ア
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー
（
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
機
能
付
き
）

●
富
士
重
工
業
（
株
）

フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

◇
マ
ツ
ダ
（
株
）

フ
ロ
ン
ト
ブ
ラ
イ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー

◇

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
マ
ル
チ
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

（
フ
ロ
ン
ト
カ
メ
ラ
／
サ
イ
ド
カ
メ
ラ
（
左
右
）
／
リ
ア
カ
メ
ラ
）

●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
ノ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

・
フ
ロ
ン
ト
ビ
ュ
ー
カ
メ
ラ

・
マ
ル
チ
ア
ラ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
（
バ
ー
ド
ア
イ
ビ
ュ
ー
機
能
付
）

●
●

7
夜

間
前

方
視

界
情

報
提

供
装

置
暗
視
カ
メ
ラ

知
覚
機
能
の
拡
大

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

ナ
イ
ト
ビ
ュ
ー

●
8

夜
間

前
方

歩
行

者
注

意
換

気
装

置
暗
視
カ
メ
ラ

知
覚
機
能
の
拡
大

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

ナ
イ
ト
ビ
ュ
ー
（
歩
行
者
検
知
機
能
付
）

●
9

カ
ー

ブ
進

入
速

度
注

意
喚

起
装

置
カ
ー
ブ
警
報

注
意
喚
起

本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
（
カ
ー
ブ
警
告
）

●
●

1
0

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
タ
イ
ヤ
空
気
圧
ウ
ォ
ー
ニ
ン
グ

・
タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報
シ
ス
テ
ム

●

日
産
自
動
車
（
株
）

タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報
シ
ス
テ
ム

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報
シ
ス
テ
ム

●
三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報
シ
ス
テ
ム

●

周
辺
ソ
ナ
ー

注
意
喚
起

交
差

点
左

右
視

界
情

報
提

供
装

置
フ
ロ
ン
ト
ノ
ー
ズ
カ
メ
ラ

情
報
提
供

サ
イ
ド
カ
メ
ラ

車
両

周
辺

障
害

物
注

意
喚

起
装

置

情
報
提
供

車
両

周
辺

視
界

情
報

提
供

装
置

タ
イ

ヤ
空

気
圧

注
意

喚
起

装
置

タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報

注
意
喚
起
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3
／
1
5

バ
ス

中
型
貨
物
車

(
3
.
5
t
～
8
t
)
小
型
貨
物
車

(
 
 
～
3
.
5
t
)

軽
貨
物
車

普
通
乗
用
車

軽
乗
用
車

車
種
区
分

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

メ
ー
カ
ー

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

1
1

ス
ズ
キ
（
株
）

ふ
ら
つ
き
検
知
機
能

●
●

日
産
自
動
車
（
株
）

ふ
ら
つ
き
警
報

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
（
ふ
ら
つ
き
警
告
）

●
●

マ
ツ
ダ

・
ド
ラ
イ
バ
ー
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
ア
ラ
ー
ト
(
D
A
A
)

・
ふ
ら
つ
き
警
報

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
ふ
ら
つ
き
警
報
機
能
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
ふ
ら
つ
き
警
報
機
能
）

●

1
2

ス
ズ
キ
（
株
）

・
デ
ュ
ア
ル
カ
メ
ラ
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト
（
前
方
衝
突
警
報
機
能
）

●
●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
衝
突
警
報
機
能
）

●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
前
方
車
両
接
近
警
報

・
P
F
C
W
（
前
方
衝
突
予
測
警
報
）

●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
車
間
距
離
警
報
機
能
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
車
間
距
離
警
報
機
能
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
（
低
速
域
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
＆
衝
突
警
報
機
能
（
対
車
両
・
対
歩
行

者
）
）

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
（
Ｃ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）

●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
Ｆ
Ｃ
Ｗ
（
前
方
車
両
接
近
警
報
）

・
低
車
速
域
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
(
F
C
M
-
C
i
t
y
)

●
●

1
3

ス
ズ
キ
（
株
）

・
車
線
逸
脱
警
報
機
能

・
Ｌ
Ｄ
Ｗ
（
車
線
逸
脱
警
報
）

●
●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
車
線
逸
脱
警
報
機
能
）

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
レ
ー
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

・
レ
ー
ン
キ
ー
ピ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
（
Ｌ
Ｋ
Ａ
）

●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
車
線
逸
脱
防
止
支
援
シ
ス
テ
ム

・
車
線
逸
脱
警
報

●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
車
線
逸
脱
警
報
機
能
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
車
線
逸
脱
警
報
機
能
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
車
線
逸
脱
警
報
機
能
）

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｓ
（
車
線
維
持
支
援
シ
ス
テ
ム
）
（
車
線
逸
脱
警
報
機
能
）

●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
レ
ー
ン
デ
パ
ー
チ
ャ
ー
ワ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｄ
Ｗ
Ｓ
）

・
車
線
逸
脱
警
報

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
Ｌ
Ｄ
Ｗ
（
車
線
逸
脱
警
報
シ
ス
テ
ム
）

・
レ
ー
ン
ア
シ
ス
ト

●
◇

1
4

被
追

突
防

止
警

報
・

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

制
御

装
置

被
追
突
警
報
付
ア
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト

警
報
、
そ
の
他

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

後
方
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

●

1
5

ス
ズ
キ
（
株
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

・
デ
ュ
ア
ル
カ
メ
ラ
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト

●
●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
）

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
方
式
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
方
式
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
方
式
）

●
●

日
産
自
動
車
（
株
）

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト

・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ブ
レ
ー
キ

●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ー
キ
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ー
キ
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
Ⅱ
（
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
＆
衝
突
警
報
機
能
（
対
車
両
・
対
歩
行

者
）
）

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
（
Ｃ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）

●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
マ
ツ
ダ
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

・
ス
マ
ー
ト
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

・
デ
ュ
ア
ル
カ
メ
ラ
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｃ
Ｍ
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト

●

1
6

ス
ズ
キ
（
株
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
ブ
レ
ー
キ
制
御
付
）

●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ａ
Ｃ
Ｃ
（
ア
ダ
ブ
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

●
マ
ツ
ダ
（
株
）

・
マ
ツ
ダ
レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
(
M
R
C
C
)

●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

●

警
報

事
故
回
避
支
援
制
御

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

警
報

注
意
喚
起

ふ
ら
つ
き
警
報

ふ
ら

つ
き

注
意

喚
起

装
置

警
報

車
間
距
離
警
報

車
間

距
離

警
報

装
置

前
方

障
害

物
衝

突
被

害
軽

減
制

動
制

御
装

置

車
線

逸
脱

警
報

装
置

車
線
逸
脱
警
報

定
速

走
行

・
車

間
距

離
制

御
装

置
高
速
Ａ
Ｃ
Ｃ

注
意
喚
起

運
転
負
荷
軽
減
制
御
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4
／
1
5

バ
ス

中
型
貨
物
車

(
3
.
5
t
～
8
t
)
小
型
貨
物
車

(
 
 
～
3
.
5
t
)

軽
貨
物
車

普
通
乗
用
車

軽
乗
用
車

車
種
区
分

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

メ
ー
カ
ー

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

1
7

低
速

度
域

車
間

距
離

制
御

装
置

低
速
Ａ
Ｃ
Ｃ

注
意
喚
起

運
転
負
荷
軽
減
制
御

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

低
速
追
従
モ
ー
ド
（
レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
低
速
追
従
モ
ー
ド
付
）
）

●

1
8

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

レ
ー
ダ
ー
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
全
車
速
追
従
機
能
付
）

●
日
産
自
動
車
（
株
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
全
車
速
追
従
機
能
付
）

●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
全
車
速
追
従
機
能
付
き
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
全
車
速
追
従
機
能
付
き
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

●

1
9

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

レ
ー
ン
キ
ー
ピ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
（
Ｌ
Ｋ
Ａ
）

●
富
士
重
工
業
（
株
）

Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ー
ン
キ
ー
プ
）

●
マ
ツ
ダ
 
(
株
)

レ
ー
ン
キ
ー
プ
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
(
L
A
S
)

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｓ
（
車
線
維
持
支
援
シ
ス
テ
ム
）

●
2
0

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト

（
駐
車
空
間
認
識
機
能
＆
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
機
能
付
）

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
（
バ
ッ
ク
ガ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
機
能
付
）

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
（
超
音
波
セ
ン
サ
付
）

●

日
産
自
動
車
（
株
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

ス
マ
ー
ト
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

●
2
1

カ
ー

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
連

動
シ

フ
ト

制
御

装
置

ナ
ビ
協
調
シ
フ
ト

運
転
負
荷
軽
減
制
御

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ａ
Ｉ
－
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

●

2
2

ス
ズ
キ
（
株
）

プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
緊
急
ブ
レ
ー
キ
連
動
方
式
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
方
式
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
方
式
）

・
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
方
式
）

 
●

●

日
産
自
動
車
（
株
）

前
席
緊
急
ブ
レ
ー
キ
感
応
型
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｅ
－
プ
リ
テ
ン
シ
ョ
ナ
ー

　
●
　

マ
ツ
ダ
（
株
）

マ
ツ
ダ
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

　
●
　

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

フ
ロ
ン
ト
緊
急
ブ
レ
ー
キ
感
応
型
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

●
2
3

ス
ズ
キ
（
株
）

・
Ｅ
Ｓ
Ｐ

・
Ｖ
Ｄ
Ｃ
（
ビ
ー
ク
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

・
横
滑
り
防
止
装
置

●
●

●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

Ｖ
Ｓ
Ｃ

●
●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
Ｖ
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
－
Ｖ
Ｓ
Ｃ
、
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ｍ
、
Ｖ
Ｓ
Ｃ
＆
Ｔ
Ｒ
Ｃ

・
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ｍ
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ア
リ
ン
グ
統
合
制
御
付
）

●
●

日
産
自
動
車
（
株
）

Ｖ
Ｄ
Ｃ
、
Ｖ
Ｄ
Ｃ
－
Ｒ

●
　
●
　

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

Ｖ
Ｄ
Ｃ
（
ビ
ー
ク
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｖ
Ｓ
Ａ
（
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
）

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
＆
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）

●
●

2
4

車
輪

ス
リ

ッ
プ

時
制

動
力

・
駆

動
力

制
御

装
置

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
付
Ａ
Ｂ

Ｓ
運
動
性
能
向
上
制
御

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
Ｔ
Ｒ
Ｃ
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
モ
ー
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ

・
Ｅ
Ｂ
Ｄ
（
電
子
制
動
力
配
分
制
御
）
付
Ａ
Ｂ
Ｓ

●

日
産
自
動
車
（
株
）

Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
Ｔ
Ｃ
Ｓ

●
　
●
　

　
●
　

●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
Ｂ
Ｄ
付
４
セ
ン
サ
ー
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
Ｖ
Ｄ
Ｃ

・
４
セ
ン
サ
ー
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
Ｅ
Ｂ
Ｄ
付
）
＆
Ｖ
Ｄ
Ｃ

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

Ｖ
Ｓ
Ａ
（
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
）

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
Ｔ
Ｃ
Ｓ

・
４
Ｗ
－
Ａ
Ｂ
Ｓ
＋
Ｅ
Ｂ
Ｄ
＋
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト

●
●

2
5

カ
ー

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
連

携
一

時
停

止
注

意
喚

起
・

ブ
レ

ー
キ

ア
シ

ス
ト

装
置

ナ
ビ
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト

注
意
喚
起

運
動
性
能
向
上
制
御

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
ナ
ビ
ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト

・
ナ
ビ
協
調
制
御

●

2
6

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
（
Ｂ
Ｓ
Ｍ
）

●
日
産
自
動
車
（
株
）

B
S
I
（
後
側
方
衝
突
防
止
支
援
シ
ス
テ
ム
）
、
B
S
W
（
後
側
方
車
両
検
知
警
報
）

●
富
士
重
工
業
（
株
）

ス
バ
ル
リ
ヤ
ビ
ー
ク
ル
デ
ィ
テ
ク
シ
ョ
ン

●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

・
Ｌ
ａ
ｎ
ｅ
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
(
B
S
M
)

●

後
側

方
接

近
車

両
注

意
喚

起
装

置
リ
ヤ
ビ
ー
ク
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
注
意
喚
起

注
意
喚
起

運
転
負
荷
軽
減
制
御

全
車
速
Ａ
Ｃ
Ｃ

運
動
性
能
向
上
制
御

パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト

Ｅ
Ｓ
Ｃ

車
両

横
滑

り
時

制
動

力
・

駆
動

力
制

御
装

置

情
報
提
供

運
転
負
荷
軽
減
制
御

車
線

維
持

支
援

制
御

装
置

後
退

時
駐

車
支

援
制

御
装

置

全
車

速
域

定
速

走
行

・
車

間
距

離
制

御
装

置

警
報

運
転
負
荷
軽
減
制
御

レ
ー
ン
キ
ー
プ
ア
シ
ス
ト

緊
急

制
動

時
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
巻

き
取

り
制

御
装

置
急
ブ
レ
ー
キ
連
動
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

そ
の
他
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5
／
1
5

バ
ス

中
型
貨
物
車

(
3
.
5
t
～
8
t
)
小
型
貨
物
車

(
 
 
～
3
.
5
t
)

軽
貨
物
車

普
通
乗
用
車

軽
乗
用
車

車
種
区
分

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

メ
ー
カ
ー

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

2
7

ス
ズ
キ
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル

●
●

●
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル

●
●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

緊
急
ブ
レ
ー
キ
シ
グ
ナ
ル

●
●

日
産
自
動
車
（
株
）

E
S
S
（
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル
）

　
●
　

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル

・
緊
急
ブ
レ
ー
キ
シ
グ
ナ
ル

●
●

本
田
技
研
工
業
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
シ
グ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

●
三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ス
ト
ッ
プ
シ
グ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム

●
●

2
8

ス
ズ
キ
（
株
）

・
レ
ー
ダ
ー
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト

・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ブ
レ
ー
キ

●
●

●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
（
低
速
域
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
）

●
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト

●
日
産
自
動
車
（
株
）

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
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レ
ー
キ

　
●
　

●
富
士
重
工
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（
株
）

ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
（
低
速
域
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
機
能
）

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

シ
テ
ィ
ブ
レ
ー
キ
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）

・
レ
ー
ダ
ー
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

低
車
速
域
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
(
F
C
M
-
C
i
t
y
)

●
●

2
9

ス
ズ
キ
（
株
）

・
誤
発
進
抑
制
機
能

・
踏
み
間
違
い
衝
突
防
止
ア
シ
ス
ト

●
●

●

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
（
誤
発
進
抑
制
制
御
機
能
）

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
ソ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト

●
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日
産
自
動
車
（
株
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み
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違
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衝
突
防
止
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シ
ス
ト
（
駐
車
枠
検
知
機
能
付
）

　
●
　

●
●

富
士
重
工
業
（
株
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
2
（
Ａ
Ｔ
誤
発
進
抑
制
制
御
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
Ａ
Ｔ
誤
発
進
抑
制
制
御
）

・
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 
v
e
r
.
3
（
Ａ
Ｔ
誤
後
進
抑
制
制
御
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・
ス
マ
ー
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ア
シ
ス
ト
（
誤
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進
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制
御
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能
）
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誤
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能
）

・
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マ
ー
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方
誤
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進
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能
）

●
●

本
田
技
研
工
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（
株
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シ
テ
ィ
ブ
レ
ー
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ク
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シ
ス
テ
ム
（
誤
発
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抑
制
機
能
）
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衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
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誤
発
進

抑
制
機
能
）

●
●

マ
ツ
ダ
（
株
）

・
Ａ
Ｔ
誤
発
進
抑
制
制
御
[
前
進
時
]

・
Ａ
Ｔ
誤
発
進
抑
制
制
御
[
後
退
時
]

・
誤
発
進
抑
制
機
能

●
●

三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

誤
発
進
抑
制
機
能

●
●

3
0

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
Ａ
Ｈ
Ｂ
）

（
●
）

日
産
自
動
車
（
株
）

ハ
イ
ビ
ー
ム
ア
シ
ス
ト

●
富
士
重
工
業
（
株
）

ハ
イ
ビ
ー
ム
ア
シ
ス
ト

●
本
田
技
研
工
業
（
株
）

ハ
イ
ビ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

●
マ
ツ
ダ
（
株
）

ハ
イ
ビ
ー
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）

●
三
菱
自
動
車
工
業
（
株
）

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ハ
イ
ビ
ー
ム

●

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ハ
イ
ビ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｈ
Ｓ
）

●

富
士
重
工
業
（
株
）

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ビ
ー
ム

●
マ
ツ
ダ

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
(
A
L
H
)

●

ペ
ダ

ル
踏

み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置
－

自
動

切
替

型
前

照
灯

低
速

度
域

前
方

障
害

物
衝

突
被

害
軽

減
制

動
制

御
装

置
事
故
回
避
支
援
制
御

警
報

事
故
回
避
支
援
制
御

低
速
域
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

ハ
イ
ビ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

知
覚
機
能
の
拡
大

Ｅ
Ｓ
Ｓ

注
意
喚
起

緊
急

制
動

表
示

装
置

自
動

防
眩

型
前

照
灯

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
・
シ
ス

テ
ム

知
覚
機
能
の
拡
大

3
1
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携
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装
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方
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被

害
軽
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動
制

御
装

置

ペ
ダ

ル
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み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置

自
動

防
眩

型
前

照
灯

ワ
ゴ

ン
Ｒ

(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

ス
ペ

ー
シ

ア
○

○
○

○
○

○
○

ハ
ス

ラ
ー

(
◎

)
(
◎

)
(
◎

)
(
◎

)

ラ
パ

ン
◎

◎
◎

◎

ア
ル

ト
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

Ｍ
Ｒ

ワ
ゴ

ン

ジ
ム

ニ
ー

エ
ブ

リ
ィ

ワ
ゴ

ン
◎

◎
◎

◎

ス
イ

フ
ト

◎

ソ
リ

オ
○

○
○

○
◎

○
○

ジ
ム

ニ
ー

シ
エ

ラ
◎

エ
ス

ク
ー

ド
◎

Ｓ
Ｘ

４
　

Ｓ
－

Ｃ
Ｒ

Ｏ
Ｓ

Ｓ
◎

キ
ザ

シ
○

○
○

◎

ラ
ン

デ
ィ

(
○

)
(
◎

)
◎

(
◎

)
(
○

)

コ
ペ

ン
◎

◎

ウ
ェ

イ
ク

◎
◎

（
◎

）
（

◎
）

キ
ャ

ス
ト

ア
ク

テ
ィ

バ
／

キ
ャ

ス
ト

ス
タ

イ
ル

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
◎

◎
（

◎
）

（
◎

）

ム
ー

ヴ
／

　
ム

ー
ブ

カ
ス

タ
ム

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
◎

◎
（

◎
）

（
◎

）

ム
ー

ヴ
コ

ン
テ

／
ム

ー
ブ

コ
ン

テ
カ

ス
タ

ム

タ
ン

ト
／

　
タ

ン
ト

カ
ス

タ
ム

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
◎

◎
（

◎
）

（
◎

）

ミ
ラ

ミ
ラ

コ
コ

ア
◎

ミ
ラ

イ
ー

ス
(
◎

)
◎

（
◎

）
（

◎
）

ア
ト

レ
ー

ワ
ゴ

ン

ビ
ー

ゴ
◎

ブ
ー

ン
◎

◎

メ
ビ

ウ
ス

（
○

）
◎

◎

ア
ル

テ
ィ

ス
◎

◎

乗
用
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
主
な
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
の
搭
載
車
種
一
覧

Ａ
Ｓ
Ｖ
個
別
技
術
の
共
通
名
称
（
優
先
的
に
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
）

【
凡
例
】
　

◎
標

準
装

備
、

（
◎

）
一

部
車

種
に

標
準

装
備

、
○

オ
プ

シ
ョ

ン
、

（
○

）
一

部
車

種
に

オ
プ

シ
ョ

ン
　

　
　

(
注

１
）

掲
載

す
る

車
名

は
、

当
該

時
点

に
お

い
て

国
内

で
販

売
さ

れ
た

乗
用

車
全

て
を

記
載

し
た

も
の

で
あ

る
。

備
　

考
メ

ー
カ

ー
車

名
(
注

１
）

ス
ズ

キ
（

株
）

ダ
イ

ハ
ツ

工
業

（
株

）
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（
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先
的
に
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を
図
る
こ
と
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
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）

【
凡
例
】
　

◎
標

準
装

備
、

（
◎

）
一

部
車

種
に

標
準

装
備

、
○

オ
プ

シ
ョ

ン
、

（
○

）
一

部
車

種
に

オ
プ

シ
ョ

ン
　

　
　

(
注

１
）

掲
載

す
る

車
名

は
、

当
該

時
点

に
お

い
て

国
内

で
販

売
さ

れ
た
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用

車
全

て
を

記
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で
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。
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０
０
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０
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０
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－
Ｚ

(
○

)
◎

グ
レ

イ
ス

(
○

)
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

ジ
ェ

イ
ド

○
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
◎

◎
(
◎

)
(
○

)

シ
ャ

ト
ル

(
○

)
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

ス
テ

ッ
プ

ワ
ゴ

ン
(
○

)
○

○
○

○
○

○
◎

◎
○

ス
テ

ッ
プ

ワ
ゴ

ン
 
S
P
A
D
A

◎
○

○
○

○
○

○
○

◎
◎

○

ヴ
ェ

ゼ
ル

○
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

ヴ
ェ

ゼ
ル

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

○
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

フ
ィ

ッ
ト

(
○

)
◎

◎
(
○

)
(
○

)

フ
ィ

ッ
ト

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

(
○

)
◎

◎
(
○

)
(
○

)

フ
リ

ー
ド

◎

フ
リ

ー
ド

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

◎

レ
ジ

ェ
ン

ド
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

バ
モ

ス

Ｎ
－

Ｏ
Ｎ

Ｅ
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

Ｎ
－

Ｂ
Ｏ

Ｘ
◎

◎
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

Ｎ
－

Ｂ
Ｏ

Ｘ
 
＋

◎
◎

(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

Ｎ
－

Ｂ
Ｏ

Ｘ
　

Ｓ
Ｌ

Ａ
Ｓ

Ｈ
◎

◎
(
◎

)
(
◎

)

Ｎ
－

Ｗ
Ｇ

Ｎ
◎

◎
○

○

Ｓ
６

６
０

◎
◎

○
○

Ｍ
Ｐ

Ｖ
○

◎

プ
レ

マ
シ

ー
◎

ア
テ

ン
ザ

(
◎

)
(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
◎

(
◎

)
(
○

)
◎

◎
◎

(
◎

)

ア
ク

セ
ラ

 
(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
◎

)
◎

(
◎

)
(
○

)
◎

(
◎

)
(
◎

)

デ
ミ

オ
(
〇

)
◎

(
◎

)
(
○

)
◎

(
◎

)
(
◎

)

ロ
ー

ド
ス

タ
ー

(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
〇

)
◎

(
◎

)
(
○

)
◎

ビ
ア

ン
テ

◎

Ｃ
Ｘ

－
5

(
◎

)
(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
◎

◎
◎

◎
◎

(
◎

)

Ｃ
Ｘ

－
3

(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
〇

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
◎

(
◎

)
(
○

)
◎

◎
◎

キ
ャ

ロ
ル

◎
◎

(
◎

)
(
◎

)

ス
ク

ラ
ム

ワ
ゴ

ン
◎

◎
◎

◎

フ
レ

ア
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)
(
◎

)
(
○

)

フ
レ

ア
ワ

ゴ
ン

◎
◎

◎
◎

◎

フ
レ

ア
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

◎
◎

◎
◎

◎

本
田

技
研

工
業

（
株

）

マ
ツ

ダ
（

株
）
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1
1
／

1
5

★
2
0
1
5
年
9
月
末
現
在

配
光

可
変

型
前

照
灯

夜
間

前
方

視
界

情
報

提
供

装
置

夜
間

前
方

歩
行

者
注

意
喚

起
装

置

ふ
ら

つ
き

注
意

喚
起

装
置

車
間

距
離

警
報

装
置

車
線

逸
脱

警
報

装
置

前
方

障
害

物
衝

突
被

害
軽

減
制

動
制

御
装

置

定
速

走
行

・
車

間
距

離
制

御
装

置

低
速

度
域

車
間

距
離

制
御

装
置

全
車

速
域

定
速

走
行

・
車

間
距

離
制

御
装

置

車
線

維
持

支
援

制
御

装
置

後
退

時
駐

車
支

援
制

御
装

置

緊
急

制
動

時
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
巻

き
取

り
制

御
装

置

車
両

横
滑

り
時

制
動

力
・

駆
動

力
制

御
装

置

カ
ー

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
連

携
ブ

レ
ー

キ
ア

シ
ス

ト
装

置

後
側

方
接

近
車

両
注

意
喚

起
装

置

緊
急

制
動

表
示

装
置

低
速

度
域

前
方

障
害

物
衝

突
被

害
軽

減
制

動
制

御
装

置

ペ
ダ

ル
踏

み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置

自
動

防
眩

型
前

照
灯

Ａ
Ｓ
Ｖ
個
別
技
術
の
共
通
名
称
（
優
先
的
に
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
）

【
凡
例
】
　

◎
標

準
装

備
、

（
◎

）
一

部
車

種
に

標
準

装
備

、
○

オ
プ

シ
ョ

ン
、

（
○

）
一

部
車

種
に

オ
プ

シ
ョ

ン
　

　
　

(
注

１
）

掲
載

す
る

車
名

は
、

当
該

時
点

に
お

い
て

国
内

で
販

売
さ

れ
た

乗
用

車
全

て
を

記
載

し
た

も
の

で
あ

る
。

備
　

考
メ

ー
カ

ー
車

名
(
注

１
）

パ
ジ

ェ
ロ

◎

ア
ウ

ト
ラ

ン
ダ

ー
（

◎
）

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
◎

◎

ア
ウ

ト
ラ

ン
ダ

ー
P
H
E
V

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
（

◎
）

◎
◎

(
○

)

デ
リ

カ
　

Ｄ
：

５
◎

◎
◎

デ
リ

カ
　

Ｄ
：

３
◎

デ
リ

カ
　

Ｄ
：

２
（

◎
）

◎
（

◎
）

（
◎

）

R
V
R

◎
◎

ミ
ラ

ー
ジ

ュ
◎

◎

ラ
ン

サ
ー

エ
ボ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

 
フ

ァ
イ

ナ
ル

エ
デ

ィ
シ

ョ
ン

◎
◎

プ
ラ

ウ
デ

ィ
ア

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
（

◎
）

（
◎

）
◎

デ
ィ

グ
ニ

テ
ィ

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

ア
イ

M
i
E
V

◎

タ
ウ

ン
ボ

ッ
ク

ス
◎

◎
◎

◎
◎

e
k
ワ

ゴ
ン

/
e
k
カ

ス
タ

ム
（
◎
）

（
◎
）

◎
（
◎
）

（
◎
）

e
k
ス

ペ
ー

ス
（
◎
）

（
◎
）

◎
（
◎
）

（
◎
）

e
k
ス

ペ
ー

ス
カ

ス
タ

ム
（
◎
）

◎
◎

（
◎
）

（
◎
）

三
菱

自
動

車
工

業
（

株
）
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1
2
 
/
 
1
5

二
輪
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
実
用
化
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
の
一
覧

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
共
通
名
称
と
各
社
の
名
称
、
適
用
さ
れ
た
車
種
区
分
）

小
型
二
輪
車

軽
二
輪
車

原
付
二
輪

原
付
自
転
車

1
高

輝
度

前
照

灯
Ｈ

Ｉ
Ｄ

・
Ｌ

Ｅ
Ｄ

知
覚

機
能

の
拡

大
本

田
技

研
工

業
（

株
）

・
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ド
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

●
●

●

ヤ
マ

ハ
発

動
機

（
株

）
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

●

2
川

崎
重

工
業

（
株

）
Ａ
Ｂ
Ｓ

●
●

ス
ズ

キ
（

株
）

Ａ
Ｂ
Ｓ

●

本
田

技
研

工
業

（
株

）
Ａ
Ｂ
Ｓ

●
●

ヤ
マ

ハ
発

動
機

（
株

）
Ａ
Ｂ
Ｓ

●
●

3
前

後
輪

連
動

制
動

制
御

装
置

コ
ン

ビ
ブ

レ
ー

キ
運

動
性

能
向

上
制

御
本

田
技

研
工

業
（

株
）

コ
ン
ビ
ブ
レ
ー
キ

●
●

●
●

ヤ
マ

ハ
発

動
機

（
株

）
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム

●

4
本

田
技

研
工

業
（

株
）

コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ
Ｂ
Ｓ

●
●

ヤ
マ

ハ
発

動
機

（
株

）
Ａ
Ｂ
Ｓ
＆
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム

●

5
二

輪
車

用
エ

ア
バ

ッ
グ

エ
ア

バ
ッ

グ
そ

の
他

本
田

技
研

工
業

（
株

）
エ
ア
バ
ッ
グ

●

6
高

輝
度

霧
灯

Ｌ
Ｅ

Ｄ
知

覚
機

能
の

拡
大

本
田

技
研

工
業

（
株

）
フ
ォ
グ
ラ
イ
ト

●

車
輪

ロ
ッ

ク
防

止
・

前
後

輪
連

動
制

動
制

御
装

置
Ａ

Ｂ
Ｓ

付
コ

ン
ビ

ブ
レ

ー
キ

車
種
区
分

各
社
の
名
称

メ
ー
カ
ー

運
動

性
能

向
上

制
御

★
2
0
1
5
年

9
月

末
現

在
　
　
※
「
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
共
通
名
称
」
の
部
分
が
網
掛
け
さ
れ
た
項
目
は
、
優
先
的
に
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

車
輪

ロ
ッ

ク
防

止
制

動
制

御
装

置
Ａ

Ｂ
Ｓ

運
動

性
能

向
上

制
御

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

（
通
称
名
）

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

【
凡
例
】

小
型
二
輪
車
：
排
気
量
２
５
１
ｃ
ｃ
以
上
の
自
動
二
輪
車

軽
二
輪
車

：
排
気
量
１
２
６
ｃ
ｃ
～
２
５
０
ｃ
ｃ
の
自
動
二
輪
車

原
付
二
輪

：
排
気
量
５
１
ｃ
ｃ
～
１
２
５
ｃ
ｃ
の
自
動
二
輪
車

原
付
自
転
車
：
排
気
量
５
０
ｃ
ｃ
又
は
定
格
出
力
0
.6
kw
以
下

の
い
わ
ゆ
る
原
付
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★2015年9月末現在

前後輪連動制動制御装置
車輪ロック防止・前後輪

連動制動制御装置
二輪車用エアバッグ

本田技研工業（株） ゴールドウィング ◎ (◎)

ゴールドウィング F6B ◎

ゴールドウィング F6C ABSのみ◎

CTX1300 ◎

VT1300CX (◎)

CB1300 SUPER FOUR (◎)

CB1300 SUPER BOL D'OR (◎)

VFR1200F ◎

VFR1200X ◎

VFR800F ◎

CB1100 (◎)

CB1100EX (◎)

CB1100 BLACK STYLE (◎)

CBR1000RR (◎)

CBR600RR (◎)

CBR650F ◎ ABSのみ◎

CB650F ◎ ABSのみ◎

NC750S ABSのみ◎

NC750X ABSのみ◎

インテグラ ABSのみ◎700ccから750ccに排気量アップ

NM4-01 ABSのみ◎

NM4-02 ABSのみ◎

CTX700 ABSのみ◎

CTX700N ABSのみ◎

シルバーウィングGT ＜600＞ ◎ (◎)

シルバーウィングGT＜400＞ ◎ (◎)

CB400 SUPER FOUR (◎)

CB400 SUPER BOL D'OR (◎)

CBR400R ABSのみ（◎）

CB400F ABSのみ（◎）

400X ABSのみ（◎）

CBR250R (◎)

CB250F (◎)

フォルツァ Z ABS ◎ (◎)

フォルツァ Si ◎ (◎)

フェイズ ◎ (◎)

PCX150 ◎

PCX ◎

Sh mode ◎

リード125 ◎

リード・EX ◎

ズーマーX ◎

Dio110 ◎

ベンリィ 110 ◎

ベンリィ ◎

Dunk ◎

トゥデイ ◎

ディオ ◎

ディオ チェスタ ◎

ジョルノ ◎

タクト ◎

VMAX ABSのみ◎

XP500A TMAX ABSのみ◎

FJR1300A ◎

FJR1300AS ◎

XVS950CU BOLT(A) ABSのみ◎

XVS950CU BOLT-R(A) ABSのみ◎

XVS950CU BOLT-C(A) ABSのみ◎

MT-09A ABSのみ◎

MT-09TRA ABSのみ◎

MT-07A ABSのみ◎

YZF-R3A ABSのみ◎

YZF-R25A ABSのみ◎

TRICITY MW125 ◎

TRICITY MW125A ◎

VULCAN S ABSのみ（◎）

Ninja 400 ABSのみ（◎）

Ninja 250 ABSのみ（◎）

Z250 ABSのみ◎

隼 ABSのみ◎

バンディット1250F ABSのみ◎

バンディット1250S ABSのみ◎

GSX-S1000 ABSのみ◎

GSX-S1000F ABSのみ◎

V-Strom1000 ABSのみ◎

GSR750 ABSのみ◎

V-Strom650 ABSのみ◎

V-Strom650XT ABSのみ◎

スカイウェイブ650LX ABSのみ◎

グラディウス400 ABSのみ◎

GSR400ABS ABSのみ◎

スカイウェイブ400タイプS ABSのみ◎

スカイウェイブ400リミテッド ABSのみ◎

スズキ（株）

二輪車メーカーによる主なＡＳＶ技術の搭載車種一覧

備　考メーカー 車名(注3）
ＡＳＶ個別技術の共通名称（優先的に普及促進を図ることにしたＡＳＶ技術）

【凡例】　◎標準装備、　（◎）一部車種に標準装備、　○オプション、　（○）一部車種にオプション
　　(注3）掲載する車名は、いずれかのASV技術を装着した二輪車のみである。

ヤマハ発動機（株）

川崎重工業（株）

<111>



1
4
 
/
 
1
5

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
実
用
化
Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
の
一
覧

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
共
通
名
称
と
各
社
の
名
称
、
適
用
さ
れ
た
車
種
区
分
）

 

バ
ス

大
型

貨
物

車
(
8
t
～

 
 
)

中
型

貨
物

車
(
3
.
5
t
～

8
t
)

小
型

貨
物

車
(
 
 
～

3
.
5
t
)

1
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

デ
ィ

ス
チ

ャ
ー

ジ
ヘ

ッ
ド

ラ
ン

プ
●

●
●

◇
日
野
自
動
車
（
株
）

デ
ィ

ス
チ

ャ
ー

ジ
ド

・
ヘ

ッ
ド

ラ
ン

プ
●

●
●

●
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

デ
ィ

ス
チ

ャ
ー

ジ
ド

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

●
●

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

デ
ィ

ス
チ

ャ
ー

ジ
ヘ

ッ
ド

ラ
ン

プ
●

●

2
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

・
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

・
バ

ッ
ク

ア
イ

カ
メ

ラ
＆

モ
ニ

タ
ー

●
●

●
◇

日
野
自
動
車
（
株
）

バ
ッ

ク
カ

メ
ラ

●
●

●
◇

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

・
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ビ
ジ

ョ
ン

・
バ

ッ
ク

ア
イ

カ
メ

ラ
＆

モ
ニ

タ
●

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

・
セ

イ
フ

テ
ィ

ビ
ジ

ョ
ン

・
バ

ッ
ク

ア
イ

カ
メ

ラ
＆

モ
ニ

タ
・

リ
ヤ

ビ
ュ

ー
モ

ニ
タ

ー
●

●

3
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

バ
ッ

ク
セ

ン
サ

ー
◇

◇
◇

日
野
自
動
車
（
株
）

近
接

セ
ン

サ
ー

◇
◇

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

ト
ラ

ッ
ク

ソ
ナ

ー
シ

ス
テ

ム
◇

◇

4
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

・
サ

イ
ド

ビ
ュ

ー
モ

ニ
タ

ー
・

左
方

視
界

カ
メ

ラ
&
モ

ニ
タ

ー
●

●
◇

日
野
自
動
車
（
株
）

左
後

側
方

補
助

カ
メ

ラ
●

●
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

セ
ー

フ
テ

ィ
ビ

ジ
ョ

ン
、

サ
イ

ド
ビ

ュ
ー

カ
メ

ラ
●

◇
◇

5
タ
イ
ヤ
空
気
圧
注
意
喚
起
装
置

タ
イ
ヤ
空
気
圧
警
報

注
意
喚
起

日
野
自
動
車
（
株
）

タ
イ

ヤ
空

気
圧

モ
ニ

タ
ー

●
6

い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

運
転

集
中

度
モ

ニ
タ

ー
・

ふ
ら

つ
き

警
報

●
●

日
野
自
動
車
（
株
）

ふ
ら

つ
き

警
報

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ｍ
Ｄ

Ａ
Ｓ

-
Ⅲ

（
運

転
注

意
力

モ
ニ

タ
ー

）
[
M
i
t
s
u
b
i
s
h
i
 
D
r
i
v
e
r
'
s
 
A
t
t
e
n
t
i
o
n
 
m
o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
S
y
s
t
e
m
]

●
●

7
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

・
ミ

リ
波

車
間

ウ
ォ

ー
ニ

ン
グ

・
車

間
距

離
警

報
装

置
●

●

日
野
自
動
車
（
株
）

ニ
ュ

ー
セ

ー
フ

テ
ィ

ア
イ

●
●

●
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

ウ
ォ

ー
ニ

ン
グ

（
車

間
距

離
警

報
装

置
）

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

・
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ア

イ
ブ

レ
ー

キ
・

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ア
イ

（
追

突
警

報
装

置
）

●

8
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

車
線

逸
脱

警
報

装
置

●
●

日
野
自
動
車
（
株
）

車
線

逸
脱

警
報

装
置

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ｍ
Ｄ

Ａ
Ｓ

-
Ⅲ

（
運

転
注

意
力

モ
ニ

タ
ー

）
[
M
i
t
s
u
b
i
s
h
i
 
D
r
i
v
e
r
'
s
 
A
t
t
e
n
t
i
o
n
 
m
o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
S
y
s
t
e
m
]

●
　
●
　

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

車
線

逸
脱

警
報

装
置

　
●
　

9
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

・
プ

リ
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ブ
レ

ー
キ

・
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
●

●

日
野
自
動
車
（
株
）

・
プ

リ
ク

ラ
ッ

シ
ュ

セ
ー

フ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
・

プ
リ

ク
ラ

ッ
シ

ュ
セ

ー
フ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

(
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
ニ

タ
ー

付
)

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ａ
Ｍ

Ｂ
（

A
c
t
i
v
e
 
M
i
t
i
g
a
t
i
o
n
 
B
r
a
k
e
）

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ア
イ

ブ
レ

ー
キ

●

1
0

い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

・
ミ

リ
波

車
間

ク
ル

ー
ズ

・
車

間
制

御
ク

ル
ー

ズ
●

●

日
野
自
動
車
（
株
）

ス
キ

ャ
ニ

ン
グ

ク
ル

ー
ズ

Ⅱ
●

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

車
間

距
離

保
持

機
能

付
オ

ー
ト

ク
ル

ー
ズ

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ア
イ

ブ
レ

ー
キ

(
車

間
自

動
制

御
シ

ス
テ

ム
あ

り
)

●
1
1

い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

Ｉ
Ｅ

Ｓ
Ｃ

 
(
I
S
U
Z
U
 
E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
 
S
t
a
b
i
l
i
t
y
 
C
o
n
t
r
o
l
)

●
●

●
日
野
自
動
車
（
株
）

Ｖ
Ｓ

Ｃ
（

V
e
h
i
c
l
e
 
S
t
a
b
i
l
i
t
y
 
C
o
n
t
r
o
l
）

●
●

●
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ｅ
Ｓ

Ｐ
（

E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
 
S
t
a
b
i
l
i
t
y
 
P
r
o
g
r
a
m
）

●
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

Ｕ
Ｄ

Ｓ
Ｃ

（
U
D
 
S
t
a
b
i
l
i
t
y
 
C
o
n
t
r
o
l
）

●
1
2

い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

Ａ
Ｓ

Ｒ
（

ア
ン

チ
・

ス
リ

ッ
プ

・
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

）
●

●
●

●

日
野
自
動
車
（
株
）

・
Ａ

Ｓ
Ｒ

・
Ｔ

Ｒ
Ｃ

●
●

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ａ
Ｓ

Ｒ
　

(
ア

ン
チ

・
ス

ピ
ン

・
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

）
●

●
●

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）
（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）

Ａ
Ｓ

Ｒ
（

ア
ン

チ
・

ス
リ

ッ
プ

・
レ

ギ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
）

●

1
3

い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）

エ
マ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

ス
ト

ッ
プ

シ
グ

ナ
ル

●

日
野
自
動
車
（
株
）

エ
マ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

ス
ト

ッ
プ

シ
グ

ナ
ル

●
●

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
株
）

Ｅ
Ｓ

Ｓ
（

緊
急

制
動

表
示

灯
）

●
●

車
両
横
滑
り
時
制
動
力
・
駆
動
力
制

御
装
置

ふ
ら
つ
き
注
意
喚
起
装
置

ふ
ら
つ
き
警
報

警
報

注
意
喚
起

Ｅ
Ｓ
Ｃ

運
動
性
能
向
上
制
御

車
間
距
離
警
報
装
置

車
間
距
離
警
報

前
方
障
害
物
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制

御
装
置

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

警
報

事
故
回
避
支
援
制
御

車
線
逸
脱
警
報
装
置

定
速
走
行
・
車
間
距
離
制
御
装
置

車
線
逸
脱
警
報

高
速
Ａ
Ｃ
Ｃ

緊
急
制
動
表
示
装
置

Ｅ
Ｓ
Ｓ

注
意
喚
起

車
種
区
分

高
輝
度
前
照
灯

知
覚
機
能
の
拡
大

Ｈ
Ｉ
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｖ
の
共
通
名
称

（
通
称
名
）

各
社
の
名
称

Ａ
Ｓ
Ｖ
機
能
区
分

メ
ー
カ
ー

車
輪
ス
リ
ッ
プ
時
制
動
力
・
駆
動
力

制
御
装
置

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

付
Ａ
Ｂ
Ｓ

運
動
性
能
向
上
制
御

警
報

注
意
喚
起

運
転
負
荷
軽
減
制
御

★
2
0
1
5
年

9
月

末
現

在
　

※
「

Ａ
Ｓ

Ｖ
の

共
通

名
称

」
の

部
分

が
網

掛
け

さ
れ

た
項

目
は

、
優

先
的

に
普

及
促

進
を

図
る

こ
と

に
し

た
Ａ

Ｓ
Ｖ

技
術

で
あ

る
こ

と
を

示
す

。

後
側
方
視
界
情
報
提
供
装
置

後
側
方
カ
メ
ラ

情
報
提
供

後
方
視
界
情
報
提
供
装
置

バ
ッ
ク
カ
メ
ラ

周
辺
ソ
ナ
ー

情
報
提
供

車
両
周
辺
障
害
物
情
報
提
供
装
置

情
報
提
供

【
凡
例
】

バ
ス

：
政
令
大
型
乗
用
車

or
 大
型
乗
用
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
含
む
）

大
型
貨
物
車
：
政
令
大
型
乗
用
車

or
 大
型
乗
用
車
（
Ｇ
Ｖ
Ｗ
８
ト
ン
以
上
の
貨
物
車
）

中
型
貨
物
車
：
Ｇ
Ｖ
Ｗ
３
．
５
ト
ン
～
Ｇ
Ｖ
Ｗ
８
ト
ン
の
貨
物
車

小
型
貨
物
車
：
Ｇ
Ｖ
Ｗ
３
．
５
ト
ン
未
満
の
貨
物
車

●
：
標
準
設
定
又
は
メ
ー
カ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
の
設
定
の
あ
る
も
の
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ヤ
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起
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ら
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○
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○
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○
）

（
大
型
ト
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主
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御
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し

ギ
ガ

○
（
◎
)
（
○
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◎
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（
○
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◎
)
（
○
）
※

（
○
）
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大
型
ト
ラ
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ク
）
※
主
ブ
レ
ー
キ
制
御
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フ
ォ
ワ
ー
ド

○
（
○
）

（
中
型
ト
ラ
ッ
ク
）
　

ガ
ー
ラ

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
（
大
型
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光
バ
ス
）

プ
ロ
フ
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ア

○
○

◎
◎

◎
◎

◎
◎
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大
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ラ
ッ
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フ
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○
○

◎
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◎
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◎
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ト
ラ
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○
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制
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デ
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ラ
ッ
ク
）
　

セ
レ
ガ

◎
◎
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◎
◎
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（
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光
バ
ス
）

ス
ー
パ
ー
グ
レ
ー
ト

○
（
◎
)
(
○
）

(
◎
)
(
○
)

（
◎
)
(
○
）

（
◎
）

（
○
）
※

（
◎
）

（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
大
型
ト
ラ
ク
タ
）
※
主
ブ
レ
ー
キ
制
御
な
し

フ
ァ
イ
タ
ー

○
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
）
・
（
中
型
ト
ラ
ッ
ク
）

キ
ャ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
タ
ー
ガ
ッ
ツ

○
（
小
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ト
ラ
ッ
ク
）

エ
ア
ロ
ク
ィ
ー
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エ
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ロ
エ
ー
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◎
◎

○
◎

◎
○

（
大
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光
バ
ス
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ア
ロ
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◎
○

◎
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◎
）
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○
）

（
大
型
ト
ラ
ッ
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ク
オ
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ト
ラ
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タ

◎
○

◎
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◎
）
（
○
）

◎
（
大
型
ト
ラ
ク
タ
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ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
メ
ー
カ
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に
よ
る
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Ａ
Ｓ
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術
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搭
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一
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考

Ａ
Ｓ
Ｖ
技
術
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共
通
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称
（
優
先
的
に
普
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促
進
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図
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Ａ
Ｓ
Ｖ
技
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三
菱
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そ
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野
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動
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株
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凡
例
】
　

◎
標

準
装

備
、

　
（

◎
）

一
部

車
種

に
標

準
装

備
、

　
○

オ
プ

シ
ョ

ン
、

　
（

○
）

一
部

車
種

に
オ

プ
シ

ョ
ン

　
　

(
注

4
）

掲
載

す
る

車
名

は
、

い
ず

れ
か

の
A
S
V
技

術
を

装
着

し
た

ト
ラ

ッ
ク

・
バ

ス
の

み
で

あ
る

。

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
（
株
）

（
旧
：
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
株
）
）
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1 

１．はじめに 
1.1 基本設計書の位置づけ 
本基本設計書は、減速停止型のドライバー異常時対応システムの設計を行う

際に必要な技術的要件や配慮すべき事項等をまとめたものである。 

 

1.2 減速停止型ドライバー異常時対応システムの機能 
体調急変等により、運転中に急にドライバーが安全運転を継続できなくなっ

た場合に、緊急措置としてドライバーに代わってシステムが車両を停止させる。

なお、車両を停止させるまでのレーン逸脱防止機能や路外逸脱防止機能を有す

るものを含むが、路肩等へ退避する機能を有するものは含まない。 

 

【解説】 

本システムは、正常なドライバーのヒューマンエラーに対する作動を想定したもので

はなく、ドライバー体調急変時の緊急措置として作動するシステムである。 

ドライバー体調急変時の車両暴走（コントロールされない状況）を抑制し、ドライバ

ー、同乗者、他の道路ユーザーを 車両衝突による危険から遠ざけることを目的とする。 

車両を停止させないシステムは本設計書の対象外である。つまり、最終的に衝突して

停止する、あるいは同乗者がドライバーに代わってブレーキやハンドルを操作して車両

を停止させることを前提としたシステムは対象外とした。 

 

1.3 適用範囲 
① 対象とするドライバー異常 

 対象は、突然の脳血管疾患、心疾患、消化器疾患、失神など、ドライバー自

身があらかじめ予測するのが困難な体調急変とする。 

 あらかじめ予測される、飲酒、体調管理不足、疲労、病気、薬物などによる

体調不良もしくは異常は対象としない。ただし、このような体調不良もしくは

異常を排除するものではない。 

 

【解説】 

道路交通法第65条の「何人も、酒気を帯びて車両等を運転してはならない」、道路交

通法第66条の、「何人も、前条第一項に規定する場合のほか、過労、病気、薬物の影響

その他の理由により、正常な運転ができないおそれがある状態で車両等を運転してはな

らない。」とある。 

ドライバーには体調管理を適切に行なうことが自己責任として求められており、運転

時には、ドライバー自身が体調を整えることが前提となっている。 

あらかじめ予測される体調不良もしくは異常と、あらかじめ予測するのが困難な体調

急変との違いを判定することは技術的に困難であるため、「ただし、このような体調不
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良もしくは異常を排除するものではない。」の一文を追加している。 

 

②車両 

自動車（二輪自動車を除く）に適用する。 

 

【解説】 

二輪自動車（含む原動機付自転車）は、転倒により本システムが有効に機能しない恐

れがあるため、適用範囲外とした。 

ドライバー異常は、高速道路、一般道路ともに発生しているため、道路種別は限定せ

ずに適用できるシステムとしての基本設計書としてまとめている。 

 

1.4 用語の定義 
（１）ドライバー異常 

あらかじめ予測するのが困難な体調急変。あらかじめ予測される体調不良ある

いは異常は、ドライバー異常に含めない。 

 

（２）ドライバー異常時対応システム 

ドライバー異常を検知し、ドライバーに代わって車両を停止させるシステム。 

 

（３）制御 

制動のみ、あるいは制動および操舵によって車両の動きを自動調整すること。 

 

（４）同乗者 

ドライバーを除く乗員。乗務員および乗客を含む。 

 

【解説】 

本システムでは自家用車の同乗者と事業用車両の乗客とを区別せず、単に同乗者とし

た。 

 

（５）同乗者押しボタン型 

同乗者によるボタン押下により ドライバー異常を検知するタイプ。「押しボタ

ン」の形態としては、指や手で押すものに限定せず、スイッチ全般を含むもの

とする。 

 

（６）ドライバー押しボタン型 

ドライバーによるボタン押下により ドライバー異常を検知するタイプ。「押し

ボタン」の形態としては、指や手で押すものに限定せず、スイッチ全般を含む
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ものとする。 

 

（７）異常自動検知型 

システムがドライバー異常を自動で検知するタイプ。 

 

（８）減速停止型 

ドライバー異常を検知した際に、車両を減速し停止させる制御を行うタイプ。

レーン逸脱防止目的や路外逸脱防止目的で操舵を制御する機能を有するものも

含む。 

 

【解説】 

車線変更、路肩への停止、右左折を目的とした操舵制御をするものは含まない。また、

システムは、停止するのに適した場所であるか否かは、必ずしも判断しない。 

 

（９）主スイッチ 

本システムが 機能できる状態と機能できない状態とを切り替えるスイッチ。 

 

（10）作動 

報知あるいは制御が働くこと。 

 

（11）作動スイッチ 

報知あるいは制御が働くためのトリガ信号を発するスイッチ。同乗者押しボタ

ン型及びドライバー押しボタン型の押しボタンが作動スイッチに相当する。 

 

（12）解除スイッチ 

ドライバーが報知および制御を停止するためのスイッチ。 

 

（13）報知 

本システム制御による影響が及ぶ人に、システムの状態を知らせること。報知

の方法としては、視覚、聴覚、触覚（ハンドル振動、軽い制動等）による方法

がある。 

 

（14）車外の道路ユーザー 

本システムを搭載した車の周囲にいる人。歩行者、自転車の乗員、周囲の車の

乗員などがこれにあたる。 
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（15）作動開始報知 

ドライバー、あるいは、作動スイッチを押下した同乗者に対し、システムの作

動が開始されたことを知らせると共に、ドライバーに対し、制御を不要とする

場合には解除スイッチを押すよう喚起するための報知。 

 

（16）注意喚起報知 

同乗者および車外の道路ユーザーに対し、一定時間後に始まる制御への注意を

促すための報知。 

 

（17）制御作動報知 

ドライバー、同乗者および車外の道路ユーザーに対し、制御中（制御作動によ

る停車状態を含む）であることを知らせるための報知。 

 

（18）ドライバーオーバーライド 

ドライバーが、本システムに優先して、制動、駆動、操舵を調整すること。 

 
２．機能の概要 
2.1 本システムの機能 
 本システムは、 

・｢ドライバー異常を検知する機能｣ 

・｢車両を減速停止させる機能｣ 

・｢システムの状態を報知する機能｣  

から構成される。 

 

「ドライバー異常を検知する機能」には、 

・異常自動検知型 

・ドライバー押しボタン型 

・同乗者押しボタン型  

がある。これらは単独あるいは併用して構成される。 

 

｢システムの状態を報知する機能｣ は、 

・ドライバーへの報知 

・同乗者への報知 

・車外の道路ユーザーへの報知 

から構成される。 
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図2-1 本章の構成 

 

2.1.1 主スイッチ 
ドライバーが本システムの機能をオン／オフできる主スイッチを付加するこ

とができる。付加する場合、原動機始動時は、主スイッチをオンとする。 

 

【解説】 

他の運転支援システムと同様にドライバーの意思でオン／オフを選択できるように

する。 

原動機始動時というのは、車が走行できる準備が整った時という意味合いであり、エ

ンジンをかけた時、電気自動車の駆動用モータシステムが起動した時などを指す。 

主スイッチは、誤操作でオフにならないような配慮をすること。操作方法や設置場所

の設計などで配慮する。操作方法としては、長押しや２回押しなどにする例も挙げられ

る。 

 
2.2 ドライバー異常を検知する機能 
2.2.1 異常自動検知型 
 システムが自動でドライバーの異常を検知するタイプである。異常検知方法

としては、車両挙動によるもの、運転行動によるもの、ドライバー状態による

異常自動検知型(2.2 .１) ドライバー押しボタン型(2.2 .2) 同乗者押しボタン型(2.2 .3)

ドライバーへの報知(2.4 .1) 同乗者への報知(2.4 .2) 車外道路ユーザーへの報知(2.4 .3)

システムの状態を報知する機能(2.4)

作動の解除(2.5)
ドライバー異常検知手段を複数併用する場合の設計(2.6)

システム故障時の処置(2.7)
本システムと他の運転支援制御システムとの優先順位(2.8)

本システムの機能(2.1)

主スイッチ(2.1 .1)

ドライバー異常を検知する機能(2.2）

車両を減速停止させる機能(2.3)

制御開始タイミング（2.3 .1)
制動方法(2.3 .2)

停止後の処理(2.3 .3)
操舵による補助(2.3 .4)

制御中のドライバーオーバーライド(2.3 .5)
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ものなどが考えられる。車両挙動によるものは、車両のふらつきや暴走や接触

などから検知する。運転行動によるものは、異常なアクセル操作や、一定時間

以上操作が無いことなどから検知する。ドライバー状態によるものは、運転姿

勢や顔の表情（昏睡等）や生体信号（心拍、脈拍、体温変化等）の変化などか

ら検知する。 

 

【解説】 

生体信号による検知方法については、医薬品医療機器等法(旧薬事法)を考慮する必要

がある。 

今後の技術の進歩によってさまざまな手法が開発されることも想定されることから、

本基本設計書の記述内容が新たな技術の導入を制約しないように配慮した。ドライバー

の個人差があっても早く正確に検知できる技術の進化が期待される。 

 

2.2.2 ドライバー押しボタン型 
 ドライバー自身が作動スイッチを押下することで、システムがドライバーの

異常を検知する。 

 

【解説】 

ドライバーが徐々に意識を失うケースで、ドライバーが自身の異常を感じて作動スイ

ッチを押すことを想定している。ドライバーが突然意識を失うケースでは、作動スイッ

チを操作できないこともある。 

 

2.2.3 同乗者押しボタン型 
 同乗者がドライバーの異常に気付いた場合に作動スイッチを押下することで、

システムがドライバーの異常を検知する。 

 

【解説】 

ドライバーが自身の判断で作動スイッチを押下できないケースでも、同乗者がドライ

バーの異常に気付いて押下することで、ドライバーの異常をシステムに知らせることを

想定している。バスのほか、自家用車、タクシーなど二輪自動車を除く自動車全般にも

適用できる。 

 
2.3 車両を減速停止させる機能 
 ドライバー異常を検知した場合に、システムがドライバーに代わり、車両を

制動し停止させる。 
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2.3.1 制御開始タイミング 
 ドライバー異常を検知した後、ドライバーの応答が一定時間ない場合に、制

御を開始する。原則として一定時間は、3.2 秒以上とする。 

ただし、ドライバーが作動スイッチを押下した場合に限っては、この時間を

設定しなくてもよい。 

 

【解説】 

ドライバー異常の誤検知を考慮し、異常検知後から一定時間ドライバーの応答がない

場合にドライバー異常と確定判断し、制御を開始することとした。ドライバーが正常で

ある場合には、作動開始報知に応じてドライバーが解除スイッチを押すことで、システ

ムの制御開始を無効にする（2.5 項に記載）。 

設定する一定時間としては、注意喚起に対する反応時間 3.2 秒（第 4 期 ASV で定義）

以上を原則とする。さまざまな運転シーンでドライバーが応答できる時間（作動開始報

知に呼応して、解除スイッチを押すことができる時間）を考慮して、設定することが望

ましい。この時間は、高速道路走行中や交差点右左折中など、運転シーンによって変え

てもよい。 

また、ドライバーが解除スイッチを押す訓練を十分行なうなどといった理由で、3.2

秒より早くドライバーが応答できるようであれば、時間を短くしてもよい。 

同乗者が作動スイッチを誤って押下した場合や、異常自動検知の誤検知により、誤っ

て異常を検知した場合、作動前にドライバーが解除できることが望ましいため、同乗者

押しボタン型と異常自動検知型では、一定時間の設定を必須とする。 

ドライバー押しボタン型については、ドライバー自身が意図して作動スイッチを押す

ものであり、必ずしも誤検知を考慮する必要がないため、一定時間の設定は任意とする。

ただし、ドライバーが作動スイッチを誤って押下した場合を考慮して、ドライバー押し

ボタン型でも、一定時間の設定を設定しても良い。 

 
2.3.2 制動方法 
 制動による減速度は、2.45m/s２（専ら乗用の用に供する乗車定員 10 人未満

の自動車にあっては 4.00ｍ/ｓ2）以下とする。路線バスなどの立ち席を有する

車両（立って乗車することを前提とした車両）においては、立ち乗り同乗者の

転倒可能性に配慮した減速度とする。 
 

【解説】 

ASV の運転支援の考え方「安全性を後退させない」範囲で最大限の事故抑止、被害

軽減効果を確保するという基本的な考え方にもとづき、制動方法を規定する。後続車の

追突に対する配慮としては、ブレーキ併用式車間距離制御機能付定速走行装置の技術指

針で認められている 2.45m/s２(乗用車 4.00m/s２)を最大減速度とする。路線バスなど
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の立ち席を有する車両の乗客に対する配慮としては、立ち乗り乗客の転倒可能性に配慮

した減速度とする。 

エンスト時に生じる減速度が含まれないように、「制動による」という文言を追加し

た。エンストは、車内外への報知が行われ後続車や乗客などが事故回避行動をとるに十

分な時間的余裕があるタイミング（車両停止直前）で発生するはずであるため、事故を

誘発するリスクは少ないと考え、これを除外する。 

段階的に制動を強める方法については、後続車との車間が狭まることもあるという考

察（交通安全環境研究所によるドライビングシミュレータを用いた考察）があり、その

有効性が現時点では認められていない。 

2.3.2 項に規定する制御の方法や、2.4.3 項に規定する車外の道路ユーザーへの報知

など、二次的事故のリスク低減に対する技術的な対策を施すことで、減速後に停止する

場所を選ばないシステムでも、社会的に受容されると考える。 

踏切内については、車外の道路ユーザーへの報知が有効に機能するとは限らないこと

から、避けて停止できるように配慮することが望ましい。ただし踏切内であることを検

出する技術が現時点で実用レベルにはないことから、踏切内で停止したことを自動的に

検知し電車を緊急停止するといった鉄道インフラ等も含めた総合的な今後の取り組み

に期待したい。 

 
2.3.3 停止後の処理 
 解除スイッチが押されるまでは、可能な限り停止状態を保持する。 
 

【解説】 

バッテリー上がりやブレーキエア圧の低下などにより、車の停止状態を保持し続ける

ことが困難な車両が存在することから、必ずしもシステムが永続的に停止状態を保持す

ることを担保できなくても良いとした。 

 
2.3.4 操舵による補助 
 停止するまでの間、システムはドライバーに代わりレーン逸脱防止や路外逸

脱防止目的で操舵を制御してもよい。 

 

【解説】 

本操舵補助により、路外障害物、隣接車線の走行車両、路肩歩行者などへの接触可能

性を下げられるものと考えられる。 

 本操舵補助機能については、正常ドライバーを想定した運転支援装置としての車線維

持装置や路外逸脱防止装置のように、ドライバーの運転を前提としたものとしなくても

よい。例えば、ドライバー入力が無くても制御を継続してもよいし、操舵力としてドラ

イバーの入力分を加味した力で操舵補助してもよい。 
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また車両左右の制動力差によりレーン逸脱防止や路外逸脱防止を実現するものも含

めて、制御してよい。 

 

2.3.5 制御中のドライバーオーバーライド 
 制御実行時は、ドライバーによるアクセル操作は無効とする。 

 

【解説】 

ドライバー異常に起因する事故の分析によると、ドライバーの姿勢が崩れてアクセル

ペダルを踏みこんだと考えられる事故もあることから(ITARDA 報告書「四輪運転者の

発作、急病による交通事故の発生状況の研究」)、制御実行時のアクセル操作は無効とす

る。 

 

 ドライバーのブレーキ操作によって発生する制動力が、システムの制動力を

上回る場合は、ドライバーのブレーキ操作が優先される。 

 

【解説】 

意識が朦朧とする中でも、障害物への衝突を避けようとしてドライバーが車両を停止

させようとするケースも考えられるため、ブレーキについては、ドライバーオーバーラ

イドはできるようにする。 

操舵のドライバーオーバーライドは、状況によって有効な場合と有効でない場合があ

るため、現時点では規定しないこととする。 

操舵のドライバーオーバーライドが有効な場合としては、障害物への衝突を操舵で避

ける必要がある状況で、意識が朦朧とする中でドライバー自身が操作する場合や、同乗

者がドライバーに代わって操作する場合などが挙げられる。一方、ドライバーオーバー

ライドが有効でない場合としては、ドライバーの姿勢崩れにより、意図せず路外に向け

て操舵される場合などが挙げられる。 

 
2.4 システムの状態を報知する機能 
 報知の対象には、ドライバー、同乗者、車外の道路ユーザーがある。 

 報知の種類には、作動開始報知、注意喚起報知、制御作動報知がある。 

  

【解説】 

同乗者への報知は、緊急事態が発生していることを知らせ、自らの身を守る行動（バ

スの手すりに摑まる、着座する、シートベルトを確認する等）を促すことを期待する。 

車外の道路ユーザーへの報知は、緊急事態が発生していることを知らせ、車両に近づ

かせない行動を促すことを狙いとする。 
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2.4.1 ドライバーへの報知 
2.4.1.1 作動開始報知 

 ドライバーの異常を検知した時に報知を開始し、解除スイッチが押下された

時点、あるいは、制御作動報知を開始した時点で終了する。 

 
 報知方法としては、視覚による報知を必須とし、聴覚または触覚の少なくと

もいずれかによる報知も必須とする。 

  

 ドライバーが作動スイッチを押下した場合の作動開始報知は任意とする。 

 

【解説】 

ドライバーが正常である場合には、作動開始報知に応じてドライバーが解除スイッチ

を押すことで、システムの制御開始を無効にする（2.3.1 項「制御のタイミング」参照）。 

報知方法は途中で変更してもよい。例えば、同乗者への注意喚起報知（2.4.2.2 節）

の開始に合わせて、聴覚による報知を同乗者への注意喚起報知方法に切り替えてもよい。 

以降、触覚による報知としては、例えばステアリングの振動で伝える方法も含むもの

とする。他にも軽い減速等で報知する方法も排除しない。 

 

2.4.1.2 制御作動報知 

 システムが制御を開始した時に報知を開始し、解除スイッチが押下された時

に終了する。 

 

 報知方法としては、視覚による報知を必須とし、聴覚または触覚の少なくと

もいずれかによる報知も必須とする。 
 

【解説】 

車両停止後の報知方法は、車両停止前（減速中）の報知方法から変更してもよい。 

 

2.4.2 同乗者への報知 
2.4.2.1 作動開始報知 

 同乗者押しボタン型の場合、ボタンを押下した同乗者に対し、システムが作

動を開始することを知らせる目的で報知してもよい。 

 

 同乗者が作動スイッチを押下した時に報知を開始し、解除スイッチが押下さ

れた時点、あるいは、注意喚起報知を開始した時点、あるいは、制御作動報知

を開始した時点で終了する。 
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 報知方法は任意とする。  

 

【解説】 

同乗者に対する作動開始報知方法としては、作動スイッチのランプ点灯により、シス

テムが同乗者の操作を受け付けたことを知らせるといった例が挙げられる。 

同乗者に対する作動開始報知方法は、ドライバーに対する作動開始報知方法と同じで

も良い。 

 
2.4.2.2 注意喚起報知 

 注意喚起報知をする場合は、制御開始前に報知を開始する。 

 

 解除スイッチが押下された時点、あるいは、制御作動報知を開始した時点で

終了する。 

 

 同乗者への注意喚起は任意とするが、立ち席を有する車両については必須と

する。立ち席を有する車両であっても車両が停止している場合にはこの限りで

はない。注意喚起をする場合は聴覚による報知は必須とし、視覚による報知は

任意とするが、立ち席を有する車両についてはあることが望ましい。 

 

【解説】 

減速が始まることに対して注意を促すための報知である。車両の減速度が、通常の減

速範囲であるため（2.3.2 項に記載）、必ずしも制動前の注意喚起報知は必要ない。た

だし、立ち席を有する車両については、立っている同乗者の転倒のリスクを抑えるため

に注意喚起報知を必須とする。ただし停止している車両に関しては乗客が身構える必要

がないので、この限りではないことを追加した。 

ドライバーがボタンを押下したときに注意喚起報知を行なう場合は、ドライバーが解

除できる時間を設けた後に開始してもよいし（ドライバーの誤操作を想定）、ドライバ

ーがボタンを押下した直後に開始しても良い。 

同乗者への聴覚による報知については、注意喚起報知か制御作動報知（2.4.2.3 節）

によらず、同乗者全員に報知が行き届くよう配慮が必要である（車内アナウンスレベル）。

一方、視覚による報知については、どこにいても見えることを担保することは必ずしも

必須ではない。 

同乗者に対する注意喚起報知方法は、ドライバーに対する作動開始報知方法と同じで

も良い。 

 

2.4.2.3 制御作動報知 

 システムが制御を開始した時に報知を開始し、解除スイッチが押下された時
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に終了する。 

 

 聴覚による報知は必須とし、視覚による報知は任意とするが立ち席を有する

車両についてはあることが望ましい。 

 

【解説】 

同乗者への制御作動報知の報知方法は、ドライバーへの制御作動報知の報知方法と同

じにしても良い。 

車両停止後の報知方法は、車両停止前の報知方法から変更してもよい。 

 

2.4.3 車外の道路ユーザーへの報知 
2.4.3.1 注意喚起報知 
 注意喚起報知をする場合は、制御開始前に報知を開始する。 

 

 解除スイッチが押下された時点、あるいは、制御作動報知を開始した時点で

終了する。 

 

 注意喚起報知を行なう場合には、非常点滅表示灯や警笛等の聴覚による報知

や文字表示等の視覚による報知を使用してもよい。 

 

 車外の道路ユーザーへの注意喚起報知は任意とする。 

 

【解説】 

ドライバー異常を検知した後から、ドライバー異常を確定判断するまでの間の報知で

あるため、注意喚起報知は必須としない。しかし安全に対する備えの観点から、異常が

不確定な段階であっても早めに車外の道路ユーザーに報知することは、社会的に受容さ

れると考えて、任意で注意喚起報知できるようにした。 

車外の道路ユーザーへの報知は、緊急事態が発生しているであろうことを知らせ、車

両に近づかせない行動を促すことを狙いとし、非常点滅表示灯や警笛等の聴覚による報

知も許容する。 

注意喚起報知の時間が後続車両の運転行為に及ぼす影響については、2014 年度に交

通安全環境研究所にて実施されたドライビングシミュレータによる研究例がある。そこ

では、注意喚起報知の時間を長くとるからといって 後続車両の追突可能性が減るわけ

ではない、という結果が示されている。注意喚起報知の時間を長くとりすぎると、後続

車両が一旦減速を開始した後に再加速してしまう事例が確認された。 
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2.4.3.2 制御作動報知 

 システムが制御を開始した時に報知を開始し、解除スイッチが押下された時

に終了する。 

 
 報知方法としては、非常点滅表示灯、警笛等の聴覚による報知、制動中の制

動灯による報知を必須とする。文字表示等の視覚による報知を併用してもよい。 

 

【解説】 

後続車の追突を避けるために制動灯は必須とする。緊急事態が発生していることを知

らせ、システム作動中の車両に近づかせない行動を促すために、非常点滅表示灯と警笛

等の音による報知も必須とする。 

車両停止後の報知方法は、車両停止前（減速中）の報知方法から変更してもよい。 

2.4.1～2.4.3 節での報知が、時間経過とともにどのように実行されるか整理したも

のを図 2-2, 2-3, 2-4 に示す。図 2-2 は、異常自動検知型の報知タイミングチャート、

図 2-3 は、ドライバー押しボタン型の報知タイミングチャート、図 2-4 は、同乗者押

しボタン型の報知タイミングチャートである。 

 

図 2-2 異常自動検知型 報知タイミングチャート 
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図 2-3 ドライバー押しボタン型 報知タイミングチャート 

図 2-4 同乗者押しボタン型 報知タイミングチャート 
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2.5 作動の解除 
システム作動を停止させることができる解除スイッチを設置する。 

 

【解説】 

解除スイッチは、正常ドライバーまたは救助者による操作を想定し、下記の配慮をす

ること。 

1)認知し易く、運転操作を妨げずに操作できること 

2)異常状態にあるドライバーや同乗者が容易に解除できないこと 

3)解除ボタンであることが、救助者にも認識できるようにすること 

解除スイッチは、主スイッチと兼用可能とする。 

システムによっては、解除することにより車両が動き出す可能性がある。 

 

 解除スイッチが押下されるまでシステム作動は停止しない。 

 

【解説】 

ただし、衝突による車両の損傷、燃料不足、バッテリー不足等により、本システムの

作動を継続できない状態に至った場合は、システム作動が自動停止することもある。 

システム作動が自動停止した場合にあっても車両が停止し続け易くする方法として

は、サイドブレーキを自動でかけておく、自動的にパーキングに入れておく、といった

方法が挙げられる。 

現時点では、運転中にシステム作動を停止させることができるのはドライバーのみと

するが、将来、技術が進歩して、システムによるドライバーの正常判断が可能になった

ときには、システムが自動解除する可能性も考えられる。 

 
2.6 ドライバー異常検知手段を複数併用する場合の設計 
 複数のドライバー異常検知手段（異常自動検知型、ドライバー押しボタン型、

同乗者押しボタン型）を搭載する車両の場合には、時をほぼ同じくして、複数

のドライバーの異常を検知することも起こり得ると考えられる。この場合、そ

れぞれの型によって予め設定されている制御開始タイミングの中で、最も早く

制御を開始する型に合わせて、報知および制御を実行する。 
 
【解説】 

例えば、全てのドライバー異常検知手段（異常自動検知型、ドライバー押しボタン型、

同乗者押しボタン型）を搭載する車両の場合、ドライバー異常が発生した際に、システ

ムが異常を自動検知するとともに、同乗者がドライバー異常に気付いて押しボタンを押

し、ドライバーも自力で押しボタンを押すケースなどが考えられる。このような場合、

なるべく早く車両を停止させるという観点から、制御開始タイミングの最も早い型に合
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わせて、報知および制御を実行する。 

 
2.7 システム故障時の処置 
 システムが故障を検知した場合には、故障していることをドライバーが認識

できるようにすること。 

 

システムに故障が発生した場合にも、車両として本来の機能を有するものと

すること。 
 
複数のドライバー異常検知手段を搭載する車両であって、その一部のドライ

バー異常検知手段のみに故障を検知した場合には、故障を検出していない異常

検知手段を用いて、本システムの機能を継続させる。 
 

【解説】 

技術的困難さの観点から、システムの自己診断による故障検知を必須とはしない。 

本システムに故障が発生したときであっても、本システムを有さない車の本来の機能

（制動、駆動、操舵）が働くこと。 

複数のドライバー異常検知手段を搭載する車両のケースとしては、異常自動検知型、

ドライバー押しボタン型、同乗者押しボタン型の３つを併用するケースが考えられる。

この場合、異常自動検知手段に故障を検出した場合であっても、ドライバー押しボタン、

同乗者押しボタンによりシステムが機能できる状態を継続する。 

 

2.8 本システムと他の運転支援制御システムとの優先順位 
本システムと他の運転支援制御システムが同時に作動することにより、報知

や制御が競合する場合について、以下の優先順位を適用する。 

 

2.8.1 車両挙動を安定に保つ制御システム 
 アンチロックブレーキングシステムや横滑り防止システムなど、車両挙動を

安定に制御するシステムについては、本システムの作動および不作動によらず

作動するものとする。 
 

【解説】 

本システム制御中においても、車両挙動を安定化する機能は働く状態とする。例えば

雪面のような滑りやすい路面で本システムの制御が作動する場合であっても、アンチロ

ックブレーキングシステムにより、本システムによる制動が安定して実現されることが

期待される。 
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2.8.2 衝突を回避あるいは軽減することを目的とする制御システム 
 衝突被害軽減制動制御装置（AEBS）が同時作動する場合には、AEBS の報

知と制御が優先される。AEBS 作動完了後は、本システムが優先される。 
 

【解説】 

衝突に対する緊急性を評価している衝突被害軽減制動制御装置（AEBS）を、衝突に

対する緊急性を評価していない本システムに優先させて実行する。衝突被害軽減制動制

御装置（AEBS）は、衝突が差し迫っていることを検知して、対応するとった制御シス

テムである。本システムは、ドライバーの異常を検出するものの、車両の走行環境から

衝突に対する緊急性を評価して対応するシステムではない。 

将来、操舵で衝突を緊急回避するシステムが実用化されたとした場合についても、同

様に緊急性の観点で、操舵による緊急回避が本システムに優先されて実行されるべきと

考えられるが、緊急回避システムが具体化されてから、検討されるべきである。 

 
2.8.3 衝突を回避あるいは軽減することを目的としない制御システム 
本システム制御中においては、他の運転支援制御システムによるアクセル制

御をキャンセルする。 

 

 制動制御は、本システムによる制動と他の運転支援制御システムによる制動

との大きい方を優先させる。 

 

 操舵制御は、本システムが操舵による補助(2.3.4 項)を具備する場合には、本

システムによる操舵を優先させる。 
 

【解説】 

クルーズコントロール（CC）や ACC については、本システム制御中はアクセル制

御をキャンセルする。本システム制御前にあたる、作動開始報知期間や注意喚起報知期

間については、ドライバーの異常を確定する時点より前であるため、正常ドライバーの

混乱を避けるために、アクセル制御のキャンセルは特に規定しない。 

ACC の制動については、作動開始報知期間や注意喚起報知期間であっても、前車へ

の接近を防ぐ目的で継続することが望ましい。本システム制御中においては、安全サイ

ドとして、制動力の大きい方を優先させる。 

他の運転支援制御システムによる車線維持・路外逸脱のための操舵補助については、

作動開始報知期間や注意喚起報知期間であっても、継続することが望ましい。本システ

ム制御中においては、車線維持・路外逸脱のための操舵として、ドライバー入力を前提

としない本システムによる操舵補助を優先させる。本システムの操舵補助としては、車

両左右の制動力差によりレーン逸脱防止や路外逸脱防止を実現するものも含む。 
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将来的にさまざまな運転支援制御システムが実用化される可能性があるが、都度、そ

の目的や詳細要件等に応じて、本システムとの優先順位を検討し必要に応じて修正して

いく。 

 

３．特記事項 
技術以外の配慮事項について記す。 

 

【解説】 

本特記事項に関しては、ドライバー異常による事故防止に関係する各方面の総合的な

取り組みが望まれる。 

 

3.1 ドライバーへの周知 
以下について、取扱説明書、表示等によりドライバーに対し、適切に周知さ

れること。 

 

① システムの目的、種類および効果 

② システムの作動開始の条件と作動しない場合について 

③ システムの発する音、表示等 及び その意味 

④ システムの機能限界 

⑤ システム作動に伴う責任の所在 

⑥ その他の使用上の注意 

 

【解説】 

上記の周知事項は、ドライバーが正しくシステムを理解し、正しく使用するために必

要な情報として挙げた。ドライバーまたは運行供用者に十分説明をした事実を書面に残

すことには、説明義務を果たした証として一定の意味がある。 

「システムの種類」とは、システムが「異常自動検知型」か「押しボタン型」か、「操

舵補助がないタイプ」か「操舵補助があるタイプ」などである。また、将来的に操舵に

よる車線変更を行なうシステムが実現した際には、「減速停止型」か「操舵による車線

変更を行なう型」か等についても表示することとなる。 

 
3.2 同乗者への周知 
以下について、表示等により同乗者が理解できるように配慮すること。 

 

① システムの目的、種類および効果 

② システムの使い方 
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③ システムの発する音、表示及びその意味 

④ システムの機能限界 

⑤ システム作動に伴う責任の所在 

⑥ その他の使用上の注意 

 

【解説】 

周知のための表示等は、車内の分かりやすい場所に掲示すること。例えば同乗者の座

席前方への掲示や、路線バス等では広告スペースを利用した方法などが考えられる。 

表示以外の周知方法として、例えば路線バス等では、車内のディスプレイを使う方法

が考えられる。また、長距離バスでは、航空機で離陸前に実施しているような動画マニ

ュアルによる周知も有効と思われる。 

また乗車時以外にも、広告やホームページなど一般の人が目にする機会のある場所で

の周知をすることが望ましい。 

① 「ドライバーが異常な場合に、同乗者がボタンを押下し車両を停止させるシステ

ムである」旨、などを記す。 

② 「ドライバー異常に気付いた時にボタンを押すこと」などについて記す。 

③ 音や表示等の意味や、それらを知覚した場合の取るべき行動などを記す。 

④ 同乗者が作動スイッチを押しても必ずしも直ぐに車両の制動が始まるわけでは

なく、あらゆる事故を回避できるわけではないことなどを、必要に応じて記す。 

⑤ いたずらで押しボタンを押さないような注意を記す。 

なお、正しく使用する範囲内において、ボタンを押した人がシステム作動に伴う

何らかの責任を負うことはない。ドライバーの異常発生時に、身の危険を感じた

同乗者が押しボタンを押す行為は、緊急事務管理（民法698条）により、ボタ

ンを押した当事者の責任は問われないと解釈できる。ボタンを押す行為に対して

別の同乗者の同意を得ることは、必ずしも必要ない。 

 

3.3 社会的周知（キャンペーン等） 
以下について、歩行者などのすべての道路使用者が理解できるように配慮す

ること。 

 

① ドライバー異常時対応システムの目的 

② システムが作動している車両の見分け方 

③ システム作動中の車両を見かけた際の対応方法 

 

【解説】 

社会的周知の方法として、チラシ作成等による啓蒙活動や広告による方法のほか、学

校教育を通じた方法など、子どもや高齢者に対しても周知する方法も考えられる。 
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通信利用型運転支援システムの基本設計書 

 

１．はじめに 

1.1 これまでの検討経緯と本書の位置付け 

第４期ＡＳＶ推進計画（2006年度～2010年度）においては、通信利用型運転支援

システムの実用化を目標とし、システムの基本設計をテーマとして検討した。 
その第一段階においては、全国交通事故統計データによる全国交通事故統計デー

タによる事故分析に基づいて事故削減対策の検討を行い、「ＡＳＶ総合安全戦略」

としてとりまとめた。さらに、策定したＡＳＶ総合安全戦略から通信利用型運転支

援システムによる支援の対象とする事故類型を抽出し、抽出した事故類型のそれぞ

れに対する支援のあり方、必要な通信範囲などを検討して「コンセプト仕様書」と

してとりまとめた。 
その後、策定したコンセプト仕様書に基づいて実証実験に向けて「システム定義

書」を策定し、それに基づいて車載システムを試作して2007～2008年度にかけて実

証実験を実施した。 
 
次の段階として、2010年代前半に実用化が可能と考えられる支援機能に絞り込み、

開発にかかわる周辺の状況を踏まえながら通信利用型運転支援システムに備えるべ

き技術的要件や配慮すべき事項等について検討した。その成果として、メーカー各

社が通信利用型運転支援システムを設計する際に参照すればＡＳＶ推進計画におけ

る検討結果がわかるように、支援の考え方、システムの概念、システム定義、通信

コンテンツ、システム設計時に留意すべき事項等、基本設計に係る検討結果をでき

る限り織り込んだ「通信利用型実用化システム基本設計書」を策定した。 
また、国土交通省において、通信利用型運転支援システムの望ましい導入のあり

方等を示し、円滑な実証実験の実施並びに将来の実用化及び普及促進を図ることを

目的として、「通信利用型実用化システム基本設計書」に基づき、「通信利用型運

転支援システムのガイドライン」が策定された。 

本書は、第５期ＡＳＶ推進計画（2011年度～2015年度）において、第４期ＡＳＶ

推進計画で検討してきた通信利用型安全運転支援システムの更なる熟成を目指し、

関係各所で公に認識されている「通信利用型運転支援システムのガイドライン」に

基づき、第４期ＡＳＶ推進計画において策定した「通信利用型実用化システム基本

設計書」の趣旨を継承しつつ、2010年代後半の実用化を想定した見直しおよび留意

事項について追加を行い、「通信利用型運転支援システムの基本設計書」として策

定したものである。 
 
なお、本書は、現在の技術水準を前提にまとめられたものであり、今後技術の進

歩等に対応し、必要に応じて、適宜本書を見直すことがある。 
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1.2 技術用語の解説 

本基本設計書に用いた専門的な用語の意味は以下の通りである。 

(1) 位置
い ち

精度
せ い ど

 

位置標定により得られた自車両の位置データの精度。 

(2) 位置標定
いちひょうてい

 

測位または情報の取得により、自車両の絶対座標（緯度、経度、標高）を特定

すること。 

(3) 支援
し え ん

機能
き の う

 

本基本設計書では、「出会い頭衝突防止支援」、「右折時衝突防止支援」、

「左折時衝突防止支援」及び「周辺車両認知支援」を「支援機能」と総称する。 

(4) 支援
し え ん

車速
しゃそく

推奨
すいしょう

範囲
は ん い

 

不要支援を少なくするため、また自動車製作者等によってシステムが作動する

速度が大きく異なることによりユーザーが混乱するのを避けるために設定する、

支援対象車両においてシステムが作動することを推奨する速度範囲。 

(5) 支援
し え ん

対象
たいしょう

車両
しゃりょう

 

ドライバーに支援がなされる車両のこと。便宜上「自車両」ということもある。 

(6) 支援
し え ん

方法
ほうほう

 

本基本設計書では、支援の種類を、支援を受けたドライバーの対応行動によっ

て「減速停止支援」、「発進待機支援」及び「右左折支援」のように分類してお

り、それらを「支援方法」と総称する。 

(7) 支援
し え ん

レベル 

ドライバーにどのような対応行動を期待するかによって支援の仕方が異なる。

本基本設計書では、下の「情報提供」、「注意喚起」及び「警報」の支援の仕方

を検討対象とし、それらを「支援レベル」と総称する。 
情報提供……運転者が安全運転を行なうためにシステムから運転者に客観情報

を提供する。 
注意喚起……特定のタイミング、特定の場所、運転に対する障害あるいは危険

をもたらす可能性があるものが抽出されたとき、その存在を知らせ、

状況の理解を支援する。 
警報…………検知した情報から事故の可能性を予測し、運転者に対して即座に

適切な行動・操作を求める。 
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(8) システム遅延
ち え ん

時間
じ か ん

 

路側インフラや他車両から通信データが送出されてから、そのデータを受信し

情報処理するまでの時間のこと。車載器ごとにデータ処理能力が異なるため、情

報処理するまでの時間は異なるが、システム設計上のパラメータの一つとして、

代表値を設定する。 

(9) 情報
じょうほう

交換型
こうかんがた

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

通信利用型運転支援システムの一つで、周囲の車両や歩行者と相互に通信する

ことによって得られる情報を利用して運転支援を行うシステムのこと。本基本設

計書では、「情報交換型」または「車車間通信」ということがある。なお、「車

車間通信」とは、近い将来に実用化されるシステムを想定して通信相手を周囲の

車両に限定していることに基づいている。 

(10) 情報
じょうほう

対象
たいしょう

車両
しゃりょう

 

支援に利用する情報の対象となっている車両のこと。便宜上「相手車両」とい

うこともある。 

(11) 情報
じょうほう

提示
て い じ

・反応
はんのう

時間
じ か ん

 

支援対象車両のドライバーに支援を行う際に、システムがドライバーに情報を

提示開始してからドライバーが反応を始めるまでの時間のこと。情報の提示の方

法によって情報の提示時間が異なり、ドライバーによって反応時間が異なるが、

システム設計上のパラメータの一つとして、支援レベルごとの代表値を設定する。 

(12) 情報
じょうほう

伝達
でんたつ

 

路車間通信、車車間通信において、通信手段を用いて情報を伝達すること。 

(13) 自律
じ り つ

検知型
けんちがた

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

車載センサにより得られる情報を利用して支援を行うシステムのこと。便宜上、

「自律検知型」または「自律」ということがある。 

(14) 送信
そうしん

間隔
かんかく

 

情報を送信してから、次の情報が送信されるまでの時間のこと。ただし、支

援に用いる情報は周期的に送信されるが、送信されるまでに時間遅れが生じる

ことになるため、遅れを含むものとする。 

(15) 測位
そ く い

誤差
ご さ

 

位置標定により得られた位置データの誤差のこと。 
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(16) 通信
つうしん

エリア 

本基本設計書では、有効な支援を行うために通信が確実にできることが望まれ

る領域のこと。 

(17) 通信
つうしん

利用型
りようがた

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

無線通信技術を利用して支援に必要な情報を取得し、支援を行うシステムのこ

と。便宜上、「通信利用型」ということがある。 

(18) 適用
てきよう

上限
じょうげん

速度
そ く ど

 

通信利用型運転支援システムの通信エリアや路側検知エリアの要件を設定する

ためには、支援対象車両／情報対象車両がどのような速度であっても有効に支援

するようなシステム設計は現実的に困難であるため、大多数の事故に対して支援

システムが有効に働くような速度の範囲を考慮する必要があり、その速度範囲の

上限のこと。全国交通事故統計データの分析に基づいて事故類型別・場所別に設

定する。 

(19) 到達
とうたつ

予想
よ そ う

時間
じ か ん

 

交錯する可能性のある走行中の他車両が自車両位置に到達するまでの予想時間

のこと。到達ポイントは支援方法により異なる。 

(20) 非通信
ひつうしん

車両
しゃりょう

 

運転支援のために必要な通信ができない車両のこと。通信機器を搭載していな

い車両だけでなく、搭載していても故障等により通信できない車両を含む。 

(21) 不要
ふ よ う

支援
し え ん

 

ドライバーにとって支援の必要はないと考えられる場面でも支援してしまうな

ど、ドライバーに有用とならない支援全般のこと。 

(22) 路側
ろ そ く

検知
け ん ち

エリア 

有効な支援を行うために路側設備から確実に検知することが望まれる領域のこ

と。 

(23) 路側
ろ そ く

情報
じょうほう

利用型
りようがた

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

通信利用型の一つで、路側設備から得られる情報を利用して支援を行うシステ

ムのこと。便宜上、「路側情報利用型」または「路車間通信」ということがある。 
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２．コンセプト仕様 

2.1 支援機能 

通信利用型による対策があり得るとされた支援機能のうち、情報交換型運転支援

システムによる支援機能は、表2-1に示す通りである。 
【注】 表 2-1 においてチェックした項目は、現状の技術レベルで実現の可能性があるという第

４期ＡＳＶの検討結果である。（参照資料「平成 23 年 3 月通信利用型実用化システム基本設計

書」） チェックされていない項目であっても、今後の技術進展によっては実現可能になること

も考えられ、そのような状況の変化を妨げるものではない。 
 

表2-1 車車による対策が考えられる支援機能一覧 

情報
提供

注意
喚起

警報 制御

歩行者情報を利用した支援機能 レ レ

左折時の自転車情報を利用した支援機能 レ レ

右折後の自転車情報を利用した支援機能 レ レ

左側方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

対向直進車両の情報を利用した支援機能 レ レ

直交車両の情報を利用した支援機能 レ レ

対向車の情報を利用した支援機能 レ レ

前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能 レ レ

前・側方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

並進車両の情報を利用した支援機能 レ レ

後方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

機能イメージ
運転支援レベル

 
 
本基本設計書では、一時停止線の手前で車両を停止するなど交通法規を遵守する

ような安全運転を行っているドライバーを支援対象としている。車車の支援機能と

しては、表2-1に挙げたもの以外に「周辺車両認知支援機能」があり、これは、「周

辺一般車両に関する支援機能」と「緊急車両に関する支援機能」に分類される。 

このうち、緊急車両に関する支援機能は、緊急車両が緊急走行中であることを周辺

の車両のドライバーに知らせるものである。これは、緊急車両の安全で円滑な運行

に寄与することをねらいとしている。  
 

2.2 支援レベル 

前述したように、事故分析に基づいた検討結果より、通信利用型運転支援システ

ムでは、「情報提供」、「注意喚起」、「警報」の３つの支援レベルを想定する。 
車車では、想定される支援機能が自車周辺の車両や歩行者の情報を利用するもの

であり、また自車周辺には非通信車両が混在していることを考慮し、「情報提供」、

「注意喚起」までの支援レベルとしている。 
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支援レベルの定義およびドライバーに期待する行動を表2-2に示す。 
 

表2-2 支援レベルの定義 

支援レベル 定義 運転者に期待する行動 

情報提供 
運転者が安全運転を行うためにシステムから運転者に

客観情報を伝える。 

通常運転時の行動で危険

に対応 

注意喚起 

特定のタイミング、特定の場所、運転者に対する障害

あるいは危険をもたらす可能性があるものが抽出され

たとき、その存在を知らせ、状況の理解を支援する。 

やや急いだ行動で危険に

対応 

警報 
検知した情報からの事故の可能性を予測し、運転者に

対して即座に適切な行動・操作を促す。 

素早い行動で危険回避操

作 

 
2.3 支援方法  

表2-1に示した支援機能のうち、本基本設計書においては自動車を対象としたもの

に限定する。 
支援対象車両側ドライバーへの運転支援の方法に関し、「減速停止支援」、「発

進待機支援」、「右左折支援」の３種類に整理した。それぞれに関する具体的な支

援方法は、以下の通りである。 

（１）減速停止支援 
①支援方法 
・支援対象車両がある車速まで減速することで危険事象を回避することをね

らい、支援対象車両が通信エリアに進入した際、ドライバーが目標地点ま

でに目標車速まで減速（停止も含む）することを目的として支援する。 
②支援の適用 
・情報対象車両との優先関係が支援対象車両側で判断できない場合、または、

その優先関係が同等の場合、情報対象車両は危険回避行動（減速や停止な

ど）をせずに走行を継続すると想定して、支援対象車両に減速停止支援を

行う。優先関係が判断でき、かつ支援対象車両が非優先道路の場合、支援

対象車両に減速停止支援を行う。 
③機能の例 

優先関係が同等の場合を想定した直交車両の情報を利用した支援機能のイ

メージを図2-1に示す。この場合は両者に減速停止支援を行う。 
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図2-1 減速停止支援の例（直交車両の情報を利用した支援機能） 

 

（２）発進待機支援 
①支援方法 
・支援対象車両が発進待機している際に、接近する車両の情報を提供するも

のであり、ドライバーが停止を持続することを目的として支援する。 
・ 

②支援の適用 
・情報対象車両との優先関係が支援対象車両側で判断できる場合の支援方法

であり、一時停止規制に従って停止線で一時停止した車両（非優先側車両）

が支援対象となる。 
・情報対象車両の回避行動を想定しない支援方法であるため、頭出しの可否

について支援するものではない。 
③機能の例 
直交車両の情報を利用した支援機能のイメージを図2-2に示す。 

 この場合、システムの支援範囲は、停止線における車両停止場所から交差

道路の道路幅端までとなり、支援対象車両が交差道路端以降に進入した後

は本支援の適用範囲外となるため、それ以降の頭出し行動についてはドラ

イバー判断に委ねることになる。 

減速停止支援 

目標地点 

減速停止支援 

Vt2 = 0 

V1 

V2 

Vt1= 0 
目標地点 

 

  

減速停止支援 
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図2-2 発進待機支援の例（直交車両の情報を利用した支援機能） 

 

（３）右左折支援 
①支援方法 
・本支援は、右折（左折）意思を提示した支援対象車両が存在する際、ドラ

イバーが右折（左折）行動を開始しないことを目的として支援する。 
②支援の適用 
・情報対象車両との優先関係が支援対象車両側で判断できる場合で、支援対

象車両が右折（左折）のために必要な行動（必要な速度への減速、周囲の

安全確認等）を行っていることが前提である。 
・情報対象車両は危険回避行動（減速や停止など）をせずに走行を継続する

と想定して、支援対象車両に右左折支援を行う。 
③機能の例 

対向直進車両の情報を利用した支援機能のイメージを図2-3に示す。 
この場合、右左折意思を提示したドライバーを支援対象とするため、支援

開始地点は道路交通法で右左折の合図を行う地点と定められている交差点手

前30[m]からとなる。 
システムの支援範囲は30[m]手前から右左折直前の位置までとなり、右折

（左折）を開始した後は本支援の対象外となるため、それ以降の行動につい

てはドライバー判断に委ねることになる。 
 

支援対象車両 

情報対象車両 

一定速で通過 

Vd 
目標地点 Vd 

発進待機支援 

一定速で通過 
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図2-3 右左折支援の例（対向直進車両の情報を利用した支援機能） 

 
上述した支援方法における支援対象車両、情報対象車両の想定状況は表2-3のよう

に要約される。 
 

表2-3 支援方法おける支援対象車両、情報対象車両の想定状況 

 支援方法 支援対象車両 情報対象車両 
1 減速停止支援 「進入地点～目標地点」 

目標車速：減速～停止 
目標地点：規制開始地点、事象対象物の場

所（例：停止線、優先道路との交

錯予想地点、工事箇所など） 
 
 

一定速で通過する 
回避を想定しない 
 

2 発進待機支援 「規定の停止地点～交差道路の道路幅端」 
・一時停止後の発進待機時を想定 

一定速で通過する 
回避を想定しない 

3 右左折支援 「交差点手前 30[m]～交差点内の右左折直

前の位置」 
・右(左)折意思提示後の右(左)折時を想定 

 
 

また、表2-1に挙げた車車による支援機能について、３つの支援方法と対応した結

果を表2-4に示す。 
  

目標地点

Vd
Vd

30m

支援対象車両 情報対象車両

一定速で通過右左折支援
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表2-4 車車の支援機能に対する支援方法の適用 

減速停止
支援

発進待機
支援

右左折
支援

歩行者情報を利用した支援機能 ○

左折時の自転車情報を利用した支援機能 ○

右折後の自転車情報を利用した支援機能 ○

左側方車両の情報を利用した支援機能 ○

対向直進車両の情報を利用した支援機能 ○

直交車両の情報を利用した支援機能
（優先順位が不明の場合、同一の場合）

○

直交車両の情報を利用した支援機能
（一時停止規制で停止した場合）

○

対向車の情報を利用した支援機能 ○

前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能 ○

前・側方車両の情報を利用した支援機能 ○

並進車両の情報を利用した支援機能 ○

後方車両の情報を利用した支援機能 ○

機能イメージ
支援方法の適用

 
 

2.4 通信エリア設定用および支援タイミング設定用パラメータ 

（１）適用上限速度 
事故実態に即した支援となるよう、支援対象車両：情報対象車両の速度に関し

て、全国交通事故統計データの「危険認知速度」に関する分析を行い、大多数の

事故がカバーできる速度として危険認知速度の90%ile値を採った。さらに、事故

類型別、当事者種別ごとに求めた90%ile値を考慮して「適用上限速度」として整

理した。 
事故類型別、道路種別ごとに整理した適用上限速度1を表2-5に示す。 

  

                                            
1詳細については、「平成 13 年度 実用化指針 WG調査報告書 適用上限車速に関する検討調査」

を参照されたい。 
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表2-5 設定した適用上限速度 

事故類型 
交差点 単路 

支援対象 
車両[km/h] 

情報対象 
車両[km/h] 

支援対象 
車両[km/h] 

情報対象 
車両[km/h] 

横断歩道横断中 30 － 規制+10 － 

その他横断中 規制+10 － 規制+10 － 

工作物衝突 規制+20 － 規制+20 － 

路外逸脱 規制+20 － 規制+20 － 

転倒 規制+20 － 規制+20 － 

正面衝突 50 規制＋10 規制+10 規制+10 

追突／進行中 50 30 規制+10 30 

追突／停止中 50 0 規制+10 0 

出会い頭衝突 

信号無視 規制+10 

規制+10 30 規制+10 
一時不停止 規制 

一時停止後 20 

規制なし 規制 

追越・追抜時衝突 50 規制+10 規制+10 規制+10 

進路変更時衝突 50 規制+10 規制+10 規制+10 

左折時衝突 30 規制+10 30 規制+10 

右折時衝突（右直） 30 規制+10 30 規制+10 

右折時衝突（その他） 30 規制+10 30 規制+10 

後退時衝突 10 30 10 30 

注１：車両相互事故の情報対象車両の適用上限速度は、支援対象車両と同様に車両種別の「大型

車・中型車」、「普通車・軽自動車」、「自動二輪」を想定したものである。ただし、原付

自転車を情報対象車両に想定する場合には規制速度の有無に関わらず一律 30[km/h]とする。 
注２：歩行者や自転車の走行速度は、場所や環境により異なり、一律に規定することは適当でない

と考えられる。情報対象が歩行者、自転車の場合の適用上限速度は、インフラ設置場所やシ

ステム作動場所に応じて個別に設定することとする。 
注３：「規制」とは規制速度を、「規制+10」とは規制速度+10[km/h]を意味する。 

 
（２）目標速度 

機能ごとに、危険事象を回避するために必要な車速、規制情報等に対処できる

車速等を適宜設定する。 
 

（３）減速度 
支援対象車両のドライバーが支援を受けて行動を開始し、目標速度（停止また

は一定速度）に達するまで、支援レベルに応じた減速度で減速することを想定す

る。その減速度は車種によって異なるため、車種別に設定する。 
 情報提供における減速度については、第３期ＡＳＶで採用した値を用いる。 
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 注意喚起における減速度については、スマートカー2における調査結果や第

３ 期ＡＳＶの実用化指針ＷＧの検討結果3に基づいて設定した値を用いる。 
 警報における減速度については、有効かつ煩わしくない警報とするための各

社の技術開発の余地を残しておくため、各社の規定に委ね、規定しない。 
支援レベル別、車両区分別に設定した減速度を表2-6に示す。 

表2-6 支援レベルごと、車種区分ごとの減速度 

車種区分 
支援レベル 乗用車、二輪車 大型車 

情報提供 2.0 [m/s2] 1.0  [m/s2] 

注意喚起 3.0  [m/s2] 1.8  [m/s2] 

警報 規定しない 

 
（４）情報提示・反応時間 

システムがドライバーに情報を提示するのに必要な時間を「情報提示時間」、

情報提示されたドライバーが情報を理解し反応を開始するまでの時間を「運転者

反応時間」とする。 
情報提示時間と運転者反応時間は、図2-4に示すように、部分的にオーバーラッ

プしていると考えられる。情報提示開始からドライバーの反応開始までの時間を

「情報提示・反応時間」として設定する。 

 
図2-4 情報提示時間と運転者反応時間の関係 

情報提示・反応時間は、図2-5に示すように、支援レベルによって、ドライバー

の認知から判断までの過程のどの部分を支援するかが異なるため、支援レベルご

とに異なる値を設定する。 
さらに、注意喚起の前段階で情報提供の支援がなされる場合には、図2-6に示す

ように、情報提供によって注意すべき事象の認識ができていると考えられること

から、警報に準じた値0.8[秒]を用いることができるとする。支援レベルごとに設

定した情報提示・反応時間を表2-7に示す。また、ここで示す情報提示・反応時間

は、（３）減速度と同様に引用した値を用いて規定している。 
 

                                            
2詳細については、「平成 12 年度 スマートカー技術の研究開発のための調査研究 報告書」を

参照されたい。 
3詳細については、「平成 13 年度 IT 革命に対応した次世代知能自動車（NGIV）の研究開発 

報告書」を参照されたい。 

情報提示時間 

運転者反応時間 

情報提示・反応時間 
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図2-5 運転者反応時間にかかわる要素（支援レベル別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-6 運転者反応時間にかかわる要素（情報提供後の注意喚起） 

 
表2-7 支援レベル及びその組合せごとの情報提示・反応時間 

支援レベル 情報提示・反応時間 

情報提供 3.7[秒] 

注意喚起 3.2[秒] 

警報 0.8[秒] 

情報提供に続く注意喚起 0.8[秒] 

 

情報提供 

安全運転 

とるべき行動の判断 

注意すべき事象の認識 

情報提供の内容を理解 

情報提供に対する 

反応時間 

注意喚起 

注意喚起に対する 

反応時間 

危険回避 

とるべき行動の判断 

提供された情報から 

注意すべき事象を認識 

警報 

危険回避 

とるべき行動を開始 

警報に対する 

反応時間 
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2.5 通信エリア 

2.5.1 情報交換型運転支援システムの通信エリア 

情報交換型運転支援システムとして必要な車両間の通信エリアについては、支援

対象車両側の通信エリアと情報対象車両側の通信エリアを合わせたものと考えるこ

とができる。 
（１）減速停止支援の通信エリア 

・対象の支援機能：対向車の情報を利用した支援機能等 

1) 支援対象車両側の通信エリア設定条件 
・通常の減速度で減速すれば、目標地点で目標とする車速または停止となるよ

うな目標地点からの区間（L1）を支援対象車両側に必要な通信エリアとして

設定する。 
・通信区間内では連続的に通信できることが必要である。 
・通信開始地点となる通信区間の進入地点までに通信が開始されるようにシス

テムが作動する必要がある。 
・計算式 

L1 = (V12-Vt12)/(2α1)＋ V1×T [m] 

V1：支援対象車両側の適用上限速度 [m/s] 
Vt1：支援対象車両側の目標車速 [m/s] 
α1：通常の減速度 [m/s2] 
T：情報提示・反応時間（情報提供）＋システム遅延時間 [秒] 

2) 情報対象車両側の通信エリア設定条件 
・支援対象車両のドライバーが支援を受けて目標車速まで減速する間に、情報

対象車両が一定速で走行する距離（L2）を用い、交錯予想地点を終点とした

長さL2の区間を通信エリアとする。 
・計算式 

L2 = {(V1-Vt1)/α1 + T }×V2 [m] 

V2：情報対象車両側の 適用上限速度 [m/s] 
・周辺車両との優先関係を判断できない場合、またはその優先関係が同等の場

合（例：いずれの側にも一時停止規制がない交差点の出会い頭衝突）、両者

を支援対象車両と想定し、通常の減速度で減速した場合、各々の目標地点で

目標車速まで減速または停止するためのL1の計算式をL2にも適応する。この

場合のL2の計算式は以下となる。 
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・計算式 

L2 = (V22-Vt22)/(2α2)＋ V2×T  [m] 

3) システムに必要な通信エリア 
・計算式 

L1 ＋ L2 [m] ……支援対象車両と情報対象車両の走行方向が異なる場合 
L1 － L2 [m] ……支援対象車両と情報対象車両の走行方向が同じ場合  

 
（２）発進待機支援の通信エリア 

・支援対象車両に発進待機支援を適用する場合に限定される。 
・対象の支援機能：直交車両の情報を利用した支援機能 

1) 支援対象車両側の通信エリア設定条件 
・目標地点から停止線までの区間、および停止線から発進待機地点までの区間

（L1）を支援対象車両側に必要な通信エリアとして設定する。 
・通信区間内では連続的に通信できることが必要である。 

2) 情報対象車両側の通信エリア設定条件 
・支援対象車両のドライバーが支援を受けて発進を踏み止まるよう判断するま

での間に、情報対象車両が一定速で走行する距離（L2）を用い、交錯予想地

点を終点とした長さL2の区間を通信エリアとする。 
・計算式 

L2 = T × V2 [m] 

3) システムに必要な通信エリア 
・計算式 

L1 ＋ L2   [m]  

直交車両の情報を利用した支援機能における通信エリア設定の例を図2-7に示す。 
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図2-7 発進待機支援の通信エリア設定 

 
（３）右左折支援の通信エリア 

・支援対象車両に右左折支援をする場合に限定される。 
・対象の支援機能：対向直進車両の情報を利用した支援機能 

1) 支援対象車両側の通信エリア設定条件 
・道路交通法で定める右（左）折開始意思提示区間30[m]および、交差点入口か

ら発進待機地点までの区間（L1）を連続的に通信できるよう通信エリアとす

る。 
・通信エリアへの進入地点側で通信が開始されるようにシステムが作動する。 

2) 情報対象車両側の通信エリア設定条件 
・支援対象車両が情報提供を受けて右（左）折をやめる判断をするために必要

な時間に、情報対象車両が減速することなく走行するものと想定して、下記

距離L2 の区間を通信エリアとする。 
・計算式 

L2 = T × V2 [m] 

3) システムに必要な通信エリア 

右折時支援の場合 L1 ＋ L2  [m]  
左折時支援の場合 L2  [m]  

通信エリア 
（情報対象車両側） 

目標地点 
（交錯予想地点） 

L2 

V2 

L1 

V2 

通信エリア 
（支援対象車両側） 

・交差道路端～停止線まで 
・停止線～発進待機地点まで 
 

 

通信開始地点 

目標地点 
（交差道路の側端） 

L2 
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対向直進車両の情報を利用した支援機能における通信エリア設定の例を図2-8に、

左側方車両の情報を利用した支援機能における通信エリア設定の例を図2-9に示す。 

 
図2-8 右折時支援の通信エリア設定 

 
 

 
図2-9 左折時支援の通信エリア設定 

 

2.5.2 情報交換型運転支援システムの支援機能別にみた通信エリア 

情報交換型運転支援システムの支援機能別にみた場合、通信エリアがどのように

なるのかを整理すると、表2-8のようになる。 
 
 
 
 

(右折意思提示車) 

L1 

（交差点内、右折待ち地点） 
目標地点 

(対向直進車両) 
情報対象車両 

 

30[m] 

通信開始地点 

支援対象車両 

通信エリア 
L2 

V2 V2 

L1 

（交差点内、左折開始地点） 
目標地点 

(直進車両) 
情報対象車両 

 

30[m] 

通信開始地点 

通信エリア 
（支援対象車両

と共に移動） 
L2 

V2 V2 

(左折意思提示車) 
支援対象車両 

L2 

  
L1 

L1 
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表2-8 車車の支援機能に対する通信エリア一覧 

歩行者情報を利用した支援機能 右左折支援エリア L1 + L2

左折時の自転車情報を利用した支援機能 右左折支援エリア L1 + L2

右折後の自転車情報を利用した支援機能 右左折支援エリア L1 + L2

左側方車両の情報を利用した支援機能 右左折支援エリア L2

対向直進車両の情報を利用した支援機能 右左折支援エリア L1 + L2

直交車両の情報を利用した支援機能
（優先順位が不明の場合、同一の場合）

減速・停止支援エリア
（両者共に非優先道路走行時の
　エリア設定）

L1 + L2

直交車両の情報を利用した支援機能
（一時停止規制で停止した場合）

発進待機支援エリア L1 + L2

対向車の情報を利用した支援機能 減速・停止支援エリア L1 + L2

前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能 減速・停止支援エリア L1 - L2

前・側方車両の情報を利用した支援機能 減速・停止支援エリア L1 - L2

並進車両の情報を利用した支援機能 減速・停止支援エリア L1 - L2

後方車両の情報を利用した支援機能 減速・停止支援エリア L1 + L2

機能イメージ 通信エリア
システムの
通信エリア

 
 

2.6 複数システムでの支援機能の組み合わせ・使い分けの考え方 

 
自律（ナビ、センサ等）／路車／車車のそれぞれで想定される支援機能をどのよ

うに組み合わせ、またどのように使い分けるのかについては、以下の観点で整理し

た。 

Ａ：状況や場面に関係なく（１）常時独立で作動する機能……組み合わせ・使

い分け方法が適用されない機能 
Ｂ：状況や場面に応じて適宜使い分けを行う機能……組み合わせ・使い分け方

法が適用される複数の機能群 
B1：（２）シーケンシャルで使い分ける機能……何らかの条件により、作

動する機能を切り換える 
B2：（３）優先順位に応じて使い分ける機能……優先順位に応じて、作動

する機能を使い分ける 
 

（１）常時独立で作動する支援機能 
状況や場面に関係なく常時独立して作動する機能であり、自律の「居眠り」

「漫然」「脇見」に関する支援機能がこれに該当する。 
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（２）シーケンシャルに使い分ける支援機能 
同一のエリアで作動する機能であり、例えば交通規制情報と接近車両等の情報

を利用した支援機能がこれに該当する。 
具体例としては、図2-10に示すように、一時停止規制情報を利用した支援を行

い、一時停止した後に交差道路側の接近車両情報を利用した支援を行うケースが

挙げられる。 

システム搭載車両
（支援対象車両）

直交車両

（情報対象車両）

直交車両の情報を

利用した支援機能

一時停止規制情報を

利用した支援機能

 
図2-10 シーケンシャルな使い分けの適用例 

（３）優先順位に応じて使い分ける支援機能 
 

同一対象物を扱う支援機能に複数ある場合、もしくは同一のエリアで作動する

支援機能で、シーケンシャルな使い分けがされない支援機能が複数ある場合には、

以下の考え方で優先順位を設定する。 
優先順位は「重大性」と「緊急性」の優先順位付けに、衝突危険に遭遇する度

合いを表現する「遭遇度（発生する確からしさ）」を加えて総合的に優先順位を

決めるものとする。「優先順位」＝「重大性」・「緊急性」・「遭遇度（発生す

る確からしさ）」4 
「重大性」：想定した被害に遭遇した場合の人または車両のダメージレベル 
「緊急性」：対象となる危険を回避するための対応余裕（時間的）レベル 
「遭遇度（発生する確からしさ）」：対象となる危険・衝突危険に遭遇する度合い 
基本的に、「重大性」と「緊急性」の優先順位付けを行う。但し、機能が同じ

レベルのシステム（例えば、ナビ情報による合流案内、インフラ情報による合流

                                            
4支援機能を優先順位に応じて使い分ける考え方は、第５期ＡＳＶ推進計画における運転支援検討ＷＧの検討結果を反映した。

詳細については、当該ＷＧの活動報告を参照されたい。  
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案内）では、“衝突危険”に遭遇する度合いを表す「遭遇度（発生する確からし

さ）」により優先順位を求める。 

① 同一対象物を扱う複数支援機能の使い分け 
同一対象物を扱う支援機能の優先順位は、複数支援機能において「重大

性」・「緊急性」は同一と考えられることから、「遭遇度（発生する確からし

さ）」により設定する。 

 

＜自律検知の可否による使い分け＞ 
自律による検知が可能な対象物の場合には、路車や車車より自律を優先

させる。 
ただし、自律のシステムを備えていない場合に、路車や車車が作動する

ことを妨げるものではない。 
具体例としては、図2-11に示すように、前方低速/停止車両の情報を利用

した支援機能と自律（センサ等）を利用した支援機能が同一対象物に対し

て作動した場合には、自律（センサ等）を利用した支援を行うケースが挙

げられる。 

 

図2-11 自律による検知の可否による使い分けの適用例 

 
＜信頼性による使い分け＞ 

情報対象車両の情報として、信頼性の高い情報を使った支援機能を優先

させる。一般的には、車車よりも路車、路車よりも自律（センサ等）が信

頼性が高いと考えられるため、基本的には優先順位を「自律＞路車＞車車」

のように設定する。 
ただし、情報の新しいほうが信頼性が高いというケースもあるため、適

宜状況時応じて、優先順位を見直す必要がある。例えば規制情報などの場

合には、ナビを利用した自律よりも路車のほうがより新しい情報となって

いることが考えられ、このような場合には自律よりも路車のほうが信頼性

が高いことになる。 
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② 異なる対象物に対して同時に作動する複数支援機能の使い分け 
＜重大性・緊急性の差異による使い分け＞ 

一般的には、「周辺車両、自転車、歩行者の情報を利用した支援機能」

は、「規制情報、道路環境情報、道路形状情報、居眠り検知等ドライバー

状態の情報を利用した支援機能」より優先させるべきと考えられる。また、

「信号現示情報、一時停止規制情報を利用した支援機能」は、「右折禁止

規制情報、左折禁止規制情報等を利用した支援機能」より優先させるべき

と考えられる。 
 

＜重大性・緊急性が同一な場合の使い分け＞  

同時に発生する支援機能の重大性・緊急性が同一な場合は、”衝突危

険に遭遇する度合いを表す「遭遇度（発生する確からしさ）」により

「優先度」付けすなわち優先順位の設定を行う。 

 
＜複数の支援が並列で作動＞ 

ドライバーの認知、判断が誤ることのない範囲で複数機能が並列に作動

することを可能とする。 
同時に作動する機能の種類や数は、ヒューマンマシンインターフェース、

各機能の支援状態、ドライバーの状態等によって異なるため、具体的な定

義はしない。 
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３．実用化するシステムのコンセプト 

2010年代後半に実用化可能と考えられる支援機能に絞ってその支援レベル、支援

方法などの考え方について、２章のコンセプト仕様をベースに記述する。 
 
3.1 支援機能 

コンセプト仕様では、件数の多い事故類型を基に、支援機能の候補を表2-1の通り

整理し、これらの支援機能の候補それぞれについて、現時点で実用化の目途が立っ

ている支援レベルの定義は表2-2とした。 
 

表2-1 車車間通信を利用した支援機能の候補一覧（再掲） 

情報
提供

注意
喚起

警報 制御

歩行者情報を利用した支援機能 レ レ

左折時の自転車情報を利用した支援機能 レ レ

右折後の自転車情報を利用した支援機能 レ レ

左側方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

対向直進車両の情報を利用した支援機能 レ レ

直交車両の情報を利用した支援機能 レ レ

対向車の情報を利用した支援機能 レ レ

前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能 レ レ

前・側方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

並進車両の情報を利用した支援機能 レ レ

後方車両の情報を利用した支援機能 レ レ

機能イメージ
運転支援レベル

 
 

表2-2 支援レベルの定義(再掲) 

支援レベル 定義 運転者に期待する行動 

情報提供 
運転者が安全運転を行うためにシステムから運転者に

の客観情報を伝える。 

通常運転時の行動で危険

に対応 

注意喚起 

特定のタイミング、特定の場所、運転者に対する障害

あるいは危険をもたらす可能性のあるものが抽出され

たとき、その存在を知らせ、状況の理解を支援する。 

やや急いだ行動で危険に

対応 

警報 
検知した情報からの事故の可能性を予測し、運転者に

対して即座に適切な行動・操作を求める。 

素早い行動で危険回避操

作 

 
 

3.1.1 歩行者や自転車と車との通信を利用する支援機能について 

歩行者や自転車に関係する事故を防止するためには、歩行者や自転車の位置情報

等を通信することが有用であるが、それらの動きの変化は速く複雑であり、本基本

設計書が扱う課題の性質とは異なるものである。また、歩行者及び自転車について
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は、歩行者事故分析対策検討WGで検討しているため、「歩行者情報を利用した支援

機能」、「右折時の自転車情報を利用した支援機能」、「左折時の自転車情報を利

用した支援機能」については本基本設計書の対象外とする。 
 
3.1.2 位置標定技術について 

情報交換型運転支援システムの実用化を間近に迎えた現在において、実用的位置

標定の精度は高いものであっても、５[m]程度の測位誤差が生じると想定され、この

精度では走行車線の判断が求められる支援機能の実用化は困難と考えられる。従っ

て、自車両および相手車両の車線を認識する必要のある「対向車の情報を利用した

支援機能」「前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能」「前・側方車両の情報

を利用した支援機能」「並進車両の情報を利用した支援機能」「後方車両の情報を

利用した支援機能」については本基本設計書の対象外とする。 
 
3.1.3 実用化の対象とする支援機能 

表2-1に示した車車の支援機能候補のうち、3.1.1、3.1.2で述べた支援機能を除外

したものを実用化対象の支援機能とする。 
以下、便宜的に「直交車両の情報を利用した支援機能」を出会い頭衝突防止支援、

「対向直進車両の情報を利用した支援機能」を右折時衝突防止支援、「左側方車両

の情報を利用した支援機能」を左折時衝突防止支援と呼ぶことにする。 
一方、現状の技術では測位誤差の影響や、自車両や相手車両が走行する道路がど

のように交差するかなどの道路状況の情報がないの場合には、「出会い頭」「右折」

など支援すべきシーンを明確に推定できないことがあると考えられるが、このよう

な場合にも周辺の車両の存在情報を提供することでも安全に寄与するケースもある

と考えられる。このような、支援場面を想定せずに自車の周辺車両の存在情報を提

供する支援機能を周辺車両認知支援と呼び、実用化対象に加えて定義することとす

る。 
表3-1に実用化対象の支援機能を示す。 

 
表3-1 実用化対象機能 

情報
提供

注意
喚起

直交車両の情報を利用した支援機能 出会い頭衝突防止支援 レ レ

対向直進車両の情報を利用した支援機能 右折時衝突防止支援 レ レ

左側方車両の情報を利用した支援機能 左折時衝突防止支援 レ レ

周辺車両の情報を利用した支援機能 周辺車両認知支援 レ

運転支援レベル
機能イメージ 支援機能の名称
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3.1.4  優先側車両への支援について 

想定されるシーンにおける優先側・非優先側の関係と、実施される支援とを表 3-2
に示す。 

支援対象車両が優先側と判断できる場合に支援を行なう場合は、優先側車両・非優

先側車両のいずれの側の運転者にも過信を生じないよう配慮すること。 

 

表 3-2 想定されるシーンにおける優先側・非優先側の関係 
シーンや優先側・非優先側の判断 

 判断できる 判断できない 

実
際
の
状
況 

非
優
先
側 

「発進待機支援」 
非優先側にいる支援対象車両にのみ

適用 (※1) 
「右左折支援」 
右左折意思を提示した支援対象車両

にのみ適用 (※2) 

「減速停止支援」 
優先関係が判断できない場合、両

者に支援を適用 (※3) 
「周辺車両認知支援」 
支援場面を推定できない（想定し

ない）場合に存在情報提供を提供 

(※4) 
ドライバーの操作によって支援を

開始、終了してもよい。優先度の

高い情報対象車両に絞って情報提

示することができる (※5) 

優
先
側 

支援可。 
優先側車両・非優先側車両のいずれ

の側の運転者にも過信を生じないよ

う配慮すること。 

 
(※1) 2.3 支援方法 (2)発進待機支援 に記載 
(※2) 2.3 支援方法 (3)右左折支援 に記載 
(※3) 2.3 支援方法 (1)減速停止支援 に記載 
(※4) 3.1.3 実用化の対象とする支援機能 に記載 
(※5) 4.4.2 周辺一般車両に関する支援 に記載 

 
3.2 支援方法 

（１）出会い頭衝突防止支援 
情報対象車両との優先関係が判断できる場合は、まずは非優先車両に対して交

差点で停止するよう減速停止支援を行い、停止した後にドライバーが停止を持続

し安全確認行動を行うことを目的として、交差道路を接近してくる車両の情報を

利用した発進待機支援を行う。 
①支援方法 

・非優先車両と認識できる場合は、前方の停止線手前に停止することを目的

として減速停止支援する。 
・発進待機支援は、支援対象車両が発進待機している際に、接近する車両の

情報を提供することであり、ドライバーが停止行動を持続することを目的

として支援する。 
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・情報対象車両の回避行動は想定しないため、頭出しに関しての支援はしな

い。 
・システムの支援範囲は、道路交通法で規定される車両停止位置から交差道

路の道路幅端までとする。よって、支援対象車両が交差道路端より先に進

入した以降の頭出し行動についてはドライバー判断に委ねる。 
②支援の適用 

・情報対象車両は、減速や停止を想定せずに一定速で通過するものとして、

支援対象車両に発進待機支援を行う。 
 
（２）右折時衝突防止支援 

右左折支援のコンセプトに基づき支援を行う。 
①支援方法 

・支援対象車両のドライバーが右折意志を提示した際にドライバーが右折行

動を開始しないことを目的として支援する。 
・支援対象車両が右折のために必要な行動（必要な速度への減速、周囲の安

全確認等）を行なっている事を前提とする。 
・右折意思を提示したドライバーを支援対象とするため、支援開始位置は、

道路交通法で右左折の合図を行う地点と定められている交差点手前30[m] 
からとする。 

・情報対象車両である対向直進車の回避行動を想定しないため、右折を開始

した以降の行動についてはドライバー判断に委ねることとし、支援範囲は

交差点手前30[m]から右折直前の位置までとする。 
②支援の適用 

・情報対象車両は、減速や停止をせずに一定速で通過するものと想定し、支

援対象車両に支援を適用する。 
・本支援は交差点に限らず道路わきの駐車場などに右折して進入する場合な

どでも有効と考えられるため、単路での支援もありうる。 
 
（３）左折時衝突防止支援 

右左折支援のコンセプトに基づき支援を行う。 
 

①支援方法 
・ドライバーが左折意志を提示した際に、後方から接近してくる情報対象車

両について、ドライバーに対して情報提供を行う。 
・ドライバーに対して交差点で停止するよう減速停止支援を行う。 
・続いて発進時にドライバーが安全確認行動を行うよう、安全確認支援を行

う。 
②支援の適用 
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・支援範囲は、道路交通法で定める交差点手前30[m] から左折直前の位置ま

でを原則とする。したがって、左折を開始して以降の行動についてはドラ

イバー判断に委ねる。 
・情報対象車両としては、支援対象車両が左折する際に巻き込む可能性のあ

る二輪車などを主に想定するが、後方から走行してくる車両を想定するこ

とも可とする。 
・情報対象車両は、減速や停止をせずに一定速で通過するものと想定して支

援を行う。 
・本支援は交差点に限らず道路わきの駐車場などに左折して進入する場合な

どでも有効と考えられるため、単路でも適用可とする。 
 

（４）周辺車両認知支援 
①支援方法 

・支援対象車両の周辺に存在する車両の情報をドライバーに提供する。 
例１：自車両からの一定距離以内に存在する車両を知らせる。 
例２：自車両に向かってくる車両の存在を知らせる。 
例３：ドライバーの要求に応じて自車両周辺の車両の存在を知らせる。 

②支援の適用 
・特定の支援場面（出会い頭、右折、左折）は想定せず、自車両と情報対象

車両の相対関係を伝えることを基本とする。 
・その際、自車両からの距離や走行方向などにより特定の情報対象車両を選

択してもよい。 
・情報提供のタイミングは任意とする。また、ドライバーの行動（例：スイ

ッチを押す、ウィンカーを操作する）により支援を開始する等の支援開始

の条件を設定してもよい。 
・提供した情報をどのように活用するかは、ドライバーに委ねる。 

③機能の例 
例１：自車両からの一定距離以内に存在する車両を知らせる。 
例２：自車両に向かってくる車両の存在を知らせる。 
例３：ドライバーの要求に応じて自車両周辺の車両の存在を知らせる。 

 
3.3 支援システム設計のためのパラメータ  

 
（１）情報対象車両の車速推奨範囲 

それぞれのシステムが対象とする事故類型における大多数の事故に対して支援

システムを有効に働かせることをねらい、情報対象車両の車速は基本的には、適

用上限速度まで対応することが望ましい。周辺車両認知支援については、情報対

象車両の車速推奨範囲は規定しない。 
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（２）情報提示・反応時間 

情報提示・反応時間は、表2-7の通りとする。 
 

表2-7 支援レベル及びその組合せごとの情報提示・反応時間（再掲） 

支援レベル 情報提示・反応時間 

情報提供 3.7[秒] 

注意喚起 3.2[秒] 

警報 0.8[秒] 

情報提供に続く注意喚起 0.8［秒］ 

 
（３）システム遅延時間・送信間隔 

他車両から通信データが送出されてから、そのデータを受信し情報処理するま

での時間を「システム遅延時間」として設定する。第３期ＡＳＶで採用したシス

テム遅延時間に準じてシステム遅延時間を0.3 [秒]とする。 
支援に用いる情報は周期的に送信され、最大で１周期分の遅れが生じることに

なる。本基本設計書においては、送信間隔を0.1[秒]とする。 
 
3.4 情報提示のタイミング 

（１）情報提供 
情報提供による具体的な支援方法としては、支援対象車両の周辺に存在する情

報対象車両の情報を単純に伝える方法から、支援対象車両の行動や場所に応じて

ドライバーに役立つであろう情報に絞って伝える方法まで様々な形態が考えられ

る。 
常時、情報を提供しドライバーが必要に応じて情報を取得する形態が基本であ

るが、ドライバーが通常運転時の行動で対応できる範囲で、自車両との距離、方

向などを用いて自車両に関連する内容に絞って情報を提供することが望ましい。

このために、自車両との距離や時間等を考慮して情報提示タイミングに上限を設

けることができる。 
また、自車両と相手車両とが干渉するまでの時間を推定して支援するようなシ

ステムでは、ドライバーが通常運転時の行動で対応可能なタイミングにて情報提

示を開始することが必要である。具体的には、情報提示の開始からドライバーが

対応行動を始めるまでの時間（情報提示・反応時間）を3.7[秒]、システムの遅れ

時間を0.3[秒]、通信の遅れ時間を0.1[秒]と仮定し、期待するドライバーの行動開

始時間より4.1[秒]以前に情報提示を開始しているものとする。情報提供の情報提

示タイミングを図3-1に示す。 
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図3-1 情報提供の情報提示開始タイミング 

 
（２）注意喚起 

少なくとも、支援することで期待するドライバーの対応行動がとれるように、

情報提示のタイミングを設定する必要がある。 
情報提供をせずに注意喚起単独する場合と、情報提供に続いて注意喚起する場

合が考えられる。 

 ①注意喚起単独の場合 
情報提示・反応時間を3.2[秒]と想定したタイミングまでに情報提示を開始する。 
注意喚起はドライバーに通常の運転行動よりもやや急いだ対応行動を期待する

ものであり、注意喚起のタイミングが早すぎるとわずらわしさや不信感を生じる

恐れがあるため、距離または時間を考慮して上限を設ける等留意が必要である。

注意喚起単独時の情報提示タイミングを図3-2に示す。 
 

 
図3-2 注意喚起単独時の情報提示タイミング 

 
 ②情報提供に続く注意喚起の場合 

情報提供の情報提示が終了した後に続いて注意喚起を行う場合は、情報提供に

よりドライバーが状況の把握をある程度できていると考えられるので、情報提

情報提示開始タイミング 

情報提示（タイミングの規定はなく、常に情報提示するのが基本） 

自車両と相手車両との干渉までの時間を推定

して支援するシステムの場合、ドライバーが

通常運転時の行動で対応できるタイミングま

でに情報提示を開始。 
（3.7+0.3+0.1[秒]を考慮） 

相手車両が遠方等の場合、自車両との

距離や時間等の概念で上限を設け情報

提示しないことが望ましい。 

自車両と

の干渉 
情報提示を早くしすぎない 情報提示を遅くしすぎない 

情報提示開始タイミング 

ドライバーが少し急いだ行動で対応

できる余裕を持って情報提示を開

始。（3.2+0.3+0.1[秒]を考慮） 

わずらわしさや不信感を生じないように距離

または時間の概念等で情報提示開始タイミン

グに上限を設ける等留意が必要。 

自車両と

の干渉 
情報提示を早くしすぎない 情報提示を遅くしすぎない 
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示・反応時間を0.8[秒]まで短縮して想定することができるものとする。情報提供

の情報提示が終了する前に、注意喚起を行う場合は①の規定に従うものとする。

情報提供に続く注意喚起時の情報提示タイミングを図3-3に示す。 
 

 
図3-3 情報提供に続く注意喚起時の情報提示タイミング 

 
（３）警報 

警報タイミングについては、2010年代後半に実用化可能な情報交換型運転支援

機能としては対象としていないため、規定しない。 
   
（４）突発的な事象に対する情報提供、注意喚起について 

いずれの支援レベルにおいても、上記（１）（２）で規定したタイミング以降

に、情報対象車両の情報が突発的に受信された場合など、情報を提示すべき事象

が発生した場合はその時点から支援を開始してもよい。 
 

（５）位置誤差のある場合の支援について 
現状の測位技術では、支援対象車両と情報対象車両の双方に、ある程度の測

位誤差が生じるのはやむを得ないことから、測位誤差に対する対策については

以下のように考える。 
①支援タイミングにずれが生じることに関する対策 
・支援を受けたドライバーが対応しようとしても誤差により間に合わないよう

なことが生じ得ることに対して、想定される誤差分を前出しして支援する。 
【注】具体的には、自車両の位置誤差および相手車両から送られてくる位置

誤差の情報を用い、これらの位置誤差により想定される最も早期に遭

遇するタイミング、すなわち想定される位置誤差の分を前出しして支

援開始タイミングを設定する。 
・タイミングが関係しない「周辺車両認知支援」のような場合には、このよう

な位置誤差補正の適用外とする。 
・出会い頭衝突防止支援の例を図3-4に示す。自車両の誤差αと相手車両の誤差

βの合計分（α＋β）前だししたタイミングで支援することとする。すなわ

ち、情報提示を開始した時にそれぞれの誤差を考慮して自車両と相手車両が

ドライバーが少し急いだ行動で対応

できる余裕を持って情報提示を開

始。（0.8+0.3+0.1[秒]を考慮） 

情報提供が終了した後でないと注意喚起の

情報提示をしない。 

情報提示開始タイミング 
自車両と 
の干渉 

情報提示を早くしすぎない 情報提示を遅くしすぎない 
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最も近くにいる（距離：L－（α＋β））場合でもドライバーが対応できるタ

イミングで支援することとする。 
 

 
図3-4 出会い頭衝突防止支援（発進待機支援）における位置誤差の関係 

 
②自車両と相手車両の相対関係を誤って認識してしまうことに関する対策 

・位置誤差により自車両と相手車両の相対関係を誤って、不要支援が生じてし

まう場合があるのはやむを得ないと考える。ただし、位置誤差によって不要

支援が生じ得ることをユーザーが理解できるように配慮する必要がある。 
【注】横方向の位置誤差により生じる不要支援の例として以下が挙げられる。 

 右折／左折の直後に、それまで後方を走行していた車両を交差車両で

あるとシステムが認識し、出会い頭衝突防止支援をしてしまう。 
 左折の際に、近い間隔で並走する道路にいる二輪車を左折支援の情報

対象車両であるとシステムが認識し、左折時衝突防止支援をしてしま

う。 
 
 

3.5 通信要件  

（１）通信エリア 
表3-2に実用化システムの通信エリアを示す。本通信エリア以上の距離で後述す

る「（２）通信成立要件」を満足することを必要とする。 
表3-2に示した通信エリアは本基本設計で実応用化するシステムの必要最小限の

エリアを示している。 

 

 

 
 

距離Ｌ[m] 

自車両 

相手車両 

通信情報に
よる位置 最も近くにいると 

考えられる距離 
 L－（α＋β）[m] 

位置誤差±α[m] 

位置誤差±β[m] 

最も遠くにいると考えられる距離 L＋（α＋β）[m] 

L：標定した自車位置及び通信情報から推定した相手車両位置から求めた距離 

α：自車両の位置誤差      β：相手車両の位置誤差 
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2007～2008年度の総務省-国土交通省共同実験において、候補となっていた

5.8[GHz]帯及び700[MHz]帯の両通信メディア5とも見通し外でL2が100[m]以上、

見通し内ではLが500[m]以上の領域で通信要件を満足していることを確認してい

る。また、それ以上の領域においてもパケットがある程度の確率で到達すること

も確認済みであり、各クラスが持つ位置標定の誤差を考慮してシステムが前倒し

処理を実行可能な距離からパケット到達は十分に見込めると考える。 
評価候補メディアと同等あるいはそれ以上の出力と受信感度及び、同等の通信

方式を採用する通信メディアであれば通信要件を満足できると期待できる。 
たとえ本節定義のエリア端で突然相手車両のパケットが届き始めかつ、自車両

のシステムが相手車両の位置を誤差分前倒しで判断して処理を実行したとしても、

実際の相手車両が自車両目前に現れる時間は目的の4.1[秒]確保されているので、

本定義通信エリア前倒し情報提供による実シーン上は問題はないとも言える。 
  

                                            
55.8[GHz]帯と700[MHz]帯で車車間通信国内検証向けに実験用ガイドガイドラインが整備されている。 

・5.8[GHz]を用いた車車間通信システムの実験用ガイドラインITS FORUM RC-005(以下：RC-005) 

5.8[GHz]帯 シングルキャリア QPSK変調 同報通信方式 

5.8[GHz]帯 マルチキャリア OFDM変調 同報通信方式[2013年の第２版で追加] 

・700[MHz]帯を用いた運転支援通信システムの実験用ガイドラインITS FORUM RC-006(以下RC-006) 

700[MHz]帯 マルチキャリア OFDM変調 同報通信方式 

RC-005は、既に高速道路での料金収受(ETC)や交通情報提供用(ITSスポットサービス)の路車間通信が使用する5.8[GHz]帯

ITSチャネル(14チャネル)を、ETCやITSスポットが採用するシングルキャリア通信方式ベースとして車車間通信用に拡張利用

できるように検討されたものである。2013年のRC-005第２版では欧米で5.9GHz帯にて現在検討中のマルチキャリア車車通信

方式を、5.8[GHz]にシフトして実験用に使用する方式も追加された。 

RC-006は、欧米で5.9[GHz]帯にて現在検討中のマルチキャリア車車通信方式を、遮蔽構造物裏への電波の回り込みが有利と

言われる700[MHz]帯に周波数シフトして車車・路車共用方式として国内向けに検討されたものである。 

RC-006が候補としていた700[MHz]帯は、地デジ移行後の周波数再編に向けた検討の結果、新たなITSバンドとして１チャ

ンネルの割り当てが決定し、標準規格『700[MHz]帯高度道路交通システム ARIB STD-T109』の策定が完了している。 
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表3-3 実用化システムに求められる通信エリア 

利用イメージ 通信距離 通信エリアの形状 

出会い頭衝突防止 

L1 = 10.0[m] 
L2 = 79.7[m] 

  

  
適用車両上限速度 V＝70[km/h] 

L1=①+② 
ここで V=V2 V1=0 停止 
①交差点道路端から停止線距離=5.0[m] 

②車両先端からのｱﾝﾃﾅ搭載位置=5.0[m] 

L2＝③×V2 = 79.7[m]  
③ｼｽﾃﾑ遅延時間+情報提示・反応時間=4.1[秒] 

右折時衝突防止 

L  = 113.2[m]   

  
 

適用車両上限速度 V＝70[km/h] 
 

L＝L1＋L2 = (①+②)+③×V 

= (①+②)+79.7[m] 
  ここで V=V2  
V1は最終的に停止(計算値に無関係) 
①道路交通法に基づく右折意思提示区間

=30.0[m] 

②交差点入り口～右折待ち先頭位置=3.5[m] 

③ｼｽﾃﾑ遅延時間+情報提示・反応時間=4.1[秒] 

左折時衝突防止 
L = 79.7[m] 
L=L2＝①×V = 79.7[m] 
ここで V=V2 V1≒0 
①ｼｽﾃﾑ遅延時間+情報提示・反応時間=4.1[秒] 

緊急車両情報提供 
L = 300[m] 

警光灯目視要件の相当距離 

 
（２）通信成立要件 

通信品質：パケット到達率 
図3-5に、出会い頭事故防止シーンにおける情報提供支援のモデルを示す。 
表3-2に示した出会い頭事故防止シーンの通信エリアが見通し外通信となり最も

通信が厳しい条件となるため、出会い頭のシーンを例にとって説明する。 

優先道路側を走行して交差点に接近する相手車両が発する車両挙動情報パケッ

トが、交差点に到達する4.1[秒]手前で非優先道路側から優先道路に進入しようと

する自車両に到達し、その受信パケット情報をもとに運転支援のための情報を適

切に運転者に提示すれば、自車両のドライバーは交差点進入を踏みとどまるとい

った想定である。このモデルにおいて情報提供地点で相手車両が交差点に接近し

ていると予測するためには情報提供点の手前5～15[m]エリアで通信パケットが最

低１回到達すればよい（5～15[m]進む間に相手車両から複数回送信された累積の

パケット到達率が95％以上であればよいといった定義：積算パケット率95％以

上 ）。 

 
 

 

通信エリア L2 

L1 

  
 

遮蔽構造物 

 

通信エリア L 

見
通
し
内 

見
通
し
外 
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車両の挙動は1～2[秒]では大きく変わらないため、所定エリアで一つでもパケッ

トが届くと、届いた地点から１[秒]程度は車両位置と挙動は予測可能との考えにの

っとっている。一方無線通信パケットは100％届くとは保障されないことから車両

が所定距離移動する間の累積到達率で考えることになる。 
通信の要件としては通信要求エリア外に接する所定エリア内での積算パケット

率を95％としているが、通常相手車両が自車両に近づくに連れてパケット１回送

信の到達率は高くなるため、たとえ所定エリア内でパケットが届かなかったとし

ても通信エリア内に車両が進むたびごとに積算パケット率の高まり方は非常に大

きくなり、結果としては通信エリア端の前後どこかで相手車両からのパケットは

１回届くと確率計算上からも考えることが可能である。 

相手車両が図3-5の所定ゾーンの5～15[m]を通過時に、図3-6に示すように６個

のパケットを送信する機会があり自車両側で受信されたそれぞれのパケット到達

率がX1～X6とすると、積算パケット到達率は［式１］で算出される数値となる。 

積算パケット到達率 = 1－(1－X1/100)×(1－X2/100)……×(1－X6/100) [式１] 

 

 
図3-5 出会い頭事故防止シーンにおける情報提供の支援モデル 

 

79.7[m]（70[km/h]※1で4.1[秒]） 

5～15[ｍ] 
 

※1 ： 適用上限速度 

所定ｿﾞｰﾝ※2 

支援情報提供点 

※2 ： 車両位置判定精度に起因 
    5[m] ‐ ﾏｯﾌﾟﾏｯﾁ採用ﾚﾍﾞﾙ（Aｸﾗｽ） 

    15[m] ‐ 自律航法採用ﾚﾍﾞﾙ(Bｸﾗｽ) 

相手車両 

自車両 
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図3-6 積算パケット到達率 

ここまで出会い頭事故防止シーンのモデルに関して説明してきたが、表3-2内に

示した他の事故防止シーンモデルの通信距離においても基本は同様の考えかたで

設定されている。全てのモデルにおいてシステムにより情報提供が実施された後

ドライバーは4.1[秒]内には反応動作に入るとし、まず79.7[m]の空走距離があり、

そこから減速を開始して停止する距離や、交差点の幾何学形状上の距離等をモデ

ル毎に加えた形で通信距離が設定されている。 

なお、候補メディアの特性を踏まえ当面は通信頻度（周期）は100[ﾐﾘ秒]とし、

設定の通信エリア端以上の領域において、積算パケット95％以上を満足できれば

よい。 
 
（３）その他通信関係の留意事項 

・通信としては、前述の（１）（２）を満たせばよいため、車両に搭載した際の

アンテナ偏波や、形状のサイズに関しての制約は特に設けない。 
但し、車車間通信が他のシステムに与える影響は、車両アンテナ設置高さが

3.6[m]でモデル計算されているため極力それ以下の高さに設置することが望ま

しい。 

・本節で示した通信エリアは必要最小限のエリアであり、システムを実現するに

当たってのシステム処理時間や測位誤差の影響を考慮して本節で示した通信エ

リア以上を確保することが望ましい。 

所定ｿﾞｰﾝ 

X1 

X2 

X3 
X4 X5 

X6 

ﾒﾃﾞｨｱ素のﾊﾟｹｯﾄ到達率特性 

（情報提供点） 
交差点からの距離 

1
0
0
B

yt
e

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
の

ﾊ
ﾟｹ

ｯ
ﾄ到

達
率

 
[%

] 

[式１]算出の積算パケット到達率 
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3.6 通信のセキュリティに関する考え方 

本節では、前節で述べられた情報交換型運転支援システムが故意または故障によ

り誤った情報を送信した場合の影響について、その対策案と併せて記述する。 
 
[留意点] 

2010年後半の技術で実用化可能な運転支援のための情報提供や、注意喚起を対

象としたシステムをベースに考える。 
↓ 

・ある程度の範囲でまちまちの測位誤差を持ったシステム搭載車が混在する 
（技術革新により高い位置精度のシステムが出現したとしても、実用化初期

のシステムが混在する状況が当面の間続く）。 
・測位誤差を持ったシステム搭載車と非搭載車が混在する。 

・測位誤差を持ったシステム上のタイミングばらつきがユーザー運転行動変化

に与える影響は小さい（2010年度ASV-DSによる誤差有無によるユーザーの

システム受容性評価実験で確認済み）。 

 
3.6.1 偽った情報を送信するシステムが混在する場合の現象分類と考察 

表3-3にサービスを受ける側の車両から偽りの通信システムが送信する情報を見た

場合の現象パターンと、その現象がサービス受ける車両側にどのような影響を与え

るか考察した結果を示す。 

一般車として偽った情報を送信する車両が少数存在するケースは、サービスを受

ける側の車両から見れば、測位誤差を持ったシステム搭載車両や非搭載車が存在す

る状況と大きな差がない。また、たとえ誤った情報をドライバーが信じて対応行動

を取ったとしても、通常の安全確認行動を実施することになり不安全な行動とはな

らず、周囲車両への大きな影響がない。 
よって、実用化する一般車向けのアプリケーションの観点においては、高いセキ

ュリティを必要としない。 

一方、実用化する特定車両（特に緊急車両）向けのアプリケーションの観点にお

いては、偽った情報を信じて車両が対応行動を取った場合の周辺車両への影響が想

定される。 
特定車両向けのシステムとその車両が作業をアクティブにしているといった情報

送信セットに関しては、通信機の運用管理も含め特別なセキュリティ対策が必要と

考える。但し、本対策の実現は、特定車両向け専用通信機と特定車両への搭載運用

状況管理や、特定車両向けシステムの動作モード設計等にセキュリティの運用管理

体制そのものに深く関係するため、本基本設計書の対象外とする。 
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  相手車両 

 (偽送信車) 

 偽り挙動  偽り挙動 

 偽り挙動 

 
表3-4 偽通信車(機)の挙動とASV実用化システムの観点からの影響考察 

 自車両から見た時の相手車両情報の変更(現象) ASV実用化システム観点からの考察 
 

(A) 

 

 

速度が速い側 
(含む位置情報が

前方ｼﾌﾄ) 

(1)偽り情報に基づいてドライバーが 

  確認動作に入っても、自車両及び 

  その周囲車両は不安全にならない 

  [周囲の車両への影響も小さい] 
 
(2)システムが従来持つ位置誤差の 

 現象と区別がつけにくい 
 
 ☆位置誤差現象の受容性は、 

   ASV-DS実験6にて検証済み 
 
  (2-1)実車と偽りデータの乖離少 

      →実車と同等と処理される傾向大 
 
  (2-2)実車と偽りデータの乖離大 

      →実車は非搭載車、偽りデータは 

       (見えない)隣接道路の車両の 

       ものと処理される傾向大 

 

(B) 
  

速度が遅い側 
(含む位置情報が

後方側ｼﾌﾄ) 

 

(C) 
  

複数台いるよう

なデータをセット

&送信される 

(a)+(b)の複数個 

 

・左図実車のみの場合は、 

 上記(1)の判断 

 

・左図の実車の周囲に複数の車両が 

 存在する場合は、 

  上記(1)に加えて上記(2)も増加 

 

 

(D) 

 

 

(a),(b),（c）現象 

但し発生位置が

固定される 

 

(E) 

 

車両種別と作動状態モードを偽る 
 

 

偽の緊急車両 

或いは 

作業車両 

 

 

・ドライバーが情報を信じて、 

緊急車進路確保行動にはいると 

周囲車両への影響大  

 

→専用車載機等の 

特別管理・運用体制が必要 

 

 

  

                                            
6詳細については、「平成 22 年度 通信利用型安全運転システムの位置精度に関する影響調査」

を参照されたい。 

  偽り挙動  相手車両 

 (偽通信車) 

 
偽通信機 
 (固定) 

 偽り挙動  偽り挙動 

 偽り挙動 
 偽り挙動 

 偽り挙動 

 偽り挙動 

 “緊急車両走行中” 

 相手車両 

 (偽送信車) 

 
 相手車両 
 (偽送信車) 

 偽り挙動 
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3.6.2 ASV実用化システムへのアタック経路分析と対策案 

表3-4に、実用化システムへの脅威進入経路の分析とその対策案（含む対策実施元）

を示す。 

通信機や無線通信経路自体へのアタック（(b)や(c)）に対する対策は、無線通信系

そのものへの脅威であるため、その専門家である通信機メーカーやシステム運用管

理団体が採用する対策を採用するものとし、本基本設計書では言及しない。 
対策の要望観点としては、誤った情報のパケットが送信されて届くことを防止す

ることをより重視する。特定の場所で一時的に通信パケットが極端に集中してパケ

ットが届かなくなることは、ユーザーやアプリケーションの観点では周囲に搭載車

がいないもと判断・処理されるため比較的大きな問題とはならい。 

車両メーカーの留意が必要な点は、通信機へ車両挙動をセットする車内経路(a)や、

アプリケーション実現のため送信データにセットする車両個別を識別するIDの傍受

(d)への対策である。 

(a)に関しては、通信機とECU間の通信フォーマットの情報管理やスクランブルの

採用等、通信機供給サプライヤーと車両メーカーが連携しての対策が必要である。 

(d)に関しては、アプリケーションレベルで個別車両を識別するID識別子をイグニ

ッションオン時にランダム生成する等の対策と取り決めが必要である。 
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表3-5 実用化システムへのアタック経路分析と対策案 

 アタック経路 対策案 対策元 
 

(a) 

 
[(そもそもの)出口対策] 

 

 

車両から通信

機へのデータ

セット時に情報

が変更される 
 

 

ユニット間通信

の非公開 
 

例)各社CAN仕

様（ﾒｰｶｰｻﾌﾟﾗｲ

ﾔ間での公開範

囲管理） 

 

 

車両ﾒｰｶｰ 
  ＆ 

(通信機ﾒｰｶｰ) 
 

 

(b) 

 
[出口対策] 

 

 

通信機の中で

情報が変更さ

れる 
 

 

※1 

対策元が採用

する方策を使

用 

 

 

通信機ﾒｰｶｰ 

 

(c) 

 
[出口＆入口対策] 

 

 

擬似(車両)通

信機が偽りの

データをセット

して送信 

 

 

※1 

対策元が採用

する方策を使

用 

 

 

通信機ﾒｰｶｰ 

   ＆ 

運用管理 

(団体) 

 

 

(d) 

 
[傍受] 

 

 

長時間の )ロ
グ で 、 個 車

(行動)が特定

される 
 

 

個社(個人)が

特定されないｱ

ﾌﾟﾘID･識別子

採用 

 
例) IGN-ON時

にAP用個別ID
をﾗﾝﾀﾞﾑ生成 
 

 

運用管理 

(団体) 

 

 
 

 
 
 
 
 

通信機 ECU 

通信機 ECU 

  

偽通信機 

  

(偽)通信機 

注：通信系そのものへの脅威のため対策は専門家領域 

注：通信系そのものへの脅威のため対策は専門家領域 
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3.7 留意事項7   

 情報交換型運転支援システムは、車車間通信システムを搭載した車両同士が通信

し、それによって得られた相手車両の情報を用いて支援を行うものである。このた

め、以下のような車車間通信システム間特有の環境、使われ方を考慮したシステム

設計に留意することが望ましい。 
 
（１）システム非搭載車の存在 

自車両の周辺には非通信車両が混在する場合が考えられ、これらの車両につい

ては情報が全く得られない。とりわけ、システムの普及初期の段階では、非通信

車両の中に通信車両がまれに存在している状況であると考えられる。このため、

非通信車両の存在を念頭においたシステムの設計に留意する必要がある。 
具体的には、“支援情報がない”＝“対象となる車両が存在しない”とドライバ

ーに誤解を与えないような情報提示方法となるよう工夫する必要がある。 
①例えば、“支援の対象となる車両しか存在しない”、“支援の対象となる車

両にだけ注意すれば良い”というような印象を与える情報提示は、ドライバ

ーの誤解を誘発しやすいと考えられる。 
②例えば、一旦支援を始めた場合には、途中で情報対象車両がいなくなったと

しても、支援を継続するなど、誤った印象を与えないように留意しなければ

ならない。 
途中で支援をやめると、“注意すべき車両がすべていなくなった”、“自分

の周辺は安全になった”という印象を与え、ドライバーが非通信車両への注

意を怠るようなことを誘発しやすいと考えられる。 
 
（２）通信の信頼性 

車車間通信システムは、無線通信の特性から全ての交通環境下において、通信

の信頼性が必ずしも担保するわけではない。また、すべての車両にシステムが搭

載されたとしても、周辺のすべての車両から確実に情報を取得できるわけではな

い。通信環境やその他、様々な理由で通信できなくなる場合があることを留意し

てシステム設計をする必要がある。 
通信ができなくなったり、途切れたりする主な具体例として以下のようなケー

スが挙げられる。 
・通信機器が故障した場合 
・通信媒体（電波）の通り道が遮蔽される状況になった場合 

 
（３）不要支援の削減 

                                            
7本ガイドラインでは、システム設計に際して設計者が注意すべき事項を「留意事項」と呼んで

いる。 
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情報交換型では避けられない通信の不成立/途絶や位置誤差の影響、地図データ

ベースを持つ/持たないなどのシステムの構成によって、車載システムが支援すべ

き状況かを正しく判別できない場合がある。このような場合、支援の必要がない

状況において支援してしまうこと（不要支援）が考えられる。この不要支援が頻

発すると、車載システムに対してドライバーが不信感を抱き、システムを使わな

くなって、本来のねらいである事故削減に寄与しなくなってしまうことが懸念さ

れる。不要支援は極力少なくするよう留意して設計することが必要である。 
具体的には不要支援の発生に影響を与える事象の有無に基づいて、情報の信頼

度を考慮するなどして、以下のような場合は不要支援が発生しないよう工夫する

必要がある。 
①例えば、自車両及び相手車両の相対的な位置誤差から支援の精度が低くなると

考えられる場合。 
②例えば、受信した情報の鮮度が古いもしくは不連続である等の要因から、支援

の精度が低くなると考えられる場合。 
 
（４）目視可能な場所での支援 

車車間通信システムは、見通しの悪い交差点など、ドライバーから見えない場

所に安全確認すべき相手車両が存在する場合に支援するところにねらいがある。

しかし、相手車両が見えない状況であることをシステムが識別して支援している

わけではないため、結果として相手車両が見える場合であっても支援する場合が

ある。相手車両がドライバーから見える状況で支援するのは、上述した不要支援

の一つと考えられるが、例えこのような状況で支援したとしても、ドライバーに

大きな違和感が生じないように留意する必要がある。 
ドライバーが違和感をもつような具体例として以下のようなケースが考えられ

る。 
・支援により得られた情報からドライバーがイメージする状況と直接視によ

り理解した状況が大きくかけ離れており、相手車両が直接視した車両とは

別のところにいると考え、その車両をドライバーが探してしまうようなケ

ース 
・相手車両がかなり遠くにいる状況、あるいは距離的には近いが時間的にか

なり余裕がある状況でドライバーが注目するに至っていないケース。 
・自車両とは関係ない経路に相手車両の進路が変わる可能性が高い状況で、

ドライバーが注目する必要のないケース 
 

3.7.1 フェールセーフ 

  通信機器の故障により想定したサービスが行えない状態になった場合の対応につ

いて以下に記述する。 
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（１）故障検知タイミング 
①サービス停止中に故障を検知し、サービスが行えない場合はシステム不作動

をドライバーに報知することで、システムが作動中と誤解させないよう配慮する。 
 
②サービス作動中に故障が発生し、サービスが中断・異常表示等した場合、シ

ステムの状況をドライバーに報知することで、対象車両が存在しない（通過した）

と誤解させないよう配慮する。 
 
（２）故障発生個所 

①自車両の通信機器の故障を自己診断機能で検知し、故障状況によりサービス

が行えない場合はシステム不作動をドライバーに報知し、システムが作動中と誤

解させないよう配慮する。（通信機器の故障としては、送信不可・受信不可・

GNSS機能不能・サービス（ＨＭＩ）不能等がある） 
②他車両から受信した通信データの異常（データ化け・抜け等）については、

自車両の通信機器が可能な限り異常を検知して対応することで、異常なデータを

基にしたサービスにより、ドライバーに対してシステムへの不信を招かないよう

配慮する。 
 
（３）自車両／他車両の故障検知 

①他車両側のシステム故障の場合、自車両は他車両側からの通信データに基づ

き衝突の可能性を判断する為、他車両側の故障によりデータの正確性が低下して

も、自車両で検知と対応ができない。このような機能限界については、マニュア

ル等でドライバーに周知する。相手側が故障により送信不可の場合、システム非

搭載車両として対応する。 
②自車両側のシステム故障を検知し、自車両・ドライバーに対するサービスが

行えない場合でも、送信可能な状態ならば故障による影響がないデータを他車両

に送信することは可能とする。 
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４．個別システムの仕様・要件 

本章では、3.4節で述べた支援レベルと支援タイミングに基づいた場合のシステム

仕様、要件について記述する。採用する位置標定手段やシステム構成によっては、

本仕様に記載されていない機能や、不要な支援の低減を狙った機能も実現できる。 
本章で述べる４つの支援機能は、2010年代前半に利用可能な位置標定手段（例え

ばGNSS等を用いたシステム）に基づき検討されている。システム設計の際には、

自車両および相手車両の位置情報には誤差が含まれており、支援タイミングに影響

を与える可能性があることに留意すべきである。 
 
4.1 出会い頭衝突防止支援 

4.1.1 支援機能概要 

（１）発進待機支援 
ここでは、非優先道路を走行する自車両が一時停止規制のある交差点で一旦停止

後、発進するまでの間、車車間通信で受信した相手車両（優先道路を走行する車両）

の情報を連続的にドライバーに提供する支援機能の動作シナリオを例として図 4-1
に示す。 
具体的には、次のようなシナリオに従って本支援機能は作動するものとする。 
①自車両が、一時停止規制のある交差点に向かって進行する。 
②自車両が通信エリアに入り、相手車両の情報が受信可能となる。 
③自車両の位置、速度、ブレーキ操作などから、自車両が一時停止線付近で一旦

停止したと判断したのち、受信した相手車両の情報に基づき支援を開始する。 
④自車両の位置、速度、ブレーキ操作、アクセル操作などから、自車両が発進し

たと判断することにより、支援を終了する。 
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図4-1 出会い頭衝突防止支援の支援機能概要（発進待機支援） 

 
4.1.2 支援機能設計例 

出会い頭衝突防止支援の設計例を図4-2に示す。 

 
図4-2 出会い頭衝突防止支援の支援タイミング 

 
（１）支援開始条件 

自車両が一旦停止したと判断したのち、支援を開始する。便宜的に自車両の速

度が0～30[km/h]となった場合に判断することも可とする。 
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① 

通信エリア    

（自車両） 

<185>



 

- 44 - 

（２）情報提供タイミング 

ｉ）開始タイミング 
情報提供の開始タイミングは、自車両のドライバーが情報提供を受け、通常

作動により発進を踏みとどまることが可能な相手車両の位置までに情報提供を

行う必要がある。 
機能概要にもあるように相手車両は減速せずに自車両の前方を通過すること

から、情報提供開始タイミングは、少なくとも相手車両が、自車両の情報提供

に伴う反応に要する空走距離とデータ送出に要する空走距離を考慮し、交差点

通過位置より手前から情報提供を開始している必要がある。 
以上の考えから、少なくとも以下の式で表される地点までに情報提供を開始

する必要がある。 

L3＝情報提供の反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
＝（T+Tdly）×V2 

L3 ：情報提供開始タイミング[m] 
V2 ：相手車両速度[m/s] 
T ：情報提供・反応時間とシステム遅延時間の和[秒] ：3.7+0.3 
Tdly ：データ送出に要するシステムの処理時間[秒] ：0.1 

相手車両速度V2は原則実際の速度を利用する。適用上限速度を想定（制限速

度60[km/h]+10[km/h]＝70[km/h]）した場合、情報提供開始タイミングL3は

80[m]となる。 
また、情報提供開始タイミングには、不要支援低減の観点から、距離または

時間の概念等での上限を設けることが望ましい。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して情報提供を終了しても良い。 
・自車両が速度やアクセル等から発進したと判断できる場合 
・自車両前方を相手車両が通過したと判断できる場合 

 
（３）注意喚起タイミング 

ｉ）開始タイミング 
注意喚起の開始タイミングは、自車両において、ドライバーが注意喚起を受

け通常より少ない反応時間により発進を踏みとどまることが可能な相手車両の

位置までに注意喚起を行う必要がある。 
具体的には、少なくとも相手車両が注意喚起に必要な空走距離、データ送出

に必要な空走時間を考慮し、交差点通過位置の手前から注意喚起を行う必要が

ある。 
以上の考え方から、注意喚起開始タイミングは次の式より定める。 
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L4＝注意喚起の反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
＝（T+Tdly）×V2 

L4 ：注意喚起開始タイミング[m] 
V2 ：相手車両速度[m/s] 
T ：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒] ：3.2+0.3 
Tdly ：データ送出に要するシステムの処理時間[秒] ：0.1 

相手車両速度V2は原則実際の速度を利用する。適用上限速度を想定（制限速

度60[km/h]+10[km/h]＝70[km/h]）した場合、情報提供開始タイミングL4は

70[m]となる。 
なお、情報提供に続いて注意喚起を行う場合は、ドライバーがより少ない反応

時間で対応することが可能とされており、以下の式を適用できる。 

L4＊＝（T＊+Tdly）×V2 
L4＊ ：情報提供に続けて行う場合の注意喚起開始タイミング[m] 
T＊ ：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒] ：0.8+0.3 

また、注意喚起開始タイミングについても、不要支援低減の観点から、距離ま

たは時間の概念等での上限を設けることが望ましい。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して注意喚起を終了しても良い。 
・自車両が速度やアクセル等から発進したと判断できる場合 
・自車両前方を相手車両が通過したと判断できる場合 

 
4.1.3 留意事項 

・自車両の支援システムで、交差点における道路の規制情報（信号灯色や一時停

止規制等）、優先／非優先の関係性が識別できる場合には、その情報を用い、

不要支援の低減に留意することが望ましい。 

・相手車両の速度が非常に低く、支援効果があまり期待できないと判断できる場

合には支援しなくても良い。 

・相手車両（情報対象車両）の速度が非常に高い場合には、情報を取得してすぐ

に支援を開始したとしてもドライバーの対応行動が間に合わない状況が生じ得

るが、このような状況が生じるのはやむを得ないと考える。 

・情報提供に続けて注意喚起を行う場合には、情報提供の支援が行われてから注

意喚起の支援を行うことを基本とする。 

・情報提供や注意喚起の支援対象とした相手車両が、自車両前方を通過し、4.1.2

で記載の(2)－ii)や(3)－ii)の終了タイミングが成立した場合であっても、非

通信車両が存在する可能性もあるため、支援を継続するなど、誤った印象を与

えないよう留意すること。 
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4.2 右折時衝突防止支援 

4.2.1 支援機能概要 

ここでは、交差点および単路において、右折を行おうとする自車両が、右折の意

思を表示してから右折を開始するまでの間、車車間通信で連続的に受信した相手車

両（対向直進車両）の情報をドライバーに提供する支援機能の動作シナリオを例と

して図4-3に示す。 
具体的には、次のようなシナリオに従って本支援機能は作動するものとする。 
①自車両が、右折の意思表示を行う。 
②相手車両の情報を受信する。 
③自車両の位置、速度、ブレーキ操作、アクセル操作などから自車両が右折を開

始した際に相手車両と交錯の可能性がある場合、自車両のドライバーに支援を

行う。 
④自車両の位置、速度、ブレーキ操作、アクセル操作などから、自車両が右折を

開始したと判断できた場合、支援を終了する。 

 

図4-3 右折時衝突防止支援の支援機能概要 

 
4.2.2 支援機能設計例 

右折時衝突防止支援の設計例を図4-4に示す。 
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図4-4 右折時衝突防止支援の支援タイミング 

 

（１）支援開始条件 

自車両が右折の意思表示を行った場合に、支援を開始する。 
 

（２）情報提供タイミング 

ｉ）開始タイミング 
情報提供の開始タイミングは、自車両において、ドライバーが情報提供を受

け、相手車両と交錯する位置の手前で、通常動作により右折を踏みとどまるこ

とができるように情報提供を行う必要がある。 
情報開始タイミングは、相手車両は減速せずに直進することを想定し、少な

くとも相手車両の情報に基づき自車両への情報提供に伴う反応に要する空走距

離とデータ送出に要する空走距離を考慮し、右折の意思を表示した位置から右

折開始位置の間で情報提供を行う必要がある。 

以上の考え方から、少なくとも次の式で表される地点までに情報提供を開始

している必要がある。 

 → L１（自車両の位置）を考慮して見直す 

L3＝情報提供・反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
＝（T＋Tdly）×（V１＋V2） 

L3：情報提供開始タイミング[m] 
V1：自車両速度[m/s] 
V2：相手車両速度[m/s] 

相手車両 

L3 
通信エリア 

目標地点 
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30[m] 

V2 

自車両 

L4 

注意喚起開始位置 

情報提供開始位置 

Ｖ Ｖ 
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T：情報提供・反応時間とシステム遅延時間の和[秒]：3.7＋0.3 
Tdly：データ送出に要するシステムの処理時間[秒]：0.1 

相手車両速度V2は原則実際の速度を利用する。 
また、情報提供開始タイミングには、不要支援低減の観点から、距離または

時間の概念等での上限を設けることが望ましい。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して情報提供を終了しても良い。 

・自車両が右折を開始したと判断できる場合 
・自車前方を相手車両が通過したと判断できる場合 
・自車両が右折を中止し直進したと判断できる場合 

 

（３）注意喚起タイミング 

ｉ）開始タイミング 
注意喚起の開始タイミングは、自車両において、ドライバーが注意喚起を受

け、相手車両と交錯する位置の手前で、通常より少ない反応時間により右折を

踏みとどまることができるように注意喚起を行う必要がある。 
具体的には、少なくとも相手車両の自車両の注意喚起に必要な空走距離、デ

ータ送出に必要な空走時間を考慮し、右折開始位置の手前から注意喚起を行う

必要がある。 
以上の考え方から、注意喚起開始タイミングは次の式より定める。 

 → L１（自車両の位置）を考慮して見直す 

L4＝注意喚起の反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
＝（T＋Tdly）×（V１＋V2） 

L4：注意喚起開始タイミング[m] 
V1：自車両速度[m/s] 
V2：相手車両速度[m/s] 
T：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒]：3.2＋0.3 
Tdly：データ送出に要するシステムの処理時間[秒]：0.1 

相手車両速度V2は原則実際の速度を利用する。 
なお、情報提供に続いて注意喚起を行う場合は、ドライバーがより少ない反

応時間で対応することが可能とされており、以下の式を適用できる。 

L4＊＝（T＊＋Tdly）×V2 
L4＊ ：情報提供に続けて行う場合の注意喚起開始タイミング[m] 
T＊ ：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒] ：0.8＋0.3 
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また、注意喚起開始タイミングについても、不要支援低減の観点から、距離

または時間の概念等での上限を設けること。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して注意喚起を終了しても良い。 
・自車両が右折を開始したと判断できる場合 
・自車前方を相手車両が通過したと判断できる場合 
・自車両が右折を中止し直進したと判断できる場合 

 

4.2.3  留意事項 

・自車両の支援システムで、右折ではなく進路変更を意図して右ウィンカーを出

したときにも作動することが考えられるため、不要支援の低減に留意すること

が望ましい。(コメント：不要支援の発生をやむを得ないとするには不適切） 
・自車両の支援システムで、交差点における道路の規制情報（信号灯色等）や中

央分離帯の情報等が得られる場合には、その情報を用い、不要作動の低減に留

意することが望ましい。(コメント：不要支援の発生をやむを得ないとするには

不適切） 
・相手車両の速度が非常に低く、支援効果があまり期待できないと判断できる場

合には支援しなくても良い。 
・相手車両（情報対象車両）の速度が非常に高い場合には、情報を取得してすぐ

に支援を開始したとしてもドライバーの対応行動が間に合わない状況が生じ得

ることを、使用者に周知することが望ましい。 
・情報提供に続けて注意喚起を行う場合には、情報提供の支援が行われてから注

意喚起の支援を行うことを基本とする。 
・情報提供や注意喚起の支援対象とした相手車両が、自車両前方を通過し、4.2.2
で記載の(2)－ii)や(3)－ii)の終了タイミングが成立した場合、非通信車両がい

る可能性もあるため、支援を継続するなど、誤った印象を与えないよう留意す

ること。 
 
4.3 左折時衝突防止支援 

4.3.1 支援機能概要 

ここでは、交差点および単路において、左折しようとする自車両が、左折の意思

を表示している間、車車間情報で連続的に受信した後方から接近する相手車両（以

降、二輪車両とする）の情報をドライバーに提供する支援機能の動作シナリオを例

として図4-5に示す。 
具体的には、次のようなシナリオに従って本支援機能は作動するものとする。 
①左折しようとする自車両は、後方から減速せずに走行し通信エリア内に近接す

る二輪車両の情報を受け取る。 
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②自車両は、左折意思確認した後（例えば左ウィンカー操作があった後）、二輪

車両が左折時交錯可能性のある通信エリア内に入っている場合、二輪車両に関

する支援を開始する。 
③自車両は、二輪車両が自車両と交錯する可能性がなくなったと判断できたとき、

支援を終了する。 

 

図4-5 左折時衝突防止支援の支援機能概要 

 
4.3.2 支援機能設計例 

左折時衝突防止支援の設計例を図4-6に示す。 

 

図4-6 左折時衝突防止支援の支援タイミング 
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（１）支援開始条件 
自車両が左折の意思表示を行った場合に、支援を開始することとする。 

 

（２）情報提供タイミング 

ｉ）開始タイミング 

情報提供の開始タイミングは、自車両において、ドライバーが情報提供を受

け、通常動作により左折を踏みとどまることが可能な二輪車両の位置までに情

報提供を行う必要がある。 
機能概要にもあるように二輪車両は減速せずに自車両に近接することから、

情報提供開始タイミングは、少なくとも二輪車両が、自車両の情報提供に伴う

反応に要する空走距離とデータ送出に要する空走距離を考慮し、自車両の後端

に到達する位置より手前から情報提供を開始している必要がある。 
以上の考え方から、少なくとも次の式で表される地点までに情報提供を開始

している必要がある。 

L3＝情報提供の反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
 ＋二輪車両長＋自車両長 
＝（T＋Tdly）×V2＋Lv2＋Lv1 

L3：情報提供開始タイミング[m] 
V2：二輪車両速度[m/s] 
T：情報提供・反応時間とシステム遅延時間の和[秒]：3.7＋0.3 
Tdly：データ送出に要するシステムの処理時間[秒]：0.1 
Lv2：二輪車両長[m] 
Lv1：自車両長[m] 

 
二輪車両速度V2は原則実際の速度を利用する。適用上限速度を想定（制限速

度60[km/h]+10[km/h]＝70[km/h]）し、また二輪車両長を2[m]、自車両長を

12[m]（大型車）と想定した場合、情報提供開始タイミングL3は94[m]となる。 
また、情報提供開始タイミングには、不要支援低減の観点から、距離または

時間の概念等での上限を設けることが望ましい。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して情報提供を終了しても良い。 
・二輪車両が自車両の前方に通過したと判断できる場合 
・自車両の左折意思表示が終了したと判断できる場合 
・二輪車両が情報提供開始位置より後方に離れたと判断できる場合 
・二輪車両の速度が自車両の速度より遅いと判断できる場合 
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（３）注意喚起タイミング 

ｉ）開始タイミング 
注意喚起の開始タイミングは、自車両において、ドライバーが注意喚起を受

け、通常より少ない反応時間により左折を踏みとどまることが可能な二輪車両

の位置までに注意喚起を行う必要がある。 
具体的には、少なくとも二輪車両が注意喚起に必要な空走距離、データ送出

に要する空走距離を考慮し、自車両の後端に到達する位置より手前から注意喚

起を行う必要がある。 
以上の考え方から、注意喚起開始タイミングは次の式より定める。 

L4＝注意喚起の反応に要する空走距離＋データ送出に要する空走距離 
 ＋二輪車両＋自車両長 
＝（T＋Tdly）×V2＋Lv2＋Lv1 

L4：注意喚起開始タイミング[m] 
V2：二輪車両速度[m/s] 
T：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒]：3.2＋0.3 
Tdly：データ送出に要するシステムの処理時間[秒]：0.1 
Lv2：二輪車両長[m] 
Lv1：自車両長[m] 

二輪車両速度V2は原則実際の速度を利用する。適用上限速度を想定（制限速

度60[km/h]+10[km/h]＝70[km/h]）し、また二輪車両長を2[m]、自車両長を

12[m]（大型車）と想定した場合、注意喚起開始タイミングL4は84[m]となる。 
なお、情報提供に続いて注意喚起を行う場合は、ドライバーがより少ない反

応時間で対応することが可能とされており、以下の式を適用できる。 

L4＊＝（T＊＋Tdly）×V2＋Lv2＋Lv1 

L4＊ ：情報提供に続けて行う場合の注意喚起開始タイミング[m] 

T＊ ：注意喚起・反応時間とシステム遅延時間の和[秒] ：0.8＋0.3 

また、注意喚起開始タイミングにも、不要支援低減の観点から、距離または

時間の概念等での上限を設けること。 

ⅱ）終了タイミング 
次の点を勘案して注意喚起を終了しても良い。 
・二輪車両が自車両の前方に通過したと判断できる場合 
・自車両の左折意思表示が終了したと判断できる場合 
・二輪車両が注意喚起開始位置より後方に離れたと判断できる場合 
・二輪車両の速度が自車両の速度より遅いと判断できる場合 
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4.3.3 留意事項 

・自車両の速度情報を用い、左折の為の減速が認められない場合や停止状態での

不要支援の低減に留意することが望ましい。 
・自車両の支援システムで、交差点における道路の規制情報（信号灯色や一時停

止規制等）、および道路の線形情報（左折専用レーン等）が識別できる場合に

は、その情報を用い、不要支援の低減に留意することが望ましい。 
・二輪車両（情報対象車両）の速度が非常に高い場合には、情報を取得してすぐ

に支援を開始したとしてもドライバーの対応行動が間に合わない状況が生じ得

るが、このような状況が生じるのはやむを得ないと考える。 
・情報提供に続けて注意喚起を行う場合には、情報提供の支援が行われてから注

意喚起の支援を行うことを基本とする。 
・情報提供や注意喚起の支援対象とした二輪車両が、自車両の前方に通過し、

4.3.2で記載の(2)－ii)や(3)－ii)の終了タイミングが成立した場合、非通信車両

がいる可能性もあるため、支援を継続するなど、誤った印象を与えないよう留

意すること。 
 
4.4 周辺車両認知支援 

4.4.1 支援機能概要 

ここでは、自車周辺に存在する車両がドライバーに認知しやすくなるよう情報提

供を行うと共に、緊急車両の存在をドライバーへ伝えることで、速やかな退避行動

が可能となるような情報提供を行なう支援機能の動作シナリオを例として図4-7に示

す。 
具体的には次のようなシナリオに従って本支援機能は作動するものとする。 

① 通信エリア内の相手車両の情報を受信した場合、自車両ドライバーに支援を行な

う。 
② 相手車両が通信エリア外に離れた場合、支援を終了する。 
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図4-7 周辺車両認知支援の支援機能概要 

 

4.4.2 周辺車両に関する支援 

（１）支援タイミング 
相手車両の位置や速度に応じた支援タイミングの規定は行わない。相手車両か

らの情報を受信中は支援を行うことを基本とし、ドライバーのスイッチ操作、ウ

ィンカー操作などによって支援を開始、終了してもよいこととする。 
一方、相手車両が緊急車両の場合、警光灯が300[m]先から視認できるよう道路

運送車両の保安基準で定められていることを目安として、自車との距離が同程度

未満となったときに、支援を開始するものとする。 
 

 
（２）情報対象車両の選択 

不要な情報をドライバーへ提供しないよう、自車の走行に関係のない遠方の車

両や自車から遠ざかっていく車両を除外できるほかは、情報対象車両の選択は行

わないものとする。 
ただし、自車との交錯の可能性が低いと判断できた車両を情報対象車両から除

外することができるほか、システムの制約などによって情報対象車両のすべてを

相手車両 

相手車両 

自車両 
緊急車両 

通信エリア 

相手車両 

<196>



 

- 55 - 

ドライバーへ情報提供できない場合は、優先度の高い情報対象車両に絞って情報

提供することができる。このとき、交錯可能性の判断基準や優先度の設定基準を

ドライバーが容易に理解できるよう、留意しなければならない。 
 
（３）位置誤差の補正 

支援タイミングを規定しないため、位置誤差の補正は行わなくともよい。 
 

4.4.3 支援機能設計例 

緊急車両情報提供の設計例を図4-8に示す。 
 

（１）支援開始条件 
緊急車両との直線距離がL1以内となったときに、情報提供を開始する。 

L1＝300 
L1：情報提供開始タイミング[m] 

 
図4-8 緊急車両の通信エリア 

 
（２）情報対象車両の選択 

自車両 

情報対象

緊急車両 

Ｌ1 

１ 

２ 

６ 

３ 

７ 

４ 
８ 

５ 

情報対象

緊急車両 
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不要な情報をドライバーへ提供しないよう、自車の走行に関係のない遠方の車

両や自車から遠ざかっていく情報対象車両の選択を行う。表4-1に一覧を示す。 
 

表4-1 緊急車両の情報対象車両の選択 

 
 

4.4.4 留意事項 

通信が成立した車両に関してのみ情報提供を行うため、情報提供がないことを理

由に注意を払うべき車両が周囲に存在しない、との誤解をドライバーに与えないよ

う、システムを設計しなければならない。 
 

 

離脱

離脱

離脱

離脱

接近

接近

接近

接近 するする前１

しなくてよいしない後８

しなくてよいしない前７

しなくてよいする後６

しなくてよいする前５

しなくてよいしない後４

しなくてよいしない前３

するする後２

情報対象者に対
する情報提供

交差する／しない自車に対する位置接近／離脱

離脱

離脱

離脱

離脱

接近

接近

接近

接近 するする前１

しなくてよいしない後８

しなくてよいしない前７

しなくてよいする後６

しなくてよいする前５

しなくてよいしない後４

しなくてよいしない前３

するする後２

情報対象者に対
する情報提供

交差する／しない自車に対する位置接近／離脱
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5．実用化の際にユーザーに対して配慮すべき事項8 

通信利用型の実用化に際しては、自動車メーカーによってシステムが異なるため、

ユーザーに誤解を与えることなく、効果的にシステムを利用するための配慮事項を

整理した。ここに整理した配慮事項に則って自動車メーカーが各社で対応するもの

とする。 
なお、通信利用型のうち、ここでは車車間通信システムを対象としている。 

 
5.1 システム全体に共通する事項 

システム全体に共通する配慮すべき事項は、以下の通りである。 
 

（１）自動車メーカーによる支援機能の違いについて 
情報交換型という概念のシステム名称で呼ばれ、本基本設計書に則って設計さ

れた場合においても、市販される段階では具体的な支援機能や作動する範囲等が

自動車メーカーによって異なることが考えられる。そのため、異なる自動車メー

カーの車種に乗り換えた場合においても、支援機能や作動する範囲等が異なるこ

とを理解した上で、利用できるような配慮が必要である。 
 

（２）非通信車両の存在について 
車車間通信システムは、システムを搭載した車両同士が通信し、それによって

得られた相手車両の情報を用いて支援を行うものであるが、自車両の周辺には非

通信車両（車車間通信システムを搭載していない車両等）が混在しており、これ

らの車両についての情報は全く得られない。とりわけ、システムの普及初期の段

階では、非通信車両の中に通信車両がまれに存在している状況であると考えられ、

非通信車両の存在を念頭においてシステムを利用しているということが重要とな

る。 
システムのユーザーには、少なくとも以下のことを理解した上で使用できるよ

うな配慮が必要である。 
①ドライバーには、システムによる支援の有無にかかわらず、安全に運転する義

務があること 
②システムからドライバーに提示する情報は、自車両（支援対象車両）の周辺に

いるシステム搭載車両（情報対象車両）に関する情報に限定されるが、周辺に

は情報対象車両だけでなく、システム非搭載車両や歩行者が存在する可能性が

あること 
③特に、周囲の交通情報を目視で確認することが困難な状況においては、支援に

より提示された車両のみが存在していると錯覚する恐れのあること 

                                            
8  本書では、システムを販売する段階でユーザーに対してメーカーが踏まえるべき事項を「配

慮事項」と呼んでいる。 
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（３）通信の信頼性について 

仮にすべての車両にシステムが搭載された場合においても、すべての周辺車両

から確実に情報を取得できるわけではない。すなわち“通信の信頼性は100％では

ない”ことをユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必要である。 
通信ができなくなる主な具体例としては、以下のようなケースが挙げられる。 

 通信機器が故障した場合 
 通信媒体（電波）の通り道が遮蔽される状況になった場合 

 
（４）不要支援について 

不要支援が生じる場合があることをユーザーが理解した上で使用できるような

配慮が必要である。 
 
（５）目視可能な場所での支援について 

車車間通信システムは、見通しの悪い交差点等、安全確認すべき相手車両を目

視できない場所において支援することを目的としているが、相手車両を目視でき

ない状況であることをシステムが識別して支援しているわけではないため、結果

的に相手車両が目視できる場合においても支援することになる。そのため、ユー

ザーに対しては、相手車両が目視できる／目視できないにかかわらず支援するシ

ステムであること、相手車両が目視できない状況における支援を目的としている

ため目視できる状況においては、多少の違和感を伴うこともあり得ることを理解

した上で使用できるような配慮が必要である。 
なお、ドライバーが違和感をもつような具体例として、以下のようなケースが

考えられる。 
 支援により得られた情報からドライバーがイメージする状況と目視により

理解した状況が大きくかけ離れており、相手車両が目視した車両とは別の

ところにいると考え、その車両を探してしまうようなケース 
 多くの車両が存在する中で、支援により得られた情報の対象となる車両が

どの車両なのか見当がつかないようなケース 
 相手車両がかなり遠くにいる状況、あるいは距離的には近いが時間的にか

なり余裕がある状況、自車両とは関係ないところで相手車両の進路が変わ

る可能性が高い状況等、支援の対象には至っていないケース 
 
（６）測位誤差について 

現状の測位技術では、支援対象車両と情報対象車両の双方に、測位誤差が含ま

れているが、この測位誤差は環境条件で大きく変動する可能性があることをユー

ザーが理解した上で使用できるような配慮が必要である。 
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（７）優先測位に応じた支援機能の使い分けについて 
2.6（３）において優先順位に応じた支援機能の使い分けに係る基本的な考え方

を示したが、機能実装にあたっては、この考え方をそのまま適用すると優先順位

はダイナミックに上下することがあり、その都度作動する支援機能を切り替える

ことはドライバーの混乱を招く懸念がある。実装にあたってはそのような混乱が

生じないような配慮が必要である。 

 
5.2 支援機能別にみた事項 

支援機能ごとの配慮すべき事項は、以下の通りである。 
 

（１）出会い頭衝突防止支援 
少なくとも、以下のことについては、ユーザーが理解した上で使用できるよう

な配慮が必要である。 
① 自車両が見通しの悪い非優先側道路にいる場合に、発進を踏み止まって相手車

両をやり過ごすという対応行動を想定した支援である。 
② 安全な頭出しや発進を支援するものではないこと。 
③ 自車両が非優先側道路にいる場合を想定しているため、自車両の速度が停止～

低速の状態で作動すること。 
④ 相手車両の速度が一定以上の場合には、支援のタイミングが遅れることがある

こと。 
⑤ 不要支援を減らすような対策が十分なされているものの、自車両の状況や相手

車両の状況によっては不要支援が生じる可能性のあること。例として以下のよ

うなケースが挙げられる。 
・自車両が優先側道路や信号交差点にいる場合 
・立体交差点を通過する場合 
・大きくカーブしている単路において、対向車と遭遇した場合 
・中央分離帯がある単路において、右方向から車両が接近してきた場合 
・支援の直後に、相手車両が途中で停止または右折／左折してしまった場合 
・相手車両が目前で減速して接近してきた場合 
・相手車両や自車両の測位誤差が大きい場合 

⑥ 不要支援の対策の一つとして、相手車両の速度が低い場合には支援しないシス

テムがあること。 
 
（２）右折時衝突防止支援 

少なくとも、以下のことについては、ユーザーが理解した上で使用できるよう

な配慮が必要である。 
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① 見通しの悪い状態で自車両の右ウィンカーが出された場合に、右折の開始を踏

み止まって相手車両（対向直進車両）をやり過ごすという対応行動を想定した

支援であること。 
② 安全な頭出しや右折開始を支援するものではないこと。 
③ 右折に備えた速度への減速がすでになされていることを想定しているため、自

車両の速度が停止～低速の状態で作動すること。 
④ 出会い頭衝突防止支援がすでに作動していた場合には、本支援が作動しない場

合があること。 
⑤ 相手車両の速度が一定以上の場合には、支援のタイミングが遅れることがある

こと。 
⑥ 不要支援を減らすような対策が十分なされているものの、自車両の状況や相手

車両の状況によっては不要支援が生じる可能性があること。例として以下のよ

うなケースが挙げられる。 
・赤信号で待機中に、対向車線上の車両が交差点に接近してきた場合 
・直進や左折が可能な信号現示のため、右折専用レーンで待機している場合

に対向車線上の車両が直進してきた場合 
・右折専用信号（分離信号）で右折する場合に、対向車線上の車両が交差点

に接近してきた場合 
・中央分離帯があり右折不可能な道路にも関わらず、渋滞走行中に低速で右

側に車線変更する場合 
・支援の直後に、相手車両が右折や左折を行った場合 
・相手車両が目前で減速して接近してきた場合 
・相手車両や自車両の測位誤差が大きい場合 

⑦ 不要支援の対策の一つとして、相手車両の速度が低い場合には支援しない場合

があること。 
 
（３）左折時衝突防止支援 

少なくとも、以下のことについては、ユーザーが理解した上で使用できるよう

な配慮が必要である。 
① 自車両の左ウィンカーが出された場合に、左折の開始を踏み止まって相手車両

をやり過ごすという対応行動を想定した支援であること。 
② 左折の際に、見落としやすい左後方から接近中の二輪車を相手車両としている

こと。 
③ 安全な左折開始を支援するものではないこと。 
④ 左折に備えた速度への減速がすでになされていることを前提としているため、

停止～低速の状態で作動すること。 
⑤ すでに出会い頭衝突防止支援がすでに作動していた場合には、本支援が作動し

ない場合があること。 
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⑥ 相手車両の速度が一定以上の場合には、支援のタイミングが遅れることがある

こと。 
⑦ 不要支援を減らすような対策が十分なされているものの、自車両の状況や相手

車両の状況によっては不要支援が生じる可能性のあること。例として以下のよ

うなケースが挙げられる。 
・赤信号で待機中に、後方から相手車両が接近してきた場合 
・左折専用レーンで左折する場合 
・渋滞走行中に低速で左側に車線変更する場合 
・支援の直後に、相手車両が停止あるいは左折した場合 
・相手車両や自車両の測位誤差が大きい場合 

⑧ 自車両が路肩に停止しているような場合には、左ウィンカーを出していても支

援しない場合があること。 
 

（４）周辺車両認知支援 
自車両の周辺にいる情報対象車両を知らせる支援機能については、少なくとも、

以下のことについては、ユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必要で

ある。 
① 自車両の周辺にいる情報対象車両の存在を知らせることにより、ドライバーが

安全確認にその情報を利用することを想定した支援であること。 
② 情報が得られた周辺の車両すべてを表示するシステムや、自車両に影響を及ぼ

す可能性のある車両のみ表示するシステム等、様々な情報提供の方式があるこ

と。 
③ 常時作動するシステムや、ドライバーの操作に応じて作動するシステム等、

様々な作動条件があること。 
④ 情報対象車両が停止あるいは低速状態の場合は、表示対象から除外するシステ

ムがあること。 
⑤ 周辺車両認知支援が作動している状態に、優先度の高い他の支援機能が作動す

ることがあること。 

また、自車両の周辺にいる緊急車両を知らせる支援機能については、少なくと

も、以下のことについては、ユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必

要であること。 
① 自車両の周辺を緊急車両が走行していることを知らせることにより、ドライバ

ーが緊急車両の円滑な運行に協力することを想定した支援であること。 
② 緊急車両のサイレン音が聞こえにくい場合があることを背景として、備えられ

た支援機能であること。 
③ 道路交通法では、緊急車両が接近してきたときには緊急車両に進路を譲らなけ

ればならないとされていること。 
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１．インフラ協調による安全運転支援システムに係るＨＭＩの配慮事項について 
 
1.1. 背景 
自動車の安全運転支援システムからの情報伝達の手法（Human Machine 

Interface。以下「HMI」という。）如何により、十分な支援効果が得られないばかり

か安全性が後退することも想定される。 
HMI は、自動車メーカーの創意工夫の領域である一方、自動車ユーザーからする

と様々なメーカーの自動車を運転することも想定され、HMI について一定の決まり

がある方がより効果が発現する場合も考えられる。 
自動車メーカーが今後創意工夫することにより発展していくと考えられる領域以

外で、HMI に関して取り決めを行うことが合理的と考えられる部分について検討し

ていくこととする。 
 今回検討の対象とするシステムは、IT 新改革戦略におけるインフラ協調による安

全運転支援システムとし、支援レベルは情報提供、注意喚起及び警報とする。 
 本資料は、「作動状況等の確認」、「分かりやすい情報伝達」、「確実な情報伝

達」、「緊急度の容易な理解」及び「過信・不信の防止」の５つの視点に立脚し、

安全運転システムを実用化する上で配慮すべき事項及びその具体例をとりまとめた

ものである。なお、技術的な検討の結果、ここに示した具体例以外の手法をとるこ

とについて妨げるものではなく、今後の検討により内容は必要に応じて変更されう

るものである。 
 
1.2. ＨＭＩにおいて配慮すべき事項 
ＨＭＩについては「支援による期待した効果を得ること」、「支援により安全性

が後退しないこと」の観点から配慮すべき事項を以下のとおり整理した。 
 
【作動状況等の確認】 

 (1)ドライバーがシステムの作動状況や支援内容を確認できるよう配慮する。 
①システムが作動中かどうかを提示する。 
 ＜具体例＞ 

・車載システムの ON 又は OFF が分かるように表示する。 
・車車間通信の場合は、他車両から支援のために必要な情報を取得してい

ることをドライバーへ提示する。 
ただし、必要な情報取得と情報提供タイミング等が同時になる場合は、

情報提供等の提示で代替してもよい。 
・路車間通信の場合は、路側機から支援のために必要な情報を取得してい

ることをドライバーへ提示する。 
ただし、必要な情報取得と情報提供タイミング等が同時になる場合は、

情報提供等の提示で代替してもよい。 
 

②どの事故(どの行動類型）に対する支援であるかをわかるように提示する。 
 ＜具体例＞ 

・右折、左折、直進等の行動類型に対応し、支援を受けたドライバーに
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とって注意すべき対象や取るべき行動等が分かるような情報を提示する。 
 

【分かりやすい情報伝達】 
 (2)ドライバーにとって分かりやすく、使いやすいシステムであるとともに、安心

して使えるよう配慮する。 
①短時間に理解できるように平易な情報で表示する。 
 ＜具体例＞ 

・文字表示をする場合は、支援レベルに応じ、文字数等の情報量に配慮

する。（通常運転時の文字数に関する（社）日本自動車工業会ガイドラ

イン「画像表示装置の取り扱いについて 改定第 3.0 版」を参考に、安

全運転支援であることに配慮して機能レベルに応じた文字数で表示す

る。） 

・文字表示をする場合は、支援レベルに応じて表示する文言に配慮する。 
②複数の情報伝達手段を持つ場合は、表示、音、触覚等の適切に組み合わせに

より伝達する。 
③車車間通信と路車間通信による支援を組み合わせる場合には、一貫性のある

情報伝達を行う。 
 ＜具体例＞ 

・同一の支援内容・支援レベルで車車間通信、路車間通信により情報伝

達があるシステムについては、車車間通信、路車間通信にかかわらず、

整合性のとれた伝達方法を用いる。 
④実用化されているシステムの情報提供、注意喚起及び警報のＨＭＩの考え方と

整合された情報の提示を行う。 
 

【確実な情報伝達】 
 (3)安定した情報伝達となるよう配慮する。 

 複数の伝達手段を持つ場合は、支援レベルが高い場合にあっては、複数の手段

を組み合わせることにより、確実に情報を伝達する。 
 ＜具体例＞ 

・警報、注意喚起を行う場合にあっては、音とともに視覚や触覚等により

情報を伝達する。 
 

【緊急度の容易な理解】 
 (4)ドライバーが支援レベル（情報提供、注意喚起及び警報）を容易に理解できる

よう配慮する。 

①支援レベルに応じたＨＭＩ（色、音など）である。 

 ＜具体例＞ 
・カラー表示が可能な場合、支援機能レベルをあらわす表示として、警

報は赤色系統、注意喚起は黄色系統、情報提供はその他の色を主として

使用する。 
・音は支援レベルに応じ周波数、間隔、音圧等で区別する。 
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②支援レベルが連続的に変わる場合には、その変化が容易に理解できるように提

示する。 
 
【過信・不信の防止】 

 (5)ドライバーがシステムに過度な依存や不信を招かないよう適正な信頼が得られ

るように配慮する。 
①適切な支援タイミングで情報を伝達する。 
 ＜具体例＞ 

・支援レベル、システムの支援に対するドライバーの反応時間、システ

ム遅延時間、自車及び他車の車速等を考慮した支援タイミングで情報を

伝達する。 
②路車間通信の場合には場所が、車車間通信の場合には車両が限定されること

を前提に情報を伝達する。 
＜具体例＞ 
・路車間通信の場合は、路側機から情報を取得していることをドライバー

に提示することによりサービス場所であることを提示する。 
 ただし、必要な情報取得と情報提供タイミング等が同時になる場合は、

情報提供等により代替してもよい。 
③システムの機能限界、故障を提示する。 
 ＜具体例＞ 

・機能限界についてはマニュアル等によりドライバーへ周知する。 
・自車の車載システムの故障状態を表示する。 
・路車間通信の場合は、路側機の故障状態を車両側で検知できる場合に提

示する。 
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ド

ラ
イ

ン
の

記
載

内
容

を
修

正
し

た
が

、
趣

旨
は

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

記
載

内
容

と
相

違
な

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
「
危

険
性

」
表

記
を

、
当

該
W

G
検

討
結

果
に

沿
っ

て
「
重

大
性

・
緊

急
性

・
遭

遇
度

」
の

観
点

、
表

記
で

修
正

し
た

。

図
2
-
1
1
　

自
律

に
よ

る
検

知
の

可
否

に
よ

る
使

い
分

け
の

適
用

例
2
0

図
2
-
1
1
自

律
に

よ
る

検
知

の
可

否
に

よ
る

使
い

分
け

の
適

用
例

(A
)　

を
追

加
。

解
説

不
要

A
S
V

5
運

転
支

援
検

討
W

G
 の

検
討

結
果

（
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

複
合

化
に

関
す

る
検

討
：
優

先
度

の
考

え
方

）
を

踏
ま

え
て

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

記
載

内
容

を
修

正
し

た
が

、
趣

旨
は

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

記
載

内
容

と
相

違
な

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
「
危

険
性

」
表

記
を

、
当

該
W

G
検

討
結

果
に

沿
っ

て
「
重

大
性

・
緊

急
性

・
遭

遇
度

」
の

観
点

、
表

記
で

修
正

し
た

。
②

異
な

る
対

象
物

に
対

し
て

同
時

に
作

動
す

る
複

数
機

能
の

使
い

分
け

2
1

②
異

な
る

対
象

物
に

対
し

て
同

時
に

作
動

す
る

複
数

機
能

の
使

い
分

け
2
0

表
現

見
直

し
解

説
不

要

A
S
V

5
運

転
支

援
検

討
W

G
 の

検
討

結
果

（
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

複
合

化
に

関
す

る
検

討
：
優

先
度

の
考

え
方

）
を

踏
ま

え
て

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

記
載

内
容

を
修

正
し

た
が

、
趣

旨
は

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

記
載

内
容

と
相

違
な

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
「
危

険
性

」
表

記
を

、
当

該
W

G
検

討
結

果
に

沿
っ

て
「
重

大
性

・
緊

急
性

・
遭

遇
度

」
の

観
点

、
表

記
で

修
正

し
た

。

3
3
.1

支
援

機
能

2
2

3
3
.1

支
援

機
能

2
2

表
2
-
2
支

援
レ

ベ
ル

の
定

義
(再

掲
)(

A
)　

を
追

加
解

説
不

要

3
.1

.1
歩

行
者

や
自

転
車

と
車

と
の

通
信

を
利

用
す

る
支

援
機

能
に

つ
い

て
2
2

3
.1

.1
歩

行
者

や
自

転
車

と
車

と
の

通
信

を
利

用
す

る
支

援
機

能
に

つ
い

て
2
1

本
文

見
直

し
(歩

行
者

及
び

自
転

車
を

対
象

と
し

な
い

理
由

追
加

）
解

説
不

要

3
.1

.2
位

置
標

定
技

術
に

つ
い

て
2
3

3
.1

.2
位

置
標

定
技

術
に

つ
い

て
2
1

本
文

見
直

し
（
実

用
化

時
期

に
関

す
る

表
現

見
直

し
）

解
説

不
要

3
.1

.4
優

先
側

車
両

へ
の

支
援

に
つ

い
て

2
4

（
A

)項
目

の
追

加
支

援
対

象
車

両
が

優
先

側
を

走
行

し
て

い
る

際
の

動
作

に
つ

い
て

、
「
動

作
を

既
定

し
な

い
」
と

い
う

意
図

か
ら

動
作

記
述

が
無

か
っ

た
が

、
「
記

述
が

無
い

」
＝

「
禁

止
さ

れ
て

い
る

」
と

い
っ

た
誤

認
識

に
な

ら
な

い
よ

う
に

明
記

し
た

。
3
.2

支
援

方
法

2
4

3
.2

支
援

方
法

2
2

-
解

説
不

要

(1
)出

会
い

頭
衝

突
防

止
支

援
2
4

(1
)出

会
い

頭
衝

突
防

止
支

援
2
2

減
速

停
止

支
援

を
排

除
し

な
い

記
述

に
変

更
解

説
不

要

(2
)右

折
時

衝
突

防
止

支
援

2
5

(2
)右

折
時

衝
突

防
止

支
援

2
3

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(3

)左
折

時
衝

突
防

止
支

援
2
5

(3
)左

折
時

衝
突

防
止

支
援

2
3

表
現

見
直

し
解

説
不

要

2
/
4
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タ
イ

ト
ル

掲
載

ペ
ー

ジ
タ

イ
ト

ル
掲

載
ペ

ー
ジ

通
信

利
用

型
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

書
(A

)
（
平

成
2
8
年

3
月

　
A

S
V

5
発

行
）

通
信

利
用

型
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(B
)

（
平

成
2
3
年

3
月

　
国

土
交

通
省

発
行

）

章
番

号
章

番
号

解
説

変
更

内
容

3
3
.2

(4
)情

報
対

象
車

両
認

知
支

援
2
6

3
3
.2

(4
)周

辺
車

両
認

知
支

援
2
4

「
②

支
援

の
適

用
」
に

、
支

援
場

面
及

び
情

報
提

供
タ

イ
ミ

ン
グ

の
記

述
を

追
加

解
説

不
要

3
.3

支
援

の
レ

ベ
ル

2
5

(B
)項

目
削

除
。

2
.2

支
援

レ
ベ

ル
の

定
義

(A
)に

ま
と

め
て

説
明

。
解

説
不

要

3
.3

支
援

シ
ス

テ
ム

設
計

の
た

め
の

パ
ラ

2
6

3
.3

支
援

シ
ス

テ
ム

設
計

の
た

め
の

パ
ラ

2
5

-
解

説
不

要
(1

)支
援

車
速

推
奨

範
囲

2
5

(B
)項

目
削

除
。

解
説

不
要

(1
)情

報
対

象
車

両
の

車
速

推
奨

範
囲

2
6

(2
)情

報
対

象
車

両
の

車
速

推
奨

範
囲

2
5

表
現

見
直

し
解

説
不

要

(2
)情

報
提

示
・
反

応
時

間
2
7

(3
)情

報
提

示
・
反

応
時

間
2
6

表
3
-
4
支

援
レ

ベ
ル

ご
と

の
情

報
提

示
・
反

応
時

間
(B

)を
削

除
し

、
表

2
-
7
支

援
レ

ベ
ル

及
び

そ
の

組
合

せ
ご

と
の

情
報

提
示

・
反

応
時

間
(A

)を
再

解
説

不
要

(3
)シ

ス
テ

ム
遅

延
時

間
・
送

信
間

隔
2
7

(4
)シ

ス
テ

ム
遅

延
時

間
・
送

信
間

隔
2
6

表
現

見
直

し
解

説
不

要
3
.4

情
報

提
示

の
タ

イ
ミ

ン
グ

2
7

3
.4

情
報

提
示

の
タ

イ
ミ

ン
グ

2
7

-
解

説
不

要
(1

)情
報

提
供

2
7

(1
)情

報
提

供
2
7

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(2

)注
意

喚
起

2
8

(2
)注

意
喚

起
2
7

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(3

)警
報

2
9

（
A

)項
目

の
追

加
解

説
不

要
(5

)位
置

誤
差

の
あ

る
場

合
の

支
援

に
つ

い
て

2
9

(4
)位

置
誤

差
の

あ
る

場
合

の
支

援
に

つ
い

て
2
9

表
現

見
直

し
解

説
不

要

3
.5

通
信

要
件

3
0

3
.5

通
信

要
件

3
0

-
-

(1
)通

信
エ

リ
ア

3
0

(1
)通

信
エ

リ
ア

3
0

現
時

点
の

技
術

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
て

、
本

文
見

直
し

注
釈

内
容

を
最

新
情

報
で

書
き

換
え

た
。

3
.6

通
信

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
考

え
方

3
5

3
.6

通
信

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
考

え
方

3
6

注
記

5
の

追
加

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
は

記
載

事
項

の
根

拠
と

な
る

実
験

名
称

が
曖

昧
だ

っ
た

た
め

、
注

記
と

し
て

正
式

名
称

を
記

載
し

た
。

3
.8

複
数

シ
ス

テ
ム

で
の

支
援

機
能

の
組

み
合

わ
せ

・
使

い
分

け
に

必
要

な
技

術
要

3
8

(B
)項

目
削

除
。

2
.6

(A
)で

記
述

。
-

3
.7

留
意

事
項

3
9

3
.9

留
意

事
項

3
8

本
文

見
直

し
(加

筆
・
修

正
）

解
説

不
要

3
.7

.1
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

4
0

（
A

)項
目

の
追

加
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

機
能

の
再

考
結

果
が

含
ま

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
追

加
し

た
。

4
個

別
シ

ス
テ

ム
の

仕
様

・
要

件
 

4
2

4
個

別
シ

ス
テ

ム
の

仕
様

・
要

件
 

4
0

表
現

見
直

し
解

説
不

要
4
.1

出
会

い
頭

衝
突

防
止

支
援

4
2

4
.1

出
会

い
頭

衝
突

防
止

支
援

4
0

表
現

見
直

し
解

説
不

要

4
.2

右
折

時
衝

突
防

止
支

援
4
6

4
.2

右
折

時
衝

突
防

止
支

援
4
4

本
文

見
直

し
(加

筆
・
修

正
明

確
化

　
）

追
加

検
討

項
目

な
し

に
つ

き
、

解
説

不
要

4
.3

左
折

時
衝

突
防

止
支

援
4
9

4
.3

左
折

時
衝

突
防

止
支

援
4
8

表
現

見
直

し
解

説
不

要

4
.4

周
辺

車
両

認
知

支
援

5
3

4
.4

周
辺

車
両

認
知

支
援

5
2

本
文

見
直

し
(加

筆
・
修

正
明

確
化

　
）

概
要

で
、

他
（
４

．
２

や
４

．
３

）
の

機
能

概
要

の
説

明
と

同
じ

く
具

体
的

な
説

明
を

追
加

し
緊

急
車

両
の

位
置

づ
け

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

5
実

用
化

の
際

に
ユ

ー
ザ

ー
に

対
し

て
配

慮
す

べ
き

事
項

5
7

5
実

用
化

の
際

に
ユ

ー
ザ

ー
に

対
し

て
配

慮
す

べ
き

事
項

5
5

本
文

見
直

し
路

車
間

通
信

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

記
述

を
削

除

5
.1

シ
ス

テ
ム

全
体

に
共

通
す

る
事

項
5
7

5
.1

シ
ス

テ
ム

全
体

に
共

通
す

る
事

項
5
5

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(1

)自
動

車
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

支
援

機
能

の
違

い
に

つ
い

て
5
7

(1
)メ

ー
カ

ー
に

よ
る

支
援

機
能

の
違

い
に

つ
い

て
5
5

表
現

見
直

し
解

説
不

要

(2
)非

通
信

車
両

の
存

在
に

つ
い

て
5
7

(2
)非

通
信

車
両

の
存

在
に

つ
い

て
5
5

表
現

見
直

し
解

説
不

要

(3
)通

信
の

信
頼

性
に

つ
い

て
5
8

(3
)通

信
の

信
頼

性
に

つ
い

て
5
6

表
現

見
直

し
及

び
例

示
を

1
項

目
削

除
・
表

現
見

直
し

に
関

し
て

は
解

説
不

要
・
通

信
が

で
き

な
く
な

る
ケ

ー
ス

の
具

体
例

の
一

つ
と

し
て

「
・
通

信
容

量
を

超
え

る
量

の
通

信
が

な
さ

れ
た

場
合

」
と

あ
っ

た
が

、
実

運
用

で
は

想
定

さ
れ

な
い

た
め

削
除

（
3
.7

（
2
）
と

同
じ

変
更

内
容

）
(4

)不
要

支
援

に
つ

い
て

5
8

(4
)不

要
支

援
に

つ
い

て
5
6

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(5

)目
視

可
能

な
場

所
で

の
支

援
に

つ
い

5
8

(5
)目

視
可

能
な

場
所

で
の

支
援

に
つ

い
5
6

表
現

見
直

し
解

説
不

要

3
/
4
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タ
イ

ト
ル

掲
載

ペ
ー

ジ
タ

イ
ト

ル
掲

載
ペ

ー
ジ

通
信

利
用

型
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

書
(A

)
（
平

成
2
8
年

3
月

　
A

S
V

5
発

行
）

通
信

利
用

型
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(B
)

（
平

成
2
3
年

3
月

　
国

土
交

通
省

発
行

）

章
番

号
章

番
号

解
説

変
更

内
容

5
5
.1

(6
)測

位
誤

差
に

つ
い

て
6
1

5
5
.1

(6
)測

位
誤

差
に

つ
い

て
5
7

表
現

見
直

し
及

び
一

部
削

除
・
表

現
見

直
し

に
関

し
て

は
解

説
不

要
・
ユ

ー
ザ

ー
に

対
し

て
測

位
誤

差
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
は

難
し

い
た

め
、

一
文

を
削

除
。

(7
)優

先
測

位
に

応
じ

た
支

援
機

能
の

使
い

分
け

に
つ

い
て

6
2

配
慮

事
項

な
の

で
、

2
.6

よ
り

5
.1

で
の

記
述

が
適

切
ユ

ー
ザ

ー
に

対
す

る
配

慮
事

項
と

し
て

追
加

5
.2

支
援

機
能

別
に

見
た

事
項

6
2

5
.2

支
援

機
能

別
に

見
た

事
項

5
7

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(1

)出
会

い
頭

衝
突

防
止

支
援

6
2

(1
)出

会
い

頭
衝

突
防

止
支

援
5
8

表
現

見
直

し
解

説
不

要
(2

)右
折

時
衝

突
防

止
支

援
6
2

(2
)右

折
時

衝
突

防
止

支
援

5
8
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No:A-7

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

対向車の情報を利用した支援機能

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◆支援によって目標地点までに停止できるように、通信エリア内

で連続的に支援する

◆支援によって目標地点までに停止できるように、通信エリア内

で連続的に支援する

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

進行中進行中

正面衝突

同じ道路上を反対方向に走行する車両に対して、対向車両の存在や相対速度関係を事前通知することで、正面衝突を避ける

為の支援を行う。

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

対向車とのすれ違い場面における典型的な危険シーンは、視認性の悪いカーブ等での対向車線へのはみだしによる衝突である。
ドライバーに予め対向車の存在を通知することにより、減速およびはみだしに注意する運転など適切な事前回避行動を促し、
対向車との正面衝突事故を防止する。

情報提供の可否判断（直線路に対向車が存在する場合、複数の車線がある場合など）
十分な精度の位置推定技術（車線判別）
見通し外場面における通信路の確保

・情報対象車両は、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。

・支援対象車両は、情報対象車両の存在/運動情報を受信する。

・支援対象車両は、自車と情報対象車両の位置/運動を予め想定されたパターンに照合し、情報対象車両との位置関係を

評価する。

・支援対象車両は、情報対象車両との衝突の可能性があると判断した場合、その旨をドライバーに情報提供する。

目標地点に対する支援の方法は「減速停止支援」を適用する。

・カーブ等により情報対象車両が支援対象車両から非見通し関係にある場合、路側機との連携も考えられる。

支援対象車両

目標地点

情報対象車両

通信エリア

・視認性の悪いカーブ等において、情報対象車両と支援対象車両がすれ違う場合

資料4-3
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No:

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

前方低速/停止車両の情報を利用した支援機能
（渋滞末尾追突防止、追突防止）

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◆運転支援によって支援対象車両のドライバが目標地点までに
目標車速まで減速できるよう連続的に支援する。
◆通信エリアは、初期位置から目標地点まで連続的にカバー
できる範囲であること。
◆支援対象車両の減速度を加味し目標地点まで減速出来るタイ

ミングで支援する。

◆停止または、定速で低速走行を維持していること。
◆通信エリアは、初期位置から目標地点までを連続的に

カバーできる範囲であること。

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

低速走行～停止中進行中

追突

減速や停止できるよう支援することで、支援対象車両前方の低速・停止車両（渋滞末尾車両等）への追突を防止する。

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

・運転行動変化：うっかり、ぼんやり、脇見などによる前方低速・停止車両の認知ミスを予防できる。

・事故低減効果：前方不注視、カーブ等での低速、停止車両への追突事故を低減できる。

・本シーンにおけるガイドラインの支援優先順位は「自律＞車車間」であり自律を優先すべき状況。車車間で支援を実施する際の
条件定義が必要。
・システム間「自律検知型⇔車車間（情報交換型）」の制御調停、HMI調停の構築。
・位置検知精度が向上するなどして、支援対象車両及び情報対象車両が同一走行車線であることが判別できること。
・見通し外場面において運転支援が可能な通信距離が確保できること。
・高速自動車国道及び自動車専用道路の本線で、自専道であることのデータが入手できる事。
・制動距離が異なる車両毎（乗用車、商用車（大型トラック等）など）に対して適切なタイミングで注意喚起などの支援を行う必要がある。

単路、自専道等において、前方の情報対象車両から同一車線後方の支援対象車両に情報を伝達する。
支援対象車両はその情報を元に、ドライバに対して「情報提供、注意喚起」を実施することで追突防止の運転支援を行う。
目標地点に対する支援の方法は「減速・停止支援」を適用する。

①低速度走行中または渋滞等で停止中の情報対象車両の後方に、支援対象車両が接近する。
②情報対象車両の位置、速度等の情報から、支援対象車両はドライバに対して運転支援を行う。
③支援対象車両ドライバは運転支援に気付き、適切な処置（減速、停止、車線変更等）を行なう。

④追突の可能性が無くなったら運転支援を終了する。

通信エリア

目標地点 支援対象車両情報対象車両

◇支援の適用例

見通しの悪いカーブの先などに存在する停止・低速車両への接近を通知する。

自律システムとの連携が考えられる。（例：見通しが悪い地点で停止中の情報対象車両を事前把握

A-8

<213>



①情報対象車両は、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。

②支援対象車両は、情報対象車両の存在/運動情報を受信する。

③支援対象車両は、自車と情報対象車両の位置/運動から、自車が情報対象車両に追いつくと判断したら、減速が必要である
ことをドライバに情報提供・注意喚起する。

本支援は通信利用型運転支援システムの基本設計書で定義する「減速停止支援」の考え方を適用する。

通信エリア 目標地点

No:A-9

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

前・側方車両の情報を利用した支援機能

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◆運転支援によって支援対象車両のドライバが目標地点まで

に目標車速まで減速できるよう、通信エリアで連続的に支援

する。

◆定速で走行すると想定

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

進行中進行中

追越、追抜時衝突

前方の情報対象車両から後方の支援対象車両に車両情報を伝達することで、支援対象車両はそれを元にドライバに

情報提供、もしくは注意喚起することで減速支援する。

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

追越や追抜のための事前準備をドライバに促し、車線変更や早めの減速などゆとりある運転が可能となる。

高精度な位置推定技術。特に横方向の推定が重要。
支援対象車両および情報対象車両の横方向の位置精度向上により、より高度な支援が可能になる。
例えば… 隣車線を走行している2輪車→支援なし

自車線中央付近を走行している2輪車→自律型で検知可能＆ドライバが認知しやすい→通常の支援
自車線の端を走行してる2輪車→自律型で検知＆ドライバの認知がしにくい可能性がある→早めの支援

・自律型との連携によって、より高度な支援が可能になると考えられる。

例えば、自律型では検知が難しい自車線の端や先行車の前方を走行している情報対象車両を事前に把握。

支援対象車両

情報対象車両

・同一車線内の側方寄り（路肩寄りまたは中央線寄り）を走行する車両に接近する際に適用。
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情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

並進車両の情報を利用した支援機能

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

進行中

・支援対象車両が車線変更時に、後続の情報対象車両と接触する危険性を支援対象車両のドライバーに情報提供する

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

・情報対象車両は、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。
・支援対象車両は、情報対象車両の位置/運動情報を受信する。
・支援対象車両は、上記を基に情報対象車両との交錯可能性を評価する。
・運転者が車線変更の意思を示したとき、交錯する可能性が一定以上と判断したら、その旨をドライバーに情報提供する。
・進路変更意思を提示する区間(進路変更の3秒前)において、「右左折支援」の考え方を適用する

No:A-10 進路変更時衝突

進行中

・情報対象車両側は減速や停止を想定せず一定速で通過するものとして、支援対象車両側にのみ支援を適用する。

【留意事項】 1．遅くともL1区間の入口地点（LS）で通信が開始されていること。
2．通信範囲設定の際には、情報対象車両側の測位誤差や送信するまでの遅れ時間なども考慮する。

・期待する運転行動の変化： 車線変更時の後側方への注意が促進される

・現状技術では前後左右の位置関係の推定精度が不足
・既存製品（後側方警報等）に対する優位性が不足

・情報対象車両側が通信搭載車／非搭載車の混在時のドライバー受容性

・減速せずに走行すると想定する。

・ドライバが、進路変更意思を提示してから進路変更の行動

をやめるまでの間、連続的に支援する。

・ドライバが、進路変更の為に必要な行動(意思表示、周囲の

安全確認等)を行なっている事を前提として支援する。

・支援の範囲 L1＝ ①

①道交法に基づく進路変更意思提示区間(進路変更の3秒前)

・減速せずに走行すると想定する。

・通信エリアにかかわる距離 L2＝ ②

※支援対象車両側がL1区間において、情報対象車両側の走

行車線に進路変更をしないと判断するために必要な時間に

より、L2区間を算出する。

②システム遅延時間～情報提供・反応時間で情報対象車

両が走行する距離

LS

通信エリア 目標地点

V2

L1

V1 V1
V2

L2
※ V1 < V2 とする。

支援対象車両

情報対象車両

◇支援の適用例

・高速道路、一般道等の道路種別によらず支援に適用できる。高速道路等における合流時の支援に適用することも考えられる。
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No:A-11

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇システムの拡張可能性

進行中発進待機中（停止中）

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

後方車両の情報を利用した支援機能 後退時衝突

◇支援の考え方

◇支援の方法（シナリオ）

・情報対象車両は、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。

・支援対象車両は、情報対象車両の存在/運動情報を受信する。

・支援対象車両は、自車と情報対象車両の位置/運動より交錯の可能性を評価する。

・支援対象車両は、情報対象車両と交錯する可能性が一定以上と判断したら、その旨をドライバーに情報提供する。

後方に発進しようとする支援対象車両のドライバーに対し、後方側面の見通し外を走行する情報対象車両で交錯しそうな
車両の存在を通知することで、発進待機の継続を行い、出会い頭の衝突を防止する。

・十分な精度の位置推定技術

支援対象車両が低速で後進中の場合も、同様の支援が可能と考えられる。

支援対象車両

情報対象車両

通信エリア

後方側面の見通し外から接近する交錯しそうな情報対象車両の存在をドライバーに通知し、後退時の衝突を防止する。

◆後方へ発進しようとする停止中の支援対象車両のドライバ

が、支援によって発進待機を継続する。

◆情報対象車両は、減速せずに走行する。

駐車場内で、停止中の支援対象車両が後方に発進する場合。
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No:A-12c

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

周辺車両の情報を利用した支援機能 （低速車情報）

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

低速進行中進行中

追突

・自車との速度差が一定以上大きい路面清掃車など道路維持管理作業中の車両が自車前方に存在することをドライバー
に伝え、余裕を持った車線変更や早めの減速を促し、スムーズな交通流の維持や追突防止を支援する。

・情報対象車両は作業車に限定とし、一般車両は含めない事とする。

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

事前に低速作業車の存在を認知することで、早めのブレーキや減速行動をとることができ追突などの事故を防止できる。
また、事前に低速作業車の存在を認知することで、余裕を持った車線変更などが可能となりスムースな交通流の維持に繋がり、
後続車の交通渋滞を回避することができる。

・十分な精度の位置推定技術（支援対象車両の走行とは関係ない車線を走行する作業車への警報抑止など）

・低速作業車による渋滞が前方で既に発生している場合の渋滞末尾追突防止支援との住み分け(優先順位)の考慮
・支援対象車両を ①同一車線内。②隣車線も含む。③同一道路内。とするかは、位置推定技術レベルとドライバ受容性から検討
する必要がある。

・情報対象車両は、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。
・情報対象車両は、車両用途種別(低速作業車であること)/作業状態(低速作業中か否か)を含む情報を定期的に発信する。
・支援対象車両は、情報対象車両の存在/運動情報を受信する。

・支援対象車両は、前方に低速または停止作業中の低速作業車が存在し作業車に追突する可能性が一定以上と判断したら

その旨をドライバーに情報提供する。

・自律型、路側情報利用型、情報交換型システムの使い分けを利用することで、より信頼性の高い支援が提供できると考えられる。

通信エリア

目標地点

支援対象車両情報対象車両

◆情報対象車両の速度より一定以上速いこと
◆情報対象車両への追突の可能性が判定できること

◆車両用途種別が低速作業車であること
◆低速作業中であること
◆低速走行または停止状態を維持するものと想定

・路面清掃車が低速作業をしている場合に支援を適用する。

・道路管理車が落下物の回収作業をしている場合に支援を適用する。
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・情報対象車両は、事故や故障等により走行不能な状態となり、路上に停車する。

・情報対象車両は、自車が走行不能であることを含む情報を発信する。

・支援対象車両は、情報対象車両の存在/走行不能情報を受信する。

・支援対象車両は、情報対象車両と交錯する可能性が一定以上と判断した場合、その旨をドライバーに情報提供する。

No:A-13a

情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

車両からのハザード情報を利用した支援機能 （故障車情報）

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◆情報対象車両に接近中 ◆事故・故障等で走行不能状態

◆走行不能状態であることを送信中

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

停止中進行中

追突

本線進行中の支援対象車両に、事故・故障等により危険な状態で停止している情報対象車両の存在を知らせることで、

追突等の二次災害のリスクを低減させる。

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

進路上の危険情報を事前に認知することで、ゆとりを持った回避行動ができ、急ブレーキや追突などのヒヤリハットや
2次災害を防止する。

・十分な精度の位置推定技術
・見通し外場面における通信路の確保、もしくは通信性能限界に関する考え方等
・中央分離帯の有無や上下車線を認識する技術・仕組み等

支援対象車両①情報対象車両

・情報対象車両と支援対象車両の直接通信ができない場合に、路車間通信の利用による補完が考えられる。

・道路センター側に情報を通知し、現場急行要請や道路交通情報等に利用することが考えられる。

・先行車、カーブや勾配、防音壁等の障害物の影響や悪天候等で前方の見通しが利かない場合。

・自律システムでは検知不能である位置関係にある場合。

支援対象車両② 通信エリア
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情報交換利用型 支援対象車両 情報対象車両

＜支援機能の概要＞

＜支援対象車両の条件＞ ＜情報対象車両の条件＞

追加支援機能検討シート

想定事故
類型

◇支援の考え方

◆ 情報対象車両が支援対象車両の同じ車線もしくは同じ道路

の前方に存在することを判断できること

◆ 情報対象車両への追突の可能性が判定できること

◆ 情報対象車両自身の急ブレーキを検出できること

◇システムの拡張可能性

◇支援の方法（シナリオ）

急減速中進行中

追突

急ブレーキをした車両が支援対象車両の前方に存在することをドライバーに伝え、追突等の事故を回避できるようにする。

◇支援の適用例

＜期待する安全・安心効果＞

＜実用化に向けた課題(条件)＞

前方、特にカーブの先や複数台前などの目視ができない車両の急ブレーキを、目視で確認するよりも早く認知することで、
早めの減速や減速準備を行うことによって、前方車両への追突事故を回避できるほか、急な回避行動による後続や並走、
対向車両との衝突を防止する。

・支援対象車両と情報対象車両が同じ車線を走行することを条件とする場合は、車線判別ができる程度の位置標定精度と
曲がった道への対応として車線情報を持った地図等が必要になる。
・情報対象車両との間に車両が存在する場合も考慮した、支援に必要な通信の到達性

１．情報対象車両は支援対象車両の前方を同じ方向に走行していて、自車の位置/運動等を含む情報を定期的に発信する。

２．支援対象車両は、情報対象車両の存在/運動情報を受信する。

３．情報対象車両は、前方の障害物や前方車両の急減速への回避対応として、追突の恐れがある急ブレーキを行う。

４．情報対象車両は、自車が急ブレーキを作動させたことを、車車間通信で送信する。

５．支援対象車両は、前方の急ブレーキをした車両への追突可能性が一定以上と判断した場合に、

その旨をドライバーに支援する。

支援対象車両

・情報対象車両が自律システムを用いて更に前方の通信対象外車両の急ブレーキを認識したときに、

この検出情報を支援対象車両に通知することで、より多くの車両に対する支援を行うことが可能となる。

情報対象車両1（支援対象車両と同じ車線）

情報対象車両2（支援対象車両と異なる車線）

・急ブレーキをする情報対象車両が支援対象車両の前方で同じ車線もしくは車線は異なるが同じ道路を走行している

場合に支援を適用する

・特に、支援対象車両と情報対象車両との間に別の車両が存在した場合には、自律システムよりも早く前方の

急ブレーキ車の情報を取得して支援を行うことができる。

通信エリア

No:A-13b 車両からのハザード情報を利用した支援機能 （急ブレーキ情報）
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１.はじめに 

1.1 本基本設計書の位置付け 

日本の交通事故死者数は近年毎年減少を続けているが、自動車乗車中の死亡者の減

少率に対し、歩行者など交通弱者死亡者数の減少率が低く、今や自動車乗車中より歩

行者の死亡者数のほうが多い、という状況になっている。 歩行者は車両に比べ、対

象の大きさが小さいこと、親子連れや集団歩行など様々な形態があること、急な進路

変更や飛び出しなど動きが予測しにくいこと、等々があり、車載センサを用いた運転

支援に加えて、通信を利用した仕組みの検討が必要である。 
本基本設計書は、歩行者事故の分析に基づき、その対応策、特に通信を利用した運

転支援システムについて、備えるべき技術的要件や配慮すべき事項等について検討し

たものである。 その成果として、メーカー各社が通信利用型運転支援システムを設

計する際に参照すればＡＳＶ推進検討会における検討結果がわかるように、支援の考

え方、システムの概念、システム定義、通信コンテンツ、システム設計時に留意すべ

き事項等、基本設計に係る検討結果をできる限り織り込んだものである。 なお、技

術の進歩等により、必要に応じて、適宜基本設計書を見直す。 
なお、本基本設計書は、今後登場するかもしれない新技術（位置標定精度の飛躍的

向上など）を待つよりも、従来技術の延長の範囲という前提で、簡単な仕組みで早期

の実用化を目指す。 オリンピックも視野に入れ、「2020年実用化」を念頭としたも

のとした。 
 

1.2 技術用語の解説 

 本基本設計書に用いた専門的な用語の意味は以下の通りである。 

(1) 位置標定
い ち ひ ょ う て い

 

測位または情報の取得により、自車両と歩行者の絶対座標（緯度、経度、標高）を特定す

ることを意味する。 

(2) 位置
い ち

標定
ひょうてい

精度
せ い ど

 

 位置標定により得られた自車両の位置データの精度を意味する。 

(3) 危険
き け ん

認知
に ん ち

速度
そ く ど

 

 交通事故の当事者となるドライバーが、ブレーキや操舵等の危険回避措置を取る直

前までの走行速度を意味する。 

(4) 支援
し え ん

機能
き の う

 

 本基本設計書では、「歩行者情報提供支援」、「周辺歩行者認知支援」を「支援機能」

と総称する。 
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(5) 支援
し え ん

車速
し ゃ そ く

範囲
は ん い

 

 不要支援を少なくするため、またメーカーによってシステムが作動する速度が大き

く異なることによりユーザーが混乱するのを避けるため、支援対象車両においてシス

テムが作動する速度範囲を意味する。 

(6) 支援
し え ん

対象
たいしょう

車両
しゃりょう

 

 ドライバーに支援がなされる車両を客観的に表現するときに「支援対象車両」と称

する。便宜上「自車両」、「１当」と称することもある。 

(7) 支援
し え ん

方法
ほうほ う

 

 運転支援を受けたドライバーが対応行動するための方法を意味する。本基本設計書

では、歩行者が存在することを支援対象車両に情報提供するものであり、走行速度を

適切な車速に下げるための方法を意味する。 

(8) 支援
し え ん

レベル 

 ドライバーにどのような対応行動を期待するかによって支援の仕方が異なる。本基

本設計書では、「情報提供」を「支援レベル」とも称する。 
情報提供……運転者がシステムから提供された情報により安全運転を行なうた

めの客観情報を伝える。 

(9) システム遅延
ち え ん

時間
じ か ん

 

 歩行者から通信データが送出されてからそのデータを受信し、車載機が情報処理す

るまでの時間であり、内訳は通信に要する時間と車載機が情報処理するまでの時間の

和を意味する。車載機ごとにデータ処理能力が異なるため、遅延時間は異なるが、シ

ステム設計上のパラメータの一つとして、代表値が設定される。 

(10) 周辺
しゅうへん

歩
ほ

行者
こ う し ゃ

認知
に ん ち

支援
し え ん

 

 支援対象車両のドライバーへ、自車両周辺に存在する歩行者が認知しやすくなる

ように情報提供を行う支援機能を意味する。 

(11) 情報
じょうほう

交換型
こうかんがた

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

 通信利用型運転支援システムの形態の一つで、周囲の車両や歩行者と相互に通信す

ることによって得られる情報を利用して運転支援を行うシステムである。本基本設計

書では便宜上、「情報交換型」または「歩車」と略記することがある。 
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(12) 情報
じょうほう

対象
たいしょう

歩
ほ

行者
こ う し ゃ

 

 支援に利用する情報の対象となっている歩行者を客観的に表現するときに「情報対

象歩行者」と称する。便宜上「相手歩行者」、「２当」と称することもある。 

(13) 情報
じょうほう

提示
て い じ

・反応
はんのう

時間
じ か ん

 

 支援対象車両のドライバーに運転支援を行う場合、システムが情報提示を開始して

からドライバーが反応を始めるまでの時間を意味する。情報提示の方法によって情報

提示時間が異なり、ドライバーによって反応時間が異なるが、システム設計上のパラ

メータの一つとして、支援レベルごとの代表値が設定される。 

(14) 情報
じょうほう

伝達
でんたつ

 

 歩車において、通信手段を用いて情報を伝達することを意味する。 

(15) 自律
じ り つ

検知型
け ん ち が た

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

 車載センサにより得られる情報を利用して運転支援を行うシステム。本基本設計書

では便宜上、「自律検知型」または「自律」等と略記することがある。 

(16) 送信
そ う し ん

間隔
かんかく

 

 支援に用いる情報は周期的に送信されるため、送信されるまでに時間遅れが生じる

ことになる。本基本設計書では、送信間隔によって見込まれる時間遅れの最大値を意

味する。 

(17) 測位
そ く い

誤差
ご さ

 

 位置標定により得られた位置データの誤差を意味する。 

(18) 通信
つ う し ん

エリア 

 本基本設計書では、有効な運転支援を行うために通信が確実にできることが望まれ

る領域を意味する。 

(19) 通信
つ う し ん

利用型
り よ う が た

運転
うんてん

支援
し え ん

システム 

 無線通信技術を利用して運転支援に必要な情報を取得し、運転支援を行うシステム。

本基本設計書では便宜上、「通信利用型」と略記することがある。 
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(20) 適用
て き よ う

上限
じょうげん

速度
そ く ど

 

 支援対象車両／情報対象歩行者がどのような速度であっても有効に支援するよう

なシステム設計は現実的に困難であるため、大多数の事故に対して支援システムが有

効に働くような速度範囲を想定したうえで、通信利用型運転支援システムの通信エリ

アの要件を設定する必要がある。その速度範囲の上限を意味するパラメータである。  
歩行者情報提供支援は速度抑制を促すことが目的であるため、上限速度は規定しない。 

(21) 非通信
ひ つ う し ん

歩
ほ

行者
こ う し ゃ

 

 運転支援のための通信ができない歩行者の意味であり、歩行者端末を携帯していな

い歩行者だけでなく、携帯していても故障等により通信できない歩行者を含む。 

(22) 不要
ふ よ う

支援
し え ん

 

 ドライバーにとって支援の必要はないと考えられる場面でも支援してしまうなど、

ドライバーに有用とならない支援全般を意味する。 

(23) 歩
ほ

行者
こ う し ゃ

情報
じょうほう

提供
ていきょう

支援
し え ん

 

 歩車間通信で前方及び前方左右の歩行者の存在を検出し、支援対象と判断された場

合、自車両の走行速度に応じて情報提供を行う。 

(24) G N S S
じーえぬえすえす

 

 Global Navigation Satellite Systems の略称。全地球航法衛星システムとも称す

る。複数の測位衛星から送信される信号を受信機が受信することにより、位置を特

定するシステム。アメリカが運用している GPS(Global Positioning System)、ロシ

アの GLONASS(Global Navigation Satellite System)、ヨーロッパの GALILEO、

準天頂衛星等の測位衛星システムの総称である。  
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２．歩行者事故の傾向（分析） 

2.1. 歩行者事故の特徴 

2.1.1. 交通事故全体における歩行者事故の近年の傾向 

図 2-1 に示す通り、平成 26 年の全国の交通事故死者 4,113 人の内、歩行中の交通

事故死者数は 1,498 人で 36.4％を占めて最も多く、平成 20 年に自動車乗車中の交通

事故死者数を抜いて以来、7 年連続最多となっている。 

 
 

図 2-1 状態別死者数の推移(各年 12 月末) 

 

図 2-2 に示す通り、歩行中の死者及び負傷者数を年齢層別にみると、いずれも高齢

者(死者：構成率 71.0％、負傷者：同 30.9％）が最も多く、負傷者については、子ど

も(同 16.0％)が次に多く、両者で半数近く(同 46.9％)を占めている。一方、死者で

は、高齢者(同 71.0％)が７割以上を占める。 

 

図 2-2 歩行中の年齢層別死者及び負傷者数(構成率) (平成 26 年中) 

  

(出典： 警察庁発行「平成 26 年中の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取締り状況について」) 

           (出典： 警察庁発行「平成 26 年中の交通事故の発生状況」) 
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2.1.2. 致死率 

表 2-1 によれば、全交通事故における致死率(＝死者数÷死傷者数×100)は 0.6％
程度に対して、図 2-3 の歩行中の交通事故における致死率は、2.6％程度と非常に高

い。 

 

表 2-1 状態別死傷者数の推移 (各年 12 月末) 

 

 
図 2-3 事故類型別死亡事故率 (平成 26 年中) 

 

 

 

  

注１ 死亡事故率＝死亡事故件数÷交通事故件数×100 

(出典： 警察庁発行「平成 26 年中の交通事故の発生状況」) 

(出典： 警察庁発行「平成 26 年中の交通事故の発生状況」) 
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2.1.3. 発生場所 

歩行者事故の発生場所を道路形状で層別すると、以下に示すシナリオに分類できる。 

 

（１） シナリオ１：交差点直進(信号あり) 図 2-4 参照 

① 歩行者が信号を無視して横断を開始した。 

② 歩行者横断中、信号が赤に変わり、車両が発進した。 

③ 車両が交差点を通過中、信号が赤に変わり、歩行者が横断を開始した。 

④ 車両が信号を無視した。 

 

図 2-4 シナリオ１ 

 

（２）シナリオ２：交差点右折(信号あり)  図 2-5 参照 

① 対向車に気を取られ、歩行者の発見が遅れた 

② 反対車線の渋滞により、歩行者の発見が遅れた 

 

図 2-5 シナリオ２ 

<233>



- 8 - 
 

（３）シナリオ 3：交差点直進(信号なし)  図 2-6 参照 
① 停車車両の陰に存在する、横断歩行者の発見が遅れた 

② 漫然運転や脇見により、歩行者の発見が遅れた 

 

 

 

図 2-6 シナリオ３ 
 

 

（４） シナリオ４： 交差点右折(信号なし)  図 2-7 参照 

① 対向車に気を取られ、歩行者の発見が遅れた 

② 交差点左折車両の陰に存在する、横断歩行者の発見が遅れた 

③ 反対車線の渋滞により、歩行者の発見が遅れた 
 

 

 

図 2-7 シナリオ４ 
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（５）シナリオ５： 交差点横断歩道なし 図 2-8 参照 

① 見通しが悪い道路環境(塀などの死角が存在するなど) 

② 渋滞車両の陰に存在する、横断歩行者の発見が遅れた 

③ 別の歩行者に気を取られ、歩行者の発見が遅れた 

 

 

図 2-8 シナリオ５ 

 

 

（６）シナリオ６： 交差点横断歩道なし 図 2-9 参照 

①見通しが悪い道路環境(塀などの死角が存在するなど) 

 

 

図 2-9 シナリオ６ 
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（７）シナリオ７： 単路横断 図 2-10 参照 

①駐停車車両や走行車両の陰に存在する、横断歩行者 

②漫然運転や脇見により、歩行者の発見が遅れた 

③歩行者の飛び出し 

 

図 2-10 シナリオ７ 

 

 

（８）シナリオ８： 単路正面・背面衝突 図 2-11 参照 

①歩行者の飛び出し 

②歩行者のふらつき 

③漫然運転や脇見により、歩行者の発見が遅れた 

④駐停車車両もしくは通過車両の陰に存在する、歩行者 

 

 

図 2-11 シナリオ８ 
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歩行者事故の発生場所を道路形状および歩行者状態で整理すると、表 2-2 のよう

になる。 

表 2-2 発生場所別の歩行者事故件数 

 

一方、歩行者事故の発生場所を車道幅員別で見てみると、日常よく利用する「生活

道路」と呼ばれる自宅周辺の道幅の比較的狭い道路における交通死亡事故件数の推移

は、全死亡事故件数の減少傾向と比較して緩やかな減少となっており、全死亡事故件

数に占める割合は増加傾向にある。また、全交通事故件数は近年減少傾向である一方

で、生活道路における交通事故件数は横ばいで推移しており、全交通事故件数に占め

る割合が増加する傾向にある(図 2-12 参照)。 

 
      (出典： 内閣府 交通基本計画 8 次 資料)  

図 2-12 生活道路における死亡事故件数の推移(平成 13～20 年) 

道路形状 歩行者状態 シナリオ 件数 比率

交差点

信号有 横断歩道横断中 １，２

昼夜計 12,993 20%

昼 7,114 55%

夜 5,879 45%

信号無

横断歩道横断中 ３，４

昼夜計 4,162 6%

昼 2,549 61%

夜 1,613 39%

横断歩道以外横断中 ５，６

昼夜計 5,750 9%

昼 3,534 61%

夜 2,216 39%

単路

横断中 ７

昼夜計 7,753 12%

昼 4,884 63%

夜 2,869 37%

対面・背面歩行中 ８

昼夜計 7,070 11%

昼 4,017 57%

夜 3,053 43%

合計 昼夜計 37,728 58%

平成23年度 事故統計 総数

昼夜総計 65,173 100%

昼計 40,474 62%

夜計 24,699 38%
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また、歩行者の交通事故者数、死傷者数について、自宅から 500m 以下の道路にお

ける死者の占める割合は高い水準のまま横ばいで推移しており、また、死傷者の占め

る割合は、近年減少しつつあるものの依然として高い水準にある(図 2-13 参照)。 

 

 
  図 2-13 生活圏の歩行者・自転車乗車中の交通事故死者数の推移 

 

さらに、道路種類別の死傷事故率で見ると、生活道路は幹線道路の約 2.3 倍、自

動車専用道路の約 18 倍と高い水準にある(図 2-14 参照)。 

 

 

（出展：内閣府 資料 2011） 

図 2-14 道路種別による死傷事故率（2007 年度） 
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2.1.4. 歩行者側の行動類型、法令違反の状況 

四輪車対歩行者事故における、歩行者側の行動類型、法令違反の特徴について調査

した結果を以下に記す。 

まず歩行者の年齢層に着目すると、生活道路上の四輪車対歩行者事故においては、

12 歳以下の子どもの占める割合が高く、全体の 27％を占める(図 2-15 参照)。 

 

 
図 2-15 歩行者年齢層別死傷事故件数 

(生活道路上の四輪車対歩行者事故 平成 19～23 年合計) 

 

図 2-16 に示す通り、歩行者が 12 歳以下の子どもの場合は、横断歩道外横断中が半

数を占める。 

 

 
図 2-16 事故類型別死傷事故件数の割合 

(四輪車対歩行者(12 歳以下)の事故 平成 19～23 年合計) 

 

  

(出典： 交通事故総合分析センター発行 

「ITARDA INFORMATION No.98」) 

(出典： 交通事故総合分析センター発行 

「ITARDA INFORMATION No.98」) 
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四輪車対歩行者事故の中で、生活道路で発生し、かつ歩行者が 12 歳以下の子ども

の場合、歩行者側の法令違反の約 6 割は飛び出しが占める(図 2-17 参照)。 

 

 
図 2-17 歩行者側法令違反別死傷事故件数の割合 

(四輪車対歩行者(12 歳以下)の事故 平成 19～23 年合計) 

 

2.1.5. 四輪車側の行動類型、法令違反の状況 

四輪車側の法令違反は安全不確認が 4 割を占め、単路においては安全速度違反や動

静不注視、交差点においては徐行場所違反や交差点安全進行義務違反が多い(図 2-18
参照)。 

 
図 2-18 四輪車側法令違反別の死傷事故の割合 

(横断歩道外横断中の四輪車対歩行者(12 歳以下)の事故 平成 19～23 年) 

(出典： 交通事故総合分析センター発行 

「ITARDA INFORMATION No.98」) 

(出典： 交通事故総合分析センター発行 

「ITARDA INFORMATION No.98」) 
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2.2. 歩行者事故の低減に向けた社会的取り組み動向 

2.2.1. アセスメント動向 

歩行者事故低減に向け、日本の JNCAP と欧州の Euro NCAP において、自律検

知型である歩行者対応 AEBS(Advanced Emergency Braking System：衝突被害軽

減ブレーキ)の性能を定量的に評価するためのプロトコルが検討されている。図 2-19
に JNCAP のロードマップ、図 2-20 に Euro NCAP のロードマップを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-19 JNCAP ロードマップ

(http://www.mlit.go.jp/common/001003022.pdf) 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-20 Euro NCAP ロードマップ 

(http://www.euroncap.com/files/Euro-NCAP-2020-Roadmap---June-2014-2---0-

e11c0984-af94-420e-9d63-63edc8538745---0-ae9462f5-a212-45f8-ad79-

9f462cebf930.pdf 
 
2.2.2. 技術開発動向 

（１）自律検知型：歩行者対応 AEBS 
車載センサを用いて、緊急時に自動ブレーキを作動させて歩行者との衝突被害の

軽減、もしくは衝突を回避する技術が開発されている。ただし、作動可能速度に制

限があり、システムが作動しない場合もある。 
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（２）路車間通信利用システム 
運転者の不注意や見通し不良が原因で生じる不適切な走行による、横断歩道上の

歩行者との事故の低減を目的として開発されている。 
歩行者を検知し、車両の状態に基づいて路側機から運転者へ情報提供を行う。（図

2-21 参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-21 横断歩道歩行者衝突防止支援イメージ(ASV3 推進計画報告書より) 

 
（３）歩車間通信利用システム 
車載センサ(カメラ、レーダなど)では検知困難な事故に対応するため、歩行者と車

両で通信を行い、歩行者と車両の片方もしくは双方に情報提供を行い、歩行者との

出会い頭事故の衝突被害軽減、もしくは衝突回避を目的とした開発が進められてい

る。例として、トヨタ自動車(株)と日産自動車(株)で開発している歩車間通信利用

システムについて以下に記載する。 
 

（a）トヨタ自動車(株)が開発中の 700MHz 歩行者端末を用いた歩車間通信利用の

注意喚起システム 
歩行者と車両が相互に通信を実施し、歩行者が自車両周辺に存在する場合、歩行

者と車両の双方に情報提供、注意喚起を行う。2013 年の ITS 世界会議にてデモを実

施した。 (図 2-22 参照) 

図 2-22 歩行者端末による注意喚起システム 
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（b)日産自動車(株)が開発している歩車間通信利用システム 
歩行者、車載機ともにスマートフォンを使用し、双方の位置情報などをサーバに

送信する。サーバにて衝突判定を行い、判定結果を双方のスマートフォンに配信す

る。2013 年の ITS 世界会議にてデモを実施した。 (図 2-23 参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-23 スマートフォンを用いた歩車間通信を利用した注意喚起システム 

 
2.2.3. 歩行者事故低減の課題 

自律検知型や路車間通信利用システムによる歩行者事故低減の取り組みにおいて

は、下記（１）、（２）に挙げた課題などがあり、歩車間通信利用システムにはこの

課題を解決することが期待される。 
 

（１）自律検知型における出会い頭場面での課題 
図 2-24 のような、出会い頭において塀や渋滞車両の陰で歩行者が隠れている場

合、自律検知型では歩行者検出時から衝突までの時間が短くなる。このことから出

会い頭では被害軽減ブレーキの効果は少ないことが課題となる。 

図 2-24 出会い頭場面で歩行者検出が困難な例 
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 出会い頭と同様、図 2-25 のような歩行者が車道へ飛び出す可能性が考えられる場

面においても、車載センサの検知性能、検知タイミングにより、被害軽減の効果が

少ない場合が想定される。 
 

図 2-25 歩行者飛び出しの可能性が考えられる例 
 
（２）路車間通信における設備設置箇所以外での課題 

センサによる歩行者情報を道路インフラにより受信するため、インフラが設置さ

れていない交差点や交差点以外の場所ではシステムが利用できず、歩行者事故の低

減につながらない。 
インフラ設置にコストがかかる為、普及しづらい。インフラの設置は事故多発地

点の交差点から行われると想定する。その場合、設置場所を走行しないドライバー

にとって効果はない。 
 
2.2.4. 歩車間通信により期待できる効果 

出会い頭場面において、塀や渋滞車両の陰で歩行者が隠れている場合、通信によ

り死角に存在する歩行者を検知し、ドライバーへの支援が可能となるため、より一

層の歩行者事故低減が期待できる(図 2-26)。 

図 2-26 歩車間通信による出会い頭での歩行者検出の例 

 
出会い頭場面と同様、歩行者が死角から車道へ飛び出す可能性が考えられる場合

においても、通信により死角に存在する歩行者を検知し、ドライバーへの支援が可

能となるため歩行者事故の低減効果が期待できる(図 2-27)。 
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図 2-27 歩車間通信による飛び出しの可能性が考えられる歩行者検出の例 

 
またこれらの場面は車両と歩行者が通信装置を搭載、携帯していれば、単路・交

差点を問わず危険な場面でドライバーへの支援が可能となるため、自律検知型のセ

ンサ検知エリア外や路車間通信利用システムの対象エリア外であっても、歩行者事

故の低減が期待できる。 
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３．実用化するシステムのコンセプト 

2020 年代に実用化可能と考えられるシステムについて、基本的なコンセプト（目的、

機能動作、支援レベル、支援方法などの考え方）について記述する。 
 
3.1 システムの目的 

歩行者事故が懸念される場所であることをドライバーに知らせ、車両の走行速度を

下げることを目的とする。 
 
3.2 システムの動作 

歩車間通信で前方及び前方左右の歩行者の存在を検出し、支援の対象と判断された

場合、車両の走行速度に応じ、必要ならドライバーに走行速度の低下を促す情報を提

供するものとする。 
「通信利用型運転支援システムのガイドライン（平成 23 年３月国土交通省発行）」

（以下「通信利用型運転支援システムのガイドライン」とする）で定義されている「周

辺車両認知支援」のように検出した対象を車載機側で判断を加えずにカーナビなどの

画面に表示、のような支援も想定する。 
 

3.3 システム動作の対象 

3.3.1 歩行者の定義 

検出対象は移動している歩行者（車いす、電動車いす、ハンドル型電動車いすを含

む。以降、歩行者と記す）とする。 
自転車や原付バイクなどは、歩行者に比べて交通事故死者数が少ない事、また移動

速度が高く、歩行者を対象とするような仕組みとは異なると考え、本基本設計書の対

象外とする。 
 
3.3.2 歩行者側への情報提供について 

車両を運転中のドライバーに対して、歩行者の情報を提供する機能を対象とし、歩

行者側への情報提供などは本基本設計書の対象外とする。 
 
3.3.3 支援対象場所 

①支援対象場所の基本的な考え方 
第２章の事故分析結果を踏まえ、生活道路やその他の交通量の少ない見通しの悪い

道などドライバーが歩行者の存在や接近を認知できない際、歩行者が不意に飛び出し

てくるような環境をシステム動作の対象とする。 
上記以外の環境については動作対象として考慮しないもののシステム動作を排除す

るものではない。対象外の例として、商業地域や駅前など元々歩行者が多い地域は、
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ドライバーが歩行者に対して意識を向ける機会が多いと考えられるため、対象外と見

なす事とする。 
また、支援対象場所は道路幅や歩道の有無等で一意に決まるとは考えにくく、周辺

環境や人口密度、道路構造物の有無などにも左右されると思われ、具体的に定義する

事は難しいと考えられる。 
 

②支援対象場所の絞り込みに関わる考え方 
①の定義でも、実際にはシステムが作動する場所（支援対象場所）を更にきめ細か

く絞り込まないと情報提供が過不足となる可能性があり、一例として過去に事故が起

きた場所や、危険とみなされる場所については優先的に支援する事が望ましい。よっ

て、何等かの方法で支援対象場所となる道路またはエリアを特定するため、理想的に

は地図またはそれに相当する物が必要になると思われる。 
尚、支援対象場所の絞り込みの必要性は歩行者端末の普及率にも関係すると考えら

れ、導入当初は歩行者端末を携帯する人が少ないため、厳密に支援対象場所を絞り込

まなくても、過剰な情報提供にはならないと思われる。また、このような考え方に適

合する精緻な地図が存在する訳でもないので、どの程度まで厳密に支援対象場所を絞

り込むか？については現時点では本基本設計書の対象外とする。 
また、第４期ＡＳＶでは、車車間通信に対する地図の必要性についてかなり議論が

行われ、結果的に地図情報を持たない簡易なシステムも排除しないことになっている。 
しかし、車両対車両であれば地図を用いず相対位置や進行方向等で衝突危険性を判

断することもある程度可能と思われるが、前述の通り、歩車間通信は歩行者存在場所

の判別が誤作動やそれに伴う受容性に影響する点が車車間通信と性質が異なる点で

ある。 
 

3.3.4 歩行者端末に期待する事項 

3.3.3 章を踏まえると、場所以外にも歩行者状況により支援不要とすべき状況が想定

される。例として家・建物の中にいる歩行者や、自動車乗車中の歩行者は支援不要と

想定され、これらの歩行者を検出・支援しないようにするためには、歩行中かそれ以

外であるかを判断する必要があると考えられる。 
この機能の実現には、車両側、歩行者端末側のいずれも考えられるが、歩行者端末

側の方が、取得できる情報（例：歩行者固有の履歴等）が多く、有益な情報も多いと

考えられるため、歩行者端末側にもこのような機能を搭載することが望ましい。 
具体的な手法として、歩行者位置または速度に対する移動平均処理等を行うことに

より、歩いているかそれ以外かを判断するような手法や、さらに場所の情報（道路／

道路外）と組み合わせる手法等が考えられる。 
尚、歩行者が所定の速度 - で移動している場合には、移動している状態を歩行者端

                                            
-  3.7 章 (2) 支援対象となる歩行者移動速度範囲を参照のこと 
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末から送信することとするが、移動していない場合に「歩行中でない」いう状態を送

信するかどうかは歩行者端末で任意に決めてよいこととする。 
 
 
3.4 支援機能 

3.4.1 実用化の対象とする支援機能 

実用化対象の支援機能は、システム目的を踏まえ「歩行者情報提供支援機能」とし、

以下、便宜的に【歩行者情報提供支援】と呼ぶことにする。 
一方、通信利用型運転支援システムのガイドラインで定義されている「周辺車両認

知支援」と同様に、周辺の歩行者の存在情報の選別や判断を簡易的に処理して、ドラ

イバーへ提供することでも安全に寄与するケースもあると考えられる。このような自

車両周辺の歩行者の存在情報を簡易に提供する支援機能を新たに【周辺歩行者認知支

援】と呼び、実用化対象に加えて定義することとする。 
 
3.4.2 位置標定技術について 

歩行者端末特有の形態を考慮すると 2020 年代を想定しても、歩行者端末は GNSS
情報のみを使う可能性が高く、車両用の位置標定技術と同じような自律航法やマップ

マッチングは期待できないと考えられる。よって位置標定精度のうち C クラスを前

提と考えるものの、技術進歩による C クラス以上の位置標定技術についても可能性

を否定しない。表 3-1 に通信利用型運転支援システムのガイドラインで定義された位

置標定クラスを示す。当該ガイドラインの発行以降、この定義について見直しが必要

な状況ではないと考えられる為、本基本設計書に於いてもこの位置標定クラスを踏襲

する。 
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表3-1 情報交換型システムの位置標定クラスの定義(参考） 

システム 
測位誤差目

安 
代表的システム構成 備 考 

Ｓクラス 
高精度測位 

約0.1ｍ 

高精度 NAVI/GNSS 
・高精度位置標定 

・高精度デジタル地図精度 -   

・自律航法 

・理想システムに近い 

・横方向：レーン判別可能 

Ａクラス 

標準測位 

（上限） 

約5m 

標準 NAVI/GNSS 
・標準的位置標定精度 

・デジタル地図精度 

・自律航法 

・横方向：レーン判別不可 

・デジタル地図の Node/Link 情

報によるマップマッチング 

Ｂクラス 

標準測位 

（下限） 

約15m 

標準 GNSS/簡易自律航法 

・標準的位置標定精度 

・ヨーレートセンサ 

・車輪パルス 

GNSSの誤差成分の内、市街地

とビル街の位置誤差平均の平

均値 

Ｃクラス 
低精度測位 

約30m 

標準 GNSS 
・標準的位置標定精度  

GNSSの誤差成分の内、市街地

とビル街の誤差平均と誤差偏

差の和の平均値 

 

Ａクラスは地図情報によるマップマッチングを前提としたシステムで、カーナビゲ

ーションとの連携を想定したシステムである。ＢクラスはGNSSの位置標定精度を向

上させるために自律航法などによる補正を行うシステム、ＣクラスはGNSS単独測位

を基本とするシステムを想定する。 

尚、歩行者自体の移動速度が遅いため、現時点では移動方位や移動速度の検出精度

については車両同等の精度は期待できないと考えられる。 
 
3.4.3 通信方式について 

現時点で実用化に向けた通信方式が絞り込まれた状況ではなく、かつ様々な可能性

が想定されるため本基本設計書では定義しないものとする。よって、通信方式に依存

する各種要件・パラメータ等についても定義しないものとする。 
 

3.4.4 HMIについて 

インフラ協調システムを実用化する上で、HMI について配慮すべき事項及びその具

体例をまとめた資料として「インフラ協調による安全運転支援システムに係る HMI
の配慮事項について」（通信利用型運転支援システムのガイドライン巻末資料２項が

                                            
- 高精度デジタル地図精度：レーン（車線）毎に Node/Link 情報を持つことでレーン走行特定が可能になる。 
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ある。当該ガイドラインの発行以降、見直しが必要な状況ではなくかつ本システムへ

の適用についても妥当と想定されるため、本支援機能の HMI もこの資料を参照する

こととする。 
 
 
3.5 支援方法 
第２章の事故分析結果を踏まえ、支援方法について定義する。 
事故発生状況については、図 2.1.5 事故類型別死傷事故件数の割合より「横断歩道外

横断中」が約５割を占めており、更に横断歩道横断中、路上遊戯中などが続いている。

また、図 2.1.6 歩行者側法令違反別死傷事故件数の割合より、「飛出し」が約６割と圧

倒的に多く、次に「車両走行の直前直後横断」や「駐停車車両の直前直後横断」が続

いている。これらの結果を踏まえると、歩行者支援対象範囲として設定すべき範囲と

して自車両前方のエリアを適宜設定することが妥当と考えられる。 
また、図 2.1.7 四輪車側法令違反別の死傷事故の割合より、最も件数の多い「安全不

確認」が約４割を占めている事から支援レベルとして情報提供が相応しい事が予見さ

れ、かつ「徐行場所違反」と「安全速度違反」をあわせると約３割を占めている事か

ら、情報提供の後に走行速度を適切な車速に下げるための支援方法が妥当と考えられ、

歩行者飛び出しに対しても被害を軽減させる効果が期待できると考えられる。 
尚、通信利用型運転支援システムのガイドラインで定義されている３つの支援方法

は車対車の支援方法であり、対歩行者用としては適用できないと考えられるため、歩

行者情報提供支援向けの支援方法を新たに定義する事とした。 
 

3.5.1 歩行者情報提供支援 

①支援方法 
・支援対象車両が走行している際、図3-1に定める「歩行者支援対象範囲」に１人

以上の歩行者が存在することを情報提供するものであり、ドライバーが車両走行

速度を減速し、歩行者らとの接触を回避することを期待して支援する。 
・複数の歩行者らが存在する場合の優先順位は、自車両との相対距離、歩行者移動

速度、歩行者属性などから判断する方法が考えられる。しかし、2020年代を想定

すると位置標定精度の課題も想定されるため一意に定義する事は難しく、本基本

設計書の対象外とする。 
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図3-1 歩行者支援対象範囲 
 

②支援の適用 
・歩行者が急に移動したり立ち止まったりすることを想定せず、継続して移動し続

けるものとして支援対象車両にのみ情報提供する。 
・歩行者側への支援適用は本基本設計書の対象外であり、仮に歩行者側への支援が

提供されていても車両側への支援方法には関与しないものとする。 
 

3.5.2 周辺歩行者認知支援 

通信利用型運転支援システムのガイドラインで定義されている周辺車両認知支援に

準じた支援を新たに定義する。 
 
①支援方法 
・支援対象車両の周辺に存在する歩行者の認知を支援する。提供した情報をどの

ように活用するかは、ドライバーに委ねる。 
・基本的には支援場面を特に想定せず自車両と歩行者の相対関係を伝える。その

ため歩行者との遭遇までの時間などを考慮した情報提示タイミングは規定しな

い。 
・より支援の効果をあげるために、自車両からの距離や走行方向などにより情報

対象となる歩行者を選択してもよい。また、ドライバーの行動（例：スイッチを

Lg 

Lt 

：情報提供の対象となる歩行者 

：情報提供の対象とならない歩行者 

Lg=(情報提示反応時間+ｼｽﾃﾑ遅延時間）×危険認知速度 

Lｔ=(情報提示反応時間+ｼｽﾃﾑ遅延時間）×歩行者移動速度 

ｼｽﾃﾑ遅延時間=車載機処理時間＋通信に要する時間 
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押す、ウィンカーを操作する）により支援を開始する等の支援開始条件も限定し

ない。 
②支援の適用 
・支援対象車両、歩行者ともに規定しない。 

③機能の例 
例１：自車両から一定距離以内に存在する歩行者の存在を知らせる。 
例２：自車両に向かってくる歩行者が存在することを知らせる。 
例３：ドライバーの要求に応じて自車両周辺の歩行者の存在を知らせる。 

 
3.6 支援レベル 

通信利用型運転支援システムのガイドラインで、定義されている支援レベル定義お

よびドライバーに期待する行動を表 3-2 に示す。当該ガイドラインでは「情報提供」

「注意喚起」が想定されている。 
 

表 3-2 支援レベルの定義 
支援レベル 定義 運転者に期待する行動 

情報提供 運転者がシステムから提供された情報により安全運転

を行うための客観情報を伝える。 

通常運転時の行動で対応 

注意喚起 特定のタイミング、特定の場所、運転者による特定の 

操作または特定の状況が生じた時に注意を喚起する。 

やや急いだ行動で対応 

警報 検知した情報からの事故の可能性を予測し、運転者に 

対して即座に適切な行動・操作を促す。 

素早い行動で対応 

 
本基本設計書で前提とする歩行者端末の機能構成（GNSS 利用による歩行者位置検

知）や利用形態（車両に対して移動速度が遅い）を踏まえると、歩行者の位置、速度、

方位等は、車両等よりも高い精度が期待できないと思われる。よって、必ずしもドラ

イバーにとって直接の危険対象にならない場合が考えられ、提示された地点や方向に

必ずしも歩行者が居ない場合も考えられる。 
過去、500 台の GNSS 携帯電話を用いて住宅地で行った実験では、以下のような誤

作動が確認されている。 
 
 
 
 
 

  

歩行者情報提供による実験結果 -  
・誤情報：19% （例：別の道路にいた、など） 
・対象道路近くにいたが、ドライバーからは見えない位置にいた：17%程度 
・ドライバーが納得できる情報：64%程度  
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このような状況で、「注意喚起」以上の支援レベルを設定するとドライバーにとって

受け容れ難い支援になることが予想され、過去の実験結果 - から、単なる存在情報で

あっても、ドライバーに納得できない情報がある程度生じることが確認されている。 
このような背景を踏まえ本基本設計書では、存在以上の情報提供（たとえば「30m

先の歩行者に注意」、「左からの歩行者に注意」など）はドライバーの受容性が得られ

ないと想定し、支援レベルに「情報提供」を設定することとした。但し、今後の技術

進歩等による支援レベルの適用拡大を阻害するものではない。 
本基本設計書で定義する支援方法とドライバーに期待する行動を表 3-3 に示す。 
 

表 3-3 支援レベルの定義 
支援方法 支援レベル 定義 運転者に期待する行動 

歩行者情報提供支援 情報提供 運転者がシステムから提供され

た情報により安全運転を行うた

めの客観情報を伝える。 

客観情報とは、歩行者支援対象範

囲内における歩行者の存在情報

とし、その距離・方向・属性等は

オプション扱いとする。 

通常運転時の行動で対応 

周辺歩行者認知支援 情報提供 客観情報の内容や情報伝達に制

約を設けない簡易な支援方法で

ある。支援が適用される車両や

歩行者には特段の制約を設定せ

ず、いずれも任意な状態で客観

状況を伝える支援である。 

通常運転時の行動で対応 

 
  

                                            
-  実験結果文献名 

・SAE World Congress 2009  論文番号：2009-01-0167 
 Development of A Cellular-Based Pedestrian Traffic Safety Support System、福島他 
・SAE World Congress 2010  論文番号：2010-AE-005 
 The Progress of SKY Project. -- Cooperative ITS Safety Support -- 、福島他 
・ITS World Congress 2009  論文番号：2893 
 Development of A Cellular-Based Pedestrian Traffic Safety Support System、安原他 
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3.7 支援システム設計のためのパラメータ 

（１） 危険認知速度、支援車速範囲 
2020 年頃の状況では、歩行者情報提供支援で示す歩行者支援対象範囲内に歩行者

がいるのか明確に識別できないケースもあると考えられる。歩行者支援対象範囲の

識別ができない場合に支援すると不要な支援が多くなってしまうと考えられるが、

その不要な支援を減少させる方策として支援対象車両における支援対象の車速範囲

を限定することが考えられる。一方、支援対象の車速範囲を限定するにしても、同

一の支援場面においてメーカーごとに支援する車速範囲が大きく異なるとユーザー

に誤解を与えかねないので、ある程度の支援車速範囲（支援してもよい範囲）を設

定することが望ましい。 
そこで、第４期ＡＳＶで調査した人対車両事故における危険認知速度から１当種別

の 90％ile 値を参照することとした。その際、微妙な値の差があるものの危険認知速

度データの性格から見て意味があるとは考えにくく、ある程度集約して代表値の形

とする方がシステム設計の際、扱いやすいと考えた。 
一方、第２章の事故分析結果より歩行者事故低減が期待されるシーンは生活道路や

交通量の少ない見通しの悪い道などであり、ガードレール等が設置されておらずか

つ片側一車線程度の道路が該当するものと推察され、制限速度についても 30～
40[km/h]程度と推察した。 
このような背景を総括的に判断し、支援対象車両における危険認知速度を

50[km/h]と定義したものの、歩行者情報提供支援は速度抑制を促すことが目的であ

るため、上限速度は規定しないが、危険認知速度以上での支援を排除するものでは

ない。 
尚、極めて低速でも高齢者などの死亡事故が発生していることから支援車速範囲の

下限値を０[km/h]と定義するが、その効果・背反を踏まえ、停止状態/停止に近い状

態では支援をしなくてもよい。 
 
（２）支援対象となる歩行者移動速度範囲 
 歩行者の小走りは 10[km/h]というデータ - を参照し、支援対象となる歩行者の移

動速度範囲を 10[km/h]までとする。また、歩行者に含まれる車いす等については、

内閣府例で定める基準によりシニアカーの最高速が６[km/h]と規定されており、こ

の歩行者移動速度範囲内に含まれるものとする。 
尚、移動している歩行者を支援対象としているため、歩行者移動速度範囲の低速側

は定義しないものの、停止状態/停止に近い歩行者を支援対象から外してもよい。ま

た、歩行速度は厳密に速度で区切れるものではなく、かつ一定の効果も考えられる

ため、歩行者移動速度範囲以上の歩行者に対する支援を排除するものでもない。 

                                            
-  ITARDA 平成 22 年度 第 13 回交通事故・分析研究発表会「歩行者事故の特徴分析」によると、６歳以下と

75 歳以上の駆け足・飛出し：２[m/s]、（左記以外の）駆け足・飛出し：３[m/s]と定義されている。本基本設

計書はこの３[m/s]を丸めて 10[km/h]とした。 
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（３） 情報提示反応時間 
 情報提示反応時間は、本基本設計書では情報提供支援レベルのみを定義し、通信利

用型運転支援システムのガイドラインに準じて 3.7[秒]とする。 
 
（４）システム遅延時間 
 システム遅延時間は、他車両から通信データが送出されてからそのデータを受信し

情報処理するまでの時間であり、内訳は通信に要する時間と車載機処理時間の総和で

構成されるものである。 
尚、直接通信かつ送信周期 0.1［秒］を前提とする通信利用型運転支援システムのガ

イドラインではシステム遅延時間に 0.3 [秒]を設定しており、このガイドラインと同

じシステム構成であれば同じ値を設定できると考えられる。 
 
（５）その他 
「通信に要する時間」、「送信周期」の２項目については、本基本設計書のスコープ

として具体的な通信手段を特定していないこと、また今後の技術の進歩によって変わ

ってゆく可能性も考えられるため定義しないものとする。 
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3.8 通信要件 

（１）車両の通信範囲 
 ・情報提供により、ドライバーが減速し、歩行者等との接触を回避することを期

待して必要な通信範囲を設定する。 
 ・通信範囲は、歩行者支援対象範囲を基準とする。 
 ・歩行者支援対象範囲は、二等辺三角形「進行方向（Lg）、左右方向（Lt）」とす

る。 
 ・歩行者支援対象範囲適用計算式 
   Lg=（情報提示反応時間+システム遅延時間）×危険認知速度 
   Lt=（情報提示反応時間+システム遅延時間）×歩行者移動速度 
   システム遅延時間=車載機処理時間＋通信に要する時間 
 
 ・歩行者支援対象範囲 適用時間、速度 
    情報提示反応時間＝3.7 秒 
 
    〈端末間直接通信タイプの例〉 
       システム遅延時間＝0.3 秒 -  
    〈歩行者端末位置を IP 接続でサーバより取得するタイプの例〉 
       システム遅延時間＝7 秒 -  
    危険認知速度＝50km/h＝13.9m/s 
    歩行者移動速度＝10km/h＝2.8m/s 
 
 ・歩行者支援対象範囲 
     〈端末間直接通信タイプの例〉 
       Lg＝(3.7 秒+0.3 秒）×13.9m/s＝55.6m 
       Lt＝(3.7 秒+0.3 秒）×2.8m/s＝11.2m 
     〈歩行者端末位置を IP 接続でサーバより取得するタイプの例〉 
       Lg＝(3.7 秒+7 秒）×13.9m/s＝148.7m 
       Lt＝(3.7 秒+7 秒）×2.8m/s＝30.0m 
 

  

                                            
-  ASV5 ITS-WC Tokyo 2013 デモでの実績による。 
-  ITU ジャーナル Vol45 No.7 (2015 年 7 月)の歩車間通信技術開発の記事に、実携帯網を使ってのデータ到達

所要時間の測定結果は、５秒以内(全データの 95％)と報告されている。 
－Lt＝30ｍ：おおよそ住宅地における道路間隔に相当 
－住宅地内道路上での携帯電話内蔵 GNSS 測位誤差～20m 程度も考慮 
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 ・通信範囲 
  通信範囲は図 3-2 に示すように、少なくとも歩行者支援対象範囲以上で後述す

る成立要件を満足することを必要とする。 
 
 

     
図 3-2 車両の通信範囲 

 
 
（２）歩行者端末の通信範囲 

 歩行者端末の通信範囲を表 3-3 に示す。 
歩行者端末は車両の歩行者支援対象範囲以上で後述する成立要件を満足すること

が望ましい。 
 なお、歩行者端末によっては、通信距離の狭いものもあり、通信範囲が車両の歩

行者支援対象範囲未満の歩行者端末は、この限りではない - 。 

                                            
- 通信距離の狭い歩行者端末は、歩行者支援対象範囲内において、情報が受信できない場合があるが、車両速

度が低い場合など、必要最小限の通信距離を確保していれば、支援可能なため排除しない。 

：情報提供の対象となる歩行者 

：情報提供の対象とならない歩行者 

通信範囲 

歩行者支援対象
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図 3-3 歩行者端末の通信範囲の形状例 

 
（３）通信成立要件 

 システム処理時間内に１回以上歩行者端末の位置情報が車両に到達すること。 
システム処理時間内に複数回通信を実施して累積のパケット到達率が 95％程度以

上 - であれば良い。 
 
（４）その他通信関係の留意事項 

・車両の通信としては、前述の（１）（２）を満たせばよいため、車両に搭載した際

のアンテナ偏波や、形状のサイズに関しての制約は特に設けない。 
 ただし、通信が他のシステムに与える影響は、車両アンテナ設置高さを 3.6[m]で
モデル計算されているので、極力それ以下の高さに設置することが望ましい。 
・車両の通信範囲は必要最小限の範囲であり、システムを実現するに当たってのシ

ステム遅延時間や測位誤差の影響を考慮し、車両は通信範囲以上を確保することが

望ましい。 
 

  

                                            
-  通信利用型運転支援システムのガイドライン（平成 23 年 3 月 国土交通省）参照 

：情報提供の対象となる歩行者 

：情報提供の対象とならない歩行者 

歩行者端末通信範囲 

通信距離 

(Lg^2+Lt^2)^1/2 以上 
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3.9 通信のセキュリティに関する考え方 

本節では、本システムが故意または故障により誤った情報を送受信した場合の影響

を実用化に伴う下記留意点も含め、その対策案と対策実施元に関して言及する。 
 
[留意点] 
 2020年に実用化可能な歩行者事故防止支援のための情報提供を対象としたシステ

ムをベースに考える。 
・ある程度の範囲でまちまちの測位誤差や通信手段を持った歩行者端末およびシス

テム搭載車が混在する。（技術革新により、高い位置標定精度のシステムが出現

したとしても、実用化初期のシステムが混在する状況が当面の間続く。通信手段

も専用無線通信やモバイル通信などが混在する可能性がある。） 
・歩行者端末を持つ歩行者と持たない歩行者、およびシステム搭載車と非搭載車が

混在する。 
 
3.9.1 偽った情報を送信するシステムが混在する場合の現象分類と考察 

表3-4に歩行者端末が送信する偽りの位置情報や偽りの属性情報を車両から見た場

合の現象パターンと、その現象が車両側にどのような影響を与えるか考察した結果を

示す。 
偽りの位置情報を送信する歩行者端末が少数存在するケースは、車両から見れば、

測位誤差を持った歩行者端末を持つ歩行者や端末を持たない歩行者が存在する状況

と大きな差がない。また、たとえ偽りの情報をドライバーが信じて対応行動を取った

としても、通常の安全確認行動を実施することになり不安全な行動とはならず、周囲

車両への大きな影響がない。 
偽りの属性情報を送信する場合も歩行者の存在情報は提供されるので、ドライバー

は対応行動をとることになり不安全側に機能することはなく、大きな影響は無い。 
唯一、情報提供エリア内にいながらエリア外にいるかのような偽りの位置情報を送

信し、かつ歩行者が車両から見えない位置にいる場合には、歩行者情報提供システム

が動作しないので車両は歩行者との接近に気付かずに走行を継続するが、システムが

本来持っている位置誤差の現象とは区別ができない。 
よって、実用化する一般車向けのアプリケーションの観点においては、高いセキュ

リティを必要としない。 
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 情報対象歩行者 

(偽歩行者)  自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 

 他歩行者 

 情報対象歩行者 

(偽歩行者) 

 自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 

 他歩行者 

 （偽歩行者） 

情報対象歩行者 

 自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 

表3-4 偽通信端末の挙動とASV実用化システムの観点からの影響考察 

 自車両から見た時の歩行者情報の変更(現象) ASV実用化システム観点からの考察 

(A) 

 

情報提供エリ

ア外にいるの

にエリア内の

偽りの位置情

報を送信 

(1)偽り情報に基づいてドライバー  
が確認動作に入っても、自車両及
びその周囲車両は不安全になら
ない 

 [周囲の車両への影響も小さい] 
(2)システムが従来持つ位置誤差の

現象と区別がつけにくい 
 

(A)情報提供エリア内に歩行者はいない 

    →情報対象歩行者は視界外にい

ると判断し、通常の安全行動

に入る 

(B)情報提供エリア内に他歩行者が存在 

    →視界内の他の歩行者を情報対

象歩行者と判断し、通常の安

全行動に入る 

(B) 

 

(C) 

 情報提供エリ

ア内にいるの

にエリア外の

偽りの位置情

報を送信する

ので、システム

は作動しない 

(1)偽り情報のためにシステムは動
作しないが、自車両及びその周囲
車両は不安全にならない 

  [周囲の車両への影響も小さい] 
(2)システムが従来持つ位置誤差の

現象と区別がつけにくい 
 
(C)情報対象歩行者は視認可能 

    →通常の安全行動に入る 

(D)情報対象歩行者は視認できないが、他

の歩行者を視認 

    →通常の安全行動に入る 

(D) 

 

(E) 

 

(1)偽り情報のためにシステムは動
作せず、自車両は不安全になる 

  [周囲の車両への影響は小さい] 
(2)システムが従来持つ位置誤差の

現象と区別がつけにくい 
 
(E)情報対象歩行者は視界外にいる 

    →歩行者存在情報がないので、

情報対象歩行者との接近に気

付かずに走行を継続する 

(F) 

 

属性情報を偽

って送信 

(1)成人が弱者と偽った属性を送信
しても、システムは安全側の動作
に入るので安全上の問題は無い 

(2)弱者が成人と偽った属性を送信
するとシステムの安全側動作へ
の切り替えは行われないが、通常
の情報提供は行われるので不安
全にはならない。 

 情報対象歩行者 

(偽歩行者) 

 自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 

 情報対象歩行者 

(偽歩行者) 

 自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 

 情報対象歩行者 

 自車両 

 ≪情報提供エリア≫ 
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注：通信系そのものへの脅威のため対策は専門家領域 

3.9.2 ＡＳＶ実用化システムへのアタック経路分析と対策案 

表3-5に、実用化システムへの脅威進入経路の分析とその対策案（含む対策実施元）

を示す。 
通信機や無線通信経路自体へのアタック（(b)や(c)）に対する対策は、無線通信系そ

のものへの脅威であるため、その専門家である通信機メーカーやシステム運用管理団

体が採用する対策を採用するものとし、本基本設計書では言及しない。 
対策の要望観点としては、誤った情報のパケットが送信されて届くことの防止をよ

り重視する。特定の場所で一時的に通信パケットが極端に集中してパケットが届かな

くなることは、ユーザーやアプリケーションの観点では周囲に歩行者がいないものと

判断・処理されるため比較的大きな問題とならない。 
自動車メーカーの留意が必要な点は、通信機へ車両挙動をセットする車内経路(a)で

ある。これに関しては、通信機とECU間の通信フォーマットの情報管理やスクランブ

ルの採用等、通信機供給サプライヤーと自動車メーカーが連携しての対策が必要であ

る。 
表3-5 実用化システムへのアタック経路分析と対策案 

 アタック経路 対策案 対策元 

(a) 

[(そもそもの)出口対策] 

 車両から通信
機へのデータ
セット時に情
報が変更され
る 

 

ユニット間通
信の非公開 
 

例)各社CAN仕

様（メーカー～

サプライヤ間

での公開範囲

管理） 

 

自動車メーカー 

& 

(通信機ﾒｰｶｰ) 

 

(b) 

[出口対策] 

通信機の中で
情報が変更さ
れる 

 

※1 
対策元が採用
する方策を使
用 

 

通信機ﾒｰｶｰ 

(c) 

[出口＆入口対策] 

 
擬似(歩行者)
通信機が偽り
のデータをセ
ットして送信 
 

 
 
※1 
対策元が採用
する方策を使
用 
 

通信機ﾒｰｶｰ 

& 

運用管理 

(団体) 

 

  

注：通信系そのものへの脅威のため対策は専門家領域 
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3.10 複数システムの組合せ・使い分けに必要な技術要件 

本項では、自律型（ナビ、センサ等）、路側情報利用型（路車）、情報交換型（車

車、歩車）による組み合わせ・使い分けについて整理した。 

Ａ：状況や場面に関係なく（１）常時独立で作動する機能……組み合わせ・使い

分け方法が適用されない機能 
Ｂ：状況や場面に応じて適宜使い分けを行う機能……組み合わせ・使い分け方法

が適用される複数の機能群 
B1：（２）シーケンシャルで使い分ける機能……何らかの条件により、作動

する機能を切り換える 
B2：（３）優先順位に応じて使い分ける機能……優先順位に応じて、作動す

る機能を使い分ける 
 

（１）常時独立で作動する機能 
 状況や場面に関係なく常時独立して作動する機能であり、自律の「居眠り」「漫然」

「脇見」に関する支援機能がこれに該当する。 
 

（２）シーケンシャルに使い分ける機能 
 同一のエリアで作動する機能であり、例えば交通規制情報と接近車両等の情報を利

用した支援機能がこれに該当する。 
 

（３）優先順位に応じて使い分ける支援機能 
 同一対象物を扱う支援機能に複数ある場合、もしくは同一のエリアで作動する支援

機能で、シーケンシャルな使い分けがされない支援機能が複数ある場合には、以下の

考え方で優先順位を設定する。 
 

 優先順位は「重大性」と「緊急性」の優先順位付けに、衝突危険に遭遇する度合い

を表現する「遭遇度（発生する確からしさ）」を加えて総合的に優先順位を決めるも

のとする。「優先順位」＝「重大性」・「緊急性」・「遭遇度（発生する確からしさ）」 
 

「重大性」：想定した被害に遭遇した場合の人または車両のダメージレベル 
「緊急性」：対象となる危険を回避するための対応余裕（時間的）レベル 
「遭遇度（発生する確からしさ）」：対象となる危険・衝突危険に遭遇する度合い 

 
基本的に、「重大性」と「緊急性」の優先順位付けを行う。但し、機能が同じレベ

ルのシステム（例えば、ナビ情報による合流案内、インフラ情報による合流案内）で

は、“衝突危険”に遭遇する度合いを表す「遭遇度（発生する確からしさ）」により

優先順位を求める。 
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 ① 同一対象物を扱う複数支援機能の使い分け 
 同一対象物を扱う支援機能の優先順位は、複数支援機能において「重大性」・

「緊急性」は同一と考えられることから、「遭遇度（発生する確からしさ）」によ

り設定する。 

 

＜自律検知の可否による使い分け＞ 
 自律による検知が可能な対象物の場合には、路車や車車/歩車より自律を優先

させる。 
 ただし、自律のシステムを備えていない場合に、路車や車車/歩車が作動する

ことを妨げるものではない。 
 

＜信頼性による使い分け＞ 
 情報対象車両の情報として、信頼性の高い情報を使った支援機能を優先させ

る。一般的には、車車/歩車よりも路車、路車よりも自律（センサ等）が信頼性

が高いと考えられるため、基本的には優先順位を「自律＞路車＞車車/歩車」の

ように設定する。 
 ただし、情報の新しいほうが信頼性が高いというケースもあるため、適宜状

況時応じて、優先順位を見直す必要がある。例えば規制情報などの場合には、

ナビを利用した自律よりも路車のほうがより新しい情報となっていることが

考えられ、このような場合には自律よりも路車のほうが信頼性が高いことにな

る。 

 ② 異なる対象物に対して同時に作動する複数支援機能の使い分け 
＜重大性・緊急性の差異による使い分け＞ 
 一般的には、「周辺車両、自転車、歩行者の情報を利用した支援機能」は、

「規制情報、道路環境情報、道路形状情報、居眠り検知等ドライバー状態の情

報を利用した支援機能」より優先させるべきと考えられる。また、「信号現示

情報、一時停止規制情報を利用した支援機能」は、「右折禁止規制情報、左折

禁止規制情報等を利用した支援機能」より優先させるべきと考えられる。 
 

＜重大性・緊急性が同一な場合の使い分け＞  

同時に発生する支援機能の重大性・緊急性が同一な場合は、”衝突危険に遭

遇する度合いを表す「遭遇度（発生する確からしさ）」により「優先度」付けす

なわち優先順位の設定を行う。 

 
＜複数の支援が並列で作動＞ 
 ドライバーの認知、判断が誤ることのない範囲で複数機能が並列に作動する

ことを可能とする。 
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 同時に作動する機能の種類や数は、ヒューマンマシンインターフェース、各

機能の支援状態、ドライバーの状態等によって異なるため、具体的な定義はし

ない。 

 

3.11 留意事項 

本システムは、歩車間通信利用システムを搭載した車両と歩行者が通信し、それに

よって得られた相手歩行者の情報を用いて支援を行うものである。このため、以下の

ような歩車間通信利用システム間特有の環境、使われ方を考慮したシステム設計に留

意することが望ましい。 

 

3.11.1 歩行者端末を持たない歩行者の存在 

自車両の周辺には非通信歩行者が混在する場合が考えられ、これらの歩行者につい

ては情報が全く得られない。とりわけ、システムの普及初期の段階では、非通信歩行

者の中に通信歩行者がまれに存在している状況であると考えられる。このため、非通

信歩行者の存在を念頭においたシステムの設計に留意する必要がある。 

具体的には、“支援情報がない”＝“対象となる歩行者が存在しない”とドライバー

に誤解を与えないような情報提示方法となるよう工夫する必要がある。 

 

・例えば、“支援の対象となる歩行者しか存在しない”、“支援の対象となる歩行者に

だけ注意すれば良い”というような印象を与える情報提示は、ドライバーの誤解を

誘発しやすいと考えられる。 

・例えば、一旦支援を始めた場合には、途中で情報対象歩行者がいなくなったとして

も、支援を継続するなど、誤った印象を与えないように留意しなければならない。

途中で支援をやめると、“注意すべき歩行者がすべていなくなった”、“自分の周辺

は安全になった”という印象を与え、ドライバーが非通信歩行者への注意を怠るよ

うなことを誘発しやすいと考えられる。 

 

3.11.2 通信の信頼性 

歩車間通信利用システムは、無線通信の特性から全ての交通環境下において、通信

の信頼性を必ずしも担保するわけではない。また、すべての車両にシステムが搭載さ

れたとしても、周辺のすべての歩行者から確実に情報を取得できるわけではない。通

信機器を携帯しない歩行者の存在、通信環境やその他、様々な理由で通信できなくな

る場合があることを留意してシステム設計をする必要がある。 

通信ができなくなったり、途切れたりする主な具体例として以下のようなケースが

挙げられる。 

 

・歩行者通信機器のバッテリー切れ 
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・歩行者が通信機器を不携帯、もしくはスイッチの入れ忘れ 

・通信機器が故障した場合 

・通信媒体（電波）の通り道が遮蔽される状況になった場合 

 

3.11.3 不要支援の削減 

歩車間通信利用システムでは避けられない通信の不成立/途絶や位置誤差の影響、

地図データベースを持つ/持たないなどのシステムの構成によって、車載システムが

支援すべき状況かを正しく判別できない場合がある。このような場合、支援の必要が

ない状況において支援してしまうこと（不要支援）が考えられる。この不要支援が頻

発すると、車載システムに対してドライバーが不信感を抱き、システムを使わなくな

って、本来のねらいである事故削減に寄与しなくなってしまうことが懸念される。不

要支援は極力少なくするよう留意して設計することが必要である。 

具体的には不要支援の発生に影響を与える事象の有無に基づいて、情報の信頼度を

考慮するなどして、以下のような場合は不要支援が発生しないよう工夫する必要があ

る。 

・例えば、自車両及び相手歩行者の相対的な位置誤差から支援の精度が低くなると考

えられる場合。 

・例えば、受信した情報の鮮度が古いもしくは不連続である等の要因から、支援の精

度が低くなると考えられる場合。 

 

3.11.4 目視可能な場所での支援 

歩車間通信利用システムは、生活道路、交通量の少ない見通しの悪い道路などで、

ドライバーから見えない場所に安全確認すべき相手歩行者が存在する場合に支援す

るところにねらいがあるが、相手歩行者が見えない状況であることをシステムが識別

して支援しているわけではないため、結果として相手歩行者が見える場合であっても

支援する場合がある。相手歩行者がドライバーから見える状況で支援するのは、上述

した不要支援の一つと考えられるが、例えこのような状況で支援したとしても、ドラ

イバーに大きな違和感が生じないように留意する必要がある。 

ドライバーが違和感をもつような具体例として以下のようなケースが考えられる。 

・支援により得られた情報からドライバーがイメージする状況と直接視により理解し

た状況が大きくかけ離れており、存在情報の対象である歩行者が、直接視した歩行

者とは別のところにいると考え、その歩行者を探してしまうようなケース 

・多くの歩行者が存在する中で、支援の対象となる歩行者がどれなのか見当がつかな

いようなケース 

・相手歩行者がかなり遠くにいる状況、あるいは距離的には近いが時間的にかなり余

裕がある状況、自車両とは関係ないところに相手歩行者の進路が変わる可能性が高

い状況などで、ドライバーからみてまだ注目するには至っていないケース 
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3.11.5 フェールセーフ 

通信機器の故障により想定した支援が行えない状態になった場合の対応について以

下に記述する。 

 

（１）故障検知タイミング 

①支援停止中に故障を検知し、支援が行えない場合はシステム不作動をドライバー

に報知することで、システムが作動中と誤解させないよう配慮する。 

②支援作動中に故障が発生し、支援が中断・異常表示等した場合、システムの状況

をドライバーに報知することで、情報対象歩行者が存在しない（通過した）と誤

解させないよう配慮する。 

 

（２）故障発生個所 

①自車両の通信機器の故障を自己診断機能で検知し、故障状況により支援が行えな

い場合はシステム不作動をドライバーに報知し、システムが作動中と誤解させ

ないよう配慮する。（通信機器の故障としては、送信不可・受信不可・GNSS 機

能不能・支援（HMI）不能等がある） 
②歩行者から受信した通信データの異常（データ化け・抜け等）については、自車

両の通信機器が可能な限り異常を検知して対応することで、異常なデータを基

にした支援により、ドライバーに対してシステムへの不信を招かないよう配慮

する。 
 

（３）歩行者端末の故障検知 

①歩行者側のシステム故障の場合、自車両は歩行者側からの通信データに基づき衝

突の可能性を判断する為、歩行者側の故障によりデータの正確性が低下しても、

自車両で検知と対応ができない。このような機能限界については、マニュアル等

でドライバーに周知する。相手側が故障により送信不可の場合、システム非対応

歩行者として対応する。 
②歩行者端末が自己のシステム故障を検知し、送信可能な状態ならば故障による影

響がないデータを車両側に送信することは可能とする。 
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４．実用化するシステムの仕様・要件 

 本章では、ドライバーに走行速度の低下を促すための情報を提供する２種類のシス

テム仕様、要件について記述する。 

 

4.1 歩行者認知支援 

4.1.1 機能概要 

 本機能は支援対象車両のドライバーへ歩行者の存在を検出し、ドライバーに走行速

度の低下を促す情報提供を行う支援機能である。 

 本支援機能は車両への安全策であり、歩行者に車の接近情報を提供した場合、歩行

者が車両接近の情報が無いので車は来ない、と誤解し周囲を確認せず路上に出ること

が考えられるため、本基本設計書では取り扱わない。 

 

本機能は以下の２種類のシステムがある 

（１）歩行者情報提供支援 

  歩車間通信で前方及び前方左右の歩行者の存在を検出し、支援の対象と判断され

た場合、自車両の走行速度に応じて情報提供を行う。 

（２）周辺歩行者認知支援 

 「通信利用型運転システムのガイドライン」で定義されている「周辺車両認知支援」

のように検出した歩行者を車載機側で判断を加えず情報提供を行う。 

 

ドライバーへの情報提供方法は規定しない。また、採用する位置標定手段、システ

ム構成等によっては、本仕様に記載されていない機能や煩わしさの低減を狙った機能

も実現できる。そのための創意工夫の織込みに関する制約は行わない。 

 本章で述べる支援機能は、歩行者端末特有の形態を考慮すると 2020 年代を想定し

ても、GNSS 情報を使う可能性が高い。システム設計の際には、 

・自車両および歩行者の位置情報には誤差がある。 

・歩行者端末の種類によっては通信距離が短いものがある。 

・通信方法や障害物によって伝達距離が短い場合がある。 

等、支援タイミングに影響があることを留意する必要がある。 

 

4.1.2 システム設計例 

 歩行者情報提供システムの設計例を（１）歩行者情報提供、（２）周辺歩行者認知支

援について①～⑧の項目それぞれについて以下の項目毎に示す。 

① 支援の内容 

② 歩行者の認識範囲 

③ 支援のレベル 

④ 検知対象と歩行者の属性情報 
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⑤ 支援を行う自車両速度の範囲 

⑥ 支援対象場所 

⑦ 支援タイミング 

⑧ 移動している歩行者の定義 

  ※ ⑤⑥は（１）歩行者情報提供支援、（２）周辺歩行者認知支援で共通である。 

 

（１）歩行者情報提供支援 

  ① 支援の内容 

歩車間通信で前方及び前方左右の歩行者の存在を検出し、自車両速度に応じた

歩行者の認識範囲内と判断された場合、ドライバーに走行速度の低下を促す情報

を提供する。 

 

例：走行速度の低下を促すディスプレイ表示やインジケータに加え、情報提供

音とともに下記のような音声メッセージを提供 

      「この先、歩行者に注意しましょう。」 

      「歩行者がいます。スピードに注意しましょう。」 

 

  ② 歩行者の認識範囲 

 支援範囲の考え方に基づき、三角形で構成される支援対象場所に歩行者が存在

する場合、情報提供の対象とする。図3-1（再掲）に歩行者支援対象範囲を示

す。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

図3-1 歩行者支援対象範囲（再掲） 

Lg 

Lt 

：情報提供の対象となる歩行者 

：情報提供の対象とならない歩行者 

Lg=(情報提示反応時間+ｼｽﾃﾑ遅延時間）×危険認知速度 

Lｔ=(情報提示反応時間+ｼｽﾃﾑ遅延時間）×歩行者移動速度 

ｼｽﾃﾑ遅延時間=車載機処理時間＋通信に要する時間 
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   認識範囲の規定に必要な Lg、Lt の値はこれまでの車車間通信での検討結果に

従い、以下のように定義する。なお状況に応じて、認識範囲を拡大してもよい。 

    情報提示反応時間：3.7 秒（通信利用型運転支援システムのガイドラインに従う） 

    システム遅延時間：車載機処理時間＋通信に要する時間 

    車載機処理時間 ：規定しない 

    通信に要する時間：規定しない 

（従来のモバイル通信を用いる場合は数秒～7 秒程度） 

    危険認知速度   ： 50km/h 
    歩行者移動速度  ： 10km/h 
 

③ 支援のレベル 

   自車両速度に応じた支援範囲内における歩行者の存在情報とし、存在以上の情

報提供は対象としない。 

 

④ 検知対象と歩行者の属性情報 

ステータスとして属性情報を設定できるが、必須とはしない。属性情報は犯罪

に使用されないよう一定の配慮が必要である。 

検知対象となる歩行者の種類と属性情報は以下の５種類とする。 

・子ども（中学生以下） 

・高齢者 

・障がい者（目・耳・その他） 

・車いす、電動車いす、ハンドル形電動車いす 

・その他（通常の健常者を含まない） 

 

  ⑤ 支援を行う自車両速度の範囲 

ドライバーへの情報提供を行う車速の上限は規定しない。また、自車両が停止

状態もしくは停止に近い状態では情報提供を行わなくても良い。 

 

⑥ 支援対象場所 

支援対象場所は、3.3.3 項 支援対象場所 の記述に従う。 

作動対象エリアの判別は、以下のような方策が考えられる。 

(1) 歩行者端末側で支援対象場所以外は位置情報を発信しない等の判断を行う。 

 (2) 車載機側で対象場所かどうか判断し、情報提供を行うか判断する。 

 

⑦ 支援タイミング 

支援対象範囲に歩行者が一人以上存在する場合、直ちに情報提供を行う事とす

るが、支援対象範囲に入る前、入る事が予想される状態から情報提供を行っても

良い。 
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⑧ 移動している歩行者の定義 

ステータスとして歩行者端末側で動いている／動いていない、を設定できるが、

出力は必須とはせず歩行者端末側で任意で設定可能とする。また、動いている／

動いていない、の判別方法は規定しない。 

 

（２）周辺歩行者認知支援 

① 支援の内容 

歩車間通信で自車両の周辺に存在する歩行者認知を支援する。提供された情報

をどのように活用するかは規定せず、ドライバーに委ねる。ドライバーへの情報

提示方法は特に規定しない。 

 

② 歩行者の認識範囲 

   歩車間通信で自車両の周辺に存在する歩行者で存在を認識できる範囲とし、特

に規定しない。図 4-1 に周辺歩行者認知支援の支援対象範囲を示す。 

 

例として以下の方法が考えられるが、他の方法でも良い。 

   (1) 歩車間通信にて歩行者の存在が確認できた位置を問わずドライバーへ情報

提供を行う。 

   (2) 車載機側でドライバーへの情報提供を行う範囲を定める。 

  

<270>



- 45 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 周辺歩行者認知支援の支援対象範囲 

 

③ 支援のレベル 

支援レベルは情報提供（歩行者の存在情報）とし、存在以上の情報提供は対象

としない。 

 

④ 検知対象と歩行者の属性情報 

ステータスとして属性情報を設定できるが、必須とはしない。属性情報は犯罪

に使用されないよう一定の配慮が必要である。 

検知対象となる歩行者の種類と属性情報は以下の５種類とする。 

・子ども（中学生以下） 

・高齢者 

・障がい者（目・耳・その他） 

・車いす、電動車いす、ハンドル形電動車いす 

・その他（通常の健常者を含まない） 

 

  ⑤ 支援を行う自車両速度の範囲 

 

点線は車両の通信範囲を示す。 

  ： エリア内で受信できた情報提供の対象となる歩行者 

  ： エリア内であるが受信できなかった歩行者 

  ： エリア外の歩行者 
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   特に規定しない。 

 

  ⑥ 支援対象場所 

   特に規定しない。 

 

⑦ 支援タイミング 

   特に規定しない。 

より支援の効果を上げるために、自車両からの距離や走行方向などにより情報提

示の対象となる歩行者を車載機で選択しても良い。また、ドライバーの運転操作

（例：スイッチを押す、ウインカを操作する）により情報提示を行う等の条件付

けも制限しない。 

 

⑧ 移動している歩行者の定義 

ステータスとして歩行者端末側で動いている／動いていない、を設定できるが、

出力は必須とはせず歩行者端末側で任意で設定可能とする。また、動いている／

動いていない、の判別方法は規定しない。 

 

4.1.3 留意事項 

 ２つの機能とも通信が成立した歩行者に関して情報提示を行えるだけなので、情報

提示がないことをもって注意を払うべき歩行者が周囲に存在しない、との誤解をドラ

イバーに与えないよう、システムを設計しなければならない。 
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５．実用化の際にユーザーに対して配慮すべき事項 -  

通信利用型の実用化に際しては、自動車メーカーによってシステムが異なるため、

ユーザーに誤解を与えることなく、効果的にシステムを利用するための配慮事項を整

理した。ここに整理した配慮事項に則って自動車メーカーが各社で対応するものとす

る。 
なお、通信利用型のうち、ここでは歩車間通信利用システムを対象としている。 
 

5.1 システム全体に共通する事項 

システム全体に共通する配慮すべき事項は、以下の通りである。 
 

（１）自動車メーカーによる支援機能の違いについて 
情報交換型という概念のシステム名称で呼ばれ、本基本設計書に則って設計された

場合においても、市販される段階では具体的な機能や作動する範囲等が自動車メーカ

ーによって異なることが考えられる。 
そのため、異なる自動車メーカーの車種に乗り換えた場合においても、機能や作動

する範囲等が異なることを理解した上で、利用できるような配慮が必要である。 
 

（２）非通信歩行者の存在について 
歩車間通信利用システムは、システムを搭載した車両と歩行者端末が通信し、それ

によって得られた情報を用いて支援を行うものであるが、自車両の周辺には歩行者端

末を持たない歩行者が混在し、これらの情報は全く得られない。とりわけ、システム

の普及初期段階では、歩行者端末を持った歩行者がまれであることを念頭においてシ

ステムを利用しているということが重要となる。 
システムのユーザーには、少なくとも以下のことを理解した上で使用できるような

配慮が必要である。 
 
①ドライバーには、システムによる支援の有無にかかわらず、安全に運転する義務

があること 
②システムからドライバーに提示する情報は、自車両の周辺にいる歩行者端末を携

帯した歩行者（情報対象歩行者）の情報に限定されるが、周辺には情報対象歩行

者だけではなく、歩行者端末を持たない歩行者が存在する可能性があること 
③特に、周囲の交通情報を目視で確認することが困難な状況においては、支援によ

り提示された歩行者のみが存在していると錯覚する恐れのあること 

                                            
-  本書では、システムを販売する段階でユーザーに対してメーカーが踏まえるべき事項を「配慮事項」と呼ん

でいる。 
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（３）通信の信頼性について 
仮にすべての歩行者が通信端末を所持した場合においても、すべての周辺歩行者か

ら確実に情報を取得できるわけではない。すなわち“通信の信頼性は100％ではない”

ことをユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必要である。 
 通信ができなくなる主な具体例としては、以下のようなケースが挙げられる。 
 
・自車両の通信機器が故障した場合 
・電波が遮蔽されている場合 
・歩行者の通信端末が故障やバッテリー切れの場合 
 

（４）不要支援について 
通信端末を持った人が屋内や他の車内にいる場合や歩行者が別の道路にいる場合

などドライバーにとって直接危険対象にならなくても、不要支援が生じる場合がある

ことをユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必要である。 
 

（５）目視可能な場所での支援について 
歩車間通信利用システムは、見通しの悪い交差点等、安全確認すべき歩行者を目視

できない場所などにおいて支援することを目的としているが、歩行者を目視できない

状況であることをシステムが識別して支援しているわけではないため、結果的に歩行

者が目視できる場合においても支援することになる。 
そのため、ユーザーに対しては、歩行者が目視できる／目視できないにかかわらず

支援するシステムであること、歩行者が目視できない状況における支援を目的として

いるため目視できる状況においては、多少の違和感を伴うこともあり得ることを理解

した上で使用できるような配慮が必要である。 
なお、ドライバーが違和感をもつような具体例として、以下のようなケースが考え

られる。 
 
・支援により得られた情報からドライバーがイメージする状況と目視により理解し

た状況が大きくかけ離れており、歩行者が目視した歩行者とは別のところにいる

と考え、その歩行者を探してしまうようなケース 
・多くの歩行者が存在する中で、支援により得られた情報の対象となる歩行者がど

の歩行者なのか見当がつかないようなケース 
・歩行者がかなり遠くにいる状況、あるいは距離的には近いが時間的にかなり余裕

がある状況や歩道にいる状況、自車両とは関係ないところで歩行者の進路が変わ

る可能性が高い状況等、支援の対象には至っていないケース 
 

（６）測位誤差について 
現状の測位技術では、支援対象車両と情報対象歩行者の双方に、ある程度の測位誤

<274>



- 49 - 
 

差が含まれているが、この測位誤差は環境条件で大きく変動する可能性があることを

ユーザーが理解した上で使用できるような配慮が必要である。 
またシステムによっては、ドライバーが支援に応じた対応行動がとれるよう、見込

まれる測位誤差が考慮されていることをユーザーが理解した上で使用できるような

配慮が必要である。 
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＜巻末資料＞ 
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１．メッセージセットとデータディクショナリ 

1.1 歩車間通信用メッセージセット 

歩車間通信で歩行者端末から車載端末へ通知されるメッセージセットに含まれる

べきデータエレメントを以下に示す。 

 

表 1-1 データエレメント一覧表 

機能ユニット データエレメント 必須項目 車車間通信と共通 

歩行者属性情報 

歩行者 ID 〇 〇 

測位クラス情報 〇 
△ 

(動的に変更できる点のみ異なる) 

自車両種別 〇 〇 

歩行者属性   

位置情報 

位置データ有効情報 〇 
△ 

(直接通信によるデータ有効性) 

緯度経度情報 〇 〇 

水平方向誤差  〇 

高度  〇 

垂直方向誤差  〇 

測位周期  〇 

リビジョンカウンタ  〇 

歩行者状態情報 

センサ取得情報   

歩行速度 〇 
△ 

(停止・歩行状態の二値を表現) 

歩行者方位角  〇 

加速度  
△ 

(水平・垂直 G) 

その他歩行者情報 
歩行者現在地環境   

歩行者行動   

時刻情報  〇 〇 

交差点情報   〇 

道路区分情報   
△ 

(歩行者道を表現する) 

歩行者端末情報 歩行者端末情報   

 

1.2 データディクショナリ 

ここでは、主に歩行者端末から提供されるデータを機能別にまとめて解説する。 

（１）歩行者属性情報（静的情報） 

①歩行者 ID: pedestrian ID 

識別のため歩行者毎に一時的に割り当てられる情報。【必須項目】 
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＊車車間通信における車両 ID (vehicle ID)と同一の扱い。 

＊他歩行者並びに車両の ID との重複や、他歩行者・車両間で重複した ID を

送信する可能性があるため、その他の情報を考慮してシステム設計を行うこ

と。 

＊ストーカーや誘拐などの犯罪誘発を避けるため、頻繁な ID 変更や変更を行

うタイミングを考慮してシステムの設計を行うこと。 

 

②測位クラス情報: class information 
クラスの情報をセットする。【必須項目】 

＊車車間通信における測位クラス情報(class information)と同一の扱い。 

＊システムクラスの区別は、その歩行者端末が採用する位置標定技術によって

行い、複数の位置標定技術を採用している端末が動作中に使用する標定技術

を切り替えられる場合には動的に変更するものとする。 

・S クラス 

・A クラス 
・B クラス 
・C クラス 

 

③自車両種別: vehicle classification 
歩行者種別であることを明示。【必須項目】 

＊車車間通信における自車両種別(vehicle classification)と同一の扱い。 

＊0x1000(歩行車)と同等の意味を持たせること。 

 

④歩行者属性: attribute 
歩行者の属性を持つ情報。【任意項目】 

以下の属性を定義する。 

・子ども（中学生以下） 

・高齢者 

・障がい者(視覚・聴覚など) 

・車いす、電動車いす、ハンドル形電動車いすなど 

・その他（通常の健常者を含まない） 

＊「子ども」など属性によりドライバーが挙動を推測しやすくなることを期待

する。 

＊プライバシーやストーカー行為防止のため任意とする。 

＊ビットフィールドを用いて属性情報をフラグで表現する。これにより、属性

を設定しない場合にはすべてのフラグを無効にすることで表現ができ、また

属性を複数組み合わせた表現を行うことができる。 

 

<278>



- 53 - 
 

 

（２）位置情報 

①位置データ有効情報: position availability 
位置に関する情報の有用性を示す。この情報に基づき、情報提供の対象とする

かを判断する。【必須項目】 

・位置データ有効 

・位置推測可能 

・位置データ無効 

＊直接通信によりその通信範囲(理論値もしくは実効値)内に存在することが

推測できる場合に「位置推測可能」とする。 

 

②緯度経度情報 

歩行者端末により測位された緯度経度。【必須項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内緯度・経度と同等の情

報を有すること。 

 

③水平方向誤差: horizontal error range 
水平方向の位置誤差。【任意項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内水平方向誤差と同等

の情報を有すること。 

 

④高度情報: height 
歩行者端末の高度。【任意項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内高度情報と同等の情

報を有すること。 

＊陸橋や立体交差を考慮するのに有用。 

 

⑤垂直方向誤差: vertical error range 
垂直方向の位置誤差。【任意項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内垂直方向誤差と同等

の情報を有すること。 

 

⑥測位周期: position update rate 
測位データの更新周期を定義。【任意項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内位置情報遅れ時間と

同等の情報を有すること。 

 

⑦リビジョンカウンタ: revision counter 
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補正カウンタの情報をセットする。【任意項目】 

＊車車間通信データセットにおける位置情報ユニット内リビジョンカウンタ

と同等の情報を有すること。 

 

⑧情報提供エリア: service area 
歩行者が情報提供を行うエリア内に存在するか。【必須項目】 

以下の状態を示す。 

・情報提供エリア内 

・情報提供エリア外 

・情報提供エリア判定不可 

地図や情報提供エリアデータベースを用いて情報提供エリア内に存在するか

を判断することとなるが、地図やデータベースを持たないシステムも考慮するこ

と。 
＊情報提供エリアの判定ができる歩行者端末は、情報提供エリア外で送信を休

止することがある。 

 

（３）歩行者状態情報(動的情報) 

①センサ取得情報: sensor availability 
歩行者状態に関する情報の有効性を示す。この情報に基づき、歩行者状態情報

内の情報を読み飛ばせるかを判断する。【任意項目】 

・データを読み飛ばさない場合 

・必須項目以外のデータを読み飛ばす場合 

・すべてのデータを読み飛ばす場合 

＊歩幅入力・歩数計機能・加速度センサによる速度精度向上が見込める。 

 

②歩行速度: walking (speed) 
歩行者の歩行速度をセットする。（0～254km/h /１km/h 毎）【必須項目】 

・正常時：0～254km/h  （尚、254km/h は 254km/h 以上を含む） 
・不定、異常：255km/h 
 

③歩行者方位角: direction 
歩行者の進行方向は北を０度とし、時計回りに 359 度までの値をセットする。

【任意項目】 

・正常時 ：0～359deg  
・不定、異常：11xxxxxx 
 

④加速度: acceleration 
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加速度センサなどから求めた、歩行者の水平方向ならびに垂直方向の加速度

をセットする。（-8m/s2～7.5m/s2 /0.25m/s2毎）【任意項目】 

・0x00 ·········· -8m/s2（ただし、-8m/s2以下のときは 0x00）  
・0x20 ·········· 0m/s2 
・0x3E ·········· 7.5m/s2（ただし、7.5m/s2以上のときは 0x3E） 
・0x3F ·········· 不定、異常 
 

ⅰ）水平方向（前後） 

歩行者の進行方向を前方向と定義する。 

前方向を正とし、後方向を負とする。 

停止時の前方向は「停止直前の前方向」とする。 

 

ⅱ）水平方向（左右） 

前方向に対して左右を定義する。 

右方向を正とし、左方向を負とする。 

水平方向（前後）と異なり加速度の範囲を-7.5m/s2～7.5m/s2とする。 

 

ⅲ）垂直方向（上下） 

水平面を基準として垂直方向を定義する。 

加速度の範囲は水平方向（前後）と同じ。 

上方向を正とし、下方向を負とする。 

 
（４）その他歩行者情報 

①歩行者現在地環境: pedestrian location 
歩行者の現在地の環境を記載する。【任意項目】 

＊本データエレメントは領域確保を目的に設定しており、ここで定義してい

る属性や括弧内の例は仮値である。今後、改めて定義する可能性がある。 

以下の属性を定義する。 
・屋内 （家・ビル・駅など） 
・屋外敷地内 （学校、公園,等） 
・乗車中（乗用車・バスなど） 
・ガードレール内 
・立体交差 （歩道橋、陸橋、アンダーパス） 
・その他 
＊ドライバーへの支援が不要と思われるような現在地の環境を記載し、危険

度判定が利用して不要作動低減に寄与できることを期待する。 

＊歩行者端末側でマップマッチングや行動推測等から判断して、属性を切り

替えることとする。 
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②歩行者行動: pedestrian action 
歩行者の行動形態を記載する。【任意項目】 

＊本データエレメントは領域確保を目的に設定しており、ここで定義してい

る属性や括弧内の例は仮値である。今後、改めて定義する可能性がある。 

以下の属性を定義する。 
・歩行中 （規則的な歩行） 
・走行中 （ジョギング、駆け足） 
・活動中 （歩行・走行ではない運動、活動、遊戯中） 
・挙動なし （活動無し） 
・その他 
＊危険度判定や対象物の目視確認時に貢献できることを期待する。 

＊歩行者端末側の各種センサ等から歩行者の活動状況を推測し、属性を切り

替えることとする。 

 

（５）時刻情報 
GNSS などの時刻情報を記載する。【必須項目】 

＊車車間通信データセットにおける時刻情報ユニットと同等の情報を有する

こと。 

 
（６）交差点情報 

近傍の交差点の情報を記載する。【任意項目】 

＊地図を持つ歩行者端末から進行方向先一番近い交差点を通知することによ

り車両側で不要な情報提供を抑制することが期待できる。 

＊車車間通信データセットにおける交差点情報ユニットと同等の情報を有す

ること。 

 

（７）道路区分情報 
歩行中の道路の区分情報を記載する。【任意項目】 

車車間通信で定義している道路区分情報に加え、以下の道路を定義する。 

・歩道 

・歩行者専用道 
・（自転車専用道） 

 
（８）歩行者端末情報：HMI availability 

歩行者端末の HMI 機能有無を記載する。【任意項目】 

以下の属性を定義する。 
・HMI 機能なし（＝送信のみ） 
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・HMI 機能あり（単純機能 ブザー or ランプ程度） 
・HMI 機能あり（高機能  単純機能＋メッセージ表示等） 
・判定不可 
＊歩行者端末側にどの程度の HMI 機能があるかを示し、車載機側の危険度判

定等に寄与できることを期待する。 
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